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守ります　人と　自然と　この地球

【ロゴマークの説明】
中心の球は大気圏に包まれる地球を表し、表面に地球を周回する大気の流れを描いています。
全体としては芽吹き、海の波など地球が抱える自然現象も表現するものとしています。

【キャッチコピー】
「守ります　人と　自然と　この地球」

【表紙の写真について】
〈背景〉
地球とエコロジー
〈四角内の画像：上段左から〉
春爛漫　満開の桜
火山噴火（雲仙岳）
高層気象観測の様子
〈四角内の画像：中段左から〉
予報官による記者会見の様子
冬景色
〈四角内の画像：下段左から〉
ひまわり畑
海洋気象観測船（啓風丸）
稲　実りの秋

【裏表紙の写真について】
気象庁本庁庁舎
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は ͡ Ί に

ฏからྩͱ৽しい࣌代Λܴ͑ました。

気象庁の務は、෩・ूத߽Ӎ等の気象、・、Րࢁ、さらに気ީมಈͳͲにؔ͢Δ

ࣗવݱ象の؍ଌ・༧報等ͱ、ͦの報のར༻ଅਐΛ௨͡て、気象ۀ務の݈શͳൃୡΛਤΔこͱに

ありま͢。৽たͳݩ߸ʮྩʯのͱ、Ҿきଓきこの務にあたͬてまいりたいͱࢥいま͢。

は、1ࡢ ݄のനࠜࢁのՐに࢝まり、6 ݄には大ࡕ部の、7 ݄から � ݄にか͚ては

ฏ 30  7 ݄߽ӍॏͳΔ෩の্、Նは東・ຊΛத৺ͱしたݫしいॵさͱͳり、۽୩

においてશྺࠃ代 1 ҐͱͳΔ 41.1 Λ記、� ݄にはฏ 30 ւಓৼ東部がൃੜ͢Δͳ

Ͳ、ଟくのࡂがൃੜしました。

こΕらのࡂにΑり٘ਜ਼にͳらΕたํʑのご້Λおفり͢Δͱͱに、ࡂにૺΘΕました

օ༷に৺Αりお見いΛਃし্͛ま͢。

Ұํ、気象庁ではҬにお͚Δ気象ۀࡂ務ڧԽのたΊ、ฏ 2�  7 ݄にͱりまͱΊらΕたʮ

Ҭにお͚Δ気象ۀࡂ務のありํݕ౼会ʯのఏݴにͮجき、気象庁ࡂରԠࢧԉνーム（+&55）

Λઃ͢ΔͳͲ、ࣗ 、Խしてまいりました。またڧԉΛࢧのؔػࡂମΛは͡Ίͱ͢ΔҬの࣏

ަ௨ࡦ৹ٞ会気象Պ会にΑΔఏݴʮ2030 のՊֶٕज़Λ見ਾ͑た気象ۀ務のありํʯがࡢ

8 ݄にͱりまͱΊらΕ、ޙࠓ気象庁がऔりΉきۀ務のํੑがࣔさΕたͱこΖで͢。

ʮ気象ۀ務はいまʯは、ࡂの༧、ަ௨҆શの֬อ、ۀ࢈のོڵ等にد༩͢ΔたΊの気象ۀ務

のશମ૾について広くͬていただくこͱΛతͱして、ຖ 6 ݄ 1 の気象記೦にߦץして

いま͢。

Λたらしたฏ務はいまʯでは、記తͳඃۀのʮ気象ࠓ 30  7 ݄߽Ӎͱ、このࡂ

Λड͚た気象庁のࡂ気象報のվળに͚たऔ、ઌにड़たަ௨ࡦ৹ٞ会気象Պ会ఏݴ

ʮ2030 のՊֶٕज़Λ見ਾ͑た気象ۀ務のありํʯ、ʮฏʯにお͚Δ気象ۀ務のาΈについて、

ͦΕͧΕհしていま͢。

ଟくのํʑがຊॻにΛ௨さΕ、気象ۀ務のօ༷のごཧղがਂまりま͢ͱͱに、֤で

。していま͢ظさΕΔこͱΛ༺׆

ྩݩ6݄1

気象庁ɹؔ田ɹ߁༤
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1　平成 30年 7月豪雨
（1）概要
ɹฏ 30 （2018 ）6 ݄ 28 Ҏ߱、՚தからຊւΛ௨ͬてຊにఀしていたલઢは、7 ݄ 4 

にか͚てւಓ付ۙに্した5、ޙ にはຊまでೆ下してఀしました。また、6 ݄ 2� にຊの

ೆでൃੜした෩ୈ 7 ߸は、東γφւΛ্しରഅւڦからຊւにਐΈました。ͦのޙ7 ݄ 5 から 8

にか͚てຊにఀしたલઢにか てͬ、ೆからஆかくඇৗに࣪ͬたۭ気がڅڙさΕଓ͚たたΊ、6 ݄

28から7݄8までの総߱ਫྔはࠃ࢛ํで1800ϛϦ、東ւํで1200ϛϦΛ͑たͱこΖがあΔͳͲ、

7 ݄の݄߱ਫྔฏの 2 ʙ 4 ഒͱͳΔྔΛ؍ଌし、ຊから東ւํΛத৺にશࠃతに広いൣғで記

తͳ大Ӎͱͳりました。

ɹこの大ӍのؒظにରԠ͢Δฏ 30  7 ্݄०に、શࠃのΞϝμε؍ଌॴで؍ଌさΕた߱ਫྔの総は、

ত 57 Ҏ߱の֤०のͱൺֱして࠷ଟいͱͳりました。このؒظにશࠃで߱ͬたӍの総ྔは、աڈ

の߽ӍࡂͱൺてۃΊてଟいのであͬたͱ͑ݴま͢。

ɹこの大ӍにΑり、ߴྊ（たかはし）ਫܥখ田等のఅܾյに͏Ԭݝࢁෑࢢਅඋ町Λத৺ͱした大

、にΑりࡂ町等においてଟൃੜしたੴྲྀ等の࠭ࡔ܊ܳ҆、ࢢޖ、ࢢ広ౡݝ、広ౡͳਁਫඃن

ଟくのਓతඃがൃੜし、શࠃのऀࢮ 224 ෆ໌ऀํߦ、໊ 8 ໊にٴͼ、߽Ӎࡂͱしてはฏにೖ てͬ࠷ѱの

ਓతඃͱͳりました。また、Ոのશյは 17000 ౩、ਁਫՈは 30000 ౩にୡしました˞。このた

Ί、気象庁では、ฏ 30  6 ݄ 28 から7 ݄ 8 にൃੜしたこの߽Ӎについて、ʮฏ 30  7 ݄߽Ӎʯͱ

໊শΛఆΊました。

˞ ඃঢ়گはʮฏ 30  7 ݄߽ӍにΑΔඃঢ়گ等についてʯ（内ֳ、ฏ 30  10 ݄ �  17 ࣌ 00 ࡏݱ）にΑΔ。

6月 28日から7月8日までの総降水量
（アメダス）とその期間での降水量平年比 全国のアメダス地点で観測された降水量の総和
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（2）平成 30 年 7月豪雨をもたらした大雨の気象要因

ɹ7݄ 5 から 8 にか͚て、ຊΛத৺にؒظかつ広ൣғで記తͳ大ӍΛたらした気象ཁҼは、࣍

の 3 つͱߟ ら͑Εま 。͢

ɹ（̖）ଟྔのਫৠ気ΛؚΉ 2 つの気ྲྀがຊ付ۙで࣋ଓతに߹ྲྀ

ɹ（̗）കӍલઢのఀ・ڧԽͳͲにΑΔ࣋ଓతͳ্ঢྲྀのܗ

ɹ（̘）ہతͳઢঢ়߱ਫଳのܗ

7月 5日から8日の記録的な大雨の気象要因のイメージ図

岡山県倉敷市真備町上空から見た浸水状況 愛媛県宇和島市における土砂災害

8 9
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（3）記者会見や防災気象情報の発表等による警戒の呼びかけ
ɹ気象庁では、大ӍͱͳΔલから、記తͳ大ӍにͳΔおͦΕがありܯռがඞཁであΔこͱΛ、記ऀ会見

શൠ気象報等でੵۃతにݺͼか͚ました。ૣいஈ֊からࡂ気象報Λൃ表したこͱにՃ͑、ຊ֨తͳ

大ӍͱͳΔલの 5 には気象庁ຊ庁で記ऀ会見Λ։࠵し、ʮ記తͳ大ӍͱͳΔおͦΕʯͱい͏ݴ༿でܯռ

Λݺͼか͚ました。さらに、6 ޕલதに࣮ࢪした記ऀ会見では、気象庁の࣋つػة感Λ Δ͑たΊ、ʮޙࠓ、

ॏ大ͳࡂのൃੜ͢ΔおͦΕがஶしくߴくͳり、大Ӎಛผܯ報Λൃ表͢ΔՄੑがあΔ。࠭ܯࡂռ報、

ݴ報のൃ表にܯ町ଜのආ報にཹ意し、ૣΊૣΊのආΛ。ʯͱಛผࢢݩਫ༧報ͳͲ、ߑఆՏࢦ

。ͼか͚ましたݺռΛܯくڧし、Ұٴ

ɹߋに、֤の気象では、ܯ報、࠭ܯࡂռ報、ࢦఆՏߑਫ༧報等のࡂ気象報Λൃ表し、ݫ

ॏͳܯռΛݺͼか Δ͚ͱͱに、ホοτϥΠϯ等にΑり気象からػة感Λ͑ました。また、ذෞݝ、京

都、ฌݝݿ、Ԭݝࢁ、広ౡݝ、ௗऔݝ、Ѫඤߴ、ݝݝ、Ԭࠤ、ݝլݝ、࡚ݝの 1  10 にಛผݝ

。ͼか͚ましたݺռΛܯのڃ大࠷、報Λൃ表しܯ

数日前からの警戒の呼びかけ

状況の推移に応じて防災気象情報を順次発表
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コラム  

　気象庁では、災害発生の危険度の高まりを地図上に5段階で色分けして示す「危険度分布」を
気象庁ホームページで公開※1しています。5段階の色のうち最大の危険度を意味する「濃い紫（極
めて危険）」は、災害がすでに発生している可能性が高い状況であることを表しています。また、
一つ手前の「うす紫（非常に危険）」は、今後数時間以内に「濃い紫」になることが予想されている
状態を表しています。
　平成 30 年 7月豪雨で死者・行方不明者を伴った土砂災害が起きた場所の大雨警報（土砂災害）
の危険度分布の状況を確認したところ、いずれも過去の土砂災害発生時に匹敵する極めて危険な
状況を示す「濃い紫」が出現していました。
※１　危険度分布は、土砂災害、浸水害、洪水の危険度をそれぞれホームページで公開しています。

　また、平成30年 7月豪雨時の矢野川（広島市安芸区）では、7月 6日 20時 30分には洪水
警報の危険度分布で「濃い紫（極めて危険）」が出現していました。その時の実際の映像でもその
氾濫水によってすでに避難が困難な状況となっていたことが確認できました。このように「濃い紫」
は災害がすでに発生している可能性が高いことを表しています。

˙ฏ ���݄߽Ӎʹお͚Δݥةͷঢ়گ

平成30年7月豪雨における土砂災害と大雨警報（土砂災害）の危険度分布

矢野川（広島市安芸区）の洪水事例　-平成30年7月豪雨 -
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コラム  

˙ฏ���݄߽Ӎͷہతͳಛ

　平成30年7月豪雨では、7月5日から8日にかけて、
東海地方から九州地方の広い範囲で断続的に大雨となり、
総降水量が200ミリを超える地域が広範囲に及びまし
た。この期間、さまざまな地域で線状降水帯※1が発生し
ており、合計で16個の線状降水帯が確認できました。
　線状降水帯が発生していた地域では、激しい降水が持
続した時間帯があり、周囲と比較して総降水量が多くなっ
た地域がありました。それらの中には、線状降水帯による
降水量が総降水量の50％を超えるところ ( 東海地方、中
国地方、四国地方、九州地方 )もありました。ただし、本
事例の前年に発生した平成 29年7月九州北部豪雨と比
較すると、今回の豪雨ではより広い範囲で大雨になった一
方で、線状降水帯による降水量の総降水量に占める割合
は小さかったことがわかっています。( 平成 29年7月九
州北部豪雨では、線状降水帯による降水量が総降水量の
90％を超える地域がありました。)
　今回の豪雨でみられた線状降水帯の中には、形成過程
としてバックビルディング型※2 の特徴を持つものがいくつ
かありました。また、線状降水帯を構成する積乱雲の高
さは、広島県のケースのように高度 9キロメートル程度
のものもありましたが、四国・九州地方では高度15キロ
メートル程度まで発達したケースもありました。これらの
線状降水帯は、大気下層に多量の水蒸気が流入するタイ
ミングで形成されていました。

※1 線状降水帯とは、次々と発生する発達した雨雲
（積乱雲）が列をなした、組織化した積乱雲群
によって、数時間にわたってほぼ同じ場所を通
過または停滞することで作り出される、線状に
伸びる長さ50 ～300 キロメートル程度、幅
20 ～ 50 キロメートル程度の強い降水をとも
なう雨域のことである。

※2 バックビルディング型とは、風上側 ( 先端部 )
で新しい積乱雲が次々と発生し、それらが発達
するとともに移動しながら線状に連なることで、
線状降水帯を形成するメカニズムのことである。

解析雨量による 7月 5日 0時から 9日 0時までの
総降水量の分布。等値線は、総降水量に対する線状
降水帯による寄与の割合（青線 30％、黒線 50%）。

コラム  

抽出された線状降水帯の分布

7 月 5 日 0 時から 9 日 0 時までの 4日間に抽出さ
れた線状降水帯の分布。線状降水帯の範囲が重な
る場合には、異なる色を用いて示している。

総降水量と総降水量に対する
線状降水帯による寄与

広島県でみられた線状降水帯の例

（左図）7月 6日 21時までの3時間積算降水量の分布。（右図）広島県に線状降
水帯が形成される直前にあたる7月 6日 18時の高度 500メートルにおける水
蒸気フラックス量（水蒸気の流入量）の分布（陰影）、風（矢印）、気圧（等値線）。
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2　防災気象情報の伝え方に関する検討会
ɹฏ 30  7 ݄߽Ӎにおいて、気象庁では、ࡂ気象報のஈ֊తͳൃ表、ࢢ町ଜのࢧԉ、さらには記

ऀ会見Λ௨͡てૣいஈ֊からݫॏͳܯռのݺͼか͚Λߦいました。しかしこΕらの報ൃ表ܯռのݺͼか

͚、ࢢ町ଜからのආࠂק等にΑΔආのݺͼか͚が、ඞͣしॅຽのආߦಈにつͳがら 、ͣਙ大ͳਫ

。ͱͳりましたࡂΛ͏߽Ӎ大のਓతඃ࠷が広Ҭにൃੜし、ฏにೖりࡂ࠭

ɹ大Ӎが༧想さΕた߹にػة感がॅຽ社会に࣮֬にΘり、ආ等のߦࡂಈにつͳが てͬいくたΊに

は、ؔؔػͱのີۓͳ連ܞの下、ࡂ気象報の͑ํについてさらͳΔվળํࡦΛݕ౼͢Δඞཁがありま

。͢

ɹこのこͱから、ֶࣝऀにՃ͑、報ಓ࣏ؔࣗ、ऀମؔؔ、ऀল庁にΑΔʮࡂ気象報の͑ํにؔ

͢Δݕ౼会ʯΛ։࠵しました。ݕ౼会はฏ 30 （2018 ）11 ݄から߹ܭ 4 ճ։࠵さΕ、ओにҎ下の 4 つ

の点について課がࣔさΕました。

課題1ɹ気象庁 	 気象 
 Տ・࠭部ہ等が͑たいػة感等が、ॅຽ等にेに感͡てら͑ていͳい

課題 2ɹࡂ気象報Λ׆༻しΑ ͱ͏して、いにくい

課題 3ɹ気象庁のൃ表報のଞにࡂ報がଟくあり、ͦΕͧΕのؔ連がかりにくい

課題 4ɹಛผܯ報の報の意ຯがॅຽ等にेཧղさΕていͳい

ɹͦΕͧΕの課について、ฏ 30  12 ݄ 26 にʮࡂ気象報の͑ํのվળのํੑͱਪਐ͢

きऔʯΛまͱΊΔͱͱに、ฏ 31  3 ݄ 2� にʮࡂ気象報の͑ํのվળࡦͱਪਐ͢きऔ

ʯ（報ࠂॻ）がͱりまͱΊらΕ、ආ等のߦࡂಈにཱてていくたΊのࡂ気象報の͑ํについて、

。がࣔさΕましたࡦ気象庁がऔりΉきରԠޙࠓ

ɹここではͦのओͳͱこΖΛհいたしま （͢ରԠࡦのৄࡉは、報ࠂॻ˞Λࢀর）。

˞ https://www.jma.go.jp/jma/kishou/shingikai/kentoukai/)30tsutaekata/)30@tsutaekata@kentoukai.html

① 気象庁（気象台）のもつ危機感を効果的に伝えていくために
ɹࡂ気象報は、ࢢ町ଜがൃ表͢Δආࠂק等のൃྩΛࢧԉ͢ΔたΊのׂͱ、ʮঢ়گ報ʯͱしてॅຽ

がආߦಈΛͱΔલのஈ֊のʮϚΠϯυ࡞りʯʮػة意ࣝৢʯͱい͏ׂの 2 つΛ୲ てͬいま 。͢

ɹࢢ町ଜΛࢧԉ͢ΔたΊのํࡦͱしては、ฏ 2� にͱりまͱΊらΕたʮҬにお Δ͚気象ۀࡂ務のあり

ࡉ町ଜにର͢ΔきΊのࢢʯΛஔしてさΕたͱこΖで͢が、৽たにʮあͳたの町の༧報ݴ会ʯでఏ౼ݕํ

かいղઆΛ͏ߦ΄か、+&55（気象庁ࡂରԠࢧԉνーム）のମ੍ڧԽʮ気象ࡂΞυόΠβーʯ等の気象

ࡂのઐՈのҭ׆༻ΛҰଅਐしていくこͱͱしていま 。͢

ɹまた、ॅ ຽࣗらがࡂ気象報等ΛΑりҰ׆༻できΔΑ͏に͢ΔたΊのํࡦͱしては、報ಓؔػ気象Ωϟ

ελーͱ連ܞし、ࡂ気象報等のฏ࣌からのཧղଅਐのऔΛҰਪਐ͢Δこͱ、ҬࡂϦーμー等

のࢧԉΛڧԽしҬのॅຽがྗڠしてආߦಈΛىこ ʮࣗ͢ॿ・ڞॿʯΛଅਐ͢ΔऔΛҰڧԽ͢Δこ

ͱ、ඇৗ࣌にお Δ͚記ऀ会見ホームページのॆ࣮ S/S の׆༻等の広報のありํについてॱ࣍վળ͢Δこͱ、

ݩの気象ͱՏࣄ務ॴ等のؔؔػが連ܞし、Ҭにີணした報ൃ৴ΛڧԽ͢ΔこͱͳͲΛਐΊてい

くこͱͱしていま 。͢
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② 防災気象情報をより一層活用しやすくするために
ɹࡂ気象報Λ׆༻しΑ ͱ͏して、報のղ૾がૈくΘかりͮらい、大Ӎ࣌にはϓογϡܕで報Λ

৴して΄しい等の課ࢦఠさΕました。このたΊ、࠭ࡂのʮݥةʯΛߦݱの 5km ϝογϡから

1km ϝογϡにߴղ૾Խ͢Δऔ、ϦΞルλΠムのʮݥةʯにਁਫ想ఆ区Ҭ࠭ܯࡂռ区Ҭ等

の੩తͳ報ॏͶ߹ΘͤΔΑ͏に͢Δऔ、ʮݥةʯがࣔ͢ݥةのߴまりが࣮֬にΘΔΑ͏、ࢢ

町ଜͳͲرऀ͚に௨͢Δऔ、ʮݥةʯ等の精ূݕൃ表ج४のվળΛద࣌にߦい広くप

͢Δऔ等Λ、ؔؔػͱ連ܞしてଅਐしていくこͱͱしていま 。͢

③ 各種の防災情報を効果的に分かりやすくシンプルに伝えていくために
ɹ気象庁ではこΕまでࡂ気象報のվળΛͬߦ

てきたͱこΖで͢が、Ұํで、報がଟذにΘたり、

ఠさࢦがΘかりͮらい等の課がの্下ؔݥة

Εました。தԝࡂ会 ʮٞฏ 30  7݄߽ӍにΑΔ

ਫ・࠭ࡂからのආにؔ͢ΔϫーΩϯάάルー

ϓʯの報ࠂॻでʮܯռϨϕルʯのಋೖのํがࣔさ

Εたこͱから、࠭ܯࡂռ報ࢦఆՏߑਫ༧

報にܯռϨϕルΛ໌記͢Δ等にΑり、֤ࡂ気象

報ͱܯռϨϕルのؔΛかり͢くཧしてൃ表

͢Δこͱͱしていま （͢ӈ্表）。

④ 特別警報について
ɹಛผܯ報はӡ༻Λ։࢝して 6 がܦաし、ͦのೝ

はҰఆఔߴま てͬきましたが、ͦの意ຯ͢Δͱ

こΖͱΔきରԠについては、ेにਁಁしていΔ

ͱはݴいいঢ়گであΔこͱがࢦఠさΕました。大

Ӎಛผܯ報が༗ޮにར༻さΕΔΑ͏、Ґஔ͚ͮ

ׂΛվΊてཧ͢Δͱͱに（ӈ下表）、࣌ٸۓには

ঢ়گにԠ͡てૣΊに記ऀ会見等で大Ӎಛผܯ報ൃ

表のՄੑについて͢ٴݴΔऔΛਐΊていくこͱͱ

していま 。͢また、大Ӎಛผܯ報の精্に͚て、

ඪの見ࢦ४جしたൃ表༺׆のٕज़ݥة

しਐΊていくこͱͱしていま 。͢

ɹこのΑ͏ ͳऔΛ௨͡て、ؔؔػͱ連ܞの্、気象

庁はҬにお Δ͚ࡂରࡦのڧԽにΊてまいりま 。͢

 

特別警報の位置づけ・役割

● 位置づけ
大雨特別警報は、避難勧告や避難指示（緊急）に相
当する気象状況の次元をはるかに超えるような現象
をターゲットに発表するもの。発表時には何らかの
災害がすでに発生している蓋然性が極めて高い。

● 役割
（１）浸水想定区域や土砂災害警戒区域など、災害

の危険性が認められている場所からまだ避難
できていない住民には直ちに命を守る行動を
とっていただくことを徹底。

（２）災害が起きないと思われているような場所に
おいても災害の危険度が高まることについて
呼びかけ。

（３）速やかに対策を講じないと極めて甚大な被害
が生じかねないとの危機感を防災関係者や住
民等と共有することで、被害拡大の防止や広
域の防災支援活動の強化につなげる。

雨に関する主な防災気象情報と警戒レベルの対応
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コラム  

防災気象情報の伝え方に関する検討会　座長

（東京大学大学院情報学環　総合防災情報研究センター長　教授）

田中　淳

　災害をもたらす自然現象の観測と予測の歴史は、災害に結びつきかねない切
迫感をどう伝えるかという命題との戦いであったように思う。特に、警報発表
後に切迫性の高まりをどう伝えるかを巡っていろいろな試みがなされてきた。

　例えば、死者・行方不明者 299人を出した1982 年の長崎豪雨を受けて記録的短時間大雨情
報が発表されるようになり、平成11年広島土砂災害を受けて土砂災害警戒情報の運用が始まった。
危険度分布はひとつの有力な改善方向だと考えている。新たな情報発表だけではなく、とくに警戒
が必要な内容が含まれている場合には警戒文の冒頭に「重要変更」と明示することや「これまでに
経験したことのないような大雨」といった表現を用いるなど表現面での工夫もその一環であろう。
　しかし、平成 30 年 7月豪雨は、36 年前の長崎豪雨に次ぐ多くの人的犠牲を生んでしまった。
この豪雨災害を受けて開催された「防災気象情報の伝え方に関する検討会」では、ⅰ）「伝えたい
危機感等が、住民等に十分に感じてもらえていない」、ⅱ）「防災気象情報を活用しようとしても、
使いにくい」、ⅲ）「防災情報が数多くあり、それぞれの関連が分かりにくい」ならびにⅳ）「特別警
報の情報の意味が住民等に十分理解されていない」の 4点から改善方向を検討している。
　これらの課題の改善に向けて、「あなたの町の予報官」の新規配置や「気象防災ワークショップ
プログラム」を通じた市町村支援や地域防災力向上への取り組み、土砂災害危険度分布の1kmメ
ッシュ化、危険度分布とハザードマップとの重ね合わせ、大雨特別警報の精度向上などの技術的な
取り組みが議論されている。これらの取り組みは、最新の科学技術を取りいれた技術基盤の確立
と防災等の利用目的に応じた信頼できる分かりやすい気象情報の提供という気象庁のビジョンに
示された車の両輪に応じたものである。個人的には、市町村と顔の見える関係構築を目指す「あな
たの町の予報官」や居住環境が持つ脆弱性を伝える事前の情報と緊急時の現象の切迫性とを重ね
合わせる試みには期待している。
　ただ、これらの課題は、防災情報の根源的な問いかけそのものであり、一朝一夕に解決するこ
とは難しい。本質的な方向性を視野にいれての検討が求められる。その際、ひとつに被害とより向
き合うことが求められるように思う。もちろん現在でも基準の設定に被害が反映されているが、被
害の解像度をあげて住民の空振り感を逓減したり、広報時に災害モードに切り替えるために活用す
ることは、防災情報として一般の活用を推し進める上で欠かせなくなっていくと思う。結果として住
民やメディアが受け止める被害感覚を正すものは正し、寄り添うものはその被害感覚に目配りして
いくべきだろう。
　もうひとつに、防災情報の体系化を図る上で火山の噴火速報や記録的短時間大雨情報など実況
を伝える情報の活用策が求められるように思う。実況情報は、避難としてとりうる行動の変更を求
める情報であったり、気象条件が似ている周辺に注意を呼びかける機能を持つ。精度の高い情報
が求められる中で、少なくとも避難に要する時間を考えれば、予警報等予測に基づく情報と実況情
報とは時間的に近接してくることも予想される。もしそうであるならば、今一度、重大な災害の起
こるおそれが著しく大きい場合に発表される警報と実況との関係性を整理しておく必要があるよう
に感じる。

コラム  

˙ؾࡂใͷ͑ํվળʹؾ͚ͨிͷظ
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1　はじめに
ɹզがࠃにお͚Δ気象ۀ務は、気象庁のલͱͳΔ東京気象で気象の؍ଌΛ։࢝してҎ߱、ʮ

༧報ʯの։࢝ʮ気象ӴͻまΘりʯにΑΔ؍ଌ、ʮٸۓ報ʯのൃ表։࢝ͳͲ、ઈ͑ͣͦの࣌代

にお͚Δ࠷ઌのՊֶٕज़ΛऔりೖΕつつൃలΛ͛てきました。ࡏݱでは、気象庁ຽؒऀۀࣄ等にΑ

り࠷৽のՊֶٕज़にͮجき࡞・ఏڙさΕΔ気象報・σーλが、ࡂରԠҰൠ社会、ۀ࢈等にお

͚Δ༷ʑͳ໘でར׆༻さΕΔͳͲ、気象ۀ務は大きͳ広がりΛ࣋ てͬいま͢。気象ۀ務がࡂ༧、ަ௨

҆શ、ۀ࢈のོڵ等にد༩しଓ͚ていくたΊには、ޙࠓ؍ଌ・༧ଌのߋͳΔߴԽに͚てલਐ͢Δͱ

ͱに、気象報・σーλがࣗવ・社会ڥ࣌代にԠ͡たχーζのมԽ等にରԠしてར׆༻さΕΔたΊの

औΛܧଓしていくこͱがඞཁで͢。

ɹۙ、ʮฏ 30  7 ݄߽Ӎʯ等のΑ͏ͳࣗવࡂのܹਙԽগྸߴࢠԽ等の社会ڥのมԽがࡏݦԽし、

また *$5 の׆༻Λ༷ʑͳに広͛たʮSocietZ 5.0ɹεϚーτ社会ʯがఏএさΕΔͳͲ、ࣗવڥ社

会のมԽ、ઌٕज़のൃల等の気象ۀ務Λऔりרくڥは大きくมԽしつつありま͢。

ɹこのΑ͏ͳࣗવڥ、社会のมԽ、ઌٕज़のߋͳΔਐలΛ౿ま͑、ޙࠓ 10 ఔのதظΛల

した気象ۀ務のありํについて৹ٞ͢く、ަ௨ࡦ৹ٞ会気象Պ会（会ɿ東京大ֶ大気ւ༸研ڀॴ 

৽ ٬ һڭत）が։࠵さΕ、ฏ 30  8 ݄ 20 にఏݴʮ2030 のՊֶٕज़Λ見ਾ͑た気象ۀ務の

ありํʙ ࡂがܹਙԽ͢Δࠃ、มֵ͢Δ社会においてࠃຽͱͱにલਐ͢Δ気象ۀ務 ʙʯがͱりまͱΊ

らΕました。ここでは、ຊఏݴについてհしま͢。

2　交通政策審議会気象分科会提言「2030 年の科学技術を見据えた気象業務のあり方」
（1）2030 年の科学技術を見据えた気象業務の方向性
ɹޙࠓ 10 ఔのࣗવ・社会ڥのมԽ、ٕज़のߋͳΔൃలΛ౿ま͑て、ҰਓҰਓのੜ໋・࢈ࡒがकらΕ、

しͳかで、୭が׆き׆きͱྗ׆のあΔらしΛڗडできΔΑ͏ͳ社会（҆શ、ڧਟでྗ׆あΔ社会）の࣮ݱ

のたΊには、気象ۀ務のՌたׂ͢がࡏݱҎ্にߴまΔͱߟ ら͑Εま 。͢

ɹ気象ۀ務は、ৗに࠷৽のՊֶٕज़ΛऔりೖΕた؍ଌ・༧ଌٕज़のઈ͑͟ Δٕज़ֵ৽ͱ、気象報・σーλが、

社会の༷ʑͳ໘でඞཁෆՄܽͳιϑτΠϯϑϥ、ࠃຽڞ༗の࢈ࡒͱして׆༻さΕΔΑ͏に͢Δこͱがॏཁで 。͢

ɹこのたΊ、気象ۀ務のํੑͱして、؍ଌ・༧ଌ精্のたΊのٕज़։ൃ、気象報・σーλのར׆༻

ଅਐٴͼこΕらΛʮंの྆ྠʯͱ͢ΔࡂରԠ・ࢧԉのਪਐ等について、औΛਐΊていきま 。͢

気象業務が寄与する社会の姿 (安全、強靭で活力ある社会 )
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（2）重点的な取組事項
ɹ2030 のՊֶٕज़Λ見ਾ͑た気象ۀ務のํੑにԊ てͬ͢ࢦき࢟Λ࣮ݱしていくたΊ、؍ଌ・༧ଌの

ٕज़։ൃͱ気象報・σーλのར׆༻ଅਐの 2 点Λॏ点తにਐΊΔこͱがॏཁで 。͢Ճ͑て、ٕज़։ൃͱར

、ଅਐはͦΕͧΕಠཱしてऔりΉきのではͳくʮंの྆ྠʯͱしてҰମతにਪਐ͢Δඞཁがあり、ಛに༺׆

にݙߩ務のۀΊΔͱͱに、気象ߴ意ࣝΛ社会શମでࡂについては、ࡂにؔΘΔ࢈ࡒ・ຽのੜ໋ࠃ

おいては、ࠃのؔػであΔ気象庁がத֩ͱͳ てͬऔりΉこͱがॏཁで 。͢

① 観測・予測精度向上のための技術開発
ɹʮ気象・気ީʯͱʮ・・Րࢁʯにおいて、ͦΕͧΕの社会తχーζΛ౿ま͑、2030 に

͚たٕज़։ൃの۩ମతͳඪΛ࣮͢ݱΔたΊのऔΛਪਐしていきま 。͢ɹ

ɹʮ気象・気ީʯについては、ࡏݱの気象ঢ়گのѲから100 ઌの༧ଌにࢸΔまで、ࡂ・ੜࡁܦ・׆

ಈの༷ʑͳ໘にお׆ Δ͚χーζにԠ͡た報ΛఏڙできΔΑ͏、ࡂΛは͡Ί社会にお Δ͚༷ʑͳ気象αービ

εΛࠜఈからࢧ Δ͑༧報の精の大෯ͳ্等ΛਤΔͳͲ、؍ଌ・༧ଌ精্に͚たٕज़։ൃج

൫のߏஙΛਐΊていきま 。͢

ɹʮ・・Րࢁʯについては、報がར༻ऀのஔかΕていΔঢ়گऔಘ手ஈにԠ͡てλΠムϦーに

かくఏࡉの見௨し等がΘかり͢くきΊޙࠓ象のత֬ͳѲ・ධՁݱʑͱมԽ͢Δࠁʑ࣌、さΕΔΑ͏༺׆

していきまڙ 。͢また、報のఏڙにあた てͬは、༧ଌにٕज़తͳࠔੑΛ こ͏ͱΛ意ࣝしͳがら、ؔ

、報内容のॆ্࣮༧ଌٕज़の・ࢹ、し༺׆にݶ大࠷Ռ等Λڀ৽のௐࠪ研࠷ଌσーλ؍のؔػ

ࡂ意ࣝの্にΔऔΛਐΊていきま 。͢

重点的な取組事項

技術開発に関する目標と取組
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② 気象情報・データの利活用促進
ɹۙ、ਐల͢Δ"* ٕज़ *o5 Λ׆༻し、Ұଟ༷Խ͢Δ社会తχーζにରԠしたαービεग़ύーιφ

ϥΠζさΕた報औಘのಈきがਐΈつつありま 。͢こΕΛ౿ま͑て、気象報・σーλが社会の༷ʑͳビοάσー

λͱΈ߹Θͤて׆༻さΕΔたΊのྲྀ௨ڥのඋ、気象報・σーλがࡂੜ׆ࡁܦ、׆ಈ等の社会

の༷ʑͳでར׆༻さΕΔたΊのར༻ऀのઢにཱͬ たʮཧղ・׆༻ʯのࢧԉ・ଅਐがॏཁͱͳりま 。͢

ɹこのたΊ、ج൫報ͱしての気象報・σーλのྲྀ௨ଅਐ、ݸਓ等のΤϯυϢーβにର͢Δൃ৴ڧԽͳͲ、

Αり容қにऔಘ・ར׆༻できΔڥΛ͑ていきま 。͢また、࣏ࣗମऀۀࣄ、ؔػࡂͱのର話・連ܞΛ௨

͡て気象報・σーλのʮཧղ・׆༻ʯΛଅਐ͢Δͱͱに、Ұൠのํʑにର͢Δ気象報・σーλのར׆༻

ଅਐ、҆શࣝ等にΔීൃܒٴにΑΔϦςϥγー্のऔΛਪਐしま 。͢

③ 防災対応・支援の推進
ɹࣗવࡂにରしてʮ大ࡂはඞͣൃੜ͢Δʯͱの意ࣝΛ社会શମでڞ༗し、こΕにඋ Δ͑ʮࡂ意ࣝ社会ʯ

のసにݙߩしていくこͱは、気象ۀ務の大きͳ務で 。͢ઌٕज़等Λ׆༻したٕज़։ൃΛਪਐし、ࣗ

ࣗ、さΕΔΑ͏気象報・σーλΛվળ͢Δͱͱに༺׆に༗ޮにߋಈߦ等ॅຽのආࠂקମのආ࣏

ಈΛଅਐ͢ΔऔΛߦ等ॅຽのආࠂקしたආ༺׆して、気象報・σーλ等Λܞল庁ͱ連ମ࣏ؔ

していくඞཁがありまࢪ࣮ 。͢

ɹこのたΊ、؍ଌ・༧報の精の大෯ͳ্等にΑΔߋͳΔߴԽにΊΔͱͱに、気象報・σーλ

がࡂの࠷લઢにཱつࢢ町ଜにお͚Δ࣌ٸۓのࡂରԠஅにҰʮཧղ・׆༻ʯさΕΔΑ͏、Ҭのࡂ

のҰ連のऔΛਪਐしまޙࡂ・࣌ٸۓ・࣌Խしつつ、ฏڧΛܞͱの連ؔػؔ 。͢さらに、҆શ֬อߦಈ

のओମであΔॅຽがత֬にߦಈできΔΑ͏、ҬΛࢧ Δ͑ؔؔػؔऀͱҰମͱͳり、ޮՌతͳऔΛਪ

ਐしていきま 。͢

（3）取組推進のための基盤的、横断的な方策
ɹࡂのΈͳらͣ ੜ׆׆ࡁܦಈ等において気象ۀ務が大きͳׂΛՌたしていくこͱに͚て、ॏ点తͳऔ

ΛޮՌతにਐΊΔたΊのج൫త・ԣஅతͳऔͱして、ఆظతにՊֶٕज़の社会తχーζΛ֬ೝし

気象情報・データの利活用促進
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て、औ内容Λෆஅのূݕ・վળしていくこͱがॏཁで 。͢また、気象庁だ͚でͳくؔল庁、大ֶ等研ڀ

、ΛਪਐしͳがらऔりΉͱͱにܞ連ࡍࠃ等ͱのؔػ気象ࠃ֎にはߋ、ܞ連ֶ࢈等ͱのऀۀࣄຽؒؔػ

気象庁等のۀ務ମ੍ٕज़ج൫のڧԽについてݕ౼͢Δこͱॏཁであり、こΕらΛ౿ま͑、ॏ点తͳऔ

Λਪਐしていきま 。͢

3　提言を受けた気象庁における取組の推進について
ɹޙࠓ、ఏݴにおいてࣔさΕたॏ点తͳऔ（2030 に͚た۩ମඪ）の࣮ݱに͚て、気象庁શମで、

۩ମతͳऔΛੵΈॏͶてண࣮にਪਐしていきま 。͢また、社会のมԽऔのਐঢ়گ等Λ౿ま͑て、

ඪ等についてద࣌に見しΛߦい、社会తχーζΛ౿ま͑たෆஅのূݕ・վળΛਐΊていきま 。͢

コラム  

˙���� ʹؾ͚ͨிͷظ
交通政策審議会気象分科会委員（東京大学名誉教授）

新野　宏

　気象庁が発表する大気・海洋・地震・火山などに関する観測・予測情報は、
私たち市民が災害から身を守り、快適な生活を送る上でも、政府や地方自治
体が防災対策を行う上でも不可欠なものです。また、これらの情報は、航空・
船舶・鉄道・道路などの交通、建築、農業、電力、食品や衣服などの製造・販売、
レジャーなどに関わる多くの企業・団体でも幅広く利用されています。

　この度、交通政策審議会気象分科会では、今後予想される環境・社会・科学技術の変化に対し
て気象業務はどうあるべきかに関する議論を重ね、観測・予測精度の向上のための技術開発の推進、
気象情報・データの利活用促進、そしてこれらを両輪とする防災対応・支援の推進を3 本の柱と
する提言「2030 年の科学技術を見据えた気象業務のあり方」をとりまとめました。
　技術開発は、気象業務の根幹であり、国内外の大学等研究機関とも連携し、世界最先端の観測・
予測精度を維持することが望まれます。中でも、気象予測に関しては、避難が難しい夜間になる
前の豪雨予測の実現、タイムラインに沿った防災対策のために台風の 5日予報を現在の 3日予報
の精度への向上、数週間先までの顕著現象の見通し予測、適応策立案に資する地球温暖化予測な
ど、挑戦的な内容が盛り込まれています。地震・火山・津波に関しては、現象の把握と発生後の見
通しなどに関する高精度の情報提供が望まれます。情報・データの利活用に関しては、人工知能を
用いたビッグデータの幅広い分野での利用が進む中、なるべく多くの気象庁の情報・データは無論
のこと、それ以外の機関の観測データも、防災に直結しないものについては、精度の情報等を付
記して公開するなど、規制緩和を検討し、多様な目的での利用を可能とすることが望まれます。防
災では、リードタイムと精度が向上した情報に関して、市民や防災機関と日頃から密接な連携・啓
発普及活動を行いつつ、迅速かつわかりやすい形で提供することが望まれます。
　2030 年に向けて、気象庁が本提言の実現に向けて努力され、安全・強靱で活力のある社会の
実現に、現在にもまして、貢献されることを期待しています。

コラム  
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1　はじめに
　ฏからྩͱ৽しい࣌代Λܴ͑ました。

ɹ໌࣏ 8 （1875 ）に気象庁のલであΔ東京気象が؍ଌΛ։࢝してҎདྷ、気象ۀ務は 140 Ҏ্にٴ

Ϳྺ࢙のதでண࣮ͳਐาΛ͛てきました。ฏの 30 ༨りのؒに、社会Պֶٕज़、ࣗવڥ等

がมԽし、こΕらͱີにؔ͢Δ気象ۀ務࣌代ͱͱにมԽしていま 。͢ここでは、ฏにお͚Δ気象ۀ

務のาΈΛ؆୯にৼりฦりま 。͢

2　平成における気象業務の歩み 
（1）インターネットの普及と天気予報

　かつてఱ気༧報Λೖ手͢Δ手ஈはओにςϨビ、ϥ

ジΦ、৽ฉͱいͬたのにݶらΕていました。ࠓで

は、Πϯλーωοτのൃୡ、εϚーτϑΥϯのීٴ、こ

ΕらΛഎܠͱ͢Δ֤छαービεのൃୡͱͱに報の

ྲྀΕはଟ༷Խし、ఱ気༧報はいつで、Ͳこで、

؆୯にΞΫηεできΔιϑτΠϯϑϥにͳ てͬいま 。͢

ɹこのΑ͏ͳྲྀΕのத、気象庁ฏ 8 （1��6 ）

にホームページΛ։ઃし、ࠓではଟくのਓʑがΠϯλー

ωοτΛ௨͡てఱ気༧報Λは͡Ίͱ͢Δ༷ʑͳ気象

報Λೖ手していま 。͢また、ຽؒ気象会社等の意にΑり、ଟ༷Խ͢Δχーζに߹Θͤたఱ気༧報がఏڙ

さΕΔͳͲ、ఱ気༧報࣌代のྲྀΕͱͱにมԽしつつありま 。͢

平成の主な出来事（～平成15年）

気象庁ホームページのアクセス数
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（2）科学技術の進展

① 震度観測と緊急地震速報　～揺れをとらえ、揺れる前に知らせる～
　Պֶٕज़のਐలはஶしく、ࠓではたりલͱࢥ Δ͑Α͏ͳこͱで、30 લにはଘࡏしͳかͬたのあり

ま 。͢ྫ͑、ػցにΑΔの؍ଌٸۓ報で 。͢

ɹࠓͱͳ てͬは৴͡いこͱで͢が、ฏのॳΊまでの؍ଌはମ感でߦ てͬいました。զがࠃはฏ 3 

にੈքでॳΊてܭのӡ༻Λ։࢝しました。こΕにΑり؍٬తͳ؍ଌがՄにͳΔͱͱに、σーλが

ଈ࠲にऩूさΕΔΑ͏にͳり、ςϨビ等Λ௨͡てかに֤のが報さΕ、の༳Εのঢ়گΛΔこ

ͱができΔΑ͏にͳりました。さらに࣌代はਐΈ、ฏ 1� にはٸۓ報のఏڙΛ։࢝し、༳ΕΛࣄલ

にΔこͱができΔΑ͏にͳりました。ࠓではεϚーτϑΥϯのීٴあり、いつで、Ͳこでٸۓ報Λ

は͡Ίͱ͢Δの報ΛಘΔこͱがՄにͳ てͬいま 。͢

② スーパーコンピュータの性能向上　～より速く、より詳細に、より先まで～
していま্ではଟくのՈఉにύιίϯがあり、ੑʑࠓ　 。͢ఱ気༧報はεーύーίϯϐϡーλΛ༻いて

さΕま͢が、30ࢉܭ લに༻さΕていたεーύーίϯϐϡーλのੑは、ࡏݱのҰൠՈఉ༻のύιίϯͱൺ

て見ྼり͢Δのでした。εーύーίϯϐϡーλは 6 ごͱにߋ৽さΕており、ͦのたͼにੑがඈ༂త

に্し、ਐ݄าのఱ気༧報Λ͑ࢧていま ͱൺΔͱ、あくまでཧ্で͢が、࣌ݩではฏࠓ͢。

3000 ສഒのੑΛ༗͢Δまでにͳりました。こΕにΑり、ΑりଟくのࢉܭΛؒ࣌でこͳ͢こͱがՄͱͳり、

ఱ気༧報の精্はちΖΜ、5 ઌまでの෩ਐ࿏・ڧ༧報、ϲ݄ ઌまでの༧報ͱいͬたߴͳ༧報

Λ࣮ݱしていま 。͢

③ 気象衛星ひまわりの進化　～日本の「いま」を鮮やかに～
　ฏ 2  12 ݄ 2 にळࢁ๛さΜがຊਓॳのӉඈߦΛߦいました。ฏ 6 には७࢈ࠃϩέοτ

平成の主な出来事（平成16年～）
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)-ᶘがଧち্͛らΕ、ฏ 11 にΈཱてが։࢝さΕたࡍࠃӉεςーγϣϯにए田ޫҰさΜΛは͡Ίͱ͢Δ

ຊਓӉඈ࢜ߦが͢ࡏΔͳͲ、Ӊにؔ͢Δٕज़等のਐలは֮しいのがありま 。͢

ɹ気象ӴͻまΘりのੑ大きく্しました。ฏݩ࣌にӡ༻していたͻまΘり 3 ߸ͱ、ࡏݱのͻま

Θり 8 ߸、� ߸Λ見ൺΔͱ、؍ଌपଳ（Մࢹ、֎ҬͳͲの）は 2 から16 に、؍ଌසは 1 ຖؒ࣌

から10 ຖに、ղ（Մࢹ）は 1.25km から 0.5km に্しました。؍ଌόϯυの૿ՃにΑり、ͻまΘ

り 8 ߸Ҏ߱は、ΧϥーにΑΔ؍ଌը૾

ΛಘΔこͱがՄͱͳりました。

ɹこΕらのػの্にΑり、෩

ूத߽ӍΛたら͢ Ӣ等のҠಈ・ൃୡ、

またՐࢁփւ໘ਫԹ等ߴ精に

ѲできΔΑ͏にͳ てͬいま 。͢ͻまΘり

は、ࠓӉからຊのʮいまʯΛ見

क てͬいま 。͢

（3）気象予報士の活躍と「気象ビジネス」の発展

がಋೖさΕたのはฏ੍࢜Λ見ͳいはありまͤΜが、この༧報࢜ςϨビで気象༧報ࠓ　 5 で 。͢

　ఱ気༧報は࣌にࡂݮ・ࡂに݁し、ਓ໋࢈ࡒにؔΘΔ報で 。ٕ͢ज़తͳཪ͚ͮのͳい༧報がྲྀ͢

Δこͱで社会తࠞཚがੜ͡ΔおͦΕがあΔこͱから、༧報Λࡍ͏ߦにはҰఆのٕज़ਫ४Λ୲อ͢Δこͱがඞཁ

で 。͢このたΊ、༧報Λ͏ߦにはڐՄΛड Δ͚こͱがඞཁͱさΕ、気象༧報੍࢜がੜまΕました。

ɹࡏݱでは 1 ສਓҎ্が気象༧報࢜ͱしてొさΕ、ຽؒ気象会社等がൃ表͢Δఱ気༧報Λ͑ࢧていま 。͢

ۙでは、࣏ࣗମ等のࡂ気象報のղઆࡂࣝのීٴ、気象σーλΛੜかしたビジωεのఏҊ等、

ͦの׆༂のΛ広͛ていま 。͢

ɹまた、*o5、"*、ビοάσーλղੳٕज़等のൃలにΑり、༷ʑͳ社会׆ࡁܦಈにお͚Δ気象σーλのՁが

さΕつつあり、ͦ のར༻が広が てͬいま 。͢気象庁Λは͡Ίֶ࢈が連ܞし、気象σーλΛར༻した৽たͳ

ʮ気象ビジωεʯのग़、ੑ׆Խ、ͦのたΊのڥඋにऔりΜでいま 。͢

（4）相次ぐ災害と自然環境の変化

　ଟくのࣗવࡂがൃੜし、ͦのたͼに৽たͳ課が見つか

り、こΕΛࠀ͢ΔたΊのऔがࡧさΕました。

　෩ूத߽ӍにΑΔࡂはຖのΑ͏にൃੜしていま 。͢

記Աに৽しいͱこΖでは、ࡢՆのʮฏ 30  7 ݄߽ӍʯにΑ

りਙ大ͳඃに見ΘΕました。また、ࡕਆ・୶࿏大ࡂ（ฏ

 7 ）、東ຊ大ࡂ（ฏ 23 ）Λは͡Ίͱ͢Δ、

ӢઋַՐ（ฏ 3 ）、ޚባࢁՐ（ฏ 26 ）Λは͡Ί

ͱ͢ΔՐࢁՐൃੜし、ͦのたͼにਙ大ͳඃに見ΘΕました。こΕらのࣗવࡂにお͚Δ課にରԠ͢

ΔたΊ、ٸۓ報（ฏ 1� ）ՐܯռϨϕル（ฏ 1� ）、ಛผܯ報（ฏ 25 ）等のࡂ報

ひまわり3号（左）、8号（右）による観測画像

平成元年（1989 年）8月 19 日 15 時 00 分 平成 28 年（2016 年）8月 4日 16 時 30 分

東日本大震災（平成23年）
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のӡ༻が։࢝さΕ、さらͳΔվળのたΊ、ෆஅのݕ౼、ٕज़։ൃがਐΊらΕていま 。͢

ɹฏはٿԹஆԽがは࣮ݱのであΔͱೝさΕた࣌代でありました。1��0 代Ҏ߱、ͦΕまで

に૿してߴԹͱͳΔが૿͑、ࡢ 7݄ 23 には۽୩ࢢでྺ代શࠃ 1 Ґの気Թ 41.1ˆΛ記しました。Ӎの

߱りํは࣮感Λ てͬมԽしており、大Ӎूத߽Ӎは؍ଌσーλから૿Ճが֬ೝさΕていま 。͢ٿԹஆ

ԽのӨڹはطにࡏݦԽして৽たͳεςージΛܴ͑ており、ޙࠓさらͳΔӨڹの֦大がݒ೦さΕていま 。͢

3　平成から令和へ
ɹզがࠃのਓޱは 2050 には̍ԯਓΛ下ճΔͱ༧想さΕており、ҟৗ気象の૿Ճ、ೆւτϥϑ等のࣗ

વࡂにΑΔਙ大ͳඃがݒ೦さΕていま 。͢気象庁のൃ৴͢Δ報は、ࢲたちのੜ׆社会׆ಈͱ てͬ

Εͳいのであり、࣌代のྲྀΕにԠ͡てਐԽしଓ͚てきました。 しͦてࠓ、ʮྩʯͱい͏৽しい࣌代Λܴ͑、

"*  *o5 等のٕज़ֵ৽はΛ見ுΔのがあり、気象報ߋͳΔਐԽがظさΕま 。͢50 、100 ޙには、

。していΔかしΕまͤΜݱでは想૾つかͳい、৽たͳ気象報が࣮ࠓ

コラム  

˙ฏ�Ŗ�ͳ͕いࡔΛ্Γଓ͚Δؾி
気象庁観測部計画課長

木村　達哉（平成元年入庁）

　平成元年 3月。初任地の街に列車が近づくと、湾の奥にセメント工場の高い
煙突が見えた。高台にある測候所の屋上からは、湾口近くまでよく見通せた。気圧・
視程・雲などを手動や目視で観測して端末から定時の通報を行うと、8インチの
フロッピーディスクドライブがガチャガチャと音を立てた。夜勤明けの朝、ドラ
ム状の筒に巻かれた地震計の記象紙を交換し、短波ラジオと巨大な湿式ファッ

クスで判読し難い高層天気図や衛星画像を受信・描画させた。震度も体感によるものだったし、高感
度の地震計が地震に反応してパチンという音を立てると時には地震計の針がインクを飛び散らせなが
ら振り切れ、動悸が高まった。極度の緊張の中で験測結果を通報した。2 年後から勤務した気象台で
は、県庁などへの警報の伝達を一斉同報の電話で行っていたが、緊張して早口になりすぎ、やり直し
たのが思い出される。それからいくつもの大きな災害があり、業務の改善は続いた。平成 23 年には
初任地の街も津波に襲われた。
　平成 31年 4月。上述の業務の大半が自動化・改善・近代化され、その測候所も使命を終えて久しい。
気象庁も大きく姿を変え、自然がなお猛威を振るい続ける中で、さらなる気象予測精度の向上や情
報の高度化に努めつつ地域防災に大きく踏み出し、また、気象データを他のデータと併せて産業にご
活用いただくべく取り組んでいる。ひまわり画像は極めて鮮明になり、予報官はより高度な資料を用
い、気象の監視や警報・予報の発表に余念がない。地デジ、ウェブサイト、スマホのアプリなどを通じ、
多様で詳細な気象情報・データをご利用いただける時代が来たが、意図や効能を平易にお伝えしてそ
れらをフル活用いただけているかと言えば、まだ道半ば。物理法則に従う大気・海洋・大地。地球の
複雑な地形などが現象の分析・予測・見通しを難しくし、人類の活動も大気などに影響を与える。不
確実性がある中で目の前のリスクを国民・関係機関に伝える難しさには、今も変わりがない。
　平成は、気象庁が必死の改善を繰り返しつつ、その情報を手に国民や関係機関に一層寄り添って歩
むための模索を続けた時代だったのではないかと思う。気象庁は、これからもながい坂を上り続ける。

コラム  
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Ⅰ 自然のシグナルをいち早く捉え、迅速にお伝えするために

トピックスⅠー1　 相次ぐ台風への対応
　ฏ 30 （2018 ）の෩のൃੜは 2� ຊのۙは、ݸ 16 で、ͦの͏ちݸ 5 が্し、いݸ

ͣΕฏΛ্ճりました。ฏ 30 の෩のओͳಛはҎ下のͱおりで 。͢

˓ຊ（ւಓ・ຊभ・・ࠃ࢛भ）おΑͼԭೄ・ԄඒのۙはͦΕͧΕ 10 ͱݸ 13 で、ͱにݸ 2 Ґの

ଟさ

˓ 7 大෩ຖඵ࠷）さڧの෩がͳݸ 54 ϝーτルҎ্）までൃୡ。෩の࠷大෩のσーλがあΔ

1�77 Ҏ߱࠷ଟ

˓ 7݄に্した෩ୈ 12 ߸はࡾॏݝに্ޙ、ຊΛ東からにԣஅしたॳΊての෩

˓ 8 ݄に � の෩がൃੜ。8ݸ ݄のൃੜͱしては 1�60 ͱ 1�66 の 10 ͙࣍にݸ 3 ҐλΠのଟさ

˓Ն（6 ʙ 8 ݄）に 18 の෩がൃੜ。Նのൃੜͱしてはݸ 1��4 ͱฒͼ࠷ଟ

˓ � ݄に্した෩ୈ 21 ߸は 1��3 のୈ 13 ߸Ҏདྷ 25 ৼりにඇৗにڧいྗで্した෩

ɹฏ 30 の෩ୈ 1 ߸は 1 ݄ 3  0� したত࢝Λ։ܭにൃੜし、෩の౷࣌ 26 （1�51 ）Ҏ߱、

ୈ 1 ߸のൃੜ࣌ͱしては 3 ൪にૣい記ͱͳりました。ͦΕҎ߱、ฏ 30 にൃੜした 2� の෩のݸ ち͏、

ͳڧさまでൃୡした෩は 7 大෩のσーλがあΔ1�77࠷で、෩のݸ Ҏ߱、1�83 の 6 Λ্ݸ

ճΔ࠷ଟ記ͱͳりました。ͳڧさまでൃୡ͢Δ෩がଟくͳͬたのは、෩がҠಈしたւҬの

ւ໘ਫԹがߴく、෩がൃୡし͢いڥであͬたこͱ、大気の্ͱ下の෩・෩のࠩがあま

り大きくͳく、෩のൃୡがあまり੍さΕͳかͬたこͱͳͲにΑΔͱ͑ߟらΕま͢。

ɹՆ（6 ʙ 8 ݄）には 18 の෩がൃੜし、Նのൃੜͱしてはݸ 1��4 ͱฒͿ࠷ଟλΠͱͳりました。

ͦの͏ち、8 ݄には � の෩がൃੜし、8ݸ ݄のൃੜͱしては 3 ҐλΠのଟさͱͳりました。ଳҬの

ւ໘ਫԹがߴいこͱにՃ͑て、ϞϯεーϯにΑΔڧいೆ෩がΠϯυ༸からϑΟϦϐϯ東ํまでྲྀΕࠐΈ、

ͦのଆでଠฏ༸ߴ気ѹのೆଆΛਧく東෩ͱのؒでܭ࣌ճりのྲྀΕができΔこͱで、෩のൃੜし

͢いঢ়گにͳͬていたたΊͱ͑ߟらΕま͢。また、ଠฏ༸த・東部でภ෩のऄߦが大きく、ೆにऄ

らΕ͑ߟした部がりさΕて気ѹੑのӔͱͳͬてೆ下、ਐし、このӔ෩のൃੜΛଅしたͱߦ

ま͢。

平成30年8月の台風発生位置と多く発生した理由 平成30年第12号の経路とその原因
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ɹฏ 30 はଟくの෩がຊにۙ・্し、ຊ（ւಓ・ຊभ・・ࠃ࢛भ）おΑͼԭೄ・Ԅඒ

のۙはͦΕͧΕ 10 ͱݸ 13 で、ͱにݸ 2 Ґのଟさͱͳりました。ϑΟϦϐϯの東でൃੜしたあ

ͱにਐΜでԭೄ・Ԅඒ付ۙΛ௨ͬて大にਐΜだ෩、にਐΜだあͱଠฏ༸ߴ気ѹのまΘり

Λճͬて্し、ຊ付ۙΛ東ํにਐΜだ෩がଟかͬたたΊ、෩のຊのۙがଟくͳͬ

たͱ͑ߟらΕま͢。

ɹฏ 30 にຊに্した࠷ॳの෩はୈ 12 ߸で、7 ݄ 2� にࡾॏݝに্ޙ、ຊΛ東から

にԣஅしたॳΊての෩ͱͳりました。このΑ͏ͳܦ࿏ͱͳͬたのは、ଠฏ༸ߴ気ѹͱ্のνϕο

τߴ気ѹのுりग़しにΑり෩の্が͑らΕた͏͑、ภ෩のऄߦでりさΕたܭ࣌ճりのྲྀ

ΕΛつ্ۭのӔがࠃ࢛ԭにあり、ͦのଆΛ෩が東からにਐΜだたΊで͢。

ɹ� ݄ 4 にಙౡݝに্した෩ୈ 21 ߸は、1��3 のୈ 13 ߸Ҏདྷ 25 ৼりにඇৗにڧいྗで্

した෩ͱͳりました。෩ୈ 21 ߸はࠃ࢛ۙـํΛத৺に෩ߴை等にΑΔඃΛたらし

ました。ͦのޙ、� ݄ 30 にՎݝࢁに্した෩ୈ 24 ߸では、ೆॾౡٴͼຊ・東ຊのଠ

ฏ༸ଆΛத৺に෩ͱͳり、こΕにいԘにΑΔඃൃੜしました。

ɹࠓの෩についてはୈ 4 部ୈ 1 ষࢀরしてください。

コラム  

コラム  

ைΛͨΒͨ͠ฏߴతͳ෩ͱه˙ ��෩ୈ��߸
　気象研究所では、平成 30 年台風第 21号が近畿・四国地方を中心に記録的な暴風と高潮をも
たらした要因を調査しました。その結果、9月4日に紀伊水道及び大阪湾の沿岸域で観測した記
録的暴風は、台風を押し動かす全体的な風速が強かったことと台風がコンパクトな構造だったため、
台風の進行方向右側に強い南風が局在したことが要因であることがわかりました（左下図）。また、
同日に大阪湾北部で発生した記録的な高潮は、この強い南風によって海水が北部の沿岸に吹き寄
せられて起こりました。一方、大阪湾南部では、風が弱まった後にこの海水が湾内を南に戻る「副
振動」によって、再び大きな高潮となったことが明らかになりました（右下図）。

コラム  

高度2キロメートル付近の風速分布 大阪湾における高潮の変化

ドップラーレーダーから推定した 9月 4日 13 時 25 分頃の高度 2
キロメートル付近の風速

高潮モデルで計算された 9月 4日 14 時と 15 時の高潮
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༺ை༧ใͱͦͷརߴ˙

˙෩༧ใͷݱঢ়

　台風が接近すると、暴風による「吹き寄
せ効果」と気圧低下による「吸い上げ効果」
などにより、高潮が発生します。高潮の予
報は、要因となる台風や低気圧の強さと進
路の予報誤差を考慮して高潮の規模や発
生のタイミングをコンピューターが計算し、
台風や低気圧の実際の推移等を踏まえて
暴風や高波によって海岸に海水がどれくら
い吹き寄せられるか、台風の接近に伴って
海水がどれくらい吸い上げられるかを予報
官が判断して発表されています。
　平成 30 年（2018 年）9 月 22 日にマ
リアナ諸島近海で発生した台風第 24 号
は、強い勢力を維持して伊勢湾の北を通過
することが予想され、気象庁は伊勢湾台風
接近時の最高潮位を上回る予想潮位 4.1
メートルとして記録的な高潮のおそれに対する警戒を呼びかけました。しかし実際には、台風
は予想より南を通過し、沿岸部では暴風が吹きませんでした。このため「吹き寄せ効果」が効
かず、名古屋港の最高潮位は 2.2 メートルと、予想よりも 2 メートル近く低くなりました。高
潮を正確に予想するためには台風の進路や中心付近の気圧の変化、周りの風の細かな変化を
精度よく予想することが重要です。
　海岸に近い所では高潮による浸水に備えて避難場所と避難経路を日頃から確認しておいてく
ださい。気象庁は、高潮が予想されるときには、高潮警報・注意報等を発表しますので、台
風等の接近による大雨や暴風の始まる前に早めの行動をお願いします。

　台風は一つ一つに個性があり、大きさや強さ・進路・雨雲や風の分布が台風によって異なります。
個性を生む要因としては、台風周辺の大気や海洋などの環境がそれぞれ異なることが考えられます。
　気象庁では、台風の120時間先までの進路予報（予報円の中心と半径）、強度予報（中心気圧、
最大風速、最大瞬間風速、暴風警戒域）を行っています。台風の進路予報の平均誤差は24時間後
で約80キロメートル、48時間後で約150キロメートルです。この誤差を東京からの距離に例えると、
80キロメートルは箱根町付近、150キロメートルは静岡市付近に相当します。台風の中心が東京、
箱根、静岡のどこを通るかで、それぞれの場所で風や雨の様子が全く違うものになる可能性がありま
す。
　台風の強度予報の精度もまだ十分ではありません。台風は、一般的には台風の進路にあたる海洋
の表層水温が高ければ水蒸気が豊富に補給され発達します。台風の発達の仕組みは複雑で、現在の
技術ではまだ正確な予報は困難なことが多いのが実情です。
　平成30 年（2018 年）8月3日に南鳥島近海で発生した台風第13号は、8月6日15時に発
表した予報では、48時間後の8日15時には東経140度付近に達し、中心気圧970hPa、最大

名古屋の潮位観測

コラム  
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トピックスⅠー2　 平成 30年夏の記録的な高温
ɹฏ 30 （2018 ）Նは、ଠฏ༸ߴ気ѹͱνϕοτߴ気ѹのுり

ग़しがͱにڧく、Εて気Թがݦஶに্ঢ͢ΔがଟかͬたたΊ、

東・ຊΛத৺に記తͳߴԹͱͳりました。

ɹ7 ݄ 23 には۽୩（࡛ݝۄ）で、શྺࠃ代 1 ҐͱͳΔߴ࠷気Թ

41.1ˆΛ記͢ΔͳͲ、֤で 40ˆΛ͑Δ気Թが؍ଌさΕました。

ॵ（ߴ࠷気Թが 35ˆҎ্）ͱͳͬた点 7 ݄த०Ҏܹ߱ٸ

に૿Ճし、6 ʙ � ݄のॵͱͳͬた点の߹ܭは、こΕまで࠷

ଟかͬたฏ 22 （2010 ）Λ大෯に͑ました。この記తͳߴ

ԹΛഎܠに、ฏ 30 は、6 ʙ � ݄にશࠃでதにΑりٸٹൖૹ

さΕたਓの߹ܭがฏ 22 Ҏ߱で࠷ଟくͳりました（総務লফ

庁にΑΔ）。

ɹこのΑ͏ͳঢ়گのத、気象庁では、ߴԹ意報、ߴԹにؔ͢Δ気

象報、ߴԹにؔ͢Δҟৗఱީૣܯظռ報ͳͲ、ߴԹにؔ͢Δ༷ʑ

ͳ報Λൃ表͢Δͱͱに、7 ݄ 13 ͱ 7 ݄ 23 には、この記త

ͳߴԹͱޙࠓの見௨しについて報ಓൃ表Λߦいました。この報ಓൃ表

では、தͳͲ݈߁ཧにे意し、ਫదͳԘิڅͳͲ

Λ৺が͚てཉしいこͱ、ಛにฏ 30  7 ݄߽Ӎのඃࡂでは、த

予報官による記者会見の様子

平成30年6～9月に猛暑日となった
地点数の積算の推移

全国のアメダス地点での観測に基づきます。
赤線は 2018 年、灰色線は最近 5年間（2013
～ 2017 年）及び 2010 年（猛暑日地点数の
年間の合計が、1976 年以降この年までで最
多）を示します。

コラム  

コラム  
風速毎秒35メートルで、関東地方を北上する予想となりました。実際には、予報より50キロメー
トルほど東へずれて、千葉県外房沿岸から茨城県沿岸を北上しました。
　気象庁は7日夕方時点では関東地方に大雨を予想しましたが、台風が上陸しなかったことから、
発達した雨雲が陸上にかからず、大雨とはなりませんでした。9日6時の関東地方付近の雨雲を見
てみると、台風の中心（銚子市付近）から東側の海上に存在し、陸上には発達した雨雲がほとんどか
かりませんでした。
　気象庁では、これら台風予報の誤差が大きくなった事例の分析等を進め、引き続き台風予報の精
度を高める技術開発等の努力を重ねていきます。

平成30年台風第13号の進路予報（8月6日15時発表） 8月9日6時の関東地方付近の雨雲
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にかかΔϦεΫがΑりߴくͳͬていたこͱから、できΔݶりのରࡦΛͬߦてཉしいこͱΛお͑しま

した。

ɹٿԹஆԽがਐ͢ߦΔத、ฏ 30 ՆのΑ͏にこΕまでにݧܦしたこͱのͳいߴԹが、ຊのͲの

Ҭでൃੜし͏Δͱ͑ݴま͢。またকདྷٿԹஆԽがߋにਐߦした߹、શࠃతに気Թが্ঢし、ॵ

のΑ͏ͳۃにॵいのが૿Ճ͢Δͱ༧ଌさΕていま͢（気象庁ʮٿԹஆԽ༧ଌ報ୈ � 。（ʯר

気象庁では、ޙࠓதについての意ىשにΊ、ద࣌త֬ͳ報ൃ表Λͬߦていきま͢。

平成30年夏（6～8月）の平均気温平年差

日最高気温で 40℃以上を観測した地点を丸で示しています。

コラム  

コラム  

　発生した異常気象に対して地球温暖化などの要因が
どの程度影響を与えていたかを定量的に示すことをイ
ベント・アトリビューションと呼びます。特に地球温暖
化の影響に注目する場合、最先端の気候モデルを用い
て、現実の世界と、産業革命以降の地球温暖化が起こ
らなかったと仮定した世界の二つの世界をコンピュー
ター上に作り出し、それぞれについて異常気象の発生
確率を比較する、という手法を用います。平成 30 年
（2018 年）7月の猛暑について、この手法を適用し
て比較したところ、現実の世界では、このような猛暑
の発生確率は約 20％と見積もられましたが、地球温
暖化が起こらなかったと仮定した世界では、その発生
確率がほぼ 0％となり、人間活動による地球温暖化が
なければこのような猛暑は起こり得なかったことが示
されました。現在、世界各地で発生する異常気象を取
り上げてイベント・アトリビューションが実施されてい
ますが、「地球温暖化が無ければほぼ起こらなかった」
という事例が見られるようになったのはここ数年のことです。地球は温暖化の新しいステージに差
し掛かっているのかもしれません。

˙ٿԹஆԽ͕ฏ ��ՆͷߴԹʹٴ΅ͨ͠Өڹ

平成30年7月の気温の発生確率

平成 30年 7月の日本域上空 1500 メートル付近の気温
の確率密度分布。赤線は現実の条件下におけるモデル
実験、青線は地球温暖化が起こらなかった想定でのモ
デル実験。
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トピックスⅠー3　相次ぐ被害地震
ɹฏ 30 （2018 ）は、࠷大 5 ऑҎ্Λ؍ଌしたが 11 ճൃੜし、தで࠷大 6 ऑΛ؍ଌ

した 6 ݄の大ࡕ部のͱ࠷大 7 Λ؍ଌした � ݄のฏ 30 ւಓৼ東部では、ෳの

。がൃੜしましたがग़ΔͳͲ大きͳඃऀࢮ

（1）2018 年に発生した主な被害地震

①平成 30年 6月 18日の大阪府北部の地震

ɹ6 ݄ 18  07 ࣌ 58 に、大ࡕ部Λݯͱ͢

Δ .6.1 のがൃੜし、大ࡕ部で 6 ऑ

Λ؍ଌ、またपลの 4 ݝで 5 ऑҎ্Λ؍

ଌしました。このではϒϩοΫญのյͳͲが

ൃੜし、ऀࢮ 6 ਓ、ॅՈશյ 18 ౩ͳͲのඃがੜ

͡ました（ฏ 30  11 ݄ 6 ࡏݱ、総務লফ

庁にΑΔ）。

②平成 30年北海道胆振東部地震

ɹ� ݄ 6  03 ࣌ 07 に、ৼํத東部Λݯ

ͱ͢ΔϚάχνϡーυ（.）6.7 のがൃੜし、

ւಓްਅ町（あつまちΐ͏）で 7 Λ؍ଌした΄

か、ւಓからத部ํのҰ部にか͚て 6 ڧ

ʙ 1Λ؍ଌしました。ԝ付ۙのҬでは広いൣ

ғで大نͳ࠭ࡂがൃੜし、またࡳຈࢢでは

ಈΛ׆のޙ象ΈらΕました。ͦのݱஶͳӷঢ়Խݦ

ؚΊたҰ連の׆ಈにΑりऀࢮ 42 ਓ、ॅՈશ

յ 462 ౩ͳͲのඃがੜ （͡ฏ 31  1 ݄ 28 

総務লফ庁にΑΔ）、気象庁はこΕらҰ連、ࡏݱ

の׆ಈの໊শΛʮฏ 30 ւಓৼ東部

ʯͱఆΊました。気象庁がにରし໊শΛ

ఆΊたのは、ʮฏ 28 （2016 ）۽ຊʯҎ

དྷ 2 Ϳりで 。͢

大阪府北部の地震による震度分布図

「平成30年北海道胆振東部地震」による震度分布図

2018 年６月 18 日 07 時 58 分の地震（M6.1）の震度分布図（観測点別
震度分布図）　　×印は震央を示す。

2018 年９月６日 03 時 07 分の地震（M6.7）の震度分布図（観測点別震
度分布図）　　×印は震央を示す。
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（2）気象庁の対応

ɹ大ࡕ部のฏ 30 ւಓৼ東部にお

いて、気象庁はٸۓ報報等Λൃ表͢Δͱͱ

に、記ऀ会見でޙࠓの׆ಈͳͲについて意Λݺͼか͚

ました。また、気象庁ࡂରԠࢧԉνーム（+&55）Λؔ

͢Δࢢ町ଜ等ํެஂڞମにݣし׆ಈ気象ঢ়گに

ついてղઆΛߦい、ํެஂڞମにお͚ΔࡂରԠΛࢧԉし

ました。さらに、気象庁ホームページにಛઃページΛઃஔし、

ճ表気象ࢧԉࢿྉΛࡌܝし報ఏڙମ੍ΛڧԽし

ました。ͦのଞ、気象庁では、こΕらののಈにΑΔ

ඃঢ়گ؍ଌࢪઃのঢ়گΛௐࠪ͢ΔたΊ気象庁ػಈ

ௐࠪ൝（+."-.05）Λݣしました。

北海道災害対策本部における
JETTの活動の様子

コラム  

コラム  

˙Մൖܕͷؾ؍ଌثػͷઃஔʹΑΔ࣌ࡂͷ؍ଌମ੍ͷ֬อ
　気象庁では、大雨や土砂災害、地震災害、火山活動の活発化などによる自然災害や、それらに伴
う電力・通信障害の影響により地上気象観測ができなくなる場合を想定し、可搬型の気象観測機器（下
左図）を用いた臨時気象観測所を設置して、災害の復旧支援の活動や国民生活に対して適切な観測
情報の提供を継続する体制を取っています。
　可搬型の気象観測機器は、地域気象観測システム（アメダス）で使用されている気象観測機器と
同等の性能を持ち、太陽光発電パネルによる独自電源も備えていることから、速やかに気象観測を
開始できます。最近の設置例としては、平成30年北海道胆振東部地震による災害の状況を踏まえ、
大きな被害を受け、二次災害も心配される地域の周辺における雨量観測体制を強化するため、平成
30年（2018年）9月27日～11月20日の期間、北海道胆振地方の厚真幌内に臨時の雨量観測
所を設置しました（下右図）。

可搬型気象観測装置の外観 可搬型雨量観測装置の設置作業（厚真幌内）
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トピックスⅠー4　気象庁防災対応支援チーム（JETT）の活動
ɹ気象庁はฏ 30 （2018 ）5 ݄ 1 に気象庁ࡂରԠࢧԉνーム（+&55）Λઃしました。気象

はࡂがൃੜした、またはൃੜが༧想さΕΔ߹に、あらか͡ΊఆΊたԠԉܭըにͮجき都ಓݝまたはࢢ

町ଜに気象৬һΛ+&55ͱしてਝにݣしま 。͢+&55 は、ࡂରԠݱにお͚ΔχーζΛѲしつつ、

気象ঢ়گΛղઆ͢ΔͳͲ࣏ࣗମのࡂରԠࢧԉΛ࣮ࢪしま 。͢

ɹ+&55 のઃҎ߱、ฏ 30  6 ݄ 18 にൃੜした大ࡕ部Λݯͱ͢Δ、ຊΛத৺に記త

ͳ大Ӎͱͳͬたฏ 30  7 ݄߽Ӎ、ͦしてฏ 30 ւಓৼ東部のରԠの΄か、෩のۙが༧

想さΕた߹についてੵۃతに +&55 のݣΛߦいました。

コラム  

コラム  

˙ฏ��ւಓৼ౦෦ʹお͚Δؾ͔Βͷࢧԉʢւಓްਅொʣ
北海道厚真町総務課

　平成 30 年 9月 6日午前 3 時 7分に発生した胆振中東
部を震源とする「平成 30 年北海道胆振東部地震」で、厚
真町は北海道で初めて観測された震度 7の激震に見舞われ
ました。この地震により北海道全域が被災地となり、多くの
地域で甚大な被害が発生しました。厚真町は地震動により
3,230ha にも及ぶ山腹崩壊で土砂崩れが発生し36 名の尊

い命が失われ、また、建物や社会基盤・生活基盤に甚大な被害を受けました。
　発災後、札幌管区気象台や室蘭地方気象台から JETTが直ちに派遣され、9月7日から10月
9日まで常駐していただきました。発災直後の初動段階では人命救助が最優先となることから、
毎日、朝と夕方の 2回、救助活動終結後は毎日１回、多くの
機関で構成する関係機関調整会議の中で最新の気象情報をき
め細かく解説していただき、捜索活動や復旧活動などに役立
てさせていただきました。また、個別に関係機関のニーズに合っ
た気象情報を随時提供していただきました。
　また、厚真町では大規模な土砂災害を受け、大雨に備えた
タイムラインの作成を進めていました。そのような中、台風第
24号・第 25号の接近に伴い、台風が上陸した場合の土砂災
害に備え、関係機関と連携し初めて「厚真地区緊急対応タイム
ライン」を運用しました。タイムライン運用会議では、テレビ
会議システムを用いて室蘭地方気象台からいち早く今後の気象状況の説明をいただきながら、町の
初期行動やその後の避難勧告等の発令などに素早い対応を執ることができました。
　3月から 4月にかけて、震災後初めての融雪期を迎えましたが、山腹崩壊がどのような影響を
及ぼすかわかりませんでしたので、土砂災害などに備えたタイムラインの作成を気象台の意見をい
ただきながら各関係機関と協議を進めたところです。
　終わりになりますが、大規模な自然災害を経験した厚真町は、復旧・復興作業を加速させ、災
害に強くしなやかな町づくりの取り組みを進めているところです。関係機関の皆さんの温かいご支
援と激励を賜り感謝申し上げますとともに、今後ともご協力くださいますようお願い申し上げます。

厚真町役場における会議の様子
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コラム  

コラム  

コラム  

コラム  

˙+&55ͷϩΰϚʔΫΛ࡞͠·ͨ͠
　JETTの活動における共通の目印を定め、自治体をはじめと
する関係機関に親近感をもっていただくことを目的に、ロゴを
作成しました。愛称「JETT」が持つ迅速性、推進力、読み解き
といったイメージをテーマとしてロゴを作成しました。このロゴ
は、積乱雲（左上）、空（背景）、水（背景）、マグマ溜まり（右下）、
断層運動（中央のズレ）を表現しています。

JETTロゴマーク

コラム  

˙ຊ߽Ӎʹお͚Δؾ͔Βͷࢧԉʢౡࢢޖݝʣ

呉市総務部危機管理課　課長　岩田　茂宏

　平成 30 年 7月の西日本豪雨では7月3日から7月8日にかけて降った
雨は、市内に設置された気象庁の雨量計で24 時間降水量が 309ミリを観
測し、当地点の観測史上1位を記録。また、
広島県が設置した野呂川ダムの雨量計では、
累計の降水量が 677ミリに達しました。

  　この豪雨で、市内の各所で山腹崩壊を伴う
土石流や崖崩れが発生し、25人の尊い命が失われました。また、
河川の氾濫などで家屋や土地などに多くの被害を受け、現在もそ
の爪痕は残っています。
　今回の災害では、災害発生前から広島地方気象台とのホットラ
インでアドバイスをいただいていました。そして、発災直後にいち
早く災害対策本部に常駐の予報官を派遣していただき、毎日数回
の天候状況の解説やその後たびたび近づいた台風の予測など、災
害対応や復旧に欠かせない情報を提供いただきました。さらに現
在でも不安が残る地域などのため、気象支援資料の提供を続けてもらっており、行政のみならず
住民の安心にも繋がっているところです。
　今回の経験から、危機管理・防災体制の充実には、気象台等との連携がますます重要で、さら
に気象状況によっては早くから気象の専門家の派遣などについても協議が必要だと思っています。
　最後になりますが、今回の災害で多くの関係者の皆様にご支援をいただき感謝いたすとともに、
今後ともご協力をお願いいたします。

気象台職員による情報提供

気象台職員（JETT）から気象の見通しに
ついて説明を受ける呉市職員（左から二人
目が筆者）

32 33



ト
ピ
ッ
ク
ス

トピックス

⦉⦓⦟K  2037785_気象業務はいま2019_ 

1

校 

2

校 

3

校 

4

校 _中川<τϐοΫε�P33>　⦉⦓⦟K  2037785_気象業務はいま2019_ 

1

校 

2

校 

3

校 _中川<τϐοΫε�P32>　

トピックスⅠー5　平成 30年冬の大雪を受けた情報の改善
ɹฏ 30 （2018 ）1 ݄から2 ݄にか͚て֤でൃੜした大ઇにΑΔࡂ、ಛに 2 ্݄०のҪݝΛத৺

ͱした大ઇにおいて、װઢಓ࿏にお͚Δ大نͳं྆ཹ等にΑΔ௨ࢭߦΊࢪۀઃのଛյ等、社会తに

大きͳӨڹがੜ͡ました。このこͱΛ౿ま͑、ؔؔػのࡂରԠΛࢧԉ͢ΔたΊの大ઇにؔ͢Δ報の内容

ൃ表λΠϛϯάについて、֤の気象では大ઇྫࣄのੳΛߦ ͱ͏ͱに、ؔؔػにώΞϦϯάΛ͏ߦͳ

Ͳ、気象の๊いていΔػة感ഭΛؔػؔࡂॅຽͲ͏͑Δかͱい͏課についてݕ౼Λߦ

いました。

ɹこΕらのݕ౼݁ՌΛ౿ま͑、大ઇܯ報がର象ͱしていΔݱ象Λ্ճり、大ن・ؒ࣌のަ௨োཱݽ

ूམのൃੜΛҾきىこ͢おͦΕのあΔूதతͳ大ઇにରして、Ҏ下のΑ͏にݝ気象報でҰのܯռΛݺͼ

か Δ͚こͱͱしました。

ᶃɹॏ大ͳࡂのൃੜ͢ΔՄੑがߴまり、ҰのܯռがඞཁͱͳΔΑ͏ͳؒ࣌の大ઇͱͳΔこͱが見ࠐま

ɹɹΕΔ߹に、ʮ大نͳަ௨োがൃੜ͢ΔおͦΕʯがあΔこͱͳͲ、ݫॏͳܯռΛݺͼか͚Δ（

ɹɹํの֤気象でߦࢼతに࣮ࢪ）。

コラム  

コラム  

ʯԉ͢ΔνʔϜʮ͋ͳͨͷொͷ༧ใࢧΛۀࡂொଜͷࢢ˙
　気象庁は、地域にお
ける気象、地震、津波、
火山等の防災対応力の
向上により一層貢献す
るため、各気象台が担
当する府県内を複数の
市町村からなる地域に
分け、その地域毎に 3
～ 5 名程度の職員を担
当として割り当てる体制作りを順次進めています。
　この担当チームは地域の実情をよく理解した「あなたの町の予報官」として、気象台が発表する
各種の防災気象情報が持つ意味や利用・活用の方法について、市町村の立場に寄り添ってレクチャー
するとともに、市町村が地域防災計画や避難勧告等の判断・伝達マニュアルを改定する際に協力し
ていきます。また、関係機関と連携して、市町村等が実施する地域防災リーダーや一般住民を対
象とした防災教育や安全知識の普及啓発にも協力していきます。
　こうした取組を推進することにより、担当者同士の緊密な「顔の見える関係」を構築・強化する
ことができ、チーム制という強みを生かして、市町村や気象台の担当者の一部が交代する際も切
れ目のない的確な支援を継続的に行うことが可能となります。
　緊急時には、平時に構築した「顔の見える関係」を生かして、「あなたの町の予報官」が中心となり、
説得力を持った適時・的確な気象解説等を実施することにより、市町村の防災対応を支援しますが、
災害の危険度・切迫度に応じて、必要であれば他の地域を担当するチームの応援を得るなどして、
気象台の総力を挙げて対応します。

あなたの町の予報官
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ᶄɹ߱ઇが大ઇܯ報のج४Λ大෯に্ճΔ߹、ීஈઇのগͳいҬで大ઇܯ報ڃの߱ઇが༧想さΕ、

ɹɹҰのܯռがඞཁͱͳΔ߹は、ʮෆཁෆٸの֎ग़Λ߇ Δ͑ʯͳͲΛݺͼか Δ͚（શࠃで࣮ࢪ）。

ɹこΕらの報は、ؔػؔࡂにおいて、大ઇܯ報ΑりҰஈ্のରԠΛͱΔ҆ͱして׆༻いただくこͱ

Λ想ఆしていま 。͢

ɹ気象庁では、ؔػؔࡂがͱΔ大ઇにର͢ΔରԠΛࢧԉ͢ΔたΊ、ؔػؔࡂからの意見Λい

つつ、Ҿきଓき気象報のվળにऔりΜでまいりま 。͢

トピックスⅠー6　気候リスク低減と生産性向上に向けた２週間気温予報の提供開始
ɹ気象庁では、ฏ 20 （2008 ）にʮҟৗఱީૣܯظռ報ʯのఏڙΛ։࢝し、2 िؒઌまでにݦஶ

ͳఱީが見ࠐまΕΔ߹に意ىשΛͬߦてきました。ͦのޙ、֤छۀ࢈のར༻ऀからいただいた

ご意見、ۙの༧報ٕज़のਐలΛ౿ま͑、ಉ報のվળについてݕ౼Λߦい、ྩݩ（201� ）

6 ݄Αり৽たͳ報ͱしてʮ2 िؒ気Թ༧報ʯのఏڙΛ։࢝しま͢。

ɹこΕにΑり 2 िؒઌまでの気ԹのਪҠΛѲ͢ΔこͱがՄͱͳり、த࡞ඃにରしてૣ

ΊにରࡦΛͱΔこͱができま͢。また、খ売等での販売ܭըݿࡏཧ、ৗੜ׆にお͚Δཱྀߦ

Πϕϯτのݕ౼、ҥସ͑ྫྷஆث۩の४උͳͲの׆༻がظさΕま͢。ٿԹஆԽのਐߦにΑりݦ

ஶͳߴԹのൃੜසが૿大し、またྸߴԽਓݮޱগにいੜੑ࢈の্がॏཁͳ課ͱͳΔத、こΕ

らの報にΑり෯広いにお͚Δ気ީϦεΫのܰݮͱੜ্ੑ࢈がਐΉͱظさΕま͢。

ɹ2 िؒ気Թ༧報では、8 ʙ 12 ઌの֤Λத৺ͱ͢Δ 5 ؒฏۉについて、Ҭฏۉ気Թの֊ٴڃͼ

代表点の࠷・ߴ࠷気ԹΛຖ༧報しま͢。気象庁ホームページでは、̍ۙ࠷िؒの࣮گͱこ͏ 1

िؒの気ԹΛผで、ͦのޙ 2 िؒઌまでは֤Λத৺ͱした 5 ؒฏۉの気ԹΛҰׅで表ࣔしま͢。

また、֊ڃにΑΔ৭͚άϥϑԽにΑり、気ԹのมಈΛ感֮తにつかΜでいただ͚ΔΑ͏にしま͢。

段階的に発表される防災気象情報（大雪関係）
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トピックスⅠー7　南海トラフ地震への備え
ɹഭੑがࢦఠさΕていΔೆւτϥϑがൃੜした߹に想ఆさΕΔඃのਙ大さΛ౿ま͑、ฏ 30 

（2018 ）12 ݄ 25 に、のதԝࡂ会 ʮٞೆւτϥϑԊいのҟৗͳݱ象のࡂରԠݕ౼ϫーΩϯάά

ルーϓʯが報ࠂॻΛެ表しました。また、ฏ 31 （201� ）3 ݄ 2� には内ֳ（ࡂ୲）からʮೆւ

τϥϑのଟ༷ͳൃੜܗଶにඋ͑たࡂରԠݕ౼ΨΠυϥΠϯʯがެ表さΕました。ೆւτϥϑԊいでҟৗͳ

まͬߴͱൺて૬ରతに࣌ଌさΕ、ೆւτϥϑൃੜのՄੑがฏৗ؍象がݱ ていΔͱධՁさΕΔయܕతͳ

3 つのέーεについて、ॅຽۀا等のࡂରԠのํٴੑͼ࠷ܯռ͢Δؒظ等、ࡂରԠのجຊతͳߟ

͑ํがまͱΊらΕました。

ɹ۩ମతには、ᶃೆւτϥϑの想ఆݯҬ内のϓϨーτڥքでϚάχνϡーυ（.）8.0 Ҏ্のがൃ

ੜした߹（ׂΕέーε）には、ΛىこさͳかͬたྖҬでҾきଓき大نがൃੜ͢ΔՄੑがあΔ

ͱして࠷ܯռ͢Δؒظは 1 िؒΛجຊͱし、ൃੜޙのආでは໌らかにආがྃできͳいҬのॅ

ຽはආ、ෆಛఆଟのऀがར༻͢Δࢪઃ等ではࢪઃ点ݕΛ࣮֬に࣮͢ࢪΔ。ᶄ想ఆݯҬ内でᶃΛআく

当日より前（上のイメージでは 8日～ 14 日）は日々の気温の実況値、当日より後の 1週目（同 16 日～ 22 日）は府県
天気予報及び週間天気予報による日々の予想気温。2週目（同 23 日～ 27 日）は 2週間気温予報による 5日間平均の予
想気温です。2週目の日付欄の括弧内は5日間平均の期間を示しています。各グラフの折れ線は予想気温、緑線は平年値、
箱は予測範囲です。

2週間気温予報のイメージ

中央防災会議「南海トラフ沿いの異常な現象への防災対応のあり方について」（報告）より

防災対応が検討された３つのケース
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.7.0 Ҏ্のがൃੜした߹等（Ұ部ׂΕέーε）には࠷ܯռ͢Δؒظは 1 िؒΛجຊͱし、ඞཁにԠ

͡てࣗओతにආΛ࣮͢ࢪΔこͱؚΊࠒからののඋ Λ͑֬࠶ೝ͢Δ等、ܯռϨϕルΛ্͛Δ。ᶅ

ଌした߹（Ώͬくり͢りέーε）には、͢りの؍քで௨ৗͱはҟͳΔΏͬくり͢りΛڥにϓϨーτؒظ

มԽしていたؒظͱ֓Ͷಉఔのؒظがܦաし、৽たͳมԽがͳいͱධՁさΕΔまで、ࠒからののඋ

Λ͑֬࠶ೝ͢Δ等ͱさΕていま 。͢

ɹ気象庁では、ೆւτϥϑԊいでൃੜしたҟৗͳݱ象の؍ଌ݁Ռੳ݁Ռについて、ฏ 2� （2017 ）

11 ݄ 1から໘のؒ、ʮೆւτϥϑにؔ連͢Δ報ʯにΑりൃ表͢Δこͱͱしていま 。͢Ұํで、ฏ 31

（201� ）3 ݄に内ֳがެ表したʮೆւτϥϑのଟ༷ͳൃੜܗଶにඋ͑たࡂରԠΨΠυϥΠϯ

（ୈ 1 ൛）ʯΛ౿ま͑、気象庁はޙࠓ、こΕらのݱ象の؍ଌ݁Ռੳ݁Ռについて、ʮೆւτϥϑྟ࣌報ʯ

ͼʮೆւτϥϑؔ連ղઆ報ʯͱしてൃ表͢Δこͱͱしました。ͳお、ೆւτϥϑは、ൃੜのՄٴ

ੑがߴまͬ たࢫの報Λൃ表してൃੜしͳい߹、報のൃ表がͳいままಥൃతにൃੜ͢Δ߹͑ߟ

らΕま 。͢このたΊ、ࠒからೆւτϥϑのඋ Λ࣮͑ࢪしておくこͱがॏཁで 。͢また、ߴビル等にӨ

Δप͢ࢿରԠ等にࡂのޙ೦さΕΔこͱから、気象庁では、ൃੜݒಈのൃੜظप͢΅ٴΛڹ

さΕΔํのの҆શの֬อࡏビル等にߴ、Δͱͱに͢ڙଌ報Λホームページでఏ؍ಈにؔ͢Δظ

ΤϨϕーλー等の੍ޚに͢ࢿΔ༧ଌ報のఏڙに͚た४උΛਐΊていま 。͢

コラム  

コラム  

˙पظಈͷ؍ଌɾ༧ଌใʹظ͢Δ͜ͱ
三菱地所株式会社 ビル運営事業部 ビル安全管理室長　大庭 敏夫

　首都圏でのビル事業の開発並びに運営管理における地震対策の課題とし
て、首都直下地震への対策に加え、切迫性が指摘されている南海トラフ地震
など遠隔地で発生する巨大地震による長周期地震動への対策があげられま
す。首都直下地震については震源までの距離が近いため緊急地震速報の猶
予時間が短く活用が難しいことは容易に想定されますが、その点、特に、南
海トラフ地震などの遠隔地の地震では、気象庁で発表を計画されている長周

期地震動に関する予測情報は猶予時間が長く有効に活用できると期待されます。当社では平成19
年（2007年）の丸ビル再開発をはじめビルの超高層化を進めており、2027年の常盤橋再開発
プロジェクトでは国内最高の高さ390メートルの複合施設竣工を計画しています。これらのビル
超高層化に伴い長周期地震動の影響は益々大きくなることから観測・予測情報に対する期待は大
きいです。具体的な活用法として、多くのビルで下階に位置する防災センターでは長周期地震動の
状況を認識しにくくセンター要員の行動も後手となることから、本情報を活用することで事前周知
が可能となり、利用者のパニック防止につなげられると考えます。また、エレベーターについては、
現状の長周期センサーとシステム連動させることで閉じ込め防止をはじめ、揺れが発生する前に変
位が少ない階へ移動することで走行路内での被害防止となり早期復旧に期待ができます。ビル利
用者にとっても超高層ビルの縦移動の健全性は最重要課題であり早期復旧の期待は大きいと言え
ます。さらに、建設現場やゴンドラ等による高所作業における活用を図ることで更なる減災行動に
期待ができます。
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Ⅱ 長期の監視から地球の今を知り、将来に備えるために

トピックスⅡー1　気候変動に関する適応策への貢献
ɹۙ、ॵ߽ӍͳͲのۃͳ気象ݱ象は૿Ճにあり、ٿԹஆԽのਐߦにい、ޙࠓさらに૿Ճ͢

Δͱ༧ଌさΕていま 。͢こ͏ したத、ฏ 30 （2018 ）にʮ気ީมಈదԠ๏ʯが 、ࠃ、さΕߦࢪཱ・

ຽがҰؙͱͳࠃ、ऀۀࣄ、ମஂڞެํ てͬ気ީมಈのӨڹΛճආ・ܰ͢ݮΔたΊ、దԠࡦにऔりΉこͱͱͳ

りました。

ɹ気象庁では、気ީมಈのӨڹΛධՁ͢ΔたΊのج൫ͱͳΔ気ީมಈにؔ͢Δ؍ଌ・ࢹ（࣮ଶ）Ϟ

σルにΑΔকདྷ༧ଌ（見௨し）にؔ͢Δ報Λൃ表͢Δͱͱに、ํެஂڞମのղઆߨԋ会・ϫーΫγϣο

ϓͳͲでのࠃຽのීൃܒٴ等にΑり、気ީมಈదԠのࢧԉにऔりΜでいま 。͢また、༷ ʑͳ研ڀϓϩジΣ

ΫτΛਪਐ͢Δจ部Պֶলͱ連ܞしてʮ気ީมಈにؔ͢Δ࠙ஊ会ʯΛཱち্͛、きΊࡉかく׆༻し͢い報

のఏڙͦの׆༻にΔࡦࢪについて総߹తにݕ౼していま 、ۀ࢈ྛਫ、ࡂҬの࣮にԠ͡たޙࠓ͢。

ল庁ؔ、かい報のҰのॆ࣮ΛਤΔͱͱにࡉにར༻し͢いきΊࡦͳͲの༷ʑͳでのର߁݈

していきまݙߩతにۃのਪਐにੵࡦし、దԠܞମͱ連ஂڞެํ 。͢

コラム  

コラム  

՝ʣࡦ෦ԹஆԽରڥݝۄͷऔΓΈʢ࡛ࡦお͚ΔదԠʹݝۄ࡛˙
埼玉県環境部温暖化対策課　小林　健太郎

　本県は、平成 21年（2009 年）に埼玉県地球温暖化対策推進条例を制定し、
地球温暖化対策として「適応」を位置付け、同年に策定した地球温暖化対策実行
計画にも「地球温暖化への適応策」を章立てするなど、全国に先駆けて適応策を
推進しています。
　平成 24 年（2012 年）には庁内で適応を推進する体制として「適応策専門部会」
を設け、関係各課との検討のもと、平成 28 年（2016 年）に適応計画「地球温

暖化への適応に向けて～取組の方向性～」を策定しました。
　主な適応策の事例としては、コメの高温耐性品種「彩のきずな」の開発や、熱中症対策の一環
として外出時の休憩所として店舗等に御協力いただく「まちのクールオアシス」などの取組が挙げ
られます。「彩のきずな」は日本穀物検定協会の2017年産米の食味ランキングで最高ランク「特
A」を獲得し、暑さに強いだけでなく美味しいお米としての普及も進んでいます。
　環境に関する先端の研究機関である埼玉県環境科学国際センターでは、温室効果ガス排出量の
推計や適応策など、地球温暖化に関する研究を行っています。平成 30 年（2018 年）12月に気
候変動適応法が施行されたことに合わせ、同センターを「地域気候変動適応センター」として位置
付けました。収集した気候等の実態に関する情報や将来予測に関する情報などを、県民・事業者
等にも広く提供し、適応に関する理解の促進を図っていきます。
　適応策推進の基礎となるのは様々な気象データであり、今後、更に気象庁との連携を密にして
気候変動対策を進めていきたいと考えています。
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コラム  

コラム  

ॻʯࠂมಈʹؔ͢Δؒύωϧʢ*1$$ʣʮ���ˆಛผใީؾ˙
　気候変動に関する政府間パネル（IPCC) は、平成 30 年（2018 年）10月に「気
候変動の脅威への世界的な対応の強化、持続可能な開発及び貧困撲滅への努力
の文脈における、工業化以前の水準から1.5℃の地球温暖化による影響及び関
連する地球全体での温室効果ガス（GHG）排出経路に関する IPCC 特別報告書」
（1.5℃特別報告書）を公表しました（https://www.ipcc.ch/sr15/）。
　この報告書は、2020 年以降の温室効果ガス排出削減等のための新たな国
際枠組であるパリ協定で「世界の平均気温上昇を産業革命前に比べて1.5℃に
抑える努力を追求」と決定されたことを踏まえ、気候変動枠組条約（UNFCCC）の要請により、
IPCC が我が国からの 4 名を含む 91名の専門家の協力を得て作成したものです。
　報告書では、地球温暖化が現在の速度で進行すると2030 年から2052 年の間に1.5℃に達
する可能性が高いと予測しています。また、気温の上昇を産業革命前と比べて1.5℃に抑えること
によって多くの気候変動の影響が回避・軽減できることが示されています。仮に気温が2℃上昇す
る場合、東アジアなどにおける強い降水現象によるリスクや熱帯低気圧に伴う強い降水が更に増
えると予測されるとともに、生態系、食料システム及び健康システムへの影響への適応が困難にな
ると予想されています。
　この報告書は、今後の世界の気候変動対策の検討に役立てられます。

コラム  

コラム  

ʮ̇ީؾมಈʹؔ͢Δ࠙ஊձʯͷظɹ
気候変動に関する懇談会会長（東北大学名誉教授）花輪　公雄

　地球温暖化をはじめとする気候変動に対し、適応策を適切に講ずることで、影
響の低減を図り、国民が健康で文化的な生活の確保に寄与することを目的とした
「気候変動適応法案」が、平成 30 年（2018 年）6月に、衆参両議院とも全会
一致で可決成立した。この法案では、政府に適応計画を策定することを義務付け
るとともに、各地方自治体も適応計画を策定することが努力目標として掲げられ

た。
　この動きを受けて気象庁は「気候問題懇談会」を発展的に改組し、文部科学省とともに「気候変
動に関する懇談会」を設置した。任務は，気候変動の実態と見通しについての最新知見を総合的に
検討のうえ、取りまとめた情報を提供することで、我が国の気候変動対策の推進に資することにある。
さしあたり、気候変動の実態と見通しに関する統一的な見解をまとめたレポートを2020 年度に公
表することを目標とし、懇談会の下に設置した「評価検討部会」で既に検討に入っている。
　進行しつつある地球温暖化は長期の気候変化であるが、その影響は熱波や集中豪雨、あるいは
台風などの極端な気象現象にも影響している。さらに海洋においても水位の上昇をはじめとし、海
水の高温化・酸性化を通じて生態系への大きな影響も懸念されている。最新の知見を速やかに、そ
して地域に即し、きめ細かく提供することで、適切な適応策の策定に資することが求められる。本
懇談会ならびに評価検討部会の役割は極めて大きいものがある。
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トピックスⅡ－２　世界気象機関（WMO）による石垣島地方気象台の「百年観測所」の認定

ɹੈք気象ػ （ؔ8.0）は、気ީのࢹにͱͬ て大ͳ、ؒظにΘたΔ࣭のߴい気象؍ଌσーλの意ٛͱ、

ͦのΑ͏ͳ気象؍ଌΛண࣮にߦ てͬいΔ؍ଌॴのॏཁੑΛੈのதに広く てͬら͏ たΊ、ʮඦ؍ଌॴʯのೝ

ఆΛߦ てͬいま 。͢ੴ֞ౡํ気象は、໌࣏ 2� （18�6 ）に、࣌のதԝ気象付ଐのੴ֞ౡଌީॴ

ͱしてਖ਼式に気象؍ଌΛ࢝ΊてҎདྷ、こΕまで 100 Ҏ্にΘたりಉ͡ॴでく్ΕΔこͱͳく、࣭のߴ

い気象؍ଌΛଓ͚ていΔこͱがධՁさΕ、ฏ 2� （2017 ）5 ݄にզがࠃでॳΊてʮඦ؍ଌॴʯͱして

ೝఆさΕました。ੴ֞ౡํ気象では、ඦ؍ଌॴのೝఆϓϨーτΛߏ内にઃஔして、ฏ 30  12 ݄ 5

の 122 のཱ記೦に߹Θͤて、আນ式Λߦいました。

コラム  

コラム  

˙ٿԹஆԽͰมわΓͭͭ͋Δຊͷ߽Ӎ
　日本では日降水量100ミリ以上の大雨を観測した日数
が増加しており、これには地球温暖化の影響が懸念され
ています。平成 30 年（2018 年）に甚大な被害をもた
らした平成 30 年 7月豪雨も、地球温暖化の影響を受け
ていたのでしょうか。「もし近年の気温上昇がなかったら」
と仮定し、平成 30 年 7月豪雨のシミュレーションをす
ることで、この答えに近づくことができます。まず、現在
の気候状態で今回の豪雨を再現すると、雨量はやや少な
めですが、大雨のタイミングをよく再現できます。この結
果と、近年の気温上昇がなかったと仮定して行ったシミュ
レーションとを比較すると、気温上昇がない仮定の場合で
は 6.5% 程度降水量が減少しました。6.5%と聞くと小
さいと感じるかもしれませんが、無視できる数字ではあり
ません。今回の豪雨では全国125地点で48時間積算降
水量の記録を更新しました。もし、近年の気温上昇による
降水量の増加分がなければ、記録を更新した地点は100
地点を下回っていた可能性があります。地球温暖化はすでに日本の豪雨を変えはじめているのです。

東日本と西日本で平均した降水量の時間変化

東経 129 ～ 142 度、北緯 30 ～ 37.5 度の陸上で
平均した積算降水量（線）と１時間降水量（陰影）
の時間変化。黒線は通常のシミュレーション、青
線は気温上昇がなかったと仮定したシミュレー
ション。細線は設定を微調整した 20 個の計算、
太線はその平均。緑陰影は観測、灰陰影が通常の
シミュレーションの１時間降水量。

百年観測所認定プレート 百年観測所認定プレート除幕式の様子
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トピックスⅢー1　新たな気象ビジネスの誕生

ɹۙの *o5、" ̞、ビοάσーλ等にؔ͢Δٕज़のൃలにΑり、ଟ༷ͳۀ࢈においてσーλΛऩू・

ੳ͢ΔこͱがՄͱͳͬてきていま͢。また、ٴࠃͼํެஂڞମにおいては、ຽσーλ׆༻ਪਐج

ຊ๏（ฏ 28 ๏ୈ 103 ߸）にΑりอ༗͢ΔσーλのΦーϓϯσーλԽがਐΊらΕており、ۀ࢈քが

ར׆༻できΔσーλ૿͑つつありま͢。

ɹあΔσーλのதで、気象σーλについては、աڈからࡏݱまで

の؍ଌσーλのΈͳらͣະདྷの༧ଌσーλがあり、また、気象庁が

؍・等がಠࣗのੳऀۀࣄΔσーλの΄か、ຽؒ気象͢ڙ・ఏ࡞

ଌσーλにΑりϢーβーのχーζに߹Θͤてѻい͢いϑΥーϚο

τでఏڙしていΔৄࡉͳσーλͳͲがあΔͳͲ、༻్にԠ͡た༷ʑ

ͳσーλΛೖ手͢ΔこͱがՄͱͳͬていま͢。

ɹͦのΑ͏ͳத、ऀֶؔ࢈のର話・連ܞのڧԽΛਤり、৽た

ͳ気象ビジωεのग़Λ࣮͢ݱΔたΊ、ฏ 2� （2017 ）3

݄にֶ࢈の連ܞのͱでʮ気象ビジωεਪਐίϯιーγΞム

（89#$）ʯがઃཱさΕました。89#$ では、ओͳऔりΈのҰつ

ͱして、気象σーλΛビジωεにཱてていただくたΊ、σーλཧ

ղྗ、*5 ビジωεൃ想ྗΛにつ͚らΕΔΑ͏ͳηϛφー、ྗ༺׆

等Λ東京ٴͼํ都ࢢで։࠵し、また͏ҰつのओͳऔりΈͱし

て、気象σーλΛఏ͢ڙΔۀا気象σーλΛビジωεに׆༻した

いۀا等のग़会いのͱして、ฏ 30 （2018 ）11 ݄にʮୈ 1 ճ気象ビジωεϚονϯάϑΣΞʯ

Λ։࠵しました。ηϛφー等は։͢࠵Δたͼにଟくのํにごདྷいただきました。また、気象ビジωεϚο

νϯάϑΣΞには 245 ໊のํにごདྷいただき、ۀاಉ࢜のϚονϯάが 120 ཱ͢ΔͳͲ、気象σー

λのར׆༻のؔ৺のߴまりが͏かが͑ました。

ɹ気象σーλのར׆༻のؔ৺のߴまりに߹Θͤて、աڈの気象σーλΛ༷ʑͳۀاಠࣗのσーλͱ

Έ߹Θͤてੳし、ͦのؔੑΛ༻いてϦΞルλΠムの気象の؍ଌ・༧ଌσーλ等Λ༻いΔ৽たͳビジ

ωεがੜしつつありま͢。ྫ͑、電ྗでの電ྗधཁ༧ଌ、ΞύϨルでのίーσΟωーτΛ

ఏҊ͢Δαービε、ۀでのੜ࢈ϓϩηεの࠷దԽ、ྲྀでの販売ػ会ϩεޫ؍、ݮで

Ⅲ 気象情報の活用により、より豊かな暮らしを実現するために

産業界における気象データ利活用事例

気象ビジネスマッチングフェアの様子
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のμΠφϛοΫϓϥΠγϯάҬのັྗతͳ׆ݯࢿޫ؍༻のԠ༻等の༷ʑͳۀ࢈での気象σー

λのར׆༻のಈきが見らΕま͢。

ɹこのΑ͏ͳಈきの֦大・ՃΛࢧԉ͢ΔたΊ、気象庁では、ビジωεにお͚Δ気象σーλの༗༻ੑ֬ೝ

（Ծઆのূݕ等）のϋーυルΛ下͛Δく、ྩݩ（201� ）にݧ࣮ߦࢼͱして、աڈの気象σー

λΛػցがಡΈ͢いܗでఏ͢ڙΔڥのߏஙΛߦいま͢。また、気象σーλのཧղଅਐのたΊ、ྫ͑

ۀではʮۀにཱつ気象報のར༻の手ҾきʯΛ࡞͢ΔͳͲ、༷ʑͳۀ࢈にお͚Δར༻

ਪਐにऔりΜでいま͢。

ɹまた、ࡏݱ、気象༧報にΔ༧報ۀ務のڐՄ等の੍についてのূݕͱՄͳ見しΛਐΊており、気象

σーλのར׆༻Λଅ͢ڥඋにΊていま 。͢

コラム  

コラム  

˙খنͦ͜ऀۀࣄσʔλͷ׆༻Λʂ
WXBC　新規気象ビジネス創出WG座長　村上文洋

（三菱総合研究所　社会 ICTイノベーション本部　主席研究員）

　気象ビジネス推進コンソーシアム（WXBC）が設立されて2 年が経ちました。
この間、コンソーシアム全体や、新規気象ビジネス創出WG 参加企業も増え、
気象データに対する企業の関心の高さを感じています。
　オープンデータ活用事例でよく取り上げられる「The Climate Corporation」
の農業保険サービス（現在は、農業事業者支援サービスに転換）は、Google
を退職した人が設立したベンチャー企業ですが、アメリカ政府が公開している膨

大な土壌情報、過去の農作物の収穫量や気象データを活用して独自のアルゴリズムで作物被害を予測
し、農業保険料の算出に活用しました。
　コンビニエンスストアチェーンでは、過去の売上データ、周辺のイベント情報、気象データなどから
商品の売上予測を行い、これに基づき日々の発注量を決めています。
　一方、小規模な飲食店や小売店でも、気象データを含む様々なデータを活用して、売上予測を行う
ところが出てきました。三重県伊勢市にある「ゑびや」は、市内で土産物屋と食堂を営む老舗ですが、
過去の売上、気象データ（天気予報）、曜日、近隣の宿泊客数などから、翌日の来客者数を予測する「来
客予測 AI」を自社開発・導入することで、売上高、利益率、従業員の給与を大幅にアップすることが
できました。
　様々な IT 開発ツールやクラウドなどの開発・運用環境が安価に提供されるようになり、オープンデー
タでデータの入手・活用が簡単になったことが背景にあります。もはや IT 活用は大企業だけのもので
はなく、むしろ現場の意見を直接システム開発に反映できる小規模な事業者のほうが、スピード感や
柔軟性などの点で優っているかもしれません。気象データを、もっと多くの方々に使っていただくため
に、WXBC の活動が、その一助になればと思っています。
【参考文献】“老舗ベンチャー”ゑびや大食堂が「的中率 9割」のAI 事業予測をサービス化！
ITビジネスに参入決断した「その理由」（CNET Japan）
https://japan.cnet.com/extra/ms_ebiya_201710/35112861/
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コラム  

コラム  コラム  

コラム  

˙ۀͰͷ৽ͨͳؾσʔλར׆༻ͷ࢝·Γ

˙সإΛചΔਓ͕সإͰいΒΕΔੈͷதʹɻํͷฮ৯ಊͷ ۀࣄ5*

株式会社ハレックス

常務取締役　足海　義雄

　気象データを活用することで、天候による農作物へのリスクを減らすなどの
取り組みが広がりつつある中、北海道浜頓別町の酪農家様から、「牧草を刈り
取る際に霧で湿ってしまうと、牧草の品質が著しく低下し、大きな損害を受け
る。なんとかして霧の予測を正確に行い、牧草の刈取り計画に役立てたい。」
という相談がありました。雨の予報なら牧草の刈取り作業は行いません。しか

し、霧は晴れ予報でも発生し、当社の熟練した気象予報士による判断を仰いだとしても、特定の牧
草地での霧の発生予測は非常に難しいです。
　そこで、WXBC 会員の皆様及び気象庁様のお力添えを賜り、平成 30 年（2018 年）3月に「霧
プロジェクト」を発足。霧プロジェクト参加企業の皆様から様々な知見やご提案をいただき、セン
サーデータやライブカメラ映像、気象衛星画像の活用、さらには、人工知能を駆使し、特定の場
所の霧予測が可能かの検討を始めました。昨年度は、主に数値予報データを用いて霧予測の可視
化ツールの開発を試み、今年度は、参加企業様との連携を深めながら、更なる精度向上を目指し
ています。実証実験を繰り返しながら、特定の酪農家様のニーズに寄り添いお応えすることができ
たら、その実績を様々な分野に広げていきたいと考えています。霧プロジェクトの活動を通じ、気
象データ利活用の価値をより多くの分野の方々にご認識いただけるよう、今後もWXBC 会員の皆
様及び気象庁様とともに活動を進めてまいります。

株式会社 EBILAB

代表取締役 CEO　小田島　春樹
　サービス産業を見渡すと、価格競争や働き手の不足に頭を悩ます経営者や、
過酷な労働環境や将来が見えない閉塞感に意欲をそがれているスタッフが沢
山います。商売の基本である、「お客さまを笑顔にしたい」、「笑顔を売る人がもっ
と笑顔になれるように」という想いから、中小規模の飲食・小売店をはじめと
するサービス産業のための経営支援 AI「TOUCH POINT BI」を作成・提供し
ています。

　「TOUCH POINT BI」では、時間別の来客数・年代比率・商品別販売数など、店舗のコンディショ
ンを可視化する様々なデータを自動で収集・分析して来客予想等を行うことで、人員配置の適切化
や仕込み量のロス削減が可能になり、効率的で収益性の高い店舗運営をサポートします。「TOUCH 
POINT BI」にとって、天気や気温といった気象データは欠かせないデータの一部です。気象デー
タは毎日のお客さまの来客数に影響を与えることは勿論のこと、よく売れるメニューにも大きく影
響を与えています。
　創業100 年の老舗食堂である「ゑびや」では、2012 年から先述の様々なデータを収集・分析
しはじめ、平成 29 年（2017年）から「TOUCH POINT BI」を活用・実践しています。結果、7
年間で売上高約 4.4倍、客単価約 3倍、米の廃棄約1／4と効率的で収益性の高い店舗運営を
体現しました。また、スタッフの長期休暇取得率100％や残業ゼロも実現し、従業員満足度も向
上させました。
　みなさんも、気象データを商売の現場で存分に活用し、「商売」を「笑売」にしてみませんか？
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コラム  

コラム  

コラム  

˙ͻ·わΓ�߸ͷσʔλར׆༻ΛςʔϚʹηϛφʔΛ֤Ͱ։͠࠵·ͨ͠
　世界最高性能を有する「ひまわり8号」は、国内外における気象等の現象を高頻度・高解像度
で観測しています。可視域・近赤外域・赤外域の計16バンドのセンサーで霧や黄砂の判別が容易
になったほか、森林火災や火山の噴火・噴煙の様子までも捉えることができるようになりました。
そして、ひまわり8号から得られた情報は、GIS など他のデータと重ね合わせることで、様々な産
業界における新たな気象ビジネスの基盤となる情報となる可能性を含んでいます。
　このひまわり8号のデータのビジネスへの利活用が一
層進むよう、気象ビジネス推進コンソーシアム（WXBC）
では、平成 30 年（2018 年）度に、産学の気象情報利
用者と連携して、東京をはじめ、札幌、仙台、新潟、大阪、
福岡、那覇の 6つの地方都市においてもひまわりの利
活用に焦点をあてたセミナーを順次開催しました。セミ
ナーでは、ひまわり8号のデータの活用事例として、地
方特有の事例を参照しながら、霧や下層雲、積乱雲等の
見え方のほか、RGB 手法と呼ばれるデータの加工処理、
データ取得の方法について紹介が行われました。いずれ
の会場も多数の参加があり、参加者同士の名刺交換・意
見交換も行われ、業種をまたいだビジネスが生まれる種
になったものと期待されます。

コラム  

σʔλʹՃՁΛؾ˙
株式会社ルグラン

共同 CEO　泉　浩人

　株式会社ルグランでは、気象ビッグデータを活用し、最適なコーディネート
をレコメンドするファッションテックサービス「TNQL」（テンキュール）を提
供しています。最大の特徴は、AI がユーザーの好みのスタイルを把握し、天
気とユーザーの好みにあったコーディネートレコメンドを実現していることで
す。

　TNQL は、気象データに「コーディネートを提案する」という付加価値をつけ、忙しい女性のサポー
トをするサービスです。
　気象データから消費者の行動を予測することで、最適な商品や情報を販売・提供できる、天候ド
リブンなマーケティングを可能にできます。これにより、企業がユーザー・消費者と毎日、対話が
できるプラットフォームになり得ると考えます。
　気象は社会の基本インフラとも言うべき、価値の高いデータです。気象データの意味を理解する
だけではなく、さらに付加価値を付け、視覚化して伝える能力が求められている時代に突入してい
ると思います。

WXBC地方セミナーのようす（福岡）
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Ⅳ 最新の科学技術を導入し、気象業務の健全な発達を図るために

トピックスⅣ－１　第 10世代スーパーコンピュータの運用開始
ɹ気象庁では、Αりߴ精の気象༧ଌΛ͏ߦたΊに、ୈ 10 ੈ代ͱͳΔεーύーίϯϐϡーλγεςムΛฏ 30

（2018 ）6 ݄ 5 からӡ༻։࢝しました。このεーύーίϯϐϡーλは 2 でߏさΕ、ฏ 30  6 ݱ݄

のੈքϥϯΩϯάࡏ 	501500 にΑΔ : https://www.top500.

oSg/
 で 25、 26 ҐのԋੑࢉΛ࣋ てͬいま͢ 。

ɹߋ৽1、ޙ 4 ճࢉܭΛ͏ߦશٿϞσルの ち͏、ޕલ 3 、࣌

લޕ ޙޕ、࣌ � ؒ࣌ͱ͢ΔϓϩμΫτの༧ଌظΛॳ࣌ 3

Λ、84 ࣌ （ؒ3.5 ）から132 ࣌ （ؒ5.5 ）にԆしまし

た（ޙޕ � ののはैલから264ظॳ࣌ ࣌ （ؒ11）ま

で༧ଌ）。こΕにΑり、ฏ 31  3 ݄には、෩のڧ༧

報（த৺気ѹ࠷大෩等）の༧報ؒظΛ 3 ઌから 5 

ઌまでԆしました。また、ฏ 31  3 ݄には、ޕલ � 、࣌

ޙޕ � ߦに࣌ ϝ͏ιϞσルの༧ଌؒ࣌Λ 51 、にԆしؒ࣌

ே 5 表のఱ気༧報において໌のൃ࣌ 24 までの༧報にϝιϞσルの݁ՌΛར༻͢ΔこͱができΔΑ͏にͳΔ࣌

ͳͲ、ఱ気༧報のたΊの༧報ࢿྉのར༻にお Δ͚Ұ؏ੑが্していま 。͢さらに、ϝιϞσルの༧ଌ࣌

ؒԆͱಉ࣌に、ަۭߤ௨ཧのたΊの気象報のվળのたΊに、ہϞσルの༧ଌؒ࣌Λ10 にԆؒ࣌

していま 。͢

ɹྩݩ（201� ）6 ݄には、ϝιϞσルでߦ ϝ͏ιΞϯαϯϒル༧報γεςムのӡ༻Λ։࢝͢Δܭըで 。͢

ϝιϞσルにରし、ෳの؍٬తͳ༧ଌ݁ՌΛಘらΕΔたΊ、༧ଌがしい気象ݱ象のൃੜΛ֬తにଊ͑

ΔこͱがՄͱͳりま 。͢ྫ͑大Ӎ෩ͳͲࡂΛたらܹ͢しい気象ݱ象がൃੜ͢ΔՄੑについて、

ҰつのϝιϞσルの༧ଌ݁ՌではѲできͳくて、ෳの༧ଌ݁ՌΛ༻いΔこͱにΑͬ て、ૣいஈ֊でѲ

͢ΔこͱができΔΑ͏にͳりま 。͢

ɹޙࠓ、෩のӨڹूத߽ӍのൃੜՄੑ等Λૣいஈ֊から精ྑくѲできΔΑ͏に、༧報Ϟσ

ルのߴԽͳͲ༧報ٕज़の্に͚たվྑ等Λߦい、ࡂ・ৗੜ׆・社会׆ࡁܦಈの༷ʑͳ໘で෯広

くར׆༻さΕΔ֤छ気象報のߋͳΔվળにऔりΜでいきま 。͢

第10世代スーパーコンピュータシステム

メソアンサンブル予報システムのイメージ

メソアンサンブル予報システムでは、ばらつきを持つ複数の予測結果からメソモデルの予測の信頼度を見積もります。

メソモデルによる予測 初期値等にわずかなばらつきを与えた予測
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トピックスⅣ－2　多様な観測データを高度に活用した気象技術開発の推進

ɹ気象庁では、ैདྷの気象؍ଌにՃ͑て、੩ࢭ気象ӴͻまΘり 8 ߸・� ߸ೋॏภ気象Ϩーμーのಋೖ

ͳͲ؍ଌのߴԽΛਐΊており、؍ଌσーλのछྨ

σーλྔΛඈ༂తにॆ࣮さͤていま 。͢

ɹこのଟ༷ͳ؍ଌσーλΛ総߹తかつߴに׆༻͢Δた

Ί、 ฏ 30 （2018 ）4 ݄、気象ٕज़։ൃ室Λઃஔし、

໘తͳਪܭ気象（ఱ気・気Թ）の精্ೋॏภ

ϨーμーσーλからӢ内部の߱ਫཻࢠのछྨΛผ͢

ΔΞルΰϦζムの։ൃͳͲΛਐΊました。ޙࠓ、気象庁

内֎の研ڀ։ൃؔػͱ連ܞしͳがら、໘తͳਪܭ気象

の৽たͳཁૉのՃ"* Λ׆༻した؍ଌσーλ

の品࣭ཧ手๏の։ൃͳͲ、࠷৽ٕज़ಋೖして、ࡂ

׆ࡁܦಈΛは͡Ί༷ʑͳで෯広く てͬいただ͚

Δ৽たͳ気象σーλΛ։ൃ・ఏڙしてまいりま 。͢

気象庁による気象観測

コラム  

コラム  
˙���� ʹ͚ͨ༧ใٕज़։ൃॏܭը
　気象庁は平成 30 年（2018 年）10月に、気象・気候予測の根幹である数値予報の技術開発に
関する「2030 年に向けた数値予報技術開発重点計画」を策定・公表しました。これは、平成 30
年 8月の交通政策審議会気象分科会提言「2030 年の科学技術を見据えた気象業務のあり方」（特
集２参照）に示され
た気象・気候分野に
関する課題に取組む
計画にもなっていま
す。この策定にあたっ
ては、昨年度から開
催している「数値予
報モデル開発懇談会」
において最新の科学
的な知見に基づくご
検討をいただきまし
た。
　気象庁は、この計
画に基づき、数値予
報の高度化・精度向
上の取組を強力に推し進めてまいります。
（https: //www.jma.go. jp/ jma/k ishou/know/tecdev/nwp_st rategic_plan_
towards_2030.html 参照）

重点計画における、主な開発項目等

気象庁では、地上における気温や雨量などの観測に加え、高
層気象観測や気象レーダー等を活用して、大気の状態を立体
的に観測している。

44 45



⦉⦓⦟K  2037785_気象業務はいま2019_ 

1

校 

2

校 _中川<τϐοΫε�P4�>　

コラム  

コラム  

コラム  

˙զ͕ࠃͷʮ࣭ͷߴいʯ؍ଌثػͷւ֎ల։ࢧԉͷऔ
　我が国には優れた観測機器を製造する企業が多くあり、気象庁も日々
の業務にそれらの機器を活用しています。我が国は成長戦略の一環とし
て政府全体で日本の技術力・知見を生かした「質の高いインフラ」の輸
出拡大を進めており、気象庁もこれら企業による海外展開の支援に取組
んでいます。
　日本の技術が世界をリードする一例として、今や気象観測には欠かす
ことの出来ない「気象レーダー」が挙げられます。日本のメーカー各社は、
従来のものより“低ランニングコスト、安定運用、電波資源の有効利用”
等の特長を持つ「固体素子気象レーダー」と呼ばれる気象レーダーの製
造・販売を、世界に先駆けて開始しました。気象庁は、このような技術
的に優れた観測機器の海外展開を支援するため、関係省庁とも連携し
た情報共有、海外要人とのミーティング機会の創出等に取組んでいます。
また、観測機器の展開に併せて、海外気象機関への技術協力等を通じて各国が最新の機器を使い
こなす能力の向上を図っています。
　質の高い観測機器が世界に広く普及することは、各国における気象業務の質の向上にもつながり
ます。我が国の経済成長だけでなく世界の気象業務の発展への貢献を目指して、気象庁はこの取
組を更に進めていきます。

コラム  

࢙ؗྺثଌؾ˙
　茨城県つくば市にある気象測器検定試験センターで
は、全国の気象官署で明治以降に使用した約150点
の気象測器を展示する気象測器歴史館を、平成 29 年
（2017年）8月にオープンしました。
　展示品には、海外から輸入され、初期の気象観測に
用いた晴雨計（気圧計）や温度計、日射計、さらに大
正時代に高層気象観測に用いた観測機器など、他では
なかなか見ることのできない機器が数多く揃っていま
す。
　毎年、4月と8月に開催する一般公開日のほか、事
前の申込みにより見学いただくことが
可能です。実際に使用した歴史的価値
のある様々な気象測器をご覧いただ
くとともに、気象観測技術の歴史を感
じてみるのはいかがでしょうか。
【お問い合わせ先：気象測器検定試験
センター、住所：つくば市長峰1-2、
電話番号 :029-851-4121】

固体素子気象レーダー

気象測器歴史館

展示している気象測器の例

一般公開時の館内の様子

（左）ロビンソン風力計（風速計）、（中）カンベル・ストークス日照計、
（右）高層気象観測に使用した凧（あんどん型）

2016 年に運用を開始した固体素
子気象レーダー（成田国際空港）
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トピックスⅣ－3　ひまわり黄砂監視画像の提供開始

ɹ気象庁は、ํ࣏ࣗମॅຽのօ༷がޮՌతにԫ࠭ରࡦΛͱΔこͱができΔΑ͏、気象庁ホームページにお

いて、気象ӴͻまΘりにΑΔʮͻまΘりԫ࠭ࢹը （૾τΡルーΧϥーݱ࠶ը૾、μετը૾）ʯの৽نఏڙ

Λฏ 31 （201� ）1 ݄から։࢝しました。1 さΕま͢ので、ಈը等で֬ೝ͢Δこͱࡌܝごͱのը૾がؒ࣌

にΑ てͬԫ࠭のൃੜ・ඈདྷの༷ࢠΛ؍తにΑりѲし͢くͳりま 。͢ਓؒので見たΑ͏ͳ৭߹いΛݱ࠶

͢ΔτΡルーΧϥーݱ࠶ը૾は、தのԫ࠭ࢹにおいてಛに༗༻で 。͢μετը૾は、னΛΘͣ 24 ࣌

ؒ連ଓతにར༻Մで、ԫ࠭ྖҬがࢵ৭で表ݱさΕま 。͢

ɹฏ 30（2018） 3 ݄ 28 から2� にか͚てຊ付ۙにԫ࠭がඈདྷした28、ࡍ 15 のτΡルーΧϥー࣌

ଌ݁Ռ（্ਤ、ӈのഁઢ内）にରԠして、大（ԫՏ下ྲྀҬ）からຊւ、؍ը૾では、্気象ݱ࠶

ຊにか͚て৭のԫ࠭ྖҬが見らΕました（্ਤ、ࠨのനഁઢ内）。લの 27  21 、のμετը૾では࣌

தࠃ東区付ۙにあΔೱいԫ࠭ྖҬΛଊ Δ͑こͱができました（下ਤ、ࠨのനഁઢ内、ӈのഁઢ内）。

ɹʮͻまΘりԫ࠭ࢹը૾ʯは、気象庁ホームページでごཡいただ͚ま 。͢

https://www.data.jma.go.jp/gmd/enW/kosa/himawaSi/

ひまわり黄砂監視画像（ダスト画像）の例

ひまわり黄砂監視画像（トゥルーカラー再現画像）の例
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１節  気象情報の流れ
ɹ気象庁は、気象・ւ༸・ՐࢁͳͲのࣗવݱ象Λৗにࢹ・༧ଌし、త֬ͳ気象報Λఏ͢ڙΔこͱにΑͬ

て、ࣗવࡂのܰࠃ、ݮຽੜ׆の্、ަ௨҆શの֬อ、ۀ࢈のൃలͳͲΛ࣮͢ݱΔこͱΛ務ͱしていま

。͢気象庁では、こΕらのࣗવݱ象にؔ͢Δࡂ気象報Λ、ؔػؔࡂにΦϯϥΠϯでਝにୡ͢Δͱ

ಉ࣌に、ςϨビ・ϥジΦΠϯλーωοτ等Λ௨͡て広くࠃຽにൃ表していま 。͢

ɹ気象庁がൃ表͢Δ大Ӎܯ報ܯ報ͳͲのࡂ気象報は、༷ʑͳୡ手ஈΛ༻いてؔػࡂॅຽ

ୡさΕま 。͢

ɹྫ͑、気象庁では、ࡂ気象報ΛςϨビ・ϥジΦ等の報ಓؔػ気象庁ホームページͳͲΛ௨͡てॅຽ

ఏڙしていΔ΄か、都ಓݝফ庁Λ௨͡てࢢ町ଜ等ؔػࡂにୡしていま 町ଜからは、Ҭࢢ͢。

の࣮にԠ͡てߦࡂແઢ広報ंの८ճ、έーϒルςϨビͳͲΛ༻いてࡂ気象報がपさΕま 。͢ま

た、ܞଳऀۀࣄのྗڠΛಘて、ٸۓ報ܯ報、気象等ٴͼՐにؔ͢Δಛผܯ報Λ、֘͢Δ

ҬにいΔҰਓͻͱりのܞଳ電話にҰ੪に৴͢Δʮٸۓ報ϝールʯ等Λ༻いたୡߦ てͬいま 。͢さらに、

ࡂଳ電話εϚーτϑΥϯͳͲの֤छΞϓϦέーγϣϯΛ༻いて、ҰਓͻͱりがͦのҬでඞཁͳܞではۙ࠷

気象報Λ手ܰに手にೖΕΔこͱがग़དྷΔΑ͏にͳ てͬいま 。͢

ɹ気象庁は、ࡂ気象報ΛؔػࡂॅຽにޮՌతにୡ͢ΔこͱにΑり、Ҭにお͚ΔྗࡂのڧԽ

気象ࡂに͏ඃのݮܰ・ࢭΛਤ てͬいま 。͢

序章 はじめに

気象情報の流れ
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２節  気象庁ホームページ
ɹ気象庁ホームページでは、大Ӎ、・、Րࢁ

Ր等にؔ͢Δࡂ報Λࡌܝしていま してࡌܝ͢。

いΔࡂ報には、ܯ報・意報༧報等Λจࣈ

表で͑Δの、いつ、Ͳこでߑਫਁਫൃੜの

ʯがありまݥةまΔのかがΘかΔʮߴがݥة 。͢

また、こΕらのࡂ報のղઆޮՌతͳར༻ํ๏

߹Θͤてࡌܝしていま 。͢ฏ 30 （2018 ）10

݄に、いまりたい報Λかり͢く表ࣔ͢ΔたΊ

τοϓページΛϦχϡーΞルし、εϚーτϑΥϯ͚το

ϓページ৽ઃしました。気象庁ホームページは、ࠒ

からࡂ報のऔಘに༗ޮに׆༻さΕており、1 で

 1800 ສページビϡー、ಛに、෩がۙしていΔ

000ͳͲはΞΫηεが૿Ճし、5࣌ ສページビϡーΛ

 Δ͑こͱありま 。͢

３節  防災情報提供センター
ɹࠃަ௨লは、ল内の֤部ہ等がอ༗͢Δ༷ʑͳࡂ報

Λूして、ΠϯλーωοτΛ௨͡てࠃຽのօ༷Ұつのホー

ムページからఏ͢ڙΔたΊ、ʮࡂ報ఏڙηϯλーʯͱい͏

ΣϒαΠτ（http://www.mlit.go.jp/saigai/Cosaijoho/）Λӡ༻

しており、ͦのӡӦは気象庁が୲していま 。͢

ɹこのΣϒαΠτからは、気象庁ͱࠃަ௨লの֤Ϩーμー

ͦΕͧΕのॴΛ׆かして౷߹したӍのに、ল内֤部

ͳͲのӍྔ報ΛॏͶ߹Θͤて表ࣔՄͳݝͼ都ಓٴہ

ʮϦΞルλΠムϨーμーʯΛは͡Ί、Տ、ಓ࿏、気象、、Րࢁ、

ւ༸ͳͲの֤छのࡂ・ࡂ報Λ容қにೖ手͢Δこͱが

できま 。͢

ɹまた、ܞଳ͚のホームページ 	http://www.mlit.go.jp/

saigai/Cosaijoho/i-indeY.html）では、֎ͳͲύιίϯが͑ͳいΑ͏ͳॴで、こΕらのࡂ・ࡂ報

Λೖ手できΔΑ͏にしていま 。͢

気象庁ホームページトップページ

リアルタイムレーダーの提供ページ

気象庁と国土交通省のレーダー情報を統合したレーダー画
像（国土交通省提供）
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１節  気象の監視と情報発表
（1）気象等の特別警報、警報、注意報及び気象情報
ア.気象等の特別警報・警報・注意報及び気象情報の役割

ɹ気象庁は、大Ӎ෩ͳͲにΑͬ てൃੜ͢Δࡂのࢭŋ 報・意報ܯ・報ܯのたΊ、気象等のಛผݮܰ

Λൃ表していま（気象報ʯࡂҎ下、ʮ）ͼ気象報ٴ 象が༧想さΕΔͱݱに݁ͼつくΑ͏ͳܹしいࡂ͢。

きには、まͣલから気象報Λൃ表し、ͦのޙのݥةのߴまりにԠ͡て意報、ܯ報、ಛผܯ報Λஈ

֊తにൃ表͢Δこͱで、ࢢ町ଜ、都ಓࠃ、ݝのؔػ等のؔػؔࡂの׆ಈॅຽの҆શ֬อߦಈの

அΛࢧԉしていま 。͢こΕらの内容ൃ表λΠϛϯάについては、ฏৗ࣌からؔػؔࡂͱのؒで意見ަ

Λߦい、ޮՌతͳ׆ࡂಈのࢧԉͱͳΔΑ͏Ίていま 。͢ಛにʮฏ 30  7 ݄߽ӍΛ౿ま͑たਫ・࠭

報Λࡂにおいては、ࠂからのආのありํについてʯ報ࡂ 5 ஈ֊のܯռϨϕルにΑりఏ͢ڙΔこͱが

ఏݴさΕており、このܯռϨϕルのରԠਐΊていま 。͢ಛผܯ報・ܯ報・意報ٴͼ気象報には、Ҏ下

のΑ͏ͳのがありま 。͢

防災気象情報の種類

種類 情報の種別 それぞれの役割　

特別警報 大雨（土砂災害､ 浸水害）、暴風、
暴風雪、大雪、波浪、高潮 ・重大な災害が発生するおそれが著しく大きい場合に発表

警報 大雨（土砂災害､浸水害）、洪水、暴風、暴風雪、
大雪、波浪、高潮 ・重大な災害が発生するおそれがある場合に発表

注意報 大雨、洪水、強風、風雪、大雪、波浪、高潮、雷、融雪、
濃霧、乾燥、なだれ、低温、霜、着氷、着雪 ・災害が発生するおそれがある場合に発表

気象情報※

・警報の危険度分布 ・警報等を補足する情報として、危険度が高まっている
場所を示した分布図を常時 10 分毎に発表

・大雨に関する気象情報
・台風情報
・竜巻注意情報
・記録的短時間大雨情報
・早期注意情報（警報級の可能性）

・警報等を発表する数日前から注意を呼びかけ、また、
警報等の発表中に現象の経過、予想、防災上の留意点
等を解説するため必要に応じて随時発表

・長期間の高温に関する気象情報
など　　

・警報等の対象ではない、社会的に影響の大きな天候の
状況なども必要に応じて随時発表

ɹಛに、大Ӎಛผܯ報はҎ下のΑ͏ͳҐஔͮ ・ׂ͚Λ࣋ てͬいま 。͢

１章 気象の監視・予測

※ ここでいう「気象情報」とは、警報等とは別に、文章または図・表を用いて気象状況を解説する情報のことです。

大雨特別警報の位置づけ・役割
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イ.気象等の特別警報・警報・注意報

○気象等の特別警報・警報・注意報の種類

ɹࡏݱ、気象等のಛผܯ報は 6 छྨ、ܯ報は 7 छྨ、意報は 16 छྨありま 。͢大Ӎ・ߑਫ・ߴைのܯ報

等は、ͦΕͧΕܯռϨϕルͱରԠしていま 。͢

気象等の特別警報・警報・注意報の種類

特別警報、警報、注意報の種類 対象となる災害の概要
大雨※１、大雨※3、大雨※4 大雨による土砂災害や低地の浸水害。 
洪水※3、洪水※4 河川の上流域での降雨や融雪等によって下流で生じる増水・氾濫による洪水害。
高潮※2、高潮※2、高潮※3,4 異常な潮位上昇による沿岸部の浸水害。台風による吸い上げと吹き寄せによる場合が多い。
暴風、暴風、強風 強風による物の飛散や交通障害。低気圧の発達等に伴い発生。
大雪、大雪、大雪 降雪、積雪による住家等の被害、交通障害。
暴風雪、暴風雪、風雪 強風による災害に加え、強風で雪が舞い、視界が遮られることにより生じる交通障害等。
波浪、波浪、波浪 高波による遭難や沿岸施設の被害。低気圧の発達等に伴い発生。
雷 落雷のほか、急な強い雨、竜巻などの突風、降ひょうといった積乱雲の発達に伴い発生する激しい気象現象による人や建物への被害。
濃霧 濃い霧により見通しが悪くなり、交通障害が発生する。
乾燥 大気が乾燥し、火災・延焼しやすい。
なだれ 山などの斜面に積もった雪が崩落し、人や建物を巻き込む。
着氷 水蒸気や水しぶきの付着・凍結による通信線・送電線の断線、船体着氷による転覆沈没等の被害。
着雪 雪が付着することによる電線等の断線や送電鉄塔等の倒壊。気温0℃付近で起こりやすい。
融雪 積雪が融解することで、土砂災害や河川の増水による洪水が発生する。
霜 春・秋に気温が下がって霜が発生することによる農作物や果実の被害。
低温 農作物への被害や水道管の破裂。冷夏の場合にも発表。

○気象等の特別警報・警報・注意報の発表区域と発表基準

ɹ気象等のಛผܯ報・ܯ報・意報は、ࢢ

町ଜ୯Ґでൃ表しており、ൃࡂੜにີに

݁ͼついたࢦඪ（෩、ைҐޙड़のࢦ

ͳͲ）Λ༻いてൃ表ج४Λઃఆしていま 。͢

ڈ町ଜごͱにաࢢ、४はج報・意報のܯ

のࡂΛཏతにௐࠪした্で、ॏ大ͳࡂ

がൃੜ͢ΔおͦΕのあΔΛܯ報のج४に、

がൃੜ͢ΔおͦΕのあΔΛ意報のࡂ

४にઃఆしていまج 。͢ྫ͑、෩ܯ報の

४はʮ෩がこのҎ্に౸ୡ͢Δͱॏ大ج

ͳࡂがൃੜ͢ΔおͦΕがあΔʯͱい͏Λ

ઃఆしていま 。͢また、ಛผܯ報のج४は、

ेにҰͱい͏ۃΊてرでҟৗͳݱ象Λ

ର象ͱしてઃఆしていま 。͢ しͦて、ಛผܯ報、ܯ報、意報は、ج४Ҏ্に౸ୡ͢Δݱ象（Ҏ下ʮಛผܯ報ڃ、

象ʯ）が༧想さΕΔͱきにൃ表しまݱのڃ意報、ڃ報ܯ 。͢

ɹͳお、ڧいにΑり൫がΏΔΜだり、ՐࢁՐにΑりՐࢁփがੵͬたりしていΔҬでは、߱Ӎに

͏ࡂが௨ৗΑりىき͢くͳりま 。͢このΑ͏ͳ߹は、௨ৗΑりܯռΛߴΊΔたΊ、都ಓݝͳͲ

ͱٞڠの্で、大Ӎܯ報ͳͲのج४ΛఆతͳにҾき下͛てӡ༻͢Δこͱがありま 。͢

警報・注意報の発表例

Ἠబ㔝市 ᚋの᥎⛣（ 警報⣭ ὀព報⣭）
ഛ⪃䞉

㛵㐃する⌧㇟Ⓨ⾲୰の
警報䞉ὀព報等の✀別

䠐᪥ 䠑᪥

大㞵

䠍㛫᭱大㞵㔞
（䝭䝸）

（ᾐỈᐖ） ᾐỈὀព

（ᅵ◁⅏ᐖ） ᅵ◁⅏ᐖὀព

ᭀ㢼
㢼ྥ㢼㏿
（▮༳䞉
䝯䞊䝖䝹）

㝣ୖ

ᾏୖ

Ἴᾉ
Ἴ㧗

（䝯䞊䝖䝹）

㧗₻
₻位

（䝯䞊䝖䝹）
䝢䞊䜽䛿 ᪥ 㡭

㞾 ❳ᕳ

㧗₻ৈດ

ਾは、ਾのਠ象が୳されるৎఝの最পڲৎにします。
でା౦したரશは、০ਾにજり౹える可能性がৈいିਔਾをしています。

ਏಞの測கは、ન度がにしたुのをંしています。

大㞵পං

平ᡂ㸱㸮ᖺ 㸷᭶ 㸲日㸮㸲㸳㸴分 㜰⟶区気象ྎⓎ⾲

㜰府の注ព警ᡄ㡯
㜰府࡛は、㸲日๓ࡽ㸲日ኤ方ま࡛ᭀ㢼や㧗波に警ᡄしてくࡉࡔい。

㸻㸻㸻㸻㸻㸻㸻㸻㸻㸻㸻㸻㸻㸻㸻㸻㸻㸻㸻㸻㸻㸻㸻㸻㸻㸻㸻㸻㸻㸻㸻㸻㸻㸻㸻

Ἠబ㔝ᕷ 㹙Ⓨ⾲㹛ᭀ㢼㸪波浪警報 㞵㸪㞾㸪㧗₻注ព報
㸲日㐣ࡂま࡛に㞵警報（ᾐ水ᐖ）にษ࠼᭰ࡾるྍ⬟ᛶࡀ㧗い
㸲日㐣ࡂま࡛に㧗₻警報にษ࠼᭰ࡾるྍ⬟ᛶࡀ㧗い

※１：警戒レベル５相当情報　※２：警戒レベル４相当情報　※３：警戒レベル３相当情報　※４：警戒レベル２
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○気象等の特別警報・警報・注意報及び早期注意情報（警報級の可能性）の発表

ɹܯ報ڃのݱ象は、ͻͱたͼൃੜ͢Δͱ໋にݥةがٴͿおͦΕがありま 。͢このたΊ、ܯ報ڃのݱ象がൃੜ

͢Δͱ༧想さΕΔؒ࣌Αりલ（࠷大で 6 報のൃ表にあたͬܯ、報Λൃ表͢Δこͱͱしておりܯఔલ）にؒ࣌

てはݥةͳؒ࣌ଳがҰでかΔΑ

象が༧ݱのڃ意報、ڃ報ܯ、͏

想さΕΔؒ࣌ଳΛ৭、ԫ৭でࣔし

たྻܥ࣌の表Λ付していま 。͢また、

象が֓Ͷݱのڃ報ܯ 6 Ҏ্ઌにؒ࣌

༧想さΕていΔ߹には、ܯ報のൃ

表にઌཱ てͬܯ報にりସ Δ͑Մੑ

がߴい意報Λൃ表し、ܯ報ڃのݱ

象が༧想さΕΔؒ࣌ଳΛ໌ࣔしてい

ま 。͢ྫ͑、ܯ報ڃのݱ象がཌ

໌͚ํにൃੜ͢Δͱ༧想さΕΔ߹には、あらか͡Ί༦ํの࣌点で意報Λൃ表し、ܯ報ڃの༧想ͱͳ てͬい

ΔこͱがҰでかΔΑ͏に໌͚ํのؒ࣌ଳΛ৭で表ࣔしてʮ໌͚ํまでに˓˓ܯ報にりସ Δ͑Մੑが

していまࡌいʯͱ記ߴ 。͢こ͏ した、ܯ報等のൃ表からݱ象ൃੜまでの༛༧࣌ （ؒϦーυλΠム）は、ܯ報等

がؔػؔࡂॅຽにΘり҆શ֬อߦಈがͱらΕΔまでにかかΔؒ࣌Λྀߟしてઃ͚ていΔので 。͢た

だし、ݱ象の༧想がしい߹にはϦーυλΠムΛे֬อできͳい߹ありま 。͢

ɹまた、ܯ報ڃのݱ象が 5 ઌまでに༧想さΕていΔͱきにはʮૣظ意報（ܯ報ڃのՄੑ）ʯΛʦߴʧ、

ʦதʧの 2 ஈ֊でൃ表していま が大ڹͿͳͲ社会తӨٴがݥة象は、ͻͱたͼൃੜ͢Δͱ໋にݱのڃ報ܯ͢。

きいたΊ、ՄੑがߴいこͱΛ表 ʦ͢ߴʧだ͚でͳく、ՄੑがߴくはͳいがҰఆఔあΔこͱΛ表 ʦ͢தʧ

ൃ表していま 。͢ͳお、ʦߴʧʦதʧがൃ表さΕていͳくて、ఱީのܹٸͳมԽに てͬܯ報ൃ表ͱͳΔ

߹ありま 。͢໌までのૣظ意報（ܯ報ڃのՄੑ）は、ܯռϨϕル 1 にରԠしま 。͢

ウ.各災害に関する防災気象情報

○土砂災害に関する防災気象情報

ɹ大ӍにΑͬて࠭ൃࡂੜのة

ߴのݥة、まΔͱきにはߴがݥ

まりにԠ͡てஈ֊తに、大Ӎ意

報̡ ܯ ռϨϕル 2 、r大 Ӎ ܯ 報 	 

ࡂ࠭ 
̡ ܯ ռϨϕル 3 ૬ 、r

ࡂ࠭ ܯ ռ報 等̡ ܯ ռϨϕル 4

૬ʳΛࢢ町ଜ୯Ґでൃ表してい

ま 。͢この ち͏、࠭ܯࡂռ報は、

໋にݥةΛٴ΅࠭͢ࡂがいつ

ൃ ੜ し て  お か し くͳ い ঢ় گ

ͱͳͬたͱきに、ࢢ町ଜのආࠂקॅຽのආ։࢝のஅΛࢧԉ͢ΔたΊに都ಓݝͱ気象庁

早期注意情報（警報級の可能性）

土砂災害に関する警報等と危険度分布の一体的活用
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がڞಉでൃ表していま 。͢さらに、こΕらの報がൃ表さΕたͱきに࣮ࡍにͲこでݥةがߴまͬて

いΔかΛѲできΔΑ͏に、ਤ্で 1 Ωϩϝーτルํ࢛のྖҬ（ϝογϡ）ごͱにݥةのߴまりΛ

5 ஈ֊に৭͚して表ࣔしたʮ大Ӎܯ報（࠭ࡂ）のݥة（࠭ܯࡂռఆϝογϡ報）ʯΛ

ৗ࣌ 10 ຖにߋ৽していま （͢ྩݩग़ਫظΑり 5 Ωϩϝογϡから1Ωϩϝογϡにߴղ૾Խ༧ఆ）。

ɹ大Ӎに てͬൃੜ͢Δ࠭ࡂには、߱ࡏݱ てͬいΔӍのྔだ͚でͳく、こΕまでに߱ͬたӍにΑΔத

のਫྔਂくؔしていΔこͱから、࠭ൃࡂੜϦεΫのߴまりΛѲ͢Δにた てͬは、60 ؒੵࢉӍ

ྔͱͱに、ӍがதにਁΈࠐΜでཷまͬ ていΔྔΛࢦԽしたʮӍྔࢦʯΛ༻いていま 。͢

ɹまた、࠭ൃࡂੜの

Λஅ͢Δઃఆのݥة

ڈ४には、աج 25 

の࠭ࡂσーλΛ༻

いていま 。͢ಛに、࠭

४はجռ報のܯࡂ

ʮこのج४Λ Δ͑ͱ、ա

のࡂのॏ大ͳ࠭ڈ

ൃੜ࣌にඖఢ͢Δঢ়گͱ

ͳり、このஈ֊では໋に

がࡂ࠭͢΅ٴΛݥة

͢でにൃੜしていてお

かしくͳいʯͱい͏ج४Λઃఆしていま 。͢大Ӎܯ報（࠭ࡂ）のݥةでは、このج४Λ͑Δͱ、

5 ஈ֊のݥةの͏ち࠷大のʮۃΊてݥةʯ（ೱいࢵ৭）がग़ݱしま͢ので、このೱいࢵ৭がग़͢ݱΔલの

ஈ֊でආΛ։࢝し、҆શͳॴのආΛྃしておくඞཁがありま 。͢

ɹै てͬ、࠭ࡂから໋ΛकΔたΊには、ආにかかΔ࣌ （ؒ 2 し、2ྀߟΛ（ؒ࣌ ࡂઌまでに࠭ؒ࣌

Δඞཁがありま࢝͢点でかにආΛ։࣌४に౸ୡ͢Δこͱが༧ଌさΕたجռ報のܯ 。͢大Ӎܯ報（

̡（৭ࢵ͢͏）ʯݥةの҆ͱͳΔʮඇৗに࢝ではこのλΠϛϯάでආ։ݥةの（ࡂ࠭ ռϨϕルܯ 4

૬ʳがग़ݱし、かに

ռ報がൃ表さΕܯࡂ࠭

ま 。͢さらに、ऀྸߴ等のํ

がආΛ։࢝͢Δ҆ͱͳΔ

大Ӎܯ報（࠭ࡂ）につい

ては、ආにかかΔؒ࣌Λߟ

ྀして、࠭ܯࡂռ報Α

り1 ఔૣくൃ表できؒ࣌

ΔΑ͏ͳج४Λઃఆしていま

。͢Ӎྔࢦの 2 ઌؒ࣌

までの༧ଌがこのج४に

౸ୡしていΔͱき、大Ӎܯ報

大雨警報（土砂災害）や土砂災害警戒情報等の発表判断

ᅵተ㞵㔞ᣦᩘ

䠎㛫ᚋ
のண 

ศ
㛫
✚
⟬
㞵
㔞

ᐇἣ 䠍㛫ᚋ
のண 

ᅵተ㞵㔞ᣦᩘ

䠎㛫ᚋ
のண 

䠍㛫ᚋ
のண 

ศ
㛫
✚
⟬
㞵
㔞

ᐇἣ

ᅵተ㞵㔞ᣦᩘ

䠎㛫ᚋ
のண 

䠍㛫ᚋ
のண 

ศ
㛫
✚
⟬
㞵
㔞

প
ං

ਾ
の
ਖ਼

੦


ᐇἣ

প
ං
ି
ਔ
ਾ
の
ਖ਼

੦


時ऽでに
পංਾ ଅෛ಼૩ の
੦にงघると

時ऽでに
ଅෛ಼૩ੲਾの
੦にงघると

घでに
ଅෛ಼૩ੲਾの

੦にง
ଅෛ಼૩ੲਾ

ೂ৫
ऒのమऽでに
ೂവ

পංਾ ଅෛ಼૩ 
ৈೡಉはೂ৫

大雨警報（土砂災害）の危険度分布の色に応じた避難情報 ･行動の例
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（࠭ࡂ）のݥةではʮܯռʯ（৭）̡ ռϨϕルܯ 3 ૬ʳがग़ݱし、かに大Ӎܯ報（࠭ࡂ）

がൃ表さΕま 。͢൫が่Ε͢く࠭ࡂがൃੜし͢いҬでは、աڈの࠭ࡂཤྺにͮجき࠭ࡂ

४がくઃఆさΕていまجռ報等のܯ 。͢この༷に、࠭ܯࡂռ報等のج४には࣭൫の่Ε

͢さのҧいͳͲөさΕていま 。͢

ɹ࠭ࡂは、ݐにյ໓తͳඃΛたらしҰॠの͏ちにଚいਓ໋Λୣͬてしま͏ڪΖしいࡂで 。͢

֑ྲྀܢの付ۙͳͲ、࠭ࡂにΑ て໋ͬがڴかさΕΔੑݥةがあΔͱೝΊらΕΔॴは、都ಓݝが࠭

ఆしていまࢦに（ռ区Ҭ等ʯܯࡂҎ下ʮ࠭）Օॴݥةࡂռ区Ҭ࠭ܯࡂ 。࠭͢ܯࡂռ区Ҭ等に

おॅまいのํは、ՄͳݶりૣΊのආΛ৺が͚ていただき、ऀྸߴ等のํはくͱ大Ӎܯ報（࠭ࡂ）

のݥةでʮܯռʯ（৭）がग़ݱした࣌点で、Ұൠのํくͱʮඇৗにݥةʯ（͏͢ࢵ৭）がग़ݱ

した࣌点でかにආΛ։࢝し、ʮۃΊてݥةʯ（ೱいࢵ৭）にมΘΔまでにආΛྃしておくඞཁがあり

ま 。͢

○浸水害に関する防災気象情報

ɹ下ਫಓ等のഉਫྗΛ͑Δ

Α͏ͳؒ࣌のڧいӍが߱Δͱ、

पғΑりいۼಓ࿏のΞϯ

μーύε等にӍਫがूま てͬՈ

のচ্ਁਫಓ࿏ףਫ等がൃੜ

しま 。͢こ͏したਁਫのݥة

がߴまΔͱきには、ݥةの

まりにԠ͡てஈ֊తに、大Ӎߴ

意報̡ ռϨϕルܯ 2 、r大Ӎܯ

報（ਁਫ）̡ ռϨϕルܯ 3 ૬ʳ

等Λൃ表していま 。͢また、

にҰしかൃੜしͳいΑ͏ͳ

ଌした߹には؍の大ӍΛؒ࣌

記తؒ࣌大Ӎ報Λൃ表

し、ਁਫ等のൃੜにつͳがΔ

Α͏ͳͳӍが߱ てͬいΔこͱ

Λਝにらͤていま 。͢さらに、

こΕらのࡂ気象報がൃ表さΕたͱきӍがڧま てͬきたͱきに、Ͳこでݥةがߴま てͬいΔかΛѲで

きΔΑ͏、ਤ্で 1Ωϩϝーτルํ࢛のྖҬごͱにݥةのߴまりΛ 5 ஈ֊に৭͚して表ࣔしたʮ大Ӎܯ報

（ਁਫ）のݥةʯΛৗ࣌ 10 ຖにߋ৽していま 。͢このݥةは、下ਫಓ等でഉਫしきΕͳい

΄Ͳの大Ӎがؒ࣌で߱ͬたこͱがݪҼで、Տの൙ཞͱはؔΘりͳくൃੜ͢Δਁਫ（いΘΏΔ内ਫ൙ཞ）

のݥةのߴまりΛࣔしていま 。͢ॅの下室ಓ࿏のΞϯμーύεはಛにݥةで͢ので、֤ࣗのஅで、

こ͏ したॴからΕ、内のਁਫがٴͳい֊にҠಈ͢Δ等の҆શ֬อߦಈΛͱͬ てください。

大雨警報（浸水害）の危険度分布（平成28年9月6日の稚内市の状況）

౦がणਔ કড়ಉがとるべきষの ୳औोるఢ೧の૾ய

ாीて૫ એං指数のৰ況கがૌுの重পな害েৎにྥศするகにすでにง。重পな害がघでにে
しているउजれがৈいாीて૫な状況。

శଞに૫
ఢ೧の状況をનੳし、ঽのਖ਼
でؚોのがयないమに
する。

ଡ଼がએ་し、ડདྷやマথールのৃਚが分からなくなるउजれが
ある。ଡ଼་ಉのたीにளやংスなनのઐ通ਃঢ়のઈষに影響が
লるउजれがある。ఢ೧より低いৃਚにある多くのੇોが෫上までに
かるउजれがある。


كਾق

全ન৳ষ動をとるをして
ଫीのষ動をੱがऐる。ৈೡಉ
はசृऊに৸ન৳ষをとる。

ડདྷやৣが⌗れ、ଡ଼がいण་してुउかしくない。ఢ೧より低い
ৃਚにあるੇોが෫上までにかるउजれがある。

ିਔ
كਔਾିق

০のੲਾやఢ೧の状況、ංの
ఋり্にିਔ。たटし、ঽの
ਖ਼でક୧のৣऊैはに
खؚଡ଼の॔থダーঃ५には
तऊないेअにघる。

ఢ೧より低いৃਚでડདྷやৣが⌗れ、ଡ଼が་するउजれがある。
ક୧の地ৣやଡ଼の॔থダーパスにがれिउजれがある。ఢ೧
より低いৃਚにあるੇોが෫ৣまでにかるउजれがある。

০のੲਾಉ
にਔ

০のੲਾやఢ೧の状況、ංの
ఋり্にਔ。 とग状況。ංのときは、ංがఢ೧より低いৃਚにૐまる。

1پ পංਾق害كの૫度分ഘにঢ়ॎらङ、ঽ৬からೂ൭ઔಉがഥされたৃ়やৣଵ৶からᑵᓧ૫ੲਾಉが
されたৃ়には速やかにೂষ動をとってくटさい。

2پ ঽ৬からೂ؞ৈೡಉೂ৫がഥされうる状況です。

ৣಉのൾ能ৡをதえるような
ಢৎ強ංによるᑵᓧの૫度

⛶ෆ地᪉Ẽ㇟ྎᙳ

ৈ

૫
度

低
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○洪水害に関する防災気象情報

ɹՏの্ྲྀҬにお͚Δ߱Ӎ༥ઇにΑͬてߑਫൃੜのݥةがߴまΔͱきには、ݥةのߴまりにԠ

͡てஈ֊తにߑਫ意報、ߑਫܯ報Λൃ表していま 。͢また、こΕらがൃ表さΕたͱきに࣮ࡍにͲのՏ

のͲこでݥةがߴま てͬいΔかΛѲできΔΑ͏に、ݥةのߴまりにԠ͡て、ਤ্でՏྲྀ࿏Λ֓Ͷ

1Ωϩϝーτルごͱに 5 ஈ֊に৭͚して表ࣔしたʮߑਫܯ報のݥةʯΛৗ࣌ 10 ຖにߋ৽していま 。͢

このݥةにはʮࢦఆՏߑਫ༧報ʯ（ޙड़）のݥةॏͶて表ࣔしていま 。͢

・中小河川の洪水害に関する防災気象情報

ɹதখՏは、ྲྀҬ໘ੵがൺֱతখさ

く、্ྲྀҬに߱ͬたӍがՏにूまΔまで

のؒ࣌がいたΊ、ؒ࣌の͏ちにܹٸ

ͳਫҐ্ঢがىき͢いಛがありま 。͢

まりに気付きにくいߴͳܹٸのݥةਫߑ

たΊ、ෆ意ΛಥかΕてಀ͛ΕΔこͱの

ͳいΑ͏ૣΊのආがඞཁͱͳりま 。͢

ɹதখՏであͬて൙ཞしたࡍには

ՈがԡしྲྀさΕたり、ॴにΑͬては

ਁਫのਂさが্࠷֊のচのߴさにまで

ୡしたり͢ΔおͦΕがありま 。͢ಛに、

、は（Տࢁ）部ΛྲྀΕΔதখՏؒࢁ

ޯがٸでྲྀΕがく、൙ཞ͢Δલか

らਫྲྀにΑ てͬ؛がらΕてԊいのՈがԡしྲྀさΕΔおͦΕがあΔ΄か、൙ཞしたࡍ෯のڱい୩ఈ

ฏにྲྀ࿏がݶఆさΕΔたΊ、୩ఈฏશମがのΑ͏にͳ てͬਫかさがਂくͳり͢く、ഁյྗの大きͳ

൙ཞྲྀがੜ͡てՈがԡしྲྀさΕΔおͦΕありま 。͢こ͏ した

区Ҭにおॅまいのํはʮߑਫܯ報のݥةʯΛ༻いてૣΊの

ආΛ৺が͚てください。ʮߑਫܯ報のݥةʯでは、ආ

にかかΔؒ࣌等Λྀߟして 3 、ઌまでの༧ଌΛ༻いΔこͱでؒ࣌

ݥةਫߑ、きΔΑりલのૣいஈ֊からىͳਫҐ্ঢがܹٸにࡍ࣮

のܹٸͳߴまりの見ࠐΈΛࣄલにѲできΔΑ͏にしていま 。͢

また、্ྲྀ点にग़ݱしたݥةのߴまりは、ͦのޙ、下ྲྀ

にҠ ಈしてくΔ 、がありま͢ので ্ྲྀ  点のة ݥ 

ؚΊて֬ೝ͢Δこͱで、ࣗらにഭΔݥةΛいちૣく֮して

ૣΊの४ උஅができま 。͢ ただし、5 ஈ ֊のݥة の

͏ち࠷大のʮۃΊてݥةʯ（ೱいࢵ৭）がग़ݱしたஈ֊では、

͢でに൙ཞしたਫにΑりಓ࿏ףਫ等がൃੜして֎のආが

ͱͳࠔ てͬいΔおͦΕがありま 。͢தখՏのਫҐ্ঢはඇৗに

̡（৭ࢵ͢͏）ʯݥةͳたΊ、くͱʮඇৗにܹٸ ռϨϕル̐૬ʳܯ

洪水警報の危険度分布（平成29年7月5日の朝倉市の状況）

山地部を流れる中小河川の洪水害

ഗዏ

ഗએ

દೲ



؟気象ૂ作ਛ
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がग़ݱした࣌点で、ਫҐܭࢹΧϝϥ等でՏのگݱ֬ೝした্で、かにආ։࢝のஅΛ͢Δこͱ

が大มॏཁで 。͢また、ݥةが こͦまでߴまͬ ていͳくて、࣏ࣗମからආࠂקがൃྩさΕた߹Տ

ཧऀから൙ཞݥة報がൃ表さΕた߹には、かにආߦಈΛͱͬ てください。

・大河川の洪水害に関する防災気象情報

ɹ大ՏはྲྀҬ໘ੵが広く、൙ཞがൃ

ੜ͢Δͱ、大ྔの൙ཞਫでपลのՈ

がԡしྲྀさΕ、ਁਫ広ൣғにΘたり、

ॴにΑ てͬはਂくਁਫしたঢ়ଶがظ

ଓしまܧؒ 。͢

ɹྲྀҬ໘ੵが大きくߑਫにΑり大きͳ

ଛΛੜͣΔՏについては、気象庁

はࠃަ௨লຢは都ಓݝͱڞಉで

ʮࢦఆՏߑਫ༧報ʯΛൃ表していま 。͢

ൃ表͢Δ報は、ݥةのߴまりにԠ͡

てʮ൙ཞ意報ʯ、ʮ൙ཞܯռ報ʯ、

ʮ൙ཞݥة報ʯ、ʮ൙ཞൃੜ報ʯの

4 つがあり、Տ໊Λ付してʮ˓˓

൙ཞݥة報ʯのΑ͏にൃ表しま 。͢

こΕらの報ͱܯռϨϕルͱのରԠΛਤにまͱΊました。

ɹ൙ཞがൃੜしたͱきにਫྲྀでՈがԡしྲྀさΕてしま͏߹ਁਫのਂさが্࠷֊のচのߴさまでୡして

しま͏߹等には໋にݥةがٴͼま 。͢こ͏したݥةのあΔՈ等におॅまいのํは࣏ࣗମのආ

報ՏのਫҐ報にཹ意͢Δͱͱに、ࢦఆՏߑਫ༧報の൙ཞݥة報がൃ表さΕた࣌点で

Ո等からのཱୀきආΛ

։࢝し、ਁਫ想ఆ区Ҭの֎の

҆શͳॴにආ͢Δこͱが

大มॏཁで 。͢

ɹこΕら大ӍにΑΔࡂに

ついて、 ة ݥ のߴまりに

Ԡ͡てஈ֊తにൃ 表さΕΔ

 ࡂ 気 象  報、 ࢢ 町 ଜ の

ରԠྫ、ॅ ຽのํにͱͬて

いただきたいߦಈ等の֓ཁΛ

ਤのΑ͏にまͱΊました。

指定河川洪水予報の発表の流れ

段階的に発表される防災気象情報に応じた避難情報・行動の例
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○高潮災害に関する防災気象情報

ɹ෩気ѹ等のۙに͏ւ໘の্ঢに

Αり、ߴைࡂがൃੜ͢ΔおͦΕがあΔͱ༧

想さΕΔͱきにはߴைܯ報̡ ռϨϕル̐૬ܯ

ʳߴைܯ報にりସ͑ΔՄੑがߴい

意報̡ ռϨϕル̏૬ܯ 、rߴை意報̡ ܯ

ռϨϕル̎ʳΛൃ表していま͢。こΕらのܯ

報等には、ࢢ町ଜにΑΔආࠂק等のൃ

ྩ区ҬのஅΛࢧԉ͢ΔたΊ、༧想さΕΔ࠷

。していま͢ࡌΛ記ߴのඪ（さߴைのߴ）ைҐߴ

ɹߴைࡂで໋にݥةがٴͿൣғはߴைのߴさにΑ てͬ大きくҟͳりま͢。࣏ࣗମのϋβーυϚοϓͳͲで

ைҐ（ඪߴ）にԠ͡たਁਫ区ҬͳͲΛあら

か͡Ίご֬ೝください。ߴைൃੜ࣌にఅ

Λӽ͑た࿘がՈΛܸ͢Δ߹൙

ཞしたਫにՈがԡしྲྀさΕてしま͏߹

等には໋にݥةがٴͼま͢。こ͏ したݥة

のあΔ区Ҭにおॅまいのํは、෩ൃٸ

ୡ͢Δ気ѹのۙが༧想さΕていΔͱき

には、ߴை意報がൃ表さΕたら༧想ߴ࠷

ைҐのඪߴΛ֬ೝし、おॅまいのॴが໋

ΛकΔたΊにՈ等からのཱୀきආがඞཁͳॴかͲ͏か֬ೝ͢ΔΑ͏にしてください。

ɹさらに、ߴைࡂがىこΔΑ͏ͳ෩等のۙ࣌には、ைҐの্ঢΑりઌに෩がਧき࢝Ί、֎Ҡ

ಈがࠔͱͳりま͢ので、ߴை

報がܯ報Λつこͱͳく෩ܯ

ൃ表さΕた࣌点でආΛ։࢝͢

Δඞཁがありま͢。ͦして、෩

がਧき࢝ΊΔஈ֊までにはߴை

意報の༧想ߴ࠷ைҐにԠ͡た

ਁਫ想ఆ区Ҭの֎の҆શͳॴ

のආΛྃしておくこͱが

大มॏཁで͢。ͳお、෩ܯ報

は、෩のਧき࢝ΊΔ֓Ͷ 3 ʙ

6 ΊΔ࢝લに、෩のਧきؒ࣌

ଳΛ໌ࣔしてൃ表していまؒ࣌

͢。

高潮警報等の予想最高潮位に応じた浸水想定区域

高潮災害からの避難が必要となるタイミングについて

段階的に発表される防災気象情報（高潮災害関係）

高潮警報等（例：予想最高潮位４ｍ）
のときに想定される浸水区域

高潮警報等（例：予想最高潮位２ｍ）
のときに想定される浸水区域

ಮ

ਲ

ച風ਾؚ
強風ିਔਾ

強風ିਔਾ
ച風ਾにજॉ౹इるق
૭ચਙがৈいିਔਾك

ച風ਾ
كはച風્શਾྼق

ৈດਾؚ
ৈດିਔਾ
୳ਈৈດਜ਼をં

ৈດିਔਾ
ৈດਾにજॉ౹इるق
૭ચਙがৈいିਔਾك

ৈດਾ
كはৈດ્શਾྼق

ঽ৬ऊैの
ೂੲਾ
の

ೂ؞
ৈೡಉೂ৫

ೂ൭ઔ
كച風でೂできなくなるにق

ೂંقಸك
كດਜ਼が૫ດਜ਼をதइञৃ合ق

كೂがਏなય域قه୵に૫がव೧ن
ৈດିਔਾಉに੶ൗऔोञ୳ਈৈດਜ਼にૢगञ୳ય域

時のो
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コラム  

ใ͕ൃද͞ΕΔͱ͖ͬͯܯ˙ ͲΜͳͱ͖ʁ
Q．大雨や洪水の警報が発表されるときってどんなとき？
A．大雨や洪水の警報は、今後の雨によって重大な災害が発生するおそれのある時に発表します。
気象庁は、平成 29 年（2017年）7月から、災害との結びつきが強い三つの「指数」（土壌雨量指数、
表面雨量指数、流域雨量指数）の技術を活用して発表するようにしています。この「指数」は、地
面に到達した後の雨水の動きを計算式で再現し、その土地がもともと持っている災害に対する弱さ
（素因）も考慮して大雨による災害リスクの高まりを表しています。
Q．指数の技術の活用で警報は良くなったの？
A.「指数」の技術を活用することで、大雨となっても災害が発生しにくい場所では必ずしも警報を
発表する必要がないと判断できるようになり、大雨警報や洪水警報が発表されたときに災害が発
生しないという状況（空振り）を大幅に減らすことができました。また、警報の適中率をさらに高
められるよう、危険が相当に切迫したタイミングで大雨警報や洪水警報等を発表するよう抜本的に
改善しました。大雨警報や洪水警報が発表されたときには、避難の準備をするなどの対応行動をとっ
ていただく必要がありますが、これらの改善により、より行動を起こすに相応しい状況を示すよう
になりました。
Q．警報ってどのように使えばいいの？
A．大雨警報や洪水警報は、「早期注意
情報（警報級の可能性）」や大雨注意報、
洪水注意報と合わせてご利用ください。
警報を待ってから行動するのではなく、
「早期注意情報（警報級の可能性）」が
発表されたときに、警報の発表に備えて
今後の見通しを積極的に収集することを
始める等、事前に災害への心構えを高め
る、といった利用が有効です。特に、ハザー
ドマップで示されているような土砂災害
や洪水災害により命が脅かされる危険性
が認められる場所にお住まいの方が確実
に避難するためには、急に行動を迫られ
ることのないよう、段階的に発表される
防災気象情報を活用することが重要です。
Q．大雨によってどこで危険度が高まっ
ているかもっと詳しく知るにはどうしたら
いいの？
A．平成 29 年 7月から、「指数」の技術を活用して、土砂災害、浸水害、洪水発生の危険度が高まっ
ている詳細な場所を地図上で 5段階に色分けして示す大雨警報・洪水警報の危険度分布の提供を
開始しました。実際に大雨警報や洪水警報が発表されたときには、スマートフォン等から「危険度
分布」を確認することで、自分がいる場所とその周辺の危険度が高まっているかどうかを把握する
ことができます。

警報は危険が相当に切迫したタイミングで発表
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エ .その他の防災気象情報

○台風情報

ɹ気象庁では෩のಈきΛৗࢹ࣌し、෩の࣮گ、ͦの෩が

いつࠒͲこにͲのఔのڧさでۙ͢ΔかΛʮ෩報ʯでおらͤ

していま 。͢෩がଘ͢ࡏΔ߹、෩のத৺Ґஔ、ਐํߦͱ

、大きさ、ڧさの࣮گͱ 12 ઌ、24ؒ࣌ ઌの༧報Λؒ࣌ 3 ごؒ࣌

ͱにൃ表しま 。͢さらに、5 ઌまでの 24 ༧ڧ・Έのਐ࿏ࠁؒ࣌

報Λ 6 ごͱにൃ表しまؒ࣌ 。͢༧報では、෩のத৺が 70� の֬

でਐΉൣғ（༧報ԁ）ͱ、෩のத৺が༧報ԁ内にਐΜだ߹に

෩Ҭ（ฏۉ෩がຖඵ 25 ϝーτルҎ্のྖҬ）にೖΔおͦΕのあΔ

ൣғ（෩ܯռҬ）Λࣔしま 。͢

ɹ෩のྗは、෩Λͱにして෩のʮ大きさʯͱʮڧさʯで

表ݱしま 。͢ʮ大きさʯはฏۉ෩がຖඵ 15 ϝーτルҎ্のڧ෩の

ൣғ（ڧ෩Ҭ）Λ、ʮڧさʯは࠷大෩Λج४にして表ݱΛい

͚ていま 。͢

ɹ෩がզがࠃにۙͮきඃのおͦΕがग़てきた߹には、༷ʑͳ

ࡂରࡦにར༻できΔΑ͏、্記の報にՃ͑て、෩の࣮گͱ 1

のਪఆΛ1ޙؒ࣌ ごͱに、24ؒ࣌ ઌまでのؒ࣌ 3 Έの༧ࠁؒ࣌

報Λ3 ごͱにൃ表しまؒ࣌ 。͢また、5ઌまでのʮ෩ҬにೖΔ֬ʯ

Λ֤Ҭのؒ࣌มԽのάϥϑ（3 Έ）ͱຊपลのਤでࠁؒ࣌

ࣔして 6 ごͱにൃ表しまؒ࣌ 。͢

「台風予報」の発表例

台風の大きさと強さの表現

「暴風域に入る確率」の発表例（左：時間変化グラフ、右：分布図）

予報
ྎ㢼の୰ᚰࡀ

㸣の☜⋡࡛
ධる予想ࡉ
る⠊ᅖࢀ

ᭀ㢼警ᡄᇦ
ྎ㢼の୰ᚰࡀ予報
ෆに㐍ࡔࢇに
ᭀ㢼ᇦにධるおࡑ
る⠊ᅖ࠶のࢀ

ྎ㢼のᙉ䛥の⾲⌧ ᭱大㢼㏿（10ศ㛫ᖹᆒ）

（⾲⌧䛧ない） 3 3 m/ sᮍ‶

ᙉい 3 3 m/ s௨ୖ 4 4 m/ sᮍ‶

㠀ᖖにᙉい 4 4 m/ s௨ୖ 5 4 m/ sᮍ‶

⊛Ⅿな 5 4 m/ s௨ୖ

ྎ㢼の大䛝䛥の⾲⌧ ᙉ㢼域のᖹᆒ༙ᚄ

（⾲⌧䛧ない） 5 0 0 k mᮍ‶

大ᆺ（大䛝い） 5 0 0 k m௨ୖ 8 0 0 k mᮍ‶

㉸大ᆺ（㠀ᖖに大䛝い） 8 0 0 k m௨ୖ

・ᭀ㢼ᇦにධࡗたሙྜの༴㝤はࡁいため、Ⓨ⾲ࢀࡉている☜⋡ࡀపくてࡶ、

。いࡉࡔ用くࡈークの㛫ᖏに注┠し、ᖖに᭱新の予報をࣆኚഴྥやࠉ

ᭀ㢼域に入䛳ている
ྍ⬟ᛶが᭱䜒㧗い㛫ᖏ

㐜けれ䜀䛣の㛫まで
ᭀ㢼域に入䛳ている

᪩けれ䜀
䛣の㛫䛛ら
ᭀ㢼域に入る
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○（全般･地方･府県）気象情報

ɹ気ѹલઢͳͲのࡂに݁ͼつくΑ

͏ͳܹしい気象ݱ象について、ݱ象のܦ

ա、༧想、্ࡂのཹ意点ͳͲΛ気象

報（ʮ大Ӎにؔ͢Δ気象報ʯͳͲ）ͱし

てൃ表しま 。͢こΕらの報では、ਤ表Λ༻いて࠷意͢

き点Λかり͢くࣔ͢ਤܗ式でのൃ表ߦ てͬいま 。͢また、

গӍ、ߴԹ、ԹরෆͳͲ、ؒظにΘたり社会తに

大きͳӨڹΛٴ΅͢ఱީのঢ়گについて気象報（ʮߴԹに

ؔ͢Δ気象報ʯͳͲ）ͱしてൃ表しま 。͢

対象となる地域による気象情報の種類

※「11地方」については本章「○季節予報」の項の図「地方季節予報で用いる予報区分」
　をご参照ください。

・「全般気象情報」：全国を対象に発表
・「地方気象情報」：11地方※ごとに発表
・「府県気象情報」：都道府県ごとに（北海道や沖縄県等はさらに細かく）発表

図形式地方気象情報の発表例

コラム  

コラム  

˙෩ �ڧ༧ใͷӡ༻։࢝
　平成 30 年（2018 年）6月にスーパーコンピュータシステムを更新することにより計算能力を
向上させるとともに、最大風速や中心気圧など台風の強度を予測するための技術開発等を進める
ことで、平成 31年 3月14日より、それまで3日先まで発表していた台風強度予報を 5日先ま
で延長して発表することとしました。これにより、台風予報は進路・強度ともに5日先までとなり、
しかも、従来の 3日先までの進路・強度予報と同じ発表時刻・発表頻度で発表します（台風１個の
場合は、3時、9時、15時、21時の観測時刻の約 50 分後に、台風が複数個の場合は１個目を
約 50 分後、2個目以降を約70 分後に発表）。また、台風の暴風域に入る確率も、従来の 3日
先までから5日先まで延長しました。
　台風 5日強度予報の運用開始により、たとえば、4日先や 5日先に台風が日本へ接近すること
が予想される場合、台風の接近が見込まれる地域では、台風の進路に強度の情報もあわせて参照
することができ、台風接近時の防災行動計画（タイムライン）に沿った自治体等の防災対応を、こ
れまでよりも早い段階からより効果的に支援することが可能となりました。

コラム  

˙ਤࣜܗํؾใͷఏڙ։࢝
　気象庁では、自治体や住民の皆様の防災対応を効果的に支援するため、よりわかりやすい気象
情報を提供するとともに、地域の防災関係機関や報道機関等とも連携して地域全体の気象防災力
の向上に向けた取り組みを継続的に取り組んでいます。
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○記録的短時間大雨情報

ɹ大Ӎܯ報のൃ表தに、にҰしかൃੜしͳ

いΑ͏ͳؒ࣌の大ӍΛ؍ଌした߹には記త

ؒ࣌大Ӎ報Λൃ表しま 。͢この報がൃ表さ

ΕたҬでは࠭ࡂਁਫ、தখՏのߑ

ਫのൃੜにつͳがΔΑ͏ͳͳӍが߱ てͬいΔこͱΛ意ຯしていま 。͢

ɹこの報がൃ表さΕたら、࣮ࡍにͲこでൃࡂੜのݥةがߴま てͬいΔかΛ大Ӎ・ߑਫܯ報のݥة

で֬ೝしてください。ಛに࠭ܯࡂռ区Ҭ等、こΕらのࡂで໋にݥةがٴͿおͦΕがೝΊらΕΔ区Ҭに

おॅまいのํは、࣏ࣗݩମのൃྩ͢Δආ報にཹ意し、かに҆શ֬อߦಈΛͱͬ てください。

○雨の実況と予測情報（解析雨量、降水短時間予報、高解像度降水ナウキャスト）

ɹʮղੳӍྔʯは、߱ਫྔΛѲできΔΑ͏に、

気象Ϩーμー؍ଌでಘらΕたӍのΛ、Ξϝμε

ͳͲのӍྔܭで؍ଌさΕた࣮ࡍのӍྔでิਖ਼し、

1 ӍྔのΛ1ؒ࣌ Ωϩϝーτルํ࢛のࡉかさで

ղੳしま 。͢ʮ߱ਫؒ࣌༧報ʯは、ઌؒ࣌に༧想

さΕΔӍྔΛѲできΔΑ͏にղੳӍྔΛͱに、

ӍҬのҠಈ、ܗにΑΔӍӢのൃୡ・ਰऑΛྀߟし、

また༧報の༧ଌӍྔ༻いて、6 ઌまでのؒ࣌

֤ 1 かさで༧ଌしࡉのํ࢛ӍྔΛ1Ωϩϝーτルؒ࣌

ま 。͢ʮղੳӍྔʯͱʮ߱ਫؒ࣌༧報ʯは、ૉૣい

ࡂ報のൃ表にཱてΔたΊ、10 ִؒでൃ表し

ま 。͢こΕにՃ͑て、ฏ 30 にʮ߱ਫؒ࣌༧報ʯ

記録的短時間大雨情報の発表例

愛媛県記録的短時間大雨情報　第２号
平成 30 年 7月7日 06 時 58 分　松山地方気象台発表
　6 時 50 分愛媛県で記録的短時間大雨
　西予市付近で約100ミリ

高解像度降水ナウキャストの解析値と予測値

コラム  

　その中で、これまで文章形式の情報のみであった
全般気象情報や地方気象情報において、図形式の
情報の提供を平成 30 年（2018 年）6月より開始
しました。注目点や今後の見通し、危険度の高まる
場所や時間帯等の重要なポイントを、分かりやすい
図や表などを用いた気象情報を提供することによ
り、台風の接近時などに広い範囲の気象状況から
防災上重要なポイントを一目で把握出来るようにな
り、より納得感を持っていただける情報となってい
ます。また、図や表を用いた気象情報には、最新資
料へのリンク先を明記するなど、利用者の方々に使
いやすい情報となるよう工夫して作成します。分かりやすい、使いやすい情報の提供により、関係
機関や住民の皆様の効果的な防災対応を支援していきます。

図形式全般気象情報の発表例

ੰෲக

分

分分

分分分

ం上がレーダーや॔ওダスಉの観測データから
ੰෲされたੰෲக。
このੰෲகから、”250ওーॺル্のかさ
で 分まで”、”1य़টওーॺル্のかさ
で 分から 分まで”の測கを作ਛ؞ં
します。
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の༧報ؒ࣌Λ15 ઌまでԆしました。7ؒ࣌ ઌから15ؒ࣌ ઌまでの֤ؒ࣌ 1 ӍྔΛؒ࣌ 5 Ωϩϝーτルํ࢛

のࡉかさで༧ଌし、1 でൃ表しまִؒؒ࣌ 。͢

ɹさらに、ۃΊてؒ࣌にมԽ͢ΔӍにରԠ͢ΔたΊ、Αりଈ࣌తにきΊࡉかͳӍྔの༧ଌ報Λఏ͢ڙΔ

のがʮߴղ૾߱ਫφΩϟετʯで 。͢5 ごͱの߱ਫのڧさͱ߱ਫྔのΛ 250 ϝーτルํ࢛のࡉかさ（30

ઌまで。35 から60 ઌまでは Ω̍ϩϝーτルํ࢛୯Ґ）で༧ଌ͢Δので、報は5 ִؒでߋ৽さΕま 。͢

また、30 ޙまでのʮڧい߱ਫҬʯ、ཽר・མཕのݥةがߴま てͬいΔʮཽൃרੜ֬ 2 ຢはཕ׆ಈ 4ʯ

等のྖҬΛ1 ຕのը૾にॏͶて表ࣔ͢Δこͱができま ࠃղ૾߱ਫφΩϟετのղੳ・༧ଌには、શߴ͢。

20 Χॴの気象υοϓϥーϨーμーのσーλにՃ͑、気象庁・ࠃަ௨ল・ํ࣏ࣗମがอ༗͢Δશࠃ 10000

ΧॴのӍྔܭの؍ଌσーλ、ΟϯυϓϩϑΝΠϥϥジΦκϯσのߴ؍ଌσーλ、ࠃަ௨লの 93"*/

していま༺׆のσーλ（ωοτϫーΫܭϨーμӍྔੑߴ） 。͢また、࠷৽のٕज़Λ༻いて߱ਫҬの内部Λ

ཱମతにղੳ͢ΔこͱにΑり精্Λਤ てͬいま 。͢

コラム  

コラム  

　気象庁は平成 30 年（2018 年）6月より、気象庁ホームペー
ジで15 時間先までの雨の分布予報を表示できる「今後の雨」
の提供をはじめました。これまで提供していた「解析雨量・降
水短時間予報」のページをより使いやすくするとともに、予報
時間をそれまでの 6 時間先までから15 時間先までに延長して
います。「今後の雨」はパソコンやスマートフォンでアクセスす
ることができ（右図）、見たい範囲に自由に移動することや拡大・
縮小して表示することができます（左下図）。
　「今後の雨」は、例えば朝出かける前に夜までの雨の予報を
確認して傘を持っていくか判断したり、夜寝る前に翌日午前中
の予報を確認して外出時間を早めたりするなど、日常的に利用
できます。また、台風接近時など大雨時の防災対応にも活用い
ただけます。例えば夜間から明け方に警報級の大雨により土砂
災害が発生するこ
とが予想されてい
る場合は、まだ明
るい夕方のうちに
翌朝までのお住ま
いの地域で大雨に
なる時刻や分布を
確認して、避難準
備の判断などに利
用できます。雨が
降り始めたら、「今

「今後の雨」のアクセス方法

危険度分布への切替え方
「今後の雨」の表示例

ʮ̇ޙࠓͷӍʯ͡Ί·ͨ͠
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○積乱雲に伴う激しい気象現象に関する情報

・竜巻発生確度ナウキャストと竜巻注意情報

ɹੵཚӢに͏ཽרͳͲのܹしいಥ෩からの҆શΛ֬อしていただくたΊの気象報ͱして、ʮཽൃרੜ

֬φΩϟετʯٴͼʮཽר意報ʯΛൃ表していま͢。ཽൃרੜ֬φΩϟετは、気象υοϓϥー

Ϩーμーの؍ଌͳͲΛجに、ཽרͳͲのܹしいಥ෩がൃੜ͢ΔՄੑのఔΛ 10 Ωϩϝーτル֨ࢠ୯Ґで

ղੳし、ͦの 1 10）ޙؒ࣌ ʙ 60 ઌ）までの༧ଌΛ͏ߦので、10 ごͱにൃ表しま͢。

ɹཽൃרੜ֬φΩϟετΛར༻͢ΔこͱにΑり、ཽרͳͲがൃੜ͢ΔՄੑのߴいҬࠁʑͱมΘΔ

ঢ়گΛৄࡉにѲ͢Δこͱができま͢。ཽר意報は、ఱ気༧報ͱಉ͡く֤都ಓݝΛいくつかに͚

たҬにରしてൃ表しており、ཽൃרੜ֬φΩϟετでൃੜ֬ 2 がݱΕたҬにՃ͑、ཽרのܸ

報がಘらΕてཽרのܧଓ৽たͳཽרのൃੜ͢ΔおͦΕがߴいঢ়ଶがଓくͱஅしたҬにൃ表して

いま͢。ཽר意報がൃ表さΕたͱきには、報のൃ表から1 ͳͲのܹしいಥ෩にର͢רఔはཽؒ࣌

Δ意がඞཁで͢。

竜巻発生確度ナウキャストの例（平成25年9月2日14時 20分の例）

コラム  

後の雨」から切り替えられる「危険度分布」も確認するようにしてください（前頁右下図）。
　「今後の雨」を日頃からこまめにチェックして、大雨の時などの緊急時にもすぐに使うことが
できるようにしておきましょう。
　「今後の雨」：https://www.jma.go.jp/jp/kaikotan/

Ⓨ⏕☜度

２

❳ᕳなの⃭しい✺㢼ࡀⓎ⏕する
ྍ⬟ᛶࡾ࠶ࡀ注ពࡀᚲせ࡛࠶る。

㐺୰⋡： 㹼 㸣⛬度
ᤕᤊ⋡： 㹼 㸣⛬度

Ⓨ⏕☜度 ている地ᇦにࡗな
❳ᕳ注ព情報ࡀⓎ⾲ࢀࡉる。

㸯

❳ᕳなの⃭しい✺㢼ࡀⓎ⏕する
ྍ⬟ᛶ࠶ࡀる。
㐺୰⋡： 㹼 㸣⛬度
ᤕᤊ⋡： 㸣⛬度
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・雷ナウキャスト

ɹམཕにΑΔඃΛ͙たΊの気象報ͱして、ʮཕφΩϟετʯΛൃ表していま 。͢ཕφΩϟετは、ཕ

୯ࢠに、ཕのܹしさཕのՄੑΛ1Ωϩϝーτル֨جଌͳͲΛ؍ͼϨーμーٴݕγεςムにΑΔཕ์電のࢹ

Ґでղੳし、ͦの 1 10）ޙؒ࣌ ʙ 60 ઌ）までの༧ଌΛߦ ͏ので、10 ごͱにൃ表しま 。͢ཕのܹしさ

ཕのൃੜՄੑは、׆ಈ 1 ʙ 4 で表しま 。͢この ち͏׆ಈ 2 ʙ 4 ͱͳͬたͱきには、طにੵཚӢがൃୡ

しており、いつམཕがあ てͬおかしくͳいঢ়گで 。͢֎にいΔਓはݐのதにҠಈ͢ΔͳͲ҆શの֬อに

Ίてください。

竜巻注意情報の例

目撃情報を含まない場合 目撃情報を含む場合※

○○県竜巻注意情報　第１号
平成××年４月２０日１０時２７分　
△△地方気象台発表

○○県南部は、竜巻などの激しい突風が発生しやすい
気象状況になっています。

空の様子に注意してください。雷や急な風の変化など積
乱雲が近づく兆しがある場合には、頑丈な建物内に移
動するなど、安全確保に努めてください。
落雷、ひょう、急な強い雨にも注意してください。

この情報は、20日11時 30 分まで有効です。

○○県竜巻注意情報　第１号
平成××年４月２０日１０時２７分　
△△地方気象台発表

【目撃情報あり】○○県南部で竜巻などの激しい突風が
発生したとみられます。
○○県南部は、竜巻などの激しい突風が発生するおそ
れが非常に高まっています。

空の様子に注意してください。雷や急な風の変化など積
乱雲が近づく兆しがある場合には、頑丈な建物内に移
動するなど、安全確保に努めてください。
落雷、ひょう、急な強い雨にも注意してください。

この情報は、20日11時 30 分まで有効です。

※ 目撃情報を含まない場合と異なる箇所に下線を付しています。
※竜巻の目撃情報は、全国の気象庁職員によるもののほか、一部の公的機関から提供されるものも活用することとしています。

雷ナウキャストの例（平成25年9月2日14時 20分の例）

άື度 㞾の≧況

㸲 ⃭しい㞾 ⴠ㞾ࡀከᩘⓎ⏕している。

㸱
やや

⃭しい㞾
ⴠ㞾࠶ࡀる。

２ 㞾ࡾ࠶

㞾ගࡀ見࠼たࡾ㞾㬆ࡀ聞

。するࡾた࠼ࡇ

ⴠ㞾のྍ⬟ᛶࡀ㧗くなࡗ

ている。

㸯
㞾ྍ⬟ᛶ

ࡾ࠶

現ᅾは㞾はⓎ⏕していな

いࡀ、ᚋⴠ㞾のྍ⬟ᛶࡀ

。る࠶
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（2）天気予報、週間天気予報、季節予報
ɹఱ気気Թは、ʑのੜ׆ͱີにかかΘ てͬいま 。͢ྫ͑、ࠓはࡿΛ࣋ てͬͬߦたํがΑいか、ि

に༧ఆしていΔཱྀߦではͲΜͳΛ͢ΕΑいかͱいͬた࣌に、ఱ気༧報がにཱちま 。͢また、大Ӎ

෩ͱいͬた໋にݥةΛٴ΅ Α͢͏ͳݱ象について、5 ઌまでにൃੜが༧想さΕΔかͲ͏ かΛʮܯ報ڃのՄੑʯ

ͱしてఱ気༧報िؒఱ気༧報のൃ表に߹Θͤてൃ表し、ʦߴʧʦதʧͱい͏2 ஈ֊でͦのՄੑΛおらͤし

ていま 。͢

ア. 天気予報

ɹఱ気༧報は、ຖ 5 11、࣌ 17、࣌ にൃ表して࣌

いま 。͢ఱ気༧報には、ʮݝఱ気༧報ʯ、ʮํఱ気

༧報ʯ、ʮҬྻܥ࣌༧報ʯの 3 छྨがありま 。͢

ɹʮݝఱ気༧報ʯは、໌ޙ（5 （のൃ表では໌࣌

までの෩、ఱ気、のߴさ、࠷・ߴ࠷気Թ、6 ࣌

ؒごͱの߱ਫ֬Λ༧報しま 。͢ର象ͱͳΔҬの

1ごͱのఱ気ΛおおまかにѲ͢Δ߹にదしてい

ま 。͢

ɹʮํఱ気༧報ʯͱʮҬྻܥ࣌༧報ʯは、

ൃ表ࠁ࣌の 1 こ͏からޙؒ࣌ 24 ࣌ （ؒ17 のൃ࣌

表では、こ͏ 30 のఱ気ͳͲのΛ（ؒ࣌ 3 ؒ࣌

ఱ気༧報ΑりৄしいݝΈに༧報しま͢ので、ࠁ

ఱ気ΛΔこͱができま 。͢

ɹํఱ気༧報では、໘తͳがҰでかΔので、ӍがԿ࣌こΖにͲのลりで߱Δかͱいͬた

こͱΛ、容қにѲ͢Δこͱができま 。͢

ɹҬྻܥ࣌༧報では、ର象ͱͳΔҬのఱ気、෩、気Թのؒ࣌มԽΛΔのにศརで 。͢

地方天気分布予報の例

3 時間ごとの天気、気温、降水量、6 時間ごとの
降雪量を発表します。

府県天気予報の例

地域時系列予報の例

3 時間ごとの天気、風、気温を発表します。

1日ごとの風、天気、波の高さ、最高・最低気温、6時間ごとの降水確
率を発表します。
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イ. 週間天気予報

ɹिؒఱ気༧報では、༧報ൃ表のཌから1 िؒઌまでのʑのఱ気、࠷・ߴ࠷気Թ、߱ਫ֬Λ、ຖ

 11 ͱ࣌ 17 にൃ表していま࣌ ໌の༧報にൺ、さらにઌの༧報については、Ͳࠓ͢。 し͏てෆ࣮֬

ੑが大きくͳりま 。͢िؒఱ気༧報では、ͦのの༧報がͲのఔ৴པできΔかͱい͏報Λおらͤ͢Δた

Ίに、ఱ気の৴པͱ࠷・ߴ࠷気Թの༧ଌൣғΛあΘͤてࣔしていま 。͢৴པは、3 Ҏ߱の༧報で

の߱ਫの༗ແについてʮ༧報がదதし͢いʯこͱͱʮ༧報がมΘりにくいʯこͱΛ表͢報で、༧報の৴པ

がߴい΄͏からॱに "、#、$ の 3 ஈ֊で表ݱしま 。͢ྫ͑、ฏ 30 （2018 ）1 ݄ 10 11 表ൃ࣌

のౡࠜݝのिؒఱ気༧報では、14 ʙ 16 はಉ͡ಶり࣌ʑΕͱい͏༧報で͢が、16 は 14、15 Αり৴

པがく、༧報がมΘΔՄੑがൺֱతߴいこͱΛࣔしていま 。͢また、気Թの༧ଌൣғは、2 Ҏ߱の

気Թのཝに（11 ʙ 16）のΑ͏にׅހΛ付して記ड़していま の気Թがこの気ԹのൣғにೖΔ֬はおΑࡍ࣮͢。

ͦ 80� で 。͢

ウ. 季節予報

ɹقઅ༧報には、༧報ؒظผに、2 िؒఔઌまでΛ༧報͢Δҟৗఱ

ռ報、1ܯظૣީ か݄ઌまでΛ༧報͢Δ1 か݄༧報、3 か݄ઌまでΛ

༧報͢Δ3 か݄༧報、6 か݄ઌまでΛ༧報͢Δஆީظ༧報・ظީפ༧報

があり、ͦΕͧΕのؒظについて、ฏۉతͳ気Թ߱ਫྔͳͲΛ、༧報

区୯Ґで༧報していま 。͢ฏۉతͳ気Թ߱ਫྔͳͲは、3 つの֊ڃ（ʮ

い（গͳい）ʯ、ʮฏฒʯ、ʮߴい（ଟい）ʯ）に͚、ͦΕͧΕの֊ڃがग़

ݱ Δ͢ՄੑΛ֬で表ݱしていま 。͢ҟৗఱީૣܯظռ報について

は、2 िؒఔઌまでの 7ؒฏۉ気Թ 7ؒ߱ઇྔがฏから大き

くִ たΔՄੑがߴいͱ༧ଌした߹にൃ表しま 。ͦ͢ΕͧΕの༧報の

内容ͱൃ表࣌は表のͱおりで 。͢また、ํقઅ༧報で༻いΔ༧報区

はਤのͱおりで 。͢ͳお、ྩݩ（201� ）6݄には、ҟৗఱީૣܯظռ報のఏڙΛऴྃし、2 िؒ気Թ

༧報ٴͼૣظఱީ報のఏڙΛ։࢝しま 。͢

週間天気予報の例

1 週間先までの日々の天気、最高・最低気温、降水確率を発表します。

季節予報で用いる予報区分
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（3）その他の情報
ア. 光化学スモッグなどの被害軽減に寄与するための情報提供

ɹ気象庁は、ޫԽֶεϞοάͳͲの大気Ԛછにؔ連͢Δ気象ঢ়گΛ都ಓݝに௨報͢Δͱͱに、ޫԽֶ

εϞοάがൃੜし͢い気象ঢ়گ（Εて、気Թがߴく、෩がऑいͳͲ）が༧想さΕΔ߹にはʮεϞοά

気象報ʯʮશൠεϞοά気象報ʯΛ広くҰൠにൃ表していま 。͢また、ڥলͱڞಉでޫԽֶεϞοά

にؔ連͢Δ報Λホームページでఏڙしていま 。͢

イ. 熱中症についての注意喚起

ɹҰൠతͳ意߲ࣄͱしてதؚΊたߴԹ࣌にお͚Δ݈߁ཧの意Λݺͼか͚ΔこͱΛతͱして、

Μでൃ表していまࠐͼか͚Λりݺ気象報のதで、தの意の、گԹ意報ʑのఱ気֓ߴ 。͢

ɹฏ 27 （2015 ）からは、ߴԹ意報（֓Ͷ 35ˆҎ্˞のߴԹが༧想さΕΔ߹）のൃ表Λ

5 から17ࠒ࣌ Թ意報Λൃ表した߹だ͚でͳく֓ͶਅՆߴ、表͢ΔΑ͏に、ຢൃ࣌のؒにਵࠒ࣌

気Թߴ࠷） 30ˆҎ্）が༧想さΕΔ߹にʑのఱ気֓گで意Λݺͼか͚ていま 。͢さらに、ྩݩ

（201� ）6 ݄からは৽たͳ報ͱして 2 िؒ気Թ༧報のൃ表Λ։࢝し、2 िؒઌにか͚ての気ԹΛ

ຖ༧報͢Δͱͱに、िに 2 ճ（ݪଇͱして݄༵ٴͼ༵）、ஶしいߴԹが༧想さΕΔ߹はߴԹに

ؔ͢Δૣظఱީ報Λൃ表して意Λݺͼか͚ま 。͢

季節予報の種類と内容

種類 発表日時 内容（確率で表現している予報要素）

異常天候早期
警戒情報
（※1）

原則 月・木曜日
14 時 30 分

（最大週 2 回）

情報発表日の 5日後から14日後までに、7日間平均気温が「かなり高い」
または「かなり低い」あるいは 7日間降雪量が「かなり多い」となる可能性。
気温が「かなり高い」場合は、必要に応じて、熱中症に対する注意喚起
を情報文に付加。

早期天候情報
（※ 2）

原則 月・木曜日
14 時 30 分

（最大週 2 回）

情報発表日の 6日後から14日後までに、5日間平均気温が「かなり高い」
または「かなり低い」あるいは 5日間降雪量が「かなり多い」となる可能性。
気温が「かなり高い」場合は、必要に応じて、熱中症に対する注意喚起
を情報文に付加。

2 週間気温
予報（※ 2）

毎日
14 時 30 分

情報発表日の 6日後から14日後までの 5日間平均した地域平均気温の
階級、代表地点の最高・最低気温及びこれらの階級。

1か月予報
毎週木曜日
14 時 30 分

向こう1か月間の平均気温、降水量、日照時間、降雪量（冬季、日本海
側の地域のみ）、1週目、2 週目、3 ～ 4 週目の平均気温。

3か月予報
毎月25日頃
14 時 00 分

3 か月平均気温、降水量、降雪量（冬季、日本海側の地域のみ）、各月
の平均気温、降水量。

暖候期予報
2月 25日頃

14 時 00 分（※ 3）
夏（6 ～ 8月）の平均気温、降水量、梅雨時期（6 ～7月、沖縄・奄美
は 5 ～ 6月）の降水量。

寒候期予報
9月 25日頃

14 時 00 分（※ 3）
冬（12 ～ 2 月）の平均気温、降水量、降雪量（日本海側の地域のみ）。

※1　令和元年 6月提供終了　※2　令和元年 6月提供開始　※3　3か月予報と同時発表。
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ɹํผ、都ಓݝผのߴԹ意報のൃ表ঢ়گ、内容、気Թ༧想άϥϑは気象庁ホームページで֬ೝで

きま （͢https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kuSashi/netsu.html）。また、ςϨビ等の報ಓؔػؔ

Λ௨͡てؔػ ら͑Εま͢ので、ॵさΛආ͚、ਫΛこまΊにิ͢څΔͳͲ、ಛに݈߁ཧにे気Λつ͚て

ください。

ɹ˞Ұ部のҬでは 35ˆҎ֎Λ༻いていま 。͢

2節  気象の観測
（1）地上気象観測
ɹ気象ଌީॴ、ಛผҬ気象؍ଌॴでは、気ѹ、気Թ、࣪、෩・෩、߱ਫྔ、রؒ࣌ͳͲの

্気象؍ଌΛߦ てͬいま 。͢また、ूத߽Ӎ等のہతͳ気象ݱ象ΛѲ͢ΔこͱΛతͱして、こΕらの

気象ॺΛؚΉશ֤ࠃの 1300 かॴで、ࣗಈ؍ଌΛߦ Ξ͏ϝμε（Ҭ気象؍ଌγεςム）にΑり、߱ਫ

ྔͳͲΛ؍ଌしていま 。͢この ち͏ 840 かॴでは、߱ਫྔにՃ͑て、気Թ、෩・෩、রؒ࣌Λ、また、

߽ઇଳͳͲの 320 かॴでは、ੵઇのਂさΛ؍ଌしていま 。͢

ɹ্気象؍ଌにΑりಘらΕΔσーλは、ࡂ気象報のൃ表等にར༻さΕΔ΄か、ホームページͳͲΛ

௨͡て広くఏڙさΕていま 。͢こΕらの؍ଌσーλは、֤؍ଌ点にお͚Δ気Թ߱ਫྔ等の報で͢が、

コラム  

コラム  

߱ઇͷσʔλΛॆ࣮ؒظσʔλʯͷվળ�ʙಛఆؾ৽ͷ࠷ிϗʔϜϖʔδʮؾ˙
　気象庁ホームページ「最新の気象データ」では、今日と
昨日の最高気温や降水量など、日ごとに集計したデータを、
分布図や全国の上位10 位までのランキング、観測史上1
位の値を更新した地点の一覧表で確認することができます。
　これらに加え、平成 30 年（2018 年）に「特定期間の
気象データ」として、大雨、台風などの際に一連の現象の
始まりから終わりまで集計したデータの掲載を開始したほ
か、日ごとのデータの掲載期間も過去1週間分に延長しま
した。
　更に、1、3、24、48、72 時間降水量の他に6、12
時間降水量も掲載するとともに、雪に関しては3、6、12、
24、48、72時間降雪量の統計を過去に遡って新たに始め、
そのデータを載せるなど、短時間や長時間にわたる気象状
況の把握を可能としています。　
　大雨、台風、大雪などの時や毎日の気象状況の把握など
にご活用ください。
気象庁ホームページ「最新の気象データ」　https://www.
data.jma.go.jp/obd/stats/data/mdrr/index.html

「最新の気象データ」の72時間降水量の分布図

「最新の気象データ」の総降水量のランキング

「平成 30 年 7 月豪雨」における総降水量の全国
ランキング
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気象庁では、ʮࠓʯの気象ঢ়گΛ、広がりΛͬた報ͱして見ΔこͱができΔΑ͏、ʮਪܭ気象ʯΛ

߹Θͤてఏڙしていま 。͢ਪܭ気象は、Ξϝμεの؍ଌσーλにՃ͑て、気象ӴͻまΘりの؍ଌσーλ

ղੳӍྔ等Λ༻いて気Թͱఱ気のきΊࡉかͳΛࢉग़したのであり、؍ଌ点のͳいॴؚΊ、気象

ঢ়گΛ໘తにѲできΔΑ͏にͳ てͬいま 。͢

（2）レーダー気象観測
ɹ気象Ϩーμーは、ਫฏํにճస͢ΔύϥϘϥΞϯςφから電Λൃࣹし、Ӎཻ等にΑ てࣹͬさΕてͬ

てくΔ電Λड৴͢Δこͱで、ͲのҐஔにͲのΑ͏ͳڧさの߱ਫがあΔかΛ؍ଌ͢Δஔで 。͢気象庁は、

શࠃ 20 かॴにઃஔした気象ϨーμーにΑり、զがࠃの্શҬͱपลのւ্にお Δ͚߱ਫのͱͦのڧさΛ

アメダス（地域気象観測システム）観測網

平成 31年 4月 1日現在

推計気象分布アメダス観測所

四要素（降水量、風向・風速、気温、日照
時間）と積雪深を観測

（左図）推計気象分布（気温）、（右図）推計気象分布（天気） 1kmメッシュの細かさで気温（0.5℃毎）
および天気（5種類：晴れ、くもり、雨、雨または雪、雪）の分布を表示
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5 ຖに؍ଌしていま 。͢また気象Ϩーμーは、ࣹさΕて てͬくΔ電のυοϓϥーޮՌΛར༻して、෩で

ྲྀさΕΔӍཻઇのಈきΛ؍ଌ͢Δػඋ͑ており、ूத߽ӍཽרͳͲのಥ෩Λたら͢ੵཚӢ内部の

しまشͳ෩ののѲにҖྗΛൃࡉৄ 。͢こΕらの؍ଌՌは、気象庁ホームページ等でఏڙさΕΔ΄か、

ఱ気༧報大Ӎܯ報ͳͲの気象報のൃ表にར༻さΕていま 。͢

気象レーダーの配置 気象レーダーの外観とパラボラアンテナ

平成 31 年 4 月 1 日現在。各レーダーはそれぞれ最大半径 400km
の範囲を観測し、全体として日本全国をカバーしています。

東京レーダーの外観。レーダー塔の上にある白いドーム
の中に、パラボラアンテナ（右下）が設置されています。

コラム  

コラム  

　近年の気候変動問題への対応やエネルギー需給構造の変化を受け、世界的に再生可能エネル
ギーへの転換が進む状況にあり、我が国においても風力発電の導入が推進されています。この
風力発電用の風車が気象レーダーのごく近くに設置された場合、レーダーの発した電波が風車
で強く反射されることにより受信機が故障するおそれがあるほか、風車までの距離がある程度
あっても、電波の遮蔽・散乱により遠方を観測できなかったり、偽の降水が観測されたりするな
どの支障をきたす場合もあり、防災気象情報への影響が懸念される状況となります。
　こうした事態を受け、世界気象機関（WMO）は、風車と気象レーダーとの距離に応じ、与え
る影響と風車の設置に関する指針を示しています（下表）。当庁もホームページやリーフレット

風車が気象レーダー観測に与え得る影響と対策に係る世界気象機関（WMO）の指針

気象レーダーから
風車までの距離 風車が気象レーダー観測に与える影響 風車設置に対する指針 

～  風車はレーダー観測を完全又は部分的に遮り、回復
できない著しいデータ欠落を引き起こしうる 

強く影響を受ける領域： 
この領域には、風車を立てるべきではない 

～  
多重散乱又はマルチパス散乱によって複数の仰角に
偽エコーを作りうる。動くブレードによってドップ
ラー速度観測に障害をきたす可能性がある 

中程度の影響を受ける領域： 
影響度合いの分析と協議を推奨。個々の風車の位置
や配置を変えることで影響を軽減できる可能性あり 

～  
通常、最低仰角に風車の影響があり、反射強度に地形
クラッタのようなエコーが観測される。動くブレード
によりドップラー速度観測に障害をきたす可能性あり 

影響が低い領域： 
風車建設のレーダー側への通知を推奨 

以上 通常はレーダーに観測されないが、電波の伝播状況に
よっては風車が映りうる 

一時的に影響を受ける領域： 
風車建設のレーダー側への通知を推奨 

（ ）

˙ൃి༻෩ंͱؾϨʔμʔ͕ڞଘ͢ΔͨΊʹ
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（3）高層気象観測
ア.ラジオゾンデ観測

ɹఱ気にӨ͢ڹΔ気ѹߴ気ѹͳͲの༧ଌΛ精Αく͏ߦたΊには、こΕらのಈきに大きくؔ連していΔ

্ۭの大気の؍ଌがඞཁにͳりま 。͢このたΊ、શࠃ 16 点でຖܾまͬ たࠁ࣌（ຊඪ४࣌ 0� 21、࣌ （࣌

にʮϥジΦκϯσʯͱい͏؍ଌثػΛ気ٿにΔしてඈ༲さͤ、্から 30 Ωϩϝーτル্ۭまでの気ѹ

ଌしていま؍ͼ෩Λٴ気Թ、࣪、（ߴ） 。͢

ɹϥジΦκϯσの؍ଌࢿྉは、ఱ気༧報の΄かにػۭߤのӡߤཧͳͲにར༻さΕていま 。͢また、

ۙは、ٿԹஆԽΛは͡Ίͱした気ީのؔ৺がߴまり、ରྲྀݍݍの気ԹมԽのࢹͳͲ

気ީにおいてॏཁͳׂΛՌたしていま 。͢

イ.ウィンドプロファイラ観測

ɹΟϯυϓϩϑΝΠϥは、্から্ۭに͚て電Λൃࣹし、気ྲྀのཚΕӍཻにΑͬ てࢄཚさΕて てͬ

きた電Λड৴し、υοϓϥーޮՌΛར༻して্ۭの෩・෩Λ 300 ϝーτルのߴִؒで 10 ごͱに؍ଌ

しま 。͢気象݅にΑͬ て؍ଌσーλがಘらΕΔߴはมಈしま͢が、࠷大 12 Ωϩϝーτルఔまでの্ۭの

人の手で行うラジオゾンデ飛揚

機械で自動的に行うラジオゾンデ飛揚

ラジオゾンデ観測網

平成 31年 4月 1日現在

コラム  

を通じた情報提供・周知に努め、個別に相談に応じているほか、気象レーダーを設置している
地域については、社会的な調整を要する地域として、環境省の「風力発電に係る地方公共団体
によるゾーニングマニュアル」や「環境アセスメントデータベース（EADAS）」に掲載するなど、
風力発電事業との共存を図る活動を行っています。
　こうした取り組みを通じて、気象庁は、適時的確な防災気象情報の発表に求められる気象
観測の信頼性を確保しつつ、再生可能エネルギーの導入施策と調和した対応を進めています。
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෩・෩が؍ଌできま 。͢શࠃ 33 かॴにઃஔしたΟϯυϓϩϑΝΠϥの؍ଌσーλは、࣮ࢹگ༧

報にར༻さΕ、大Ӎಥ෩等のղੳ༧ଌにඞཁෆՄܽͳのͱͳ てͬいま 。͢

（4）静止気象衛星ひまわり
ɹ気象Λ؍ଌ͢ΔӴには༷ʑͳのがあり、తにΑͬてٿΛपճ͢Δߴيಓがҟͳりま 。͢

ಓ্ۭ 35800 Ωϩϝーτルの੩يࢭಓ্にҐஔ͢Δ੩ࢭ気象Ӵは、ٿのࣗసपظに߹Θͤて

पճ͢Δҝ、ಉ͡ҬΛ連ଓして؍ଌできΔこͱがڧΈで 。͢気象庁がӡ༻していΔ੩ࢭ気象Ӵ

ʮͻまΘりʯは、ৗに東ܦ 140 付ۙにあ てͬ、ຊΛؚΉΞジΞ・ଠฏ༸Ҭの広いൣғΛ 24 ࣌ৗ、ؒ࣌

ଌ手ஈͱͳ؍ͳͲにෆՄܽͳࢹଌしており、ಛにւ্の෩の؍ てͬいま 。͢

ɹ気象庁は、ত 53 （1�78 ）のॳ߸ػのӡ༻։࢝Ҏདྷ 40 にΘたͬて、੩ࢭ気象ӴʮͻまΘりʯ

にΑΔ؍ଌΛଓ͚てきました。ࡏݱは、ੈք࠷ઌの؍ଌػΛ࣋つʮͻまΘり 8 ߸・� ߸ʯが؍ଌΛ

ていまͬߦ 。͢ʮͻまΘり 8 ߸・� ߸ʯのೋػମ੍にΑり、202� までのظにΘたͬて҆ఆした؍ଌΛ

気ީมಈの、্のྗࡂຽの҆શ҆৺の֬อ、ΞジΞ・ଠฏ༸Ҭのࠃ、ଓ͢ΔこͱにΑりܧ

しまݙߩͳͲにࢹ 。͢

ウィンドプロファイラによる上空の風の観測の概要ウィンドプロファイラ観測網

「ひまわり」の変遷

天頂と天頂から東西南北に傾けた上空の 5方向に電波を発射します。
各方向から戻ってきた電波の周波数のずれ（ドップラー効果）から上空
の風向・風速を観測します。平成 31年 4月 1日現在
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ɹ気象庁では、ʮͻまΘりʯのσーλΛͬてӢ෩のղੳͳͲΛ͏ߦ΄か、ಉ͡ҬΛߴසでৗ࣌

Λࢠかして、連ଓしたෳຕのӴը૾からӢがҠಈ͢Δ༷׆にݶ大࠷ଌできΔʮͻまΘりʯのར点Λ؍

ղੳ͢Δこͱで、্ۭの෩（෩・෩）Λࢉग़していま 。͢この෩のσーλは、ւ্ַࢁଳ、࠭യͳͲ

্の؍ଌॴがଘࡏしͳいҬΛؚΉ広ൣғでҰ༷にࢉग़ՄであΔたΊ、༧報の精্のたΊ

にͳくてはͳらͳいσーλͱͳͬていま 。͢ʮͻまΘり 8 ߸ʯは、いִؒؒ࣌でߴいۭؒղのը૾Λ

い精で্ۭのߴ、ߴいີ、ଟ༷ͳߴ、いසߴӨでき、またը૾のछྨ૿͑たたΊ、ैདྷΑりࡱ

෩Λࢉग़できΔΑ͏にͳり（ӈਤ）、こΕは෩の

ਐ࿏༧報等の精্につͳが てͬいま 。͢

ɹまた、ʮͻまΘりʯの؍ଌσーλは、ԫ࠭Րࢁփ

のࢹ、ւ໘ਫԹのࢉग़ྲྀණのࢹͳͲ෯広い

༻్にར༻さΕていま 。͢さらに、こΕらのσーλは

ຊのΈͳらͣΞジΞŋଠฏ༸ҬΛத৺ͱしたੈք

でར༻さΕていまࠃ֤ 。͢

ɹこの΄か、ʮͻまΘりʯにはσーλΛத͢ܧΔ௨৴

ଌ؍内֎のౡͳͲにઃஔさΕたࠃ、がありػ

ஔでಘらΕた気象σーλைҐ（）σーλ、

σーλͳͲのऩूに׆༻さΕていま 。͢

「ひまわり」の観測範囲

「ひまわり」による平成30年台風第21号の監視

ひまわり 8号による平成 30 年（2018 年）9月 2日 9時（左）、9月 3日 9時（中央）、9月 4日 9時（右）の観測画像

ひまわり8号の観測画像から算出した上空の風の分布図

平成 28 年（2016 年）8 月 29 日 15 時のひまわり 8号の観測画像から
算出した上空の風の分布図。青い矢羽と赤い矢羽はそれぞれ対流圏上層
と下層の風を示している。
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１節  地震・津波の監視と情報発表
ɹにΑΔࡂには、ओにの༳Ε（ಈ）にΑΔのͱ、に てͬൃੜ͢ΔにΑΔのͱが

ありま 。͢こΕらのࡂΛܰ͢ݮΔたΊ、気象庁は、ͱΛ 24 し、がൃੜࢹମ੍でؒ࣌

した࣌には、༧ଌ؍ଌ݁Ռの報Λਝにൃ表しま 。͢ൃੜޙの・にؔ͢Δ報は、ࡂ

さΕていま༺׆のॳಈରԠͳͲにؔػؔ 。͢

（1）地震に関する情報
ɹ気象庁は、શࠃ 300 かॴにઃஔしたܭཱࠃ研ڀ։ൃ๏ਓࡂՊֶٕज़研ڀॴ大ֶのܭの

σーλΛूして、のൃੜΛ 24 していまࢹମ੍でؒ࣌ 。͢また、໘の༳Εのڧさ（）ΛଌΔ

ܭΛશࠃ 670 かॴにઃஔし、ൃੜ࣌には、こΕらのٴܭͼํެஂڞମཱࠃ研ڀ։ൃ๏ਓ

ࡂՊֶٕज़研ڀॴがઃஔしたܭのσーλΛू（શࠃで߹ܭ 4400 かॴ）していま 。͢気象庁は、

こΕらのσーλΛجにൃੜ࣌には࣍の報Λൃ表していま 。͢

2章 地震・津波と火山の監視・予測

地震・津波に関する情報の作成及び伝達の流れ
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ア.緊急地震速報（地震動特別警報・地震動警報・地震動予報）

ɹٸۓ報は、のൃੜޙにݯにۙい

ܭでଊ͑た؍ଌσーλΛղੳして、ݯの

ͮج（Ϛάχνϡーυ）Λちにਪఆし、こΕにن

いて֤でのओཁಈの౸ୡࠁ࣌Λ༧ଌし、Մ

ͳݶりૉૣくらͤΔ報で 。͢また、؍ଌ点に༳

Εが౸ୡし、पลҬにڧい༳ΕがདྷΔこͱが༧想

さΕΔ߹は、ͦのࢫあΘͤておらͤしま ۓ͢。

い༳Εのલに、ࣗらのΛकͬڧ、報にΑりٸ

たり、ྻंのεϐーυΛམͱしたり、等でػց

がਤらΕていまݮのܰたりして、ඃͬߦΛޚ੍ 。͢気象庁は、࠷大 5 ऑҎ্の༳ΕΛ༧想したࡍには、

 4 Ҏ্の༳Εが༧想さΕΔҬにରし、ಈಛผܯ報（ 6 ऑҎ্の༳Εが༧想さΕΔ߹）・

ಈܯ報に૬͢Δٸۓ報（ܯ報）Λൃ表し、ڧい༳Εにܯռ͢ΔඞཁがあΔこͱΛςϨビ・ϥジΦ・

ଳ電話等Λ௨͡ておらͤしまܞ 。͢また、Ϛάχνϡーυが 3.5 Ҏ্ຢは࠷大༧ଌが 3 Ҏ্であΔ߹

等には、ٸۓ報（༧報）Λൃ表しま 。͢ຽؒの༧報ۀ務ڐՄऀۀࣄは、ٸۓ報（༧報）のݯ

ϚάχνϡーυΛ༻いて、ಛఆの点のओཁಈの౸ୡࠁ࣌Λ༧報し、Ϣーβーにରしてઐ༻等Λ

௨͡、Իจࣈ等でڧく༳ΕΔこͱΛらͤたり、੍ޚ৴߸ΛൃしてػցΛࣗಈ੍ޚしたり͢Δͱいͬたݸ

ผのαービεΛߦ てͬいま 。͢

気象庁の地震観測網 地震情報に活用している震度観測網

緊急地震速報のしくみ
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イ. 地震情報

ɹ気象庁は、؍ଌしたܗͳͲのσーλからਪఆしたݯのҐஔ、Ϛάχνϡーυ؍ଌしたͳͲの

報Λਝにൃ表していま 。͢ൃੜの 1 ޙに 3 Ҏ্Λ؍ଌしたҬΛおらͤ͢Δʮ報ʯ

の΄か、ݯのҐஔϚάχνϡーυ、֤Ҭ֤ࢢ町ଜで؍ଌさΕたͳͲΛおらͤ͢Δʮݯ・

にؔ͢Δ報ʯͳͲ、؍ଌσーλΛجにॱࡉৄ࣍ͳ報Λൃ表しま 。͢の報はςϨビϥジΦͳͲで報

ಓさΕΔだ͚でͳく、ؔػؔࡂのॳಈରԠࡂԠٸରࡦのج४ͱしてのׂがありま 。ͦ͢のたΊ、

の؍ଌにおいては໘の༳ΕΛత֬に؍ଌできΔΑ͏ݕఆに߹֨したܭΛ༻し、ઃஔํ๏等にج

४Λઃ͚ていま 。͢また、ํެஂڞମのܭについてಉ༷のج४Λຬた Α͢͏、ํ気象がٕज़తͳ

ΞυόΠεΛߦ てͬいま 。͢さらに、ߴビル等にお Δ͚ޙのࡂରԠ等に͢ࢿΔたΊ、؍ଌさΕたपظ

ಈ֊ڃͳͲΛおらͤ͢Δʮपظಈにؔ͢Δ؍ଌ報ʯΛ、気象庁ホームページでఏڙしていま 。͢

報のछྨ ൃ表ج४ 内容

報 ・ 3 Ҏ্ ൃੜ 1ޙに、 3 Ҏ Λ্؍ଌしたҬ （໊શ
Λ188ࠃ Ҭに区）ͱの༳Εのݕࠁ࣌Λ報

ݯにؔ͢Δ
報

・ 3 Ҏ্
ɹ （ܯ報・意報Λൃ表した

߹はൃ表しͳい）

ʮの৺ͳいʯຢはʮएׯのւ໘มಈがあΔかし
Εͳいがඃの৺はͳいʯࢫΛ付Ճして、のൃ
ੜॴ（ݯ）ͦのن（Ϛάχνϡーυ）Λൃ表

ݯ・に
ؔ͢Δ報˞̍

・ 3 Ҏ্˞̎

・ܯ報・意報ൃ表࣌
・एׯのւ໘มಈが༧想さΕた߹
࣌表ൃ（報ܯ）報ٸۓ・

のൃੜॴ（ݯ）ͦのن（Ϛάχνϡーυ）、
 3 Ҏ্のҬ໊ͱࢢ町ଜຖの؍ଌしたΛൃ表
 5 ऑҎ্ͱߟ ら͑ΕΔҬで、Λೖ手していͳ
い点があΔ߹は、ͦのࢢ町ଜ໊Λൃ表

֤のに
ؔ͢Δ報˞̍ ・ 1 Ҏ্

 1 Ҏ্Λ؍ଌした点の΄か、のൃੜॴ（
（Ϛάχνϡーυ）Λൃ表نͦの（ݯ
 5 ऑҎ্ͱߟ ら͑ΕΔҬで、Λೖ手していͳ
い点があΔ߹は、ͦの点໊Λൃ表
˞がଟൃੜした߹には、̏Ҏ্についてのΈൃ表し、̎Ҏ下
のについては、ͦのൃੜճΛʮͦのଞの報（ճにؔ͢Δ報）ʯ
でൃ表

ͦのଞの報 ৽したߋཁૉΛݯஶͳのݦ ・
߹がଟൃした߹ͳͲ

৽のおらͤがଟൃしߋཁૉݯஶͳのݦ
た߹の 1 Ҏ্Λ؍ଌしたճ報等Λൃ表

ਪܭ
ਤ ・ 5 ऑҎ্ ํ࢛ଌした֤のσーλΛͱに、1Ωϩϝーτル؍

ごͱにਪܭした（ 4 Ҏ্）Λਤ報ͱしてൃ表

ԕに
ؔ͢Δ報

でൃੜしたについてҎ下の֎ࠃ ・
いͣΕかΛຬたした߹等

˓Ϛάχνϡーυ 7.0 Ҏ্
˓ 都ࢢ部ͳͲஶしいඃがൃੜ͢Δ

ՄੑがあΔҬでنの大きͳ
Λ؍ଌした߹

のൃੜࠁ࣌、ൃੜॴ（ݯ）ͦのن（Ϛάχ
νϡーυ）Λ֓Ͷ 30 Ҏ内にൃ表
ຊࠃ֎ののӨڹにؔして記ड़してൃ表

地震情報

˞̍ɹ 気象庁ࡂ報 9.- ϑΥーϚοτ電จでは、ʮݯ・にؔ͢Δ報ʯͱʮ֤のにؔ͢Δ報ʯΛまͱΊたܗのҰつの報でఏڙしま͢。
˞̎ɹ気象庁ホームページではʮ֤のにؔ͢Δ報ʯͱあΘͤて̍Ҏ্でൃ表しま͢。
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（2）津波に関する情報
ɹ気象庁は、にΑりൃੜしたがຊԊ؛に

౸ୡ͢ΔおͦΕがあΔ߹にはܯ報・意報Λ

ൃ表͢Δͱͱに、の౸ୡ༧想ࠁ࣌༧想さΕΔ

のߴさΛ報ͱしてൃ表しま 。͢また、気象

庁ؔؔػがԊٴ؛ͼԭ߹にઃஔした 410 かॴ

の؍ଌࢪઃのσーλΛ׆༻してΛࢹし、

が؍ଌさΕΔͱͦの؍ଌ݁ՌΛ報ͱしてൃ表し

ま 。͢

○津波警報・注意報、津波予報、津波情報

ɹւҬでنの大きͳがൃੜし、֪มಈにΑͬ

てւఈ໘が大きく࣋ち্がͬたり下がͬたり͢Δこͱ

で、がൃੜしま 。͢気象庁は、ҬでਁਫͳͲ

のॏ大ͳࡂがىこΔおͦΕのあΔが༧想さΕΔ

߹にはʮܯ報ʯ（ߴさ1 ʙ 3 ϝーτル）Λ、Αり

ਙ大ͳࡂͱͳΔおͦΕがあΔ߹はಛผܯ報にҐஔ付͚ていΔʮ大ܯ報ʯ（ߴさ 3 ϝーτル）Λ、ւ

のதւ؛、Տޱ付ۙでࡂがىこΔおͦΕのあΔが༧想さΕΔ߹にはʮ意報ʯ（ߴさ 0.2 ʙ 1 ϝー

τル）Λશࠃ 66 に͚た༧報区୯Ґでൃ表しま 。͢ͳお、ൃੜޙ、が༧想さΕΔののࡂが

のւ໘มಈ、0.2ׯこΔおͦΕがͳい߹には、ʮ༧報ʯ（एى ϝーτルະຬ）Λൃ表しま 。͢

ɹただし、Ϛάχνϡーυ 8 Λ͑ΔΑ͏ͳڊ大がൃੜした߹は、ൃੜからఔではの

報のܯのΛ想ఆしてڃ大࠷ΊΔこͱができͳいたΊ、ͦのւҬにお͚ΔٻΛ精Αくن

ୈ 1 報Λൃ表しま 。͢このͱき、ඇৗࣄଶであΔこͱΛ؆ܿに͑ΔたΊ、༧想さΕΔのߴさΛʮڊ大ʯ

（大ܯ報の߹）、ʮߴいʯ（ܯ報の߹）ͱい͏

༿でൃݴ 表しま 。͢このΑ͏ͳ表ݱΛ༻いた߹で、

ൃੜから15 ΄ͲでのنΛ精ΑくѲし、

ͦΕにͮجき༧想さΕΔのߴさΛでࣔ͢

報Λൃ表しͳおしまܯ 。͢

ɹܯ報・意報のൃ表ޙ、ԭ߹Ԋ؛のைҐσーλ

Λࢹして、ܯ報のସ͑ղআ等のஅΛͬߦてい

ま 。͢Ճ͑て、ԭ߹でΛ؍ଌした߹には、ؒͳく

Ԋ に؛  が ౸ ୡ ͢ΔՄ ੑが ߴ いこͱから、 ͦの

さͳͲのߴ大の࠷、ࠁ࣌ଌ点にお͚ΔୈҰの౸ୡ؍

さの༧想Λ報（ԭ߹のߴࠁ࣌でのの౸ୡ؛ଌからਪఆさΕΔԊ؍ଌにՃ͑、ͦの؍

؍ଌにؔ͢Δ報）でൃ表しま 。͢Ԋ؛でΛ؍ଌした߹には、؍ଌした࣮ࣄΛかにらͤΔ

たΊ、ୈҰの౸ୡ࠷、ࠁ࣌大のߴさͳͲの؍ଌΛ報（؍ଌにؔ͢Δ報）でൃ表しま 。͢

津波観測網

巨大地震時の津波警報のイメージ
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छɹྨ ղɹઆ
ൃ表さΕΔのߴさ

でのൃ表 大の߹のఆੑతڊ
ͳ表ݱ

大ܯ報˞ 3 ϝーτルΛ͑Δが༧想さΕま
͢ので、ݫॏにܯռしてください。

10 ϝーτル
10 ϝーτル
5 ϝーτル

大ڊ

ܯ報 いͱこΖでߴ 3 ϝーτルఔのが
༧想さΕま͢ので、ܯռしてください。 3 ϝーτル いߴ

意報 いͱこΖでߴ 1 ϝーτルఔのが
༧想さΕま͢ので、意してください。 1 ϝーτル （表記しͳい）

報のछྨ 内ɹ容

౸ୡ༧想ࠁ࣌・༧想さΕ
Δのߴさにؔ͢Δ報 ֤༧報区のの౸ୡ༧想ࠁ࣌༧想さΕΔのߴさΛൃ表しま 。͢

֤のຬைࠁ࣌・౸ୡ༧
想ࠁ࣌にؔ͢Δ報 ओͳ点のຬைࠁ࣌・の౸ୡ༧想ࠁ࣌Λൃ表しま 。͢

؍ଌにؔ͢Δ報

Ԋ؛で؍ଌしたのࠁ࣌ߴさΛൃ表しま 。͢
ただし、大きͳが༧想さΕていΔͳかで、؍ଌさΕたのߴさが༧想Αり
ेにい߹は、ではͳくʮ؍ଌதʯͱい͏ݴ༿でൃ表して、が౸
ୡதであΔこͱΛ͑ま 。͢

ԭ߹の؍ଌにؔ͢Δ報

ԭ߹で؍ଌしたのࠁ࣌ߴさ、ٴͼԭ߹の؍ଌからਪఆさΕΔԊ؛での
の౸ୡࠁ࣌ߴさΛ༧報区୯Ґでൃ表しま 。͢
ただし、Ԋ؛からはΔかにΕたԭ߹の؍ଌ点では、༧報区ͱのରԠ付͚
がΉͣかしいたΊ、Ԋ؛でのਪఆはൃ表しまͤΜ。また、大きͳが༧想さ
ΕていΔͳかで、؍ଌさΕたのߴさが༧想Αりेにい߹は、で
はͳく؍ଌについてはʮ؍ଌதʯ、ਪఆについてはʮਪఆதʯͱい͏ݴ༿でൃ
表して、が౸ୡதであΔこͱΛ͑ま 。͢

༧想さΕΔւ໘のঢ়گ 内ɹ容

が༧想さΕͳいͱき の৺ͳしのࢫΛ報にؚΊてൃ表しま 。͢

0.2 ϝーτルະຬのւ໘มಈ
が༧想さΕたͱき

いͱこΖでߴ 0.2 ϝーτルະຬのւ໘มಈのたΊඃの৺はͳく、ಛஈの
Λൃ表しまࢫରԠのඞཁがͳいࡂ 。͢

意報ղআޙւ໘ม
ಈがܧଓ͢Δͱき

に͏ւ໘มಈが؍ଌさΕており、ޙࠓܧଓ͢ΔՄੑがߴいたΊ、ւ
にೖ てͬのۀ࡞り、ւਫཋͳͲにࡍしてはेͳཹ意がඞཁであΔࢫΛൃ表
しま 。͢

津波警報・注意報

津波情報

津波予報

※　大津波警報は、特別警報に位置付けています。
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（3）南海トラフ全域の地震活動とその周辺の地殻変動の監視と情報提供
ɹೆւτϥϑは、ॣՏからಿԭまでのೆւτϥϑԊいのϓϨーτڥքで֓Ͷ 100 ʙ 150 ִؒ

で܁りฦしൃੜしてきた大نで 。͢લճのত東ೆւ（1�44 ）ٴͼতೆւ（1�46 ）

がىきてから70 Ҏ্がܦաしたࡏݱでは、࣍のೆւτϥϑൃੜのഭੑがߴまͬ てきていΔͱߟ ら͑Ε

ていま 。͢

ɹのதԝࡂ会ٞでは、Պֶతに想ఆし͏Δ࠷大نのೆւτϥϑڊ大について、ͱ

していまࢪ想ఆΛ࣮くඃͮجՌに݁ܭのਪߴ 。͢こΕにΑΔͱ、ೆւτϥϑがͻͱたͼൃੜ͢Δͱ、

広いൣғでڧい༳Εͱߴいがൃੜし、ਙ大ͳඃがൃੜ͢Δͱ想ఆさΕていま 。͢

ɹͳお、ೆւτϥϑのաྫࣄڈΛ見Δͱ、ͦのൃੜաఔには

ଟ༷ੑがあΔこͱがらΕていま 。͢աڈには、ๅӬ（1707 ）

のΑ͏にॣՏからࠃ࢛ԭにか͚てのྖҬでಉ࣌にがൃੜし

たり、ྡ͢ΔྖҬでࠩؒ࣌Λおいてがଓൃしたりしていま 。͢

҆東ւ（1854 ）では 32 に҆ೆւ（1854ޙؒ࣌ ）

がൃੜし、ত東ೆւでは 2 ޙにতೆւがൃੜ͢

ΔͳͲ、ྡ͢ΔྖҬでがଓൃ͢Δ߹、ͦのִؒؒ࣌にࠩ

がありま 。͢

ɹ࣌ݱ点では、のൃੜΛ֬ߴく༧ଌ͢Δこͱはࠔで͢が、

ೆւτϥϑにΑり想ఆさΕΔඃのਙ大さΛྀ͢ߟΔͱ、ඃ

Λগしでܰ͢ݮΔ؍点から、ࡏݱのՊֶత見ΛࡂରԠに׆

か͢こͱがॏཁで 。͢ೆւτϥϑについては、ϓϨーτڥքの

ಈ֪มಈͳͲ׆ணঢ়ଶにීஈͱҟͳΔมԽΛࣔࠦ͢Δݻ

のݱ象がݕできΕ、ൃੜのՄੑがฏৗ࣌ͱൺて૬ରతにߴま てͬいΔͱධՁ͢ΔこͱがՄだ

ͱߟ ら͑Εていま 。͢

南海トラフ巨大地震の想定震源域と震度分布・津波高

「༡ᾏ䝖䝷䝣ᕧ大地㟈の⿕ᐖᐃ（➨ḟ報࿌）」（୰ኸ㜵⅏㆟䠈㻞㻜㻝㻟）

༡ᾏ䝖䝷䝣ᕧ大地㟈のὠἼ㧗
（「駿河湾～紀伊半島沖」に「大すべり域＋超大すべり域」を設定した場合）

༡ᾏ䝖䝷䝣ᕧ大地㟈の㟈ᗘศᕸ
（複数想定されるケースの最大値の分布）

༡ᾏ䝖䝷䝣ᕧ大地㟈ͤのᐃ㟈※域
※科学的に想定しうる最大規模の南海トラフ地震

震度分布と津波高は複数の想定ケースの一例であり、実際には、これより大きな震度や高い津波となる可能性もある。

過去に発生した南海トラフ地震の
震源域の時空間分布

「南海トラフの地震活動の長期評価
（第二版）」（地震調査委員会，2013）
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ɹこのたΊ、気象庁は、ؔؔػのྗڠΛಘて、ೆւτϥϑશҬの׆ಈͦのपลの֪มಈの؍ଌ

σーλΛऩूし、24 ଌ݁Ռ؍象のݱΔͱͱに、ೆւτϥϑԊいでൃੜしたҟৗͳ͢ࢹମ੍でؒ࣌

ੳ݁Ռについて、ฏ 2� （2017 ）11 ݄ 1 から໘のؒ、ʮೆւτϥϑにؔ連͢Δ報ʯにΑり

ൃ表͢Δこͱͱしていま 。͢Ұํで、ฏ 31 （201� ）3 ݄に内ֳがެ表したʮೆւτϥϑのଟ༷ͳ

ൃੜܗଶにඋ͑たࡂରԠΨΠυϥΠϯ（ୈ 1 ൛）ʯΛ౿ま͑、気象庁はޙࠓ、こΕらのݱ象の؍ଌ݁Ռੳ

݁Ռについて、ʮೆւτϥϑྟ࣌報ʯٴͼʮೆւτϥϑؔ連ղઆ報ʯͱしてൃ表͢Δこͱͱしました。

ʮೆւτϥϑྟ࣌報ʯでは、報のड͚手がࡂରԠΛΠϝージし、దに࣮ࢪできΔΑ͏ࡂରԠ等

Λࣔ͢ΩーϫーυΛ報໊に付記͢Δこͱにしていま 。͢また、ʮೆւτϥϑؔ連ղઆ報ʯでは、

等Λൃ表͢Δこͱにしていまگಈ֪มಈのঢ়׆ 。͢

（4）地震調査研究の推進とその成果の気象業務への活用
ɹʮฏ 7 （1��5 ）ฌݝݿೆ部ʯ（ࡕਆ ŋ ୶࿏大ࡂ）Λػܖに੍ఆさΕたࡂରࡦಛผ

ાஔ๏（ฏ 7 ๏ୈ 111 ߸）にΑり、にؔ͢Δௐࠪ研ڀΛҰݩతにਪਐ͢ΔたΊ、総ཧ（ࡏݱ

はจ部Պֶল）のಛผのؔػͱしてௐࠪ研ڀਪਐຊ部（௨শɿຊ部）がઃஔさΕました。

ɹまた、ಉ๏にͮجき、気象庁は、จ部Պֶলͱྗڠして、ฏ � ΑりҬ報ηϯλーͱして大

ֶཱࠃ研ڀ։ൃ๏ਓࡂՊֶٕज़研ڀॴ等のؔؔػからの؍ଌσーλΛऩू・ॲཧしていま͢。

こΕらのऩू・ॲཧさΕたσーλは、ຊ部の下にઃஔさΕていΔௐࠪҕһ会でߦΘΕΔ֤छの

׆ಈධՁ、大ֶͳͲؔؔػでのௐࠪ研ڀに׆༻さΕΔだ͚でͳく、気象庁の報等の

ࡂ気象ۀ務に׆༻さΕ、ଟํ໘でࡂݮ・ࡂにཱてらΕていま͢。

「南海トラフ地震に関連する情報」の基本的な流れ

※臨時の情報発表がないまま、突発的に

南海トラフ地震が発生する可能性もあり

ます。いつ発生しても対応できるよう、

日頃の備えが重要です。

※平常時に比べて大規模な地震発生の

可能性が相対的に高まり、南海トラフ

地震に関連する情報を発表した場合

でも、その後ただちには南海トラフ地震

が発生しないこともあります。
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2節  火山の監視と情報発表
（1）火山の監視
ア. 111活火山と火山監視・警報センター

ɹզがࠃにはՐࢁՐ༧連絡会に

ΑりબఆさΕた 111 の׆Րࢁがありま

͢。気象庁では、ຊ庁（東京）にઃஔ

さΕたʮՐܯ・ࢹࢁ報ηϯλーʯٴͼ

ຈ・ઋ・Ԭの֤区気象にࡳ

ઃஔさΕたʮҬՐܯ・ࢹࢁ報ηϯ

λーʯ（྆ऀΛまͱΊ、Ҏ下ʮՐࢁ

、報ηϯλーʯͱい͏）においてܯ・ࢹ

。していま͢ࢹಈΛ׆ࢁのՐࢁՐ׆

ޙࠓ、の͏ちࢁՐ׆ 100 ఔのظ

ؒのՐのՄੑٴͼ社会తӨڹΛ౿

ま ʮ͑ՐࢁࡂのたΊに؍・ࢹଌମ

੍のॆ࣮等のඞཁがあΔՐࢁʯͱして

ՐࢁՐ༧連絡会にΑͬてબఆさΕ

た 50 Րࢁについて、ՐのલஹΛଊ

͑てՐܯ報等Λత֬にൃ表͢ΔたΊ

に、؍ଌࢪઃ（ܭࣼ、ܭ、ۭ ৼܭ、

G/SS Χϝϥ等）Λࢹͼٴଌஔ؍

උし、ؔػ （ؔ大ֶ等研ؔػڀ

ڙからのσーλఏ（ؔػࡂମ・࣏ࣗ

ड͚、24 ・ଌ؍࣌ମ੍でৗؒ࣌

。していま͢ࢹ

ɹまた、50 ՐࢁҎ֎のՐࢁؚΊて、

Րܯ・ࢹࢁ報ηϯλーがݱにग़

いてܭըతにௐࠪΛͬߦており、׆ಈ

にߴまりが見らΕた߹には、ඞཁに

Ԡ͡てݱ象ΛΑりৄࡉにѲ͢ΔたΊ

Խしま͢。ྫ͑、ฏڧଌମ੍Λ؍

30 にനࠜࢁ（ຊനࠜࢁ）のՐ׆ࢁಈがൃ׆Խしたこͱにい、ࢹΧϝϥܭΛ૿ઃしました。

Րܯ・ࢹࢁ報ηϯλーは、શࠃの׆Րࢁについて、؍ଌ・ࢹのՌにͮجき、Ր׆ࢁಈのධՁΛߦい、

ʮܯռがඞཁͳൣғʯ（ੜ໋にݥةΛٴ΅͢ൣғ）Λ໌ࣔしてՐܯ報Λൃ表していま͢。

火山監視・警報センターにおける24時間監視と
噴火警報等の発表

全国111の活火山と50の常時観測火山
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イ. 火山活動を捉えるための観測網

ɹՐのલには、ϚάϚߴԹߴѹのਫৠ気が表

付ۙまで্ঢ͢ΔたΊ、ීஈは見らΕͳい༷ʑͳݱ象

（のൃ܈、ඍಈのൃੜ、֪มಈ、気Թの

্ঢ、ԎՐࢁΨεの૿Ճ等）がىきま 。͢こ͏ し

たݱ象はઌݱߦ象ͱݺΕま 。͢

ɹߴ感の؍ଌثػΛ༻いてՐݱࢁ象にԠ͡たద

ͳ؍・ࢹଌΛ͢Δこͱで、ઌݱߦ象Λଊ͑Δこͱが

できΔ߹がありま 。͢

○震動観測（地震計による地震や微動の観測）

ɹಈ؍ଌは、ܭにΑり、Րࢁମまたはͦのपลでൃੜ͢ΔඍಈΛଊ Δ͑ので 。͢ඍಈは、

ओに下のϚάϚՐࢁΨε、ਫの׆ಈ等にؔ連してൃੜしま 。͢

○空振観測（空振計による音波観測）

ɹۭৼ؍ଌは、Ր等でੜ͡Δۭ気のৼಈΛଊ͑Δので 。͢ఱީෆྑ等にΑりࢹΧϝϥでՐࢁのঢ়گΛ

͢Δこͱができま͢ݕΛنにΑり、Րのൃੜͱܗۭৼܗできͳい߹で、ࢹ

○地殻変動観測（傾斜計、GNSS等による地殻変動観測）

ɹ֪มಈ؍ଌは、下のϚάϚの׆ಈ等に てͬੜ͡Δ൫のࣼมԽࢁମのு・ऩॖΛ؍ଌ͢Δ

ので ଌ͢Δこͱができま؍きΛ精ີにମのࢁはܭࣼ͢。 。͢また、G/SS ଌஔは、ෳの؍ G/SS ؍

ଌஔΛΈ߹Θͤて 2 点ؒのڑの৳ॖΛܭଌ͢Δこͱで֪のมܗΛݕग़͢Δこͱができま 。͢いͣΕ

下のϚάϚཷまりのுऩॖΛり、Ր׆ࢁಈΛධՁ͢ΔたΊのॏཁͳ手ஈͱͳりま 。͢

噴火の先行現象と火山観測

電☢気ኚ

ᄇ気␗ᖖ・⇕␗ᖖ
火山࢞ス放ฟ㔞のቑຍ、ᡂ分ኚ

地┙の㝯㉳な
（地Ẇኚື）

地ୗ水

ⓎἻ・⬺࢞ス
マࢢマ上᪼

火山ᛶᚤື

マࢢマࡔまࡾ

῝㒊ప࿘波地㟈 マࢢマの✚、上᪼をᤊ࠼るために
ᵝࠎなほ を⾜࠺

火山ᛶ地㟈

地㟈ほ 

電☢気ほ 

地Ẇኚືほ 
ほ 

ഴᩳほ 
ග波 ㊥
 みほࡎࡦ

┠どほ 
⇕ほ 
火山࢞スほ 

温Ἠ⇕水
ス࢞・⇕

空振計 地震計　

10秒

GNSS観測装置 傾斜計（観測孔に埋設） 傾斜計観測により、2009 年の浅間山噴火の際に観測された傾斜変動
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○監視カメラによる観測

ɹࢹΧϝϥにΑり、Ԏのߴさ、৭、Րࢁग़（Րࢁփ、

ੴͳͲ）、ՐөͳͲのൃޫݱ象等Λ؍ଌしていま 。͢気象

庁では、໌かりの下で؍ଌできΔߴ感のࢹΧϝϥΛ

ઃஔしていま 。͢

ウ. 現地調査

ɹՐ׆ࢁಈにมԽがあΔ߹は、ݱにػಈ؍ଌ൝Λݣし、ݱௐࠪΛ͏ߦこͱにΑり、Ր׆ࢁಈの

ਖ਼֬ͳѲにΊていま 。͢また、શࠃの׆Րࢁについて、ฏৗ࣌からܭըతにݱにෝき、ྟ࣌の G/SS

ಈの׆ࢁଓతͳՐܧ、しࢪଌ等Λ࣮؍ଌϔϦίϓλーにΑΔ্ۭからの؍ΨεͳͲ্からのࢁଌ、Ր؍

Ѳ・ධՁにΊていま 。͢

○熱観測

ɹ֎ө૾ஔΛ༻いてՐޱपลの表໘

ԹΛ؍ଌ͢ΔこͱにΑり、Թのߴまり

ͳͲ׆ಈのঢ়ଶΛѲしま 。͢

○上空からの観測

ɹؔؔػのྗڠにΑり、ϔϦίϓλー等にΑͬて、Χϝϥ֎ө૾ஔͳͲΛ༻いて、্からでは

͚ۙͮͳいՐޱ内Ҭ等の༷ࢠ（ԹԎのঢ়گ等）Րࢁग़の等Λ্ۭからৄしく

ௐࠪ・Ѳし、Ր׆ࢁಈのධՁに׆༻しま 。͢

○火山ガス観測

ɹՐ׆ࢁಈにΑり表にग़͢ΔՐࢁΨεは、ਫ、ೋࢎԽེԫ、ེԽਫૉ、ೋࢎԽૉͳͲΛओͱして

いま 。͢気象庁では、ೋࢎԽེԫの์ग़ྔはԕִଌఆՄであΔたΊ、ՐࢁΨε์ग़ྔのࢦඪͱしてՐ׆ࢁ

ಈのධՁに׆༻しま 。͢

○噴出物調査

ɹՐがൃੜした߹には、Րのنಛ等ΛѲ͢ΔたΊ、大ֶ等研ؔػڀͱྗڠして߱փՐࢁ

ग़のௐࠪΛߦい、Ր׆ࢁಈのධՁに׆༻しま 。͢

高感度監視カメラで夜間に観測され
た桜島の噴火（平成 21年 2月 1日）

浅間山山頂火口周辺の地表面温度分布浅間山山頂火口内の様子
（平成 25年 5月 8日　陸上自衛隊東部方面航空隊の協力による）

監視カメラ

三宅島の火山ガスを大量に含む噴煙
（平成13年 1月 11日　航空自衛隊の協力による）

桜島南岳山頂火口と昭和火口
（平成23年11月15日　海上自衛隊の協力による）

噴火後の雌阿寒岳
（平成20年 11月 28日　北海道の協力による）
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（2）災害を引き起こす主な火山現象
ɹࡂのཁҼͱͳΔओͳՐݱࢁ象には、大きͳੴ、Րྲྀࡅ、༥ઇܕՐࢁటྲྀ、༹ྲྀؠ、খさͳੴ・

Րࢁփ、ՐࢁΨε等がありま 。͢ಛに、大きͳੴ、Րྲྀࡅ、༥ઇܕՐࢁటྲྀは、Րにͬてൃੜし、

ආまでのؒ࣌త༛༧が΄ͱΜͲͳく、ੜ໋にର͢ΔੑݥةがߴいたΊ、ࡂର্ࡦॏཁのߴいՐݱࢁ象

ͱしてҐஔ付͚らΕており、Րܯ報ආܭըΛ׆༻したࣄલのආがඞཁで 。͢

・大きな噴石ɹՐにΑ てͬՐޱからਧきඈさΕΔ֓Ͷܘ 20 ʙ 30 ηϯνϝーτルҎ্の、෩のӨڹΛ

΄ͱΜͲड͚ͣにಓΛඳいてඈ͢ࢄΔのΛいいま 。͢

・火砕流ɹՐにΑり์ग़さΕたഁยঢ়のݻମ࣭ͱՐࢁΨε等がࠞ߹ঢ়ଶで、表にԊͬてྲྀΕΔ

象でݱ 。͢Րྲྀࡅのは࣌ඦΩϩϝーτルҎ্、Թはඦˆにୡ͢Δこͱありま 。͢Րྲྀࡅから

ΛकΔこͱはෆՄで、Րܯ報等Λ׆༻したࣄલのආがඞཁで 。͢

・融雪型火山泥流ɹՐ׆ࢁಈにΑͬ てՐࢁΛ෴͏ઇණが༥かさΕΔこͱで、Րࢁग़ͱଟྔのਫがࠞ߹し

て表ΛྲྀΕΔݱ象で 。͢ྲྀは࣌ेΩϩϝーτルにୡ͢Δこͱがあり、୩ےԊいΛԕํまでྲྀ下

͢Δこͱがありま 。͢

・溶岩流ɹ༹͚たؠੴが表ΛྲྀΕ下Δݱ象で 。͢ྲྀ下はܗ༹ؠのԹ・にΑりま͢が、

ൺֱతΏ くͬりྲྀΕま͢のでาߦにΑΔආがՄͳ߹ありま 。͢

降灰調査（霧島市高千穂河原ビジターセン
ター）（平成 23年 1月 27 日）

噴出物の調査（浅間山）
（平成 17年 8月 4日）

火山ガス観測（三宅島）

コラム  

コラム  

˙Րޠ༺ࢁͷެ։
　平成26年（2014年）の御嶽山の噴火や平成30年の草津白根山（本白根山）の噴火など、火山
に関する用語を聞く機会が増えていますが、火山に関する用語は一般の方にはなじみのない用語もあり
ます。気象庁では、防災に関わる用語について、一般利用者の視点に立った明確さ、平易さ、聞き
取りやすさの観点で、気象の分野では、天気予報や気象情報、解説等で用いる「気象庁が天気予報等で
用いる予報用語」を定めています。火山についても、気象庁が発表する火山に関する情報を利用者に
正しく理解して有効に利用して頂くため、「気象庁が噴火警報等で用いる用語集」を146語選定して、
気象庁ホームページに公開しました（https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/
kaisetsu/kazanyougo/mokuji.html）。今後も随時、用語の追加、見直し等を行っていく予定です。
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・小さな噴石・火山灰ɹখさͳੴは、ՐにΑ てͬՐޱからਧきඈさΕΔܘηϯνϝーτルఔの、

෩のӨڹΛड͚てԕํまでྲྀさΕて߱ΔのΛいいま 。͢ಛにՐޱ付ۙでは、খさͳੴでಓΛඳい

てඈࢄし、ొऀࢁ等がࢮই͢Δこͱがありま 。͢Րࢁփは、ՐにΑͬ てՐޱから์ग़さΕΔܗݻの ち͏、

ൺֱతࡉかいの（ܘ 2ϛϦϝーτルະຬ）Λいいま 。͢෩にΑͬ てՐޱからΕた広いൣғにまで֦ࢄし

ま 。͢Րࢁփは、࡞、ަ௨ػ （ؔಛにػۭߤ）、ݐͳͲにӨڹΛ༩͑ま 。͢

・火山ガスɹՐ׆ࢁಈにΑり表にग़͢ΔߴԹのΨεのこͱで 。͢ਫ、ೋࢎԽེԫ、ེԽਫૉ、ೋࢎԽ

ૉͳͲΛओͱしていま 。͢ՐࢁΨεΛٵҾ͢Δͱ、ೋࢎԽེԫにΑΔ気ࢧͳͲのোེԽਫૉに

ΑΔதಟΛൃੜ͢ΔՄੑがありま 。͢

（3）噴火警報と噴火予報
ɹՐܯ報は、Րにͬて、ੜ໋にݥةΛٴ΅͢Րݱࢁ象（大きͳੴ、Րྲྀࡅ、༥ઇܕՐࢁటྲྀ等、

ൃੜからؒ࣌でՐޱपลॅډҬに౸ୡし、ආまでのؒ࣌త༛༧が΄ͱΜͲͳいݱ象）のൃੜͦの

Λ໌ࣔして（ғൣ͢΅ٴΛݥةੜ໋に）ռがඞཁͳൣғʯܯͿൣғの֦大が༧想さΕΔ߹に、ʮٴがݥة

શࠃの׆ՐࢁΛର象にൃ表しま 。͢

ɹྫ͑、ʮܯռがඞཁͳൣғʯがՐޱपลにݶらΕΔ߹はʮՐܯ報（Րޱपล）ʯ、ʮܯռがඞཁͳൣғʯ

がॅډҬまでٴͿ߹はʮՐܯ報（ॅډҬ）ʯͱしてൃ表し、ւఈՐࢁについてはʮՐܯ報（पล

ւҬ）ʯͱしてൃ表しま 。͢ʮՐܯ報（ॅډҬ）ʯはಛผܯ報にҐஔ付͚らΕていま 。͢こΕらのՐܯ報は、

気象庁ホームページで͢ࡌܝΔ΄か、報ಓؔػ、都ಓݝ等のؔؔػΛ௨͡てॅຽ等にちにपさΕま 。͢

ɹまた、Ր׆ࢁಈのঢ়گが੩ԺであΔ߹、あΔいはՐ׆ࢁಈのঢ়گがՐܯ報にٴͳいͱ༧想さΕΔ

߹にはʮՐ༧報ʯΛൃ表しま 。͢

噴火警報の種類と「警戒が必要な範囲」について

「警戒が必要な範囲」が火口周辺に限られる 「警戒が必要な範囲」が居住地域まで及ぶ

居住地域

居住地域

居住地域

火口

Ａ市 Ｂ市

Ｃ市 Ｄ市

居住地域
居住地域

居住地域

火口

Ａ市 Ｂ市

Ｃ市 Ｄ市

居住地域
居住地域

居住地域

火口

Ａ市 Ｂ市

Ｃ市 Ｄ市

噴火警報（火口周辺）
入山規制等が必要な市町村：

A市、B市、C市

噴火警報（火口周辺）
入山規制等が必要な市町村：

A市、B市、C市、D市

噴火警報（居住地域）
避難等が必要な市町村：A市、C市

入山規制等が必要な市町村：B市、D市

「警戒が必要な
範囲」の拡大

警戒が
必要な範囲

「警戒が必要な
範囲」の拡大

火口

地域域

ͤ噴火警報（居住地域）を特別警報に位置づけています。
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（4）噴火警戒レベル
ア. 噴火警戒レベルの考え方

ɹՐܯռϨϕルは、Ր׆ࢁಈのঢ়گにԠ͡てʮܯռがඞཁͳൣғ（ੜ໋にݥةΛٴ΅͢ൣғ）ʯͱࡂ

ରԠʯΛࡂॅຽ等のʮͱΔきؔػ 5 ஈ֊に区したࢦඪで、ฏ 1� （2007 ）12 ݄からӡ༻が։

さΕたので࢝ 。͢ݩの࣏ࣗମؔؔػでߏさΕΔՐࢁٞڠࡂ会で、Ր׆ࢁಈにԠ͡たʮܯռがඞ

ཁͳൣғʯͱʮͱΔきࡂରԠʯがࢢ町ଜ・都ಓݝのʮҬܭࡂըʯにఆΊらΕたՐࢁでӡ༻Λ։࢝し

ていま 。͢ՐܯռϨϕルがӡ༻さΕていΔՐࢁでは、Րܯ報・Ր༧報にՐܯռϨϕルΛ付してൃ表し

ていま 。͢

ɹࢢ町ଜ等のؔػࡂでは、༧Ί߹意さΕたൣғにରしてਝにೖ੍نࢁආࠂק等のࡂରԠΛ

ͱΔこͱができ、ՐࡂのܰݮにつͳがΔこͱがظさΕま 。͢

イ. 噴火警戒レベルの設定と改善

ɹฏ 27 （2015 ）12 ݄にߦࢪさΕた׆ಈՐࢁରࡦಛผાஔ๏のҰ部վਖ਼にΑり、ৗ؍࣌ଌՐࢁの

पลҬでは、Րࢁٞڠࡂ会のઃஔがٛ務付͚らΕました。ฏ 31  3 43、ࡏݱ݄ ՐࢁでՐܯռ

Ϩϕルのӡ༻がߦΘΕており、気象庁では、࣏ࣗݩମ等での۩ମతͳආܭըのࡦఆのॿݴΛ௨͡て、

ՐܯռϨϕルのઃఆͱվળΛݩのՐࢁٞڠࡂ会ͱڞಉでਐΊていきま 。͢

噴火警報と噴火警戒レベル
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（5）降灰と火山ガスの予報
ɹՐܯ報Ҏ֎に、Րݱࢁ象にؔ͢Δ༧報ͱして߱փ༧報ͱՐࢁΨε༧報Λൃ表していま͢。

༧報のछྨ 内ɹ容

߱փ༧報

ՐにΑり、ͲこにͲΕだ͚のྔのՐࢁփが߱Δか（߱փྔ）、෩にྲྀさΕて߱Δখさͳ
ੴのམ下ൣғの༧ଌΛ Δ͑報で、内容ൃ表λΠϛϯάのҟͳΔ 3 छྨの報（ʮ߱փ༧報

（ఆ࣌）ʯʮ߱փ༧報（報）ʯʮ߱փ༧報（ৄࡉ）ʯ）に͚てൃ表͢Δ。߱փྔは߱փのްさに
Αͬ てʮଟྔʯ、ʮଟྔʯ、ʮগྔʯの 3 。Δ͢ݱで表ڃ֊

ՐࢁΨε༧報 まΔߴΨεのೱがࢁΨεの์ग़があΔ߹に、ՐࢁΔΑ͏ͳଟྔのՐ͢ڹӨؒظҬにॅډ
ՄੑのあΔҬΛର象にൃ表͢Δ報。

（6）火山現象に関する情報
ɹͦの΄か、Րݱࢁ象にؔ͢Δ報Λൃ表して、Ր׆ࢁಈのঢ়گ等Λおらͤしていま 。͢

報のछྨ 内ɹ容

Ր報 がՐしたこͱΛతにいちૣく͑、ΛकΔࢁपลのॅຽにରして、Րऀࢁొ
ಈΛऔߦ てͬいただくたΊにൃ表͢Δ報。

Րࢁのঢ়گにؔ͢Δղઆ
報

Րੑࢁඍಈのճ、Ր׆ࢁಈのঢ়گܯռ߲ࣄについてղઆ͢ΔたΊ、ద࣌
ൃ表͢Δ報。ՐܯռϨϕルのҾき্͛ج४にୡしͳいまでՐ׆ࢁಈがߴまͬた
ͱஅした߹には、ʮྟ࣌ʯであΔこͱΛ໌記してൃ表͢Δ。

Ր׆ࢁಈղઆࢿྉ ࣸਅਤ表等Λ༻いて、Ր׆ࢁಈのঢ়گܯռ߲ࣄについてղઆ͢ΔたΊ、ਵٴ࣌ͼ
ఆظతにൃ表͢Δࢿྉ。

݄ؒՐگ֓ࢁ લ݄ 1 か݄ؒのՐ׆ࢁಈのঢ়گ等ΛऔりまͱΊたࢿྉ。

Րにؔ͢ΔՐ؍ࢁଌ報 Րがൃੜしたこͱ、Րにؔ͢Δ報（ൃੜࠁ࣌Ԏߴ等）Λおらͤ͢Δ
報。

（7）火山噴火予知連絡会
ɹՐࢁՐ༧連絡会は、ʮՐࢁՐ༧ܭըʯ（จ

部লଌֶ৹ٞ会（ݱจ部ՊֶলՊֶٕज़・ֶज़

৹ٞ会ଌֶՊ会）のٞݐ）のҰͱしてܭըΛ

ԁにਪਐ͢ΔたΊ、ত 4� （1�74 ）にൃ

した৫で 。͢

ɹ連絡会は、ՐࢁՐ༧にؔ͢Δ研ڀՌ

報のަ、֤Րࢁの؍ଌࢿྉΛݕ౼してՐࢁ

ڀಈについての総߹తஅ、Ր༧にؔ͢Δ研׆

ߦΛ౼ݕଌମ੍Λඋ͢ΔたΊの؍ͼٴ てͬいま 。͢

ɹ連絡会は、ֶࣝऀݧܦؔؔػのઐՈから

は気象庁が୲していまہ務ࣄ、さΕߏ 。͢

ɹશࠃのՐ׆ࢁಈについて総߹తにݕ౼Λ͏ߦ΄か、ՐࢁՐͳͲのҟৗ࣌には、気象庁のটूに

ΑΔࣄװ会ྟ࣌に部会Λ։࠵し、Ր׆ࢁಈの総߹அΛߦいま 。͢

火山噴火予知連絡会の定例会
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１節  異常気象などの監視と情報発表
（1）異常気象の監視
ɹ気象庁は、ੈքதからऩूした؍ଌσーλͳͲ

Λͱに、զがࠃੈք֤でൃੜ͢Δҟৗ気象Λ

ৗにࢹし、ि・݄・قઅごͱに、ۃͳߴԹ ŋ

ԹଟӍ ŋ গӍͳͲが؍ଌさΕたҬ気象ࡂ

ΛͱりまͱΊた報Λൃ表していま͢。また、社会

తに大きͳӨڹΛたら͢ҟৗ気象がൃੜした߹

は、ͦのಛͱཁҼ、見௨しΛまͱΊた報Λਵ࣌

ൃ表していま͢。

ɹͳお、気象庁では、ݪଇͱしてʮあΔॴ（Ҭ）ŋ

あΔظ࣌（ि、݄、قઅ等）において 30 ؒに

1 ճҎ下のසでൃੜ͢Δݱ象ʯΛҟৗ気象ͱして

いま͢。

ɹさらに、զがࠃのӨڹが大きͳҟৗ気象がൃੜした߹は、ҟৗ

気象ੳݕ౼会Λ։࠵しま 。͢ҟৗ気象ੳݕ౼会では、大ֶ ŋ 研ؔػڀ

等のୈҰઢの研ऀڀのྗڠΛಘて、࠷৽のՊֶత見にͮجいたੳΛ

い、ҟৗ気象のൃੜཁҼ等にؔ͢Δ見ղΛਝにൃ表しまߦ 。͢

3章 地球環境の監視・予測

平成30年（2018年）9月の異常気象や気象災害

異常気象が観測された地点がある程度まとまって現れた場合にその地域を曲線で囲み、番号を付しています。
また、被害や社会的な影響の大きな気象災害についても記号で示し、同じく番号を付しています。

異常気象の監視に用いる世界の観測データ

平成 30 年（2018 年）9月 2日の日最高気温の分布図と、9月を通し
て高温だったスペイン・コルドバにおける気温及び降水量の時系列
（9月 1日～ 10 月１日）。

異常気象分析検討会
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（2）エルニーニョ /ラニーニャ現象等の監視と予測
ɹΤルχーχϣݱ象は、ଠฏ༸ಓҬの付มߋઢ付ۙからೆถԊ؛にか͚てւ໘ਫԹがฏΑりߴくͳり、

ͦのঢ়ଶが 1 ఔଓくݱ象で 象はϥχーχϟݱに、ಉ͡ւҬでւ໘ਫԹがฏΑりいঢ়ଶがଓくٯ͢。

Ε、ͦΕͧΕおきにൃੜしまݺ象ͱݱ 。͢Τルχーχϣݱ象ϥχーχϟݱ象がൃੜ͢Δͱ、ຊΛؚ

Ήੈքの༷ʑͳҬでଟӍ・গӍ・ߴԹ・ԹͳͲ、௨ৗͱはҟͳΔఱީがݱΕ͢くͳりま 。͢また、ଠ

ฏ༸ଳҬΠϯυ༸ଳҬのւ໘ਫԹのঢ়ଶຊੈքのఱީにӨڹΛ༩͑ま 。͢

ɹ気象庁では、Τルχーχϣ/ ϥχーχϟݱ象、ଠฏ༸ଳҬͱΠϯυ༸ଳҬにお͚Δւ༸มಈにؔ͢Δ

ͱگ৽のঢ়࠷ 6 か݄ઌまでの見௨しΛ、ʮΤルχーχϣࢹ報ʯͱしてຖ݄10 ࠒにൃ表していま 。͢

エルニーニョ現象等監視海域及びエルニーニョ現象時の海面水温平年差

インࢻ洋⇕ᖏᇦ す太平洋⇕ᖏᇦ

ど海ᇦ┘ࣙࢽーࢽル࢚

インࢻ洋⇕ᖏᇦ す太平洋⇕ᖏᇦ

ど海ᇦ┘ࣙࢽーࢽル࢚

陰影：平成 9年（1997 年）11 月の海面水温平年差

エルニーニョ現象発生時の世界の天候の特徴（3か月平均）

6 月～ 8月 12 月～ 2月

ラニーニャ現象発生時の世界の天候の特徴（3か月平均）

6 月～ 8月 12 月～ 2月
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2節  気候変動の監視・予測と情報発表
ɹ気象庁では、ٿԹஆԽは͡Ί気ީมಈにΘΔにରॲ͢ΔたΊ、Թ室ޮՌΨεのมಈ、気Թ、߱

ਫྔ、ւ໘ਫҐ等のظతͳมԽΛࢹして、気ީมಈのݱঢ়にؔ͢Δ報ͱしてఏڙしていま 。͢また、

ٿԹஆԽに͏কདྷの気ީについて、Ϟσルで༧ଌࢉܭΛߦい、気ީมಈのকདྷ༧ଌにؔ͢Δ報ͱ

してఏڙしていま 。͢

（1）気候変動の監視
ɹԹ室ޮՌΨεのมಈについては、ೋࢎԽૉ、ϝλϯ、ҰࢎԽೋૉͳͲのԹ室ޮՌΨεの大気தೱ

の؍ଌΛͬߦていま͢。ࠃ内 3 点（ҁཬ（ؠ手ݝ大ધࢢ）、ೆௗౡ（東京都খּݪଜ）、༩ಹࠃౡ

（ԭೄݝ༩ಹࠃ町））で্付ۙのԹ室ޮՌΨεೱΛ؍ଌしていΔ΄か、ଠฏ༸Ҭにおいて、ػۭߤ

にΑΔ্ۭのԹ室ޮՌΨεೱの؍ଌٴͼւ༸気象؍ଌધにΑΔ༸্大気のೋࢎԽૉೱの؍ଌ等Λ

。していま͢ࢹपลのԹ室ޮՌΨεのมಈΛࠃにզがجており、こΕらのσーλΛͬߦ

ɹ気Թ・߱ਫྔについては、શੈքの؍ଌσーλ等Λऩू・ղੳし、ੈքの

ฏۉ気Թ߱ਫྔにؔ͢Δ報ͱしてެ表していま 。͢また、ࠃ内の؍ଌσー

λΛͱに、શࠃ・ํର象にฏۉ気Թ߱ਫྔ、ॵ大ӍͳͲのۃ

象にؔ͢Δ報Λެ表していまݱ 。͢

ɹまた、ւ໘ਫҐについては、શࠃ 16 かॴの؍ଌσーλΛͱに、ຊԊ

していまࢹΛతͳมԽظのւ໘ਫҐの؛ 。͢

ɹ気象庁は、্記のΑ͏ͳզがࠃͱੈքの؍ଌにͮجく大気ւ༸のࢹ

報Λʮ気ީมಈࢹϨϙーτʯͱしてຖެ表していま 。͢

（2）気候変動の将来予測
ɹ気ީมಈの༧ଌについては、ೋࢎԽૉͳͲのԹ室ޮՌΨεの૿Ճにͬ

て、কདྷの気ީがͲのΑ͏にมԽ͢ΔのかΛγϛϡϨーγϣϯϞσルΛ༻

いて༧ଌしま 。͢気象庁は、気Թ߱ਫྔ等にؔ͢Δຊશࠃの༧ଌ݁ՌΛ

ʮٿԹஆԽ༧ଌ報ʯͱしてごͱにެ表していま 。͢また、֤ํの

কདྷมԽにؔ͢Δ༧ଌ報ެ表していま 。͢

21 世紀末頃の日本の
年平均気温の将来変化

20 世紀末頃に対する 21 世紀末頃の将来
変化量（「地球温暖化予測情報第 9 巻」
より）。

国内の大気中二酸化炭素濃度の経年変化

気象庁が綾里、南鳥島、与那国島で観測した大気中の二酸化炭素月平均濃度の経年変化。
ppm（ピーピーエム）は、大気中の分子 100 万個中にある対象物質の個数を表す単位です。

大気中の温室効果ガス観測網
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3節  海洋の監視と診断
（1）海洋の監視
ɹٿ表໘の 7 ׂΛΊΔւ༸は、ਓؒの社会׆ࡁܦಈにいഉग़さΕΔೋࢎԽૉの 3 の 1 Λٵ

ऩ͢Δͱͱに、大ྔのೋࢎԽૉΛ͑ていま͢。ͦのたΊ、ւ༸は大気தのೋࢎԽૉೱの

૿Ճ、ͦΕにΑりҾきىこさΕΔٿԹஆԽのਐߦͳͲڥٿ気ީมಈに大きͳӨڹΛٴ΅して

いま͢。また、ւ༸のೋࢎԽૉೱが૿Ճ͢Δこͱでւ༸のੑࢎԽがਐΈ、ւ༸のੜଶܥのӨڹ、

ͻいてはਫۀ࢈等の׆ࡁܦಈの大きͳӨڹがݒ೦さΕていま͢。

ɹ気象庁は、ੈ ք気象ػ （ؔ8.0）Ϣωείؒւ༸ֶҕһ会（*0$）等にΑΔࡍࠃతͳྗڠମ੍の下、

ւ༸がͲΕだ͚のೋࢎԽૉΛٵऩしていΔか、気ީมಈにͲΕだ͚ӨڹΛ༩͑ていΔかΛௐΔたΊ、

ຊपลւҬٴͼଠฏ༸でւ༸気象؍ଌધதϑϩーτͳͲにΑり؍ଌΛ࣮ࢪしていま͢。

ɹւ༸気象؍ଌધは、ଠฏ༸શମのओཁͳւྲྀ

ΛԣΔΑ͏にઃఆさΕた؍ଌઢにԊ てͬ、ւ໘から

ւఈまでのւྲྀਫԹ、Ԙ、ೋࢎԽૉͳͲのԹ

室ޮՌΨεؔ連͢ΔԽֶ ૉ、ӫཆԘ（২ࢎ࣭）

ϓϥϯΫτϯがҭつたΊのӫཆͱͳΔϦϯࢎԘ、ࢎ

Ԙ、έΠࢎԘͳͲ））のߴ精ͳ؍ଌΛ࣮ࢪしていま 。͢

ɹதϑϩーτは、ւ໘からਂさ2000 ϝーτル付ۙ

までのਫԹ・ԘのԖΛࣗಈతに؍ଌ͢Δ

でثػ 。͢8.0、*0$ ֤ࠃのؔؔػの連ܞに

Αり、தϑϩーτΛશੈքのւ༸にৗ࣌ 3000 

Քಇさͤ、શੈքのւ༸のঢ়گΛϦΞルλΠムで

ԹஆԽΛは͡Ίͱ͢Δ気ީٿΔͱͱに、͢ࢹ

มಈの࣮گѲͱͦの༧ଌ精্Λࢦ ʮ͢Ξルΰ

ըʯがਪਐさΕており、気象庁は、จ部Պֶলܭ

ͳͲのؔল庁ͱ連ܞしてதϑϩーτにΑΔ؍ଌΛ

していまࢪ࣮ 。͢

中層フロートによる観測

海洋気象観測船による観測

啓風丸

中層フロートの分布状況

図中の赤丸は我が国が投入したフロート
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（2）海洋の健康診断表
ɹ気象庁では、ւ༸気象؍ଌધ等にΑΔ؍ଌσーλ

にՃ͑、؍ٿଌӴ等の؍ଌσーλΛऩूし、

ͦΕらΛجに、ٿԹஆԽに͏ւ༸のมԽ、

ւҬごͱのւਫԹ、ւ໘ਫҐ、ւྲྀ、ւණ、ւ༸

Ԛછのঢ়ଶ、มಈのཁҼٴͼޙࠓのਪҠの見௨しΛ

気象庁ホームページでެ表していま͢。ւ༸のঢ়ଶΛ

ੳしてฏৗ࣌ͱのҧいͳͲΛஅ（அ）͢Δこͱ

から、ίϯςϯπはʮւ༸の݈߁அ表ʯͱい͏

໊শΛ༻いており、このதで、ڥٿにؔ連した

ւ༸ݱ象について、άϥϑਤΛ༻いてΘかり

͢くղઆしていま͢。

ɹྩݩ（201� ）6 ݄に、ΞΠίϯར༻等に

Αりతの報にたͲりணき͢いσβΠϯΛ࠾༻

したページߏにϦχϡーΞルしま͢。

新しい「海洋の健康診断表」（トップページ）コラム  

コラム  

　令和元年（2019 年）6 月に、「海洋の健康
診断表」の中からリアルタイムでの利用が想定
される波浪、海水温、海流、海氷の最新の状況
と予想の分布図を「海洋の情報」コンテンツと
して集約します。
　当コンテンツでは、ページ内の共通メニュー
にて表示する情報を簡単に切り替えることが
できます。
　また、マウスやタッチパネル操作で表示範囲
の移動や拡大・縮小が可能となっており、例えば、
波浪の分布図では地球全体から日本沿岸までを
スムーズに表示することができます。

波浪実況・予想図の例

ʮ̇ւ༸ͷใʯͷެ։
「海洋の情報」のイメージ
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コラム  

コラム  

　気象庁では、平成13 年（2001年）より、数値海洋モデルを用いて日本周辺の海流や水温
を対象とした実況の監視、及び予測を行っています。これは、日々の天気予報の基となる数
値予報の海洋版と見ることができるため、しばしば海の「天気予報」と呼ばれます。この海の
「天気予報」により作成された海洋情報は、気象、水産、海運の関係者に活用されるとともに、
漂流物予測などにも利用されています。
　気象研究所では、新たな海の「天気予報」システムの開発を行っています。この新しいシス
テムでは、海洋モデルの水平解像度を現行の10 キロメートルから 2 キロメートルに高解像度
化するとともに、潮汐及び気圧による潮位変化や河川水をモデルに取り入れるなど、多くの改
良が加えられています。このことにより、現行の数値海洋モデルで表現が不十分である沿岸域
の水温や潮位変動を、高精度に表現することが可能となりました。また、予測を行うためには、
観測データや直近の予報の結果を元に実況を解析して初期値を作成しますが、新しいシステム
では、4 次元変分法と呼ばれる最先端の実況解析技術を導入しました。この 4 次元変分法の
導入により、日本周辺の海洋の実況把握の精度が大きく向上することが確かめられています。
　現在、気象庁では新しいシステムを実況の監視及び予測に導入する準備を進めており、今後、
海洋情報の精度が向上する事が期待されます。また、気象研究所では、モデルや実況解析技
術の更なる高度化に向けて、今後も研究を進めて行く予定です。

˙ຊΛऔΓ͘רւͷৄࡉͳѲʹ͚ͯ�ʙւͷʮఱؾ༧ใʯͷ࠷લઢ

海面水温分布の比較

平成 29 年 10 月 23 日の（左）ひまわり 8号、（中）新システム（解像度 2km）、（右）現行システム（解像度 10km）による海面水
温分を表しています。新システムによる海面水温は、ひまわり 8号による海面水温に見られる、四国や東海地方沿岸域の暖水の分布
や常磐沿岸域での冷水の南下の様子が良好に再現されていることが分かります。
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4節  環境気象情報の発表
（1）オゾン層・紫外線の監視と予測
ɹ্ۭのΦκϯは、ଠཅからの༗ͳࢵ֎ઢ

Λٵऩし、্のੜΛอޢしていま 。͢気象庁

は、ࠃ内ٴͼೆۃতجのΦκϯ ŋ ઢ֎ࢵ

の؍ଌ݁Ռ、؍ٿଌӴのσーλ等Λղੳし

て、Φκϯ・ࢵ֎ઢのຖのঢ়گظมԽ

していまࢹΛ 。͢こΕらの؍ଌ・ղੳの

Ռは、気象庁ホームページでެ表しており、

ΦκϯอޢのऔりΈͳͲに׆༻さΕていま 。͢

ɹまた、ࢵ֎ઢରࡦΛޮՌతにߦ Δ͑Α͏に、ݱ

Λຖ（ઢ༧ଌ֎ࢵ）さڧઢの֎ࢵし、またはཌのڙఏؒ࣌Λຖ（ઢղੳ֎ࢵ）さڧઢの֎ࢵのࡏ

ఏڙしていま ඪ（67ΠϯσοΫε）Λ༻いていまࢦΛࣔ͢ڹઢのਓମのӨ֎ࢵさは、༗ڧઢの֎ࢵ͢。 。͢

（2）黄砂の監視と予測
ɹԫ࠭は、ϢーϥγΞ大のԫݪߴΰビ࠭യͳͲで෩にΑͬ

て্ۭߴくい্がͬたແのࡉかͳ࠭͡Μが、্ۭの෩にͬ

てຊඈདྷ͢Δݱ象で、य़にଟく見らΕま 。͢ԫ࠭がൃੜ͢Δͱ、

ચ୕ंがԚΕΔͱいͬたҰൠੜ׆のӨڹがあΔ΄か、ま

Εにަ௨োのݪҼͱͳり、શࠃతに大きͳӨڹΛ༩ Δ͑߹

ありま 。͢

ɹ気象庁では、ԫ࠭がຊの֤で広く؍ଌさΕ、ͦのঢ়ଶが

ଓ͢Δͱ༧ଌさΕΔ߹にはʮԫ࠭にؔ͢Δ気象報ʯΛൃ表ܧ

して意Λݺͼか͚ていま 。͢また、気象庁ホームページにおいて、

ԫ࠭の؍ଌ݁Ռ੩ࢭ気象ӴͻまΘりにΑΔԫ࠭ࢹը૾、ޙࠓの見௨しΛຖࡌܝしていま 。͢こΕら

気象庁のఏ͢ڙΔԫ࠭にؔ͢Δ報は、ڥলͱ気象庁がڞಉでӡ༻͢Δʮԫ࠭報ఏڙホームページʯ

（https://www.data.jma.go.jp/gmd/enW/kosateikZou/kosa.html）で֬ೝ͢Δこͱができま 。͢

日本国内のオゾン全量年平均値の経年変化

国内のオゾン全量（地点の上空に存在するオゾンの総量）は、札幌とつくば
において、1980 年代から 1990 年代半ばにかけて減少しました。1990 年代半
ば以降は、国内 3地点ともに緩やかな増加傾向がみられます。

紫外線情報の例（気象庁ホームページ）

全国分布図をクリックして拡大したあと、さらに地点の黒丸をクリックするとその地点の時系列図が表示されます。

平成22年3月21日の大阪市内の黄砂
（右上は翌22日の様子）
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（3）ヒートアイランド現象の監視・実態把握
ɹ都ࢢԽのਐΜでいΔ東京、大ݹ໊、ࡕͳͲの大都ݍࢢでは、都ࢢのத৺部の気Թがपลの߫֎部に

ൺてߴくͳͬており、ʮώーτΞΠϥϯυݱ象ʯͱݺΕていま͢。都ࢢԽのਐలにͬて、ώーτΞΠϥϯ

υݱ象はݦஶにͳりつつあり、த等の݈߁のඃ、感છΛഔհ͢Δգのӽౙͱいͬたੜଶܥの

มԽがݒ೦さΕていま͢。

ɹ気象庁では、都ࢢ気ީϞσルΛ༻いたγϛϡϨーγϣϯにΑͬて、ਫฏڑ 2 Ωϩϝーτルํ࢛ごͱの

気Թ෩ののղੳΛͬߦていま͢。ղੳのՌは、࠷・ߴ࠷気Թଳの؍ଌのܦ

มԽͳͲͱͱに、ʮώーτΞΠϥϯυࢹ報ࠂʯͱしてまͱΊ、ฏ 16 （2004 ）からެ表していま͢。

ฏ 30 （2018 ）は、ʮώーτΞΠϥϯυࢹ報ࠂ 2017ʯΛߦץし、ؔ東、ۙـ、東ւํのࡾ大

都ݍࢢΛର象ͱして、2017  8 ݄のώーτΞΠϥϯυݱ象にΑΔฏۉ気Թの্ঢの࣮ଶ等Λࣔしました。

黄砂観測実況図 黄砂に関する全般気象情報

緑の棒グラフは毎年の値、青い折れ線は 5 年移動平均値、
赤い直線は長期変化傾向を示しています。名古屋の熱帯夜日数
（日最低気温が 25℃以上の日数）は 10 年あたり 3.7 日の割合
で増加しています（「ヒートアイランド監視報告 2017」より）。

関東地方におけるヒートアイランド現象による 2009 ～ 2017
年平均した 8月の気温上昇量。都市化による気候への影響を
定量的に評価するために、都市の地表面状態や人工排熱を考慮
した場合のシミュレーションと、都市の影響を除去した場合（都
市域の地表面状態を草地に置き換え、人工排熱をゼロと仮定）
のシミュレーションを行い、両者の気温差を都市化の影響に
よる気温上昇量として図に示しています（「ヒートアイランド
監視報告 2017」より）。

名古屋の熱帯夜日数の変化(1931～2017年) ヒートアイランド現象のシミュレーション結果

黄砂予測図（地表付近濃度）
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5節  地磁気観測
ɹ気象庁はҵݝੴԬ֟ࢢԬに࣓気؍ଌॴΛおき、ঁຬผ（ւಓ܊大ۭ町）、ࣛ（ࣛࣇౡݝ

ࣛࢢ）、ౡ（東京都খּݪଜ）のܭ 4 点でఆৗతͳ࣓気の؍ଌΛͬߦていま͢。֟Ԭでは大ਖ਼

2 （1�13 ）Ҏདྷ、ߴい精の࣓気؍ଌΛଓ͚ており、東ΞジΞ・ଠฏ༸ҬΛ代表͢Δॏཁ

ͳ؍ଌॴのͻͱつͱͳͬていま͢。؍ଌՌは、ଠཅͱٿΛऔりרくڥのٴػۭߤ、ࢹͼધഫ

の҆શӡߤの֬อ、ແઢ௨৴োのܯ報、ՐࢁՐ༧等にར༻さΕていま͢。

ɹࡏݱ、ํҐ࣓の͢ࢦきは、東京付ۙでਅから 7 ʙ 8 にͣΕていま͢（このͣΕΛภ֯ͱ

製した࡞がਤΛܟいま͢）が、ҏݴ 200 ΄Ͳલは΄΅ਅΛいていました。このΑ͏ͳ

ظతͳมԽは࣓気ӬมԽͱݺΕ、ٿ内部のରྲྀにىҼしていま͢。࣓気の大きさ

きのはҰ༷ではͳく、また、࣓気のڧऑは表に

౸ୡ͢ΔӉઢの૿ݮにつͳがΔたΊ、࣓気؍ଌは

ڥٿがӉからड͚ΔӨڹΛ͢ࢹΔたΊのͻͱつ

の手ஈͱͳͬていま͢。

ɹ࣓気はいؒ࣌εέールでৗにมԽしていま͢。

ଠཅ表໘のരൃにͬて࣓気がܹしくมԽ͢Δ࣓気

ཛྷͳͲは、電௨৴ૹ電γεςムのো、ਓӴの

ӡ༻τϥϒルͳͲ社会ੜ׆にӨڹΛ༩͑ΔたΊ、࣓

気؍ଌॴでは࣓気ཛྷ࣓気׆ಈঢ়گ等の報Λެ։し、

ʮӉఱ気͏ߦが（$5*/）ߏػڀ։ൃ๏ਓ報௨৴研ڀ研ཱࠃ

༧報ʯの精্にݙߩしていま͢。

ɹまた、ՐࢁΛߏ͢Δؠੴは࣓気Λଳͼていま͢。ࢁମ内部の

Թ্ঢѹྗ૿Ճ等にΑり、ͦの࣓気はมԽ͢Δੑ࣭があり

ま͢。このੑ࣭Λར༻し、നࠜࢁ等の׆ಈతՐࢁで࣓気

ଌՌΛؔ؍し、ͦのࢹのมԽΛگಈঢ়׆ࢁてՐͬߦଌΛ؍

。していま͢ڙにఏؔػ

火山活動に伴う地磁気の変化

地磁気永年変化（柿岡）

地磁気の水平成分（H）、鉛直成分（Z）、偏角（D）、地磁気の大きさ（F）

地磁気活動状況（地磁気観測所ホームページ）

地磁気の成分
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第１部　国民の安全・安心を支える気象業務

１節  航空の安全などのための情報
ɹػۭߤがग़ൃ͢ΔલにཱてΔඈܭߦըでは、తۭߓの

ఱީからۭதでのػ代ସۭߓのணのՄੑΛஅ

し、೩ྉのྔࡌΛܾఆしま 。͢また、্ۭの෩ѱఱҬ

の༧想から、ඈߦதཚ気ྲྀにΑΔ༳Εのগͳいߴॴ、

೩ྉがઅできΔߴۭߤ࿏、౸ண༧ఆࠁ࣌ͳͲΛܾఆ

しま 。͢

ɹこのΑ͏に、ػۭߤのӡߤにおいては、ۭߓでのண

Λৗにड͚ていまڹΛؚΊて気象のӨ࣌ 。͢このたΊ、ͦの

҆શੑ、շదੑ、ఆٴੑ࣌ͼੑࡁܦの֬อには、気象

報がॏཁͳׂΛ୲ てͬいま 。͢気象庁は、ࡍࠃຽۭؒߤ

ػ （ؔ*$"0）ੈք気象ػ （ؔ8.0）がఆΊΔࡍࠃతͳ

౷Ұج४にͮجいてۭߤࡍࠃのたΊの気象ۀ務Λߦ ͱ͏ͱ

に、ࠃ内ۭߤのたΊのಠࣗの気象ۀ務࣮ࢪしていま 。͢

（1）空港の気象状況に関する情報
ɹػۭߤのணには、෩ࢹఔ（見௨

ͤΔڑ）、ੵཚӢ（ཕӢ）ͳͲの気象ঢ়

しまڹが大きくӨگ 。͢気象庁では、શ

ࠃ 81 い、ͦのߦଌΛ؍において気象ߓۭ

ՌΛ੍ౝにいΔ੍ۭߤۭߤ会

社のӡߤཧऀ・ύΠϩοτͳͲのۭؔߤ

していまڙਝにఏऀ 。͢またҰ部

のۭߓでは、この؍ଌのશてΛࣗಈでͬߦ

ていま 。͢

ɹ東京田ͳͲのࠃ内のओཁͳ � ߓۭ

では、ۭߓ気象υοϓϥーϨーμーにΑり、

ཕӍの࣌ͳͲにൃੜ͢Δ大気下の෩の

してࢹมҬ（ΟϯυγΞー）Λٸ

いま 。͢

4章 交通の安全などのための取組

気象情報を利用するパイロット

航空会社などのパイロットや運航管理者は、出発前に飛行計画
を立てます。その際、気象庁による大気の立体的な解析や予想
に関する情報は、最も揺れる可能性が少なく経済的な飛行経路
の選定に役立てられています。また、運航管理者は、最新の上
空の気象情報を飛行中のパイロットへ無線などを通じて適宜伝
えています。（提供）日本航空株式会社

滑走路の本数等、空港の個別事情により配置は異なります。

空港に整備する気象観測測器の配置例
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ɹさらに、東京・田・ؔの֤ߓۭࡍࠃに

おいては、ۭߓ気象υοϓϥーϥΠμーΛઃஔ

して、߱ਫΛΘͳい߹のΟϯυγ

Ξー、ண࣌にӨ͢ڹΔݐ・ܗにΑ

Δ࿏付ۙの෩のཚΕΛ؍ଌしていま 。͢

ΟϯυγΞーは、ண͢Δػۭߤの҆

શにӨ͢ڹΔこͱから、こΕらが؍ଌさΕた

߹は、ΟϯυγΞー報ͱしてちに

Λ௨͡てύΠϩοτୡさΕま੍ 。͢

ɹまた、ཕࢹγεςムにΑりཕがൃ͢Δ電

Λड৴し、ͦのҐஔ、ൃੜࠁ࣌ͳͲΛٻΊて

報Λ࡞していま ۭߤした報は࡞͢。

さΕまڙͳͲにちにఏऀؔ 。͢

空港気象ドップラーレーダーの観測例

ドップラーレーダーにより空港周辺で観測されたマイクロバースト※と低層ウィ
ンドシアー（赤い楕円がマイクロバースト、赤白の線が低層ウィンドシアーの位
置を表します。）
※積乱雲から冷たく重い空気の塊が降りてきて、地表付近で弾けるように発散す
る現象

空港気象ドップラーレーダーとライダー

レーダー（雨の強さの分布や降水時の上空の風の観測が可能）とライダー（非降水時の上空の風の観測が可能）の両方を
設置することによって、降水がある時もない時も上空の風を観測できます。
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第１部　国民の安全・安心を支える気象業務

（2）空港の予報・警報に関する情報
ɹػۭߤのඈܭߦըΛཱてΔࡍには、ग़ൃのۭ

してఱީෆྑͳͲԿらかのཧͦ、ߓతのۭ、ߓ

༝でతのۭߓにணできͳい߹にண͢Δ

代ସۭߓの気象報がඞཁͱͳりま͢。このたΊ気

象庁は、ۭߓの෩Ӣのྔ・ߴさ、ࢹఔ（見௨ͤΔ

ͳࡉ）、ఱ気ͳͲのৄڑ 30 ߦઌまでのʮඈؒ࣌

༧報ʯΛ、ࡍࠃఆظศͳͲがӡߤしていΔ 37 ۭ

ۭߤ༧報はߦΛର象ͱしてൃ表していま͢。ඈߓ

࡞ը্ܭ༺のӡࡐػۭߤ、さΕڙఏऀؔ

һの҆શ֬อͳͲにར༻さΕていま͢。また、ඈۀ

෩大ઇڧ、においてߓ༧報Λൃ表していΔۭߦ

ͳͲにΑり্のػۭߤۭࢪߓઃٴͼͦのۀ務に

ѱӨڹΛٴ΅͢おͦΕがあΔ߹は、ʮඈߦܯ報ʯΛൃ表し、ऀۭؔߤにରしてܯռΛଅしま͢。

ɹこの΄か、ऀۭؔߤにରして、֤ۭߓۭߤ࿏্の気象ঢ়گޙࠓの༧想についてղઆͳͲΛߦ てͬ

いま͢。

数値予報、気象レーダー、気象衛星などの資料を使用して飛行場予報を
作成しています。全国 37 空港の飛行場予報や飛行場警報を発表してい
ます。

空港の予報・警報を作成する現場

空港の予報の発表例

空港の予報は、航空機が安全に離着陸できるかどうかを判断する重要な情報であるため、1時間毎の詳細な予報が求められています。
図は新千歳空港における飛行場予報（時系列形式）の発表例で、縦の列は 19UTC～ 06UTC（日本時間 4時～ 15 時）の 1時間毎の
予報を表し、横の段は上から風、視程、雲底（雲の底）の高さ、天気、雷発生確度を表しています。
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（3）上空の気象状況に関する情報
ア. 空域の気象情報

ɹඈߦதのཚ気ྲྀՐࢁփͱのૺ۰、ػମのམཕணණのൃੜは、ػۭߤのӡߤの҆શੑͱշదੑに大

きくӨڹしま 。͢気象庁は、このΑ͏ͳ大気ݱ象についてຊଠฏ༸্ۭのࢹΛߦい、ཕ電、෩、

ཚ気ྲྀ、ணණٴͼՐࢁփの֦ࢄঢ়گͳͲにؔ͢Δ؍ଌ・༧ଌ報Λʮγάϝοτ報ʯͱしてਵൃ࣌表してい

ま 。͢また、 6 ઌのジΣοτ気ྲྀのҐஔѱఱҬΛਤにΑͬؒ࣌ てࣔしたʮࠃ内ѱఱ༧想ਤʯ、ѱఱの࣮

ߦԉΛࢧのߤして、ӡڙ内ѱఱղੳਤʯΛఏࠃΛղઆしたʮگ てͬいま 。͢

ɹさらに、ฏ 26 （2014 ）から、খػܕの҆શͱޮతͳӡߤのࢧԉΛओͳతͱして、下ۭҬの

ѱఱΛର象ͱしたʮ下ѱఱ༧想ਤʯのఏڙΛߦ てͬいま 。͢

イ. 航空路火山灰情報

ɹՐࢁփは、ػۭߤのΤϯジϯにٵいࠐまΕΔͱΤϯジϯがఀࢭしたり、ػମલ໘にিಥ͢Δͱૢॎ੮の෩

ΨϥεがࡲりΨϥεঢ়にͳりࢹքがརかͳくͳͬたり、ඈߦにଯੵ͢Δͱணができͳくͳͬたり͢ΔͳͲ、

Λ༩͑まڹଟ༷ͳӨػۭߤ 。͢気象庁は、ػۭߤの҆શͳӡߤΛ֬อ͢ΔたΊに、東京ۭߤ࿏Րࢁփ

報ηϯλーΛӡӦし、ՐࢁՐͱՐࢁփのࢹΛߦい、Րࢁփにؔ͢Δ؍ଌ・༧ଌ報Λʮۭߤ࿏Րࢁփ報

（ςΩετͱਤ報）ʯͱしてൃ表していま 。͢

国内悪天予想図では、航空機の運航に重要な影響を及ぼす雷電や乱気流域等の予想を図示しています。また、各悪天域について
左の REMARKS 欄に「移動方向・速度」「要因」を記述しています。

国内悪天予想図の発表例
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第１部　国民の安全・安心を支える気象業務

（4）航空気象情報を支える技術
ア. 数値予報モデルを用いた精度向上

ɹ๚֎ࠃਓཱྀऀߦΛ大෯に૿し、また、2020 東京ΦϦϯϐοΫ・ύϥϦϯϐοΫΛԁに։͢࠵ΔたΊ、

ट都ߓۭݍのػ֦大がܭըさΕていま 。͢こΕにΑり、ट都ۭݍҬにお͚Δަۭߤ௨ྔはま͢ま͢૿Ճし

ていきま 。͢このΑ͏ͳঢ়گ下で、し༧ظしͳいڧいԣ෩ཕӍͳͲのѱఱにΑͬ てணができͳくͳΔࣄଶ

がൃੜした߹、たちまちଟのػۭߤがۭதでػしたりҾきฦしたり͢Δこͱͱͳり、ػۭߤのྲྀΕΛԁ

にͳりまࠔΊてۃにอつこͱが 。͢このたΊ気象庁は、៛ີͳ༧報Ϟσル（ہϞσル）Λར༻して、

ඈߦ༧報ۭҬの気象報の精্にऔりΜでいま にΑりߤの҆શでޮతͳӡػۭߤ、ޙࠓ͢。

ཱつΑ͏、ۭߤ気象報のߋͳΔߴԽΛਤりま 。͢

航空路火山灰情報（火山灰拡散予測図）の例

火山灰拡散予測図では、火山灰の領域や高さの実況と予想（6、12、18 時間先）を図示しています。
図は桜島（赤印）から噴出した火山灰の実況と予測の発表例です。

緻密な数値予報モデルに基づく航空気象プロダクト

平成 28年（2016 年）4月 14 日未明の事例で、中部国際空港周辺の平面図（左）やA-B 間の予想断面図（右）。
全国 8つの主要空港において、空港及びその周辺の上空の風や気温などを細かく予想できます。
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イ.気象衛星データによる火山灰監視の高度化

ɹ東京ۭߤ࿏Րࢁփ報ηϯλーでは、੩ࢭ気象ӴͻまΘりのӴը૾Λར༻してՐࢁփのࢹΛߦ てͬい

ま 。͢ͻまΘり 8 ߸、� ߸は、こΕまでの੩ࢭ気象Ӵͱൺ、ߴղ૾・ߴසの؍ଌがՄͱͳり、؍

ଌը૾のछྨ૿Ճしました。こΕらの৽しい؍ଌσーλΛ׆༻し、Αりਝでత֬ͳ報ൃ表Λࢦしてい

きま 。͢

（5）航空交通管理に必要な気象情報
ɹຊのۭのަ௨Λܭըతにཧ͢Δۀ務Λߦ てͬいΔަۭߤہۭߤ௨ཧηϯλー（Ԭࢢ）では、੍

௨ཧのたΊにަۭߤͳͲにରして੍、が௨気象ηϯλーの༧報ަۭߤͱಉ͡ӡ༻室で、気象庁の

ඞཁͳ気象報のఏڙղઆΛߦ てͬいま 。͢また、東京ٴߓۭࡍࠃͼ৽千ߓۭࡀにおいて、ަۭߤ௨気

象ηϯλーの༧報が、ट都ݍपลٴͼ৽千ߓۭࡀपลのۭҬのΑりৄࡉͳ気象報のఏڙΛߦ てͬいま 。͢

（6）ISO9001 品質マネジメントシステムの導入
ɹ気象庁では、ࡍࠃຽؒػۭߤ （ؔ*$"0）ੈք気象ػ （ؔ8.0）からのٻΊにΑり、ػۭߤの҆શٴͼ

く品࣭ϚωジϝϯτγεςムΛಋೖしていまͮج気象部に*S0�001にۭߤ、のたΊߤతӡࡁܦ 。͢こΕにΑり、

ߦಈΛ׆したࢦΛ্にΊ、ར༻ऀのຬڙ気象報のఏۭߤదͳ࣌ଓతにదܧ てͬいま 。͢

気象衛星ひまわり8号で観測した桜島の火山灰（平成29年（2017年）4月28日13時30分頃）

桜島（▲）から南東に流れている赤い点線　 　は、桜島の噴火によって噴出した火山灰を示します。
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第１部　国民の安全・安心を支える気象業務

2節  船舶の安全などのための情報
ɹધഫのӡߤには、෩ൃୡதの気ѹͳͲにΑΔߥఱ࣌での҆શੑの֬อの΄か、ւ্༌ૹにお Δ͚ܦ

తͳऔͱしてʮ1�74ࡍࠃ、ΊらΕΔたΊ、気象の報がܽかͤまͤΜ。このたΊٻͳͲの֬อがੑ࣌ఆੑࡁ

のւ্にお Δ͚ਓ໋の҆શのたΊのࡍࠃʯ（S0-"S ）にͮجき、ੈք֤ࠃがྗڠしてધഫの҆શ

ͳߦߤΛਤΔたΊの気象報のఏڙΛߦ てͬいま 。͢気象庁はຊۙւにՃ͑てଠฏ༸ͳͲΛ୲してお

り、ւ্༧報、ւ্ܯ報ͳͲΛൃ表していま 。͢こΕらの報は、ςϨビϥジΦ、Πϯλーωοτの΄か、֎

༸のધഫにఏ͢ڙΔたΊの௨৴手ஈͱしてແઢ௨৴Ӵ（ΠϯϚルαοτ）にΑΔӴ์ૹͳͲにΑり、さま

͟まͳؔػͱྗڠしてఏڙしていま 。͢

（1）沿岸防災のための情報
ɹ気象庁では、ߴை・෭ৼಈ・ҟৗைҐ・ߴ等にΑΔԊ؛のࢪઃ等のඃのݮܰ・ࢭのたΊ、શ֤ࠃ

でைҐ（ைࣚ）ͱ࿘の؍ଌΛߦ てͬいま 。͢ைҐの؍ଌはݕைॴ؍ଌ点の؍ଌஔ、࿘の؍ଌ

はԊ؛࿘ܭ、ϒΠ、؍ଌધΛ༻してߦ てͬいま 。͢また、ଞؔػの؍ଌσーλ׆༻してきΊࡉかい࣮گ

のࢹにΊていま 。͢

ɹҰํ、εーύーίϯϐϡーλΛ༻いたߴைϞσル࿘ϞσルにΑり、ͦΕͧΕைҐ࿘の༧ଌΛࢉܭ

していま 。͢こΕらのࢿྉͱ࣮ࢹگσーλΛ༻いて、֤の気象では、ߴைಛผܯ報・ߴைܯ報・ߴை

意報、࿘ಛผܯ報・࿘ܯ報・࿘意報、気象報ைҐ報Λൃ表し、Ԋ؛Ҭでのਁਫ等のඃ

ધഫのւނࣄにର͢Δ意・ܯռΛݺͼか͚ていま 。͢

船舶向け気象情報の種類と提供方法

「地方海上予報区」は日本近海を、「全般海上予報区」は北西太平洋などの外洋も含めたより広範囲を示します。

気象・波浪等の実況図・予想図

海面水温・海流等の実況図

海面水温・海流予報

全般海氷情報

海上分布予報

全般海上予報区の情報

地方海上予報区の情報

ＧＭＤＳＳ： 海上における遭難及び安全のための世界的な制度

(Global Maritime Distress and Safety System)

地方・府県海氷予報・情報

Ｇ
Ｍ
Ｄ
Ｓ
Ｓ

火山現象に関する海上予報･警報

火山現象に関する海上予報・警報

漁業気象通報

（ＮＨＫラジオ第２放送）

漁業無線気象通報（漁業用海岸局）

インマルサット・セーフティネット

（太平洋衛星）

気象庁気象無線模写通報

注）海上分布予報は、全般海上予報区及び地方海上予報区双方の情報を含みます。
なお、矢印は対応関係を見やすくするために色分けしています。

港
湾
・
船
舶

テレビ・ラジオ・新聞・インター
ネット

地方海上予報・警報

津波に関する海上予報・警報

無線電話

（海上保安庁所属通信所）

国際・日本語ナブテックス

（海上保安庁ナブテックス送信所）

全般海上予報・警報
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（2）日本近海を対象とした情報
ɹຊのۙւについては、Ԋ؛から 300 ւཬ（おΑͦ 560

Ωϩϝーτル）Ҏ内Λ12 のํւ্༧報区に͚、さらに

ͦΕͧΕのւҬΛෳにࡉしたւҬΛର象に、ํւ

্༧報・ܯ報Λൃ表していま 。͢また、Րݱࢁ象に

ؔ͢Δ༧報ܯ報ఏڙしていま 。͢

ɹຊۙւでૢ͢ۀΔړધ͚には、෩、ߴ気ѹ、

気ѹ、લઢͳͲの࣮گͱ༧想、気象の࣮گ報Λ、/),

ϥジΦΛ௨͡てఏڙしていま （͢ϥジΦఱ気ਤͱݺΕて

いま͢）。また、ۀړ༻ւہ؛Λ௨͡て、ఱ気֓گ気象

ւ্༧報、گ࣮ ŋ していまڙ報ͳͲΛແઢ௨৴でఏܯ 。͢

ɹ

潮位と波浪の情報（情報の流れ）

気象庁では高潮モデルや波浪モデルの計算結果と最新の潮位や波浪の観測値を利用して潮位や波浪の状況を予測し、
高潮や波浪の特別警報・警報・注意報をはじめとする防災情報を発表しています。

日本近海の 12海域図

地方海上予報・警報の発表海域区分
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第１部　国民の安全・安心を支える気象業務

ɹこΕらのւ্༧報・ܯ報Λิ͢Δ報ͱしてւ্༧報がありま 。͢24 ઌまでؒ࣌ 6 、ごͱの෩、ؒ࣌

ໄ、ணණ、ఱ気のの༧想ਤΛఏڙしており、気象庁ホームページから見Δこͱができま 。͢

（3）外洋を対象とした情報
ɹ気象庁はଠฏ༸ͳͲ（֓ͶಓからҢ 60 、

東ܦ 100 から180 にғまΕΔւҬ）Λର象ͱして、

気ѹ෩にؔ͢Δ報、ւ্のڧ෩ ŋ ෩ೱໄ

のܯ報Λ、௨৴Ӵ（ΠϯϚルαοτ）Λհして、ηーϑςΟ

ωοτ気象༧報ܯ報（ແઢӳจ์ૹ）ͱしてધഫؔऀ

していまڙにఏ͚ 。͢

ɹこのଞに、気ѹ෩ͳͲのҐஔւ্ܯ報の内容

Λࡌܝした࣮گఱ気ਤ、ւ্のѱఱ（ڧ෩ ŋ ೱໄ ŋ ւණŋ

ணණ）の༧想Λࡌܝした༧想ఱ気ਤ、෩、࿘、ւ

໘ਫԹ、ւྲྀ、ւණͳͲの࣮گਤ༧想ਤΛఏڙしてい

ま 。͢こΕらは、のແઢ F"9 ์ૹにΑΔ気象庁気

象ແઢࣸ௨報（+.)）でఏڙしていΔ΄か、気象庁

ホームページからӾཡ͢Δこͱができま 。͢தで࣮گ

ఱ気ਤ༧想ఱ気ਤは、ςϨビͳͲにお͚Δ気象ղઆに

༻いらΕており、広くしまΕていま 。͢

海上分布予報（風向・風速）の例

6 時間ごとの風向・風速、波の高さ、霧、着氷、天気を発表します。

海上悪天24時間予想図と、日本周辺の予想天気図の例

平成 31年（2019 年）1月 15 日に発表した、24 時間予想図（左：アジア太平洋域、右：日本周辺域）。
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１節  気象データを活用した生産性向上に向けた取組
（1）はじめに
ɹ*o5（*nteSnet of 5hings）、ビοάσーλ、ਓ、ϩϘοτ・ηϯαーのٕज़తϒϨーΫεルーΛ׆༻͢Δ

ʮୈ 4 こىͼݺతχーζΛࡏʯにΑり、社会త課のղܾ、ফඅऀのજֵ໋ۀ࢈࣍ 、͢৽たͳビジωεの

ग़がظさΕていま 。͢ʮະདྷࢿઓུ 2017ʯでは、ʮSocietZ5.0ʯΛ͢ࢦऔのҰつͱして、ֶ࢈にΑΔ

ʮ気象ビジωεਪਐίϯιーγΞム（89#$）ʯ（Ҏ下、89#$）等Λ௨͡、電ྗ、ޫ؍、ྲྀ௨、อݥ、ۀΛ

は͡Ίͱ͢Δଟくのۀ࢈での気象報のར׆༻Λଅਐし、৽たͳ気象ビジωεΛྗڧにग़͢Δこͱが

ᨳΘΕました。また、ʮະདྷࢿઓུ 2018ʯでは、Πϯϑϥのݐઃ・ཧ׆ۀ࢈ಈにおいて、気象σーλΛ

༻いた "* にΑΔղੳ༧ଌΛ容қにߦ こ͏ͱができΔΑ͏、ྩݩ（201� ）தにաڈσーλΛΫϥ

υでఏ͢ڙΔͱͱに、ֶ࢈にΑΔ89#$ の׆ಈΛ௨͡てྫࣄ༺׆のग़・ී ΛਤΔこͱͱしていまٴ 。͢

ɹさらに、ʮੈք࠷ઌ̞̩ のଅਐ༺׆ըʯでは、気象報のརܭຊجਪਐ༺׆ຽσーλ・ݴՈએࠃ

のҰͱして、ֶ࢈にΑΔ89#$ のऔ、ج൫తͳ気象؍ଌ・༧ଌσーλのެ։Λ௨͡、ޫ؍、ྲྀ、

ۀͳͲ༷ʑͳۀ࢈での気象報のར׆༻Λଅਐ͢Δこͱͱしていま 。͢

（2）産業界での気象データの活用状況
ア.ビッグデータ化する気象データ

ɹ気象庁は、ʑࣗવݱ象の؍ଌ・ࢹΛߦ ͱ͏ͱに、σーλのऩू・ղੳ・༧ଌΛܦて、報の࡞・ఏ

ߦΛڙ てͬいま 。͢気象σーλには、Ҭ気象؍ଌγεςム（Ξϝμε）のσーλ、ఱ気༧報、ܯ報・意報ͳ

５章 産業の興隆などのための取組

IoT・ビッグデータ・AI が創造する新たな価値

出典 :「平成 28 年版情報通信白書」（総務省）
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Ͳ、ݸʑの容ྔはখさいののຊશࠃに広がりσーλのछྨがଟいの、気象Ӵσーλ༧報

σーλͳͲ、໘త・ཱମత（ϝογϡঢ়・3 ղ૾ͳσーλで容ྔが大ߴ・සߴち、Αり࣋ͳ広がりΛ（ݩ࣍

きいのがありま 。͢

ɹこΕらのσーλは、ػցಡにదしたܗ式（9.- 式、$S7ܗ 式ܗいたͮجతルールにࡍࠃ式等）ܗ

（#6F3 #*式、G3ܗ Λઃ͚てݶに੍࣍しており、σーλࣗମはແঈで、༻ར༻ೋڙ式等）でఏܗ

いまͤΜ。気象σーλは、ΦーϓϯԽさΕたެతσーλであΔͱͱに、まさにビοάσーλͱ͑ݴま 。͢

イ. 先端技術を用いた気象データの活用事例

ɹۙの *o5、"*、ビοάσーλղੳٕज़のൃలにΑり、ଟछଟྔͳσーλΛϦΞルλΠムでऩू・ੵ・ੳ

͢ΔこͱがՄͱͳ てͬきており、ར༻ऀݸʑのχーζにଈしたαービεのఏڙۀ務ӡӦのޮԽ等にΑり、

৽ۀ࢈のग़ੜੑ࢈のඈ༂త্等がظさΕていま 。͢

ɹまた、気象は、ݸਓのʑのߦಈۀ、製、ަ ௨等の֤छ社会׆ࡁܦಈに大きくӨڹΛ༩͑ていΔこͱ、

ཧ๏ଇにͮجいた༧ଌがՄであΔこͱ、さらに、ͦのσーλはΦーϓϯԽさΕたビοάσーλであり、ଟ༷

ͳݱ象Λੳ͢Δࡍのج൫తσーλのҰつͱして׆༻さΕΔՄੑがあΔこͱ等のಛがありま 。͢

ɹ気象σーλΛ、10S σーλ、S/S σーλ、Ґஔσーλ、ؔۀ連σーλ等のଟ༷ͳσーλͱΈ߹Θͤて

ੳ͢ΔこͱにΑり、ੜڅڙ・࢈ཧधཁ༧ଌ等Λߦい、ੜ࢈・製・ྲྀ・販売等のαービεશମのϓϩ

ηεの࠷దԽΛ͢ࢦऔがਐΈ࢝Ίており、このΑ͏ͳऔがޙࠓさらに֦大していくこͱがظさΕていま

。͢

ウ.気象データの活用状況と課題

ɹ্記のΑ͏ͳこͱΛഎܠͱして、気象σーλのྲྀ௨ྔはʑ૿Ճしていま 。͢ฏ 27 ൛報௨৴നॻ（総

務ল）にお Δ͚զがۀاࠃのσーλྲྀ௨ྔのਪܭにおいて、気象σーλのྲྀ௨ྔはʑ૿ՃしていΔこͱが

ࣔさΕていま 。͢

ɹҰํで、ಉനॻにおいて、ۀا等がੳに׆༻していΔσーλのछྨΛௐࠪした݁ՌにΑΔͱ、気象σーλ

Λ׆༻していΔۀاのׂ߹は 1.3ˋͱ、ͦのׂ߹がখさいこͱがΘかりました。

ɹ気象σーλは、લड़のΑ͏にઌٕज़ଞσーλͱΈ߹Θͤた׆༻にΑΔੜ্ੑ࢈にد༩できΔજྗࡏ

があΔͱߟ ら͑ΕΔのの、࣮ࡍにはΘΕてͳいʮμーΫσーλʯͱい͏きঢ়گにあΔͱ͑ݴま 。͢気象

庁では、この課Λࠀ͢ΔたΊには、気象σーλΛଞσーλͱซͤて׆༻͢Δビジωεのࢧԉ、*o5・"*

ٕज़等Λۦし、気象σーλΛߴར༻した׆ۀ࢈ಈΛ࣮͢ݱΔର話・連ܞΛଅਐ͢Δこͱがॏཁͱࠃ、͑ߟ

ަ௨লੜֵ໋ੑ࢈ϓϩジΣΫτʮ気象ビジωεࢢのग़ʯΛ௨͡たऔ等ΛਐΊていま 。͢
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（3）気象データの利活用促進による社会の生産性向上に向けた取組の推進
ア. 国土交通省生産性革命プロジェクト「気象ビジネス市場の創出」

ɹࠃަ௨লでは、զがࠃがਓݮޱগ࣌代Λܴ Δ͑த、ࡁܦの࣮ݱにؔ、͚部ہのີۓͳ連ܞの下

に、ੜֵ໋ੑ࢈に͢ࢿΔࠃަ௨লのࡦࢪΛྗڧかつ総߹తにਪਐ͢ΔたΊ、ʮࠃަ௨লੜֵ໋ੑ࢈ຊ部ʯ

Λઃஔし、লΛ͛ڍて༷ʑͳۀ࢈にお Δ͚ੜ্ੑ࢈にऔりΈ、զがࡁܦࠃの࣋ଓతでྗڧいにݙߩ

していま 。͢

ɹ気象庁は、ビοάσーλのҰつであΔ気象σーλΛੳしていΔۀاのׂ߹がいঢ়گΛ、社会׆ࡁܦಈの

ੜੑ࢈ΛߴΊΔこͱができΔ৳ͼ代ͱଊ͑、ʮ気象ビジωεࢢのग़ʯに͚てલड़の課ղܾに͚たऔ

Λ࣮ࢪし、৽たͳ気象ビジωεࢢのग़・ੑ׆ԽΛྗڧにਪਐしていきま 。͢

気象データの流通量と分析している企業の割合

「平成 27年版情報通信白書」（総務省）を基に気象庁作成

国土交通省生産性革命プロジェクト「気象ビジネス市場の創出」の概要
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① 基盤的気象データのオープン化・高度化

ɹ気象σーλΛ׆༻した৽たͳビジωεΛ࡞りग़͢աఔにおいて、֤ۀاが品・αービε等Λ։ൃ͢Δࡍには、

まͣは気象σーλに৮Ε、ཧղ͢Δこͱがඞཁͱͳりま 。͢こΕまで、気象庁には手ܰに気象σーλに͢

ΔこͱができΔڥ、気象σーλのղઆࢿྉのఏڙにؔ͢ΔཁがଟくͤدらΕていました。

ɹཁΛड͚て、気象庁では、気象報ར༻ଅਐΛਤΔたΊ、気象庁ホームページにʮ気象σーλߴར༻

ϙーλルαΠτʯΛઃ͚ていま 。͢ຊページには、気象庁がఏ͢ڙΔ֤छ報Λཧしたʮ気象庁報Χλϩ

άʯ、ٕज़తͳղઆࢿྉであΔʮ৴にؔ͢Δٕज़報ʯ、Ξϝμε؍ଌσーλ 1 か݄༧報にؔ͢Δ気Թ༧ଌ

σーλ（$S7 ࡂଌ点のҐஔ報気象庁؍式）、༧報σーλのαϯϓルϑΝΠル、気象庁の気象ܗ

報 9.-で༻いΔίーυがࣔ͢Ҭの G*S σーλ（γΣーϓϑΝΠルܗ式）、気ީϦεΫධՁにؔ͢Δௐࠪ・研

の݁Ռについてެ։していまڀ 。͢

ɹ89#$ のऔ等Λ௨͡てར༻ऀの意見ΛѲしつつ、্記औのߋͳΔਪਐ৽たͳσーλのఏڙͳͲの

ԽのऔΛਐΊていきまߴ・൫తσーλのΦーϓϯԽج 。͢

②  「気象ビジネス推進コンソーシアム（WXBC）」の取組等を通じた、気象とビジネスが連携した気象データ活

用の促進

ɹऀֶؔ࢈のର話・連ܞのڧԽΛਤり、৽たͳ気象ビジωεのग़Λ࣮͢ݱΔたΊ、ฏ 2� ݄̏ に、

気象ऀۀࣄにՃ͑て、報௨৴、ۀ、খ売、ۚ༥等のؔ͢Δۀ࢈քઌٕज़に見のあΔֶࣝݧܦ

ऀ等Λߏһͱした 89#$ がֶ࢈の連ܞのͱでઃཱさΕました。会һは、ઃཱॳは 215、ฏ 31

（201� ）4 ݄には 600 ऀΛ͑ました。

ɹ89#$ では、ೋつのϫーΩϯάάルーϓ（8G）Λઃஔしていま （͢ਓࡐҭ 8G、৽ن気象ビジωεग़

8G）。

ɹਓࡐҭ 8G では、ビジωεൃ想ྗ・気象σーλཧղྗ্Λඪに、気象σーλにؔ͢Δ֓ཁར׆༻

ํ๏のηϛφーΛ、東京Λは͡Ί、ࡳຈ・ઋ・৽ׁ・大ࡕ・Ԭ・ಹで։࠵し、気象σーλの報・

見、気象ビジωεྫࣄのڞ༗にऔりΜでいま 。͢また、*5 して、ʮ気象σーλੳνϟϨϯࢦΛ্ྗ༺׆

ジʂʯͱして、気象σーλͱΦーϓϯσーλΛֻ͚߹ΘͤてσーλੳΛ͏ߦษڧ会気象庁の༧報σー

λΛղੳ͢Δษڧ会։࠵しました。

ɹ৽ن気象ビジωεग़ 8G では、気象σーλར༻のビジωεྫࣄのग़Λࢦし、気象σーλΛఏ͢ڙΔا

気象σーλがビ、࠵等のग़会いのͱしてϚονϯάΠϕϯτの։ۀاしたい༺׆気象σーλΛビジωεにۀ

ジωεに༗ޮに׆༻できΔこͱΛビジωεଆに Δ͑たΊの気象σーλのビジωεूྫࣄ༺׆の࡞、気象σー

λΛ༻いた࣮ূ࣮ݧ等にऔりΜでいま 。͢

ɹまた、ऀֶؔ࢈がҰ堂に会͢Δର話のΛઃ͚、気象ऀۀࣄͱۀ࢈քのϚονϯάΛਤΔのͱして、ʮ気

象ビジωεϑΥーϥムʯΛ։࠵していま 。͢ฏ 31  2 ݄ 28 に։࠵したୈ 3 ճ気象ビジωεϑΥーϥムでは、

気象ビジωεग़に͚た 1 ؒのՌൃ表 89#$ 会һۀاにΑΔ気象σーλΛ׆༻したビジωεྫࣄの

հの΄か、89#$ 会の東京大ֶ大ֶӃɹӽ௩ొڭत、"* 研ڀのτοϓϥϯφーであΔ東京大ֶ大ֶӃ 

দඌ๛ಛ।ڭत、気象ʷϑΝογϣϯのαービεΛ "* ׆༻してఏڙしていΔ株式会社ルάϥϯ ઘߒਓڞ

ಉ $&0 のͼ気象庁ٴ 4 ໊にΑり、気象ビジωεのలにؔ͢ΔτーΫηογϣϯがߦΘΕました。ࢀ
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Ճऀは 430 ໊にの΅り、89#$ 会һۀا等にΑΔ気象にؔ͢Δऔ・αービεΛհ͢Δϒーεలࣔߦ

ΘΕ、会は気にแまΕました。

イ. 民間気象事業者等に対する支援

ɹ気象庁は、ࣗらがอ༗͢Δ؍ଌ ŋ ղੳ ŋ ༧報等のՌٴͼこΕらの࡞աఔでಘらΕΔ༧報ࢿྉղ

આࢿྉ等の気象報Λ、ຽؒ気象ۀ務ࢧԉηϯλーΛ௨͡て、気象αービεΛఏ͢ڙΔຽؒ気象ऀۀࣄ等

ఏڙしていま 。͢こΕら、気象庁のอ༗͢Δ気象報は、ຽؒ気象ऀۀࣄが͏ߦ༧報ۀ務のࢿૅجྉͱͳΔଞ、

さΕΔこͱにΑͬਓのχーζにରԠした報にՃݸۀاผݸ て、ۀ࢈քのଟ༷ͳ׆ಈ社会αービεのج

൫ͱして׆༻さΕていま 。͢

ɹまた、気象庁にΑΔ༧報等の༧ଌٕज़のߴԽにい、ͦΕΛຽؒ気象ऀۀࣄにߋに׆༻さΕΔΑ͏、

気象庁では、ຽؒ気象ऀۀࣄ等Λର象に࠷৽のٕज़気象報についてղઆ͢Δߨश会Λ։࠵していま 。͢

（4）今後の取組に向けて
ɹ気象σーλは、طに༷ʑͳにおいてར༻がਐΜでいま͢が、ޙࠓの *$5 のൃୡ等にΑり、ӹʑͦの

ॏཁੑは૿し、ଞのσーλͱซͤたར༻等がҰ֦大していくこͱがظさΕま 。͢また、ࠃަ௨লでは

ྩݩ（201� ）Λੜֵੑ࢈ ʮ໋؏పのʯͱしていま 。͢気象庁は、気象σーλのߴར༻の֦大に

ΑΔ׆ۀ࢈ಈのग़ͱੑ׆ԽΛҰਪਐ͢ΔたΊ、89#$ の׆ಈがߋにൃల͢ΔΑ͏ࢧԉ͢Δͱͱに、

ར༻ऀͱのର話・連ܞΛ௨͡、気象σーλのこΕまでҎ্にར༻し͢いܗでのఏڙ、ར༻し͢いڥの

උにऔりΜでいきま 。͢

2節  民間の気象事業
ɹ気象等のݱ象は、ަ௨、電ྗ、ۀ、৯品ҥྉ品販売等༷ʑͳۀ࢈にӨڹΛ༩͑、ࠃຽのੜ׆にີ

にかかΘ てͬおり、ࠃຽٴͼۀ࢈քには気象報にର͢Δ෯広いχーζがଘࡏしていま 。͢また、ۙでは、

等、報௨৴ٕज़の֮ましいൃలͱ૬まͬٴଳのීܞΠϯλーωοτεϚーτϑΥϯΛは͡Ίͱ͢Δߴ

て、ଟくのࠃຽが、報ΛҰํతにड͚Δだ͚でͳく、ࣗらのஅでඞཁͱ͢Δ報Λೖ手できΔΑ͏にͳ てͬ

きました。このΑ͏ͳݸʑのχーζにԠ͑ΔたΊຽؒ気象ऀۀࣄが׆༂しており、ޙࠓ、ͦのׂはま͢ま͢

気象ビジネスフォーラムの様子
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ॏཁにͳ てͬきま 。͢

ɹここでは、ຽؒ気象ऀۀࣄにΑΔదͳ気象αービεのఏڙΛࢧ Δ͑、༧報ۀ務のڐՄ੍気象༧報࢜

੍についてղઆしま 。͢

（1）予報業務の許可制度
ɹຽؒ気象ऀۀࣄのαービεは、意にΑり༷ʑͳऔがͳさΕていま͢が、αービεΛར༻͢Δࠃຽの

ଆから見Δͱ、ͦの精ఏڙओମのٕज़ྗについてஅ͢Δこͱはࠔで 。͢このたΊ、ຽؒ気象ऀۀࣄ

が気象࿘、ŋ Րࢁ等のݱ象の༧報ۀ務Λߦお ͱ͏͢Δ߹には、ܯ報等のࡂ気象報ͱの߹ੑ

ࠃຽのظ͢Δਖ਼֬ͳ気象報のఏڙΛ֬อできΔΑ͏、気象庁のڐՄがඞཁで 。͢

ɹۙの؍ଌ・༧ଌٕज़のਐల等にΑりຽؒでߴසの߱ਫؒ࣌༧報のఏڙがՄにͳり、また、研ڀ

։ൃのՌΛެ表͢ΔたΊに༧報ۀ務ڐՄΛड͚Δ研ؔػڀが૿ Δ͑ͳͲ、ۙ、༧報ۀ務のଶ༷がมԽし

ていま 。͢このこͱにରԠ͢ΔたΊ、気象༧報࢜のઃஔج४ΛҰ部؇͢ΔͳͲ、༧報ۀ務ڐՄにؔ͢Δن

੍のҰ部Λ見͢औΛਐΊていま 。͢

（2）気象予報士制度
ɹ༧報の精は、ݱ象の༧想ΛͲのΑ͏ͳํ

๏で͏ߦかにࠨӈさΕま 。͢気象࿘等の

ߴྉのղऍͳͲࢿ象の༧想には、༧報ݱ

ͳٕज़Λཁ͢Δこͱから、ຽؒ気象ऀۀࣄ

が気象ͳͲの༧報ۀ務Λࡍ͏ߦには気象༧報

ΘͤΔこͱがٛ務付͚らΕߦ象の༧想Λݱに࢜

ており、こΕにΑりຽؒが͏ߦ༧報のҰఆのٕ

ज़ਫ४Λ୲อしていま であΔ気象֨ࢿՈࠃ͢。

༧報࢜にͳΔたΊには、ۀ務にඞཁͳࣝٴ

ͼٕについてݧࢼΛ͏ߦ気象༧報ݧࢼ࢜に

߹֨し、気象庁のొΛड͚Δඞཁがあ

りま 。͢気象༧報࢜にはฏ 31 （201� ）

4 ݄ 1 10、ࡏݱ407ਓがొさΕていま 。͢

また、気象༧報࢜は、ຽؒ気象ऀۀࣄが͏ߦ

༧報ۀ務のத֩ͱͳΔٕज़ऀͱしてだ͚でͳく、報ಓ等Λ௨͡たղઆऀؔࡂ ŋ ҰൠॅຽΛର象ͱした

ŋٴࣝのීࡂԋ会等、༷ʑͳ໘でߨ していまݙߩにൃܒ 。͢

ɹͳお、ಈͱՐݱࢁ象、の༧報ۀ務Λߦ ͱ͏きは、ٕज़্のج४にద߹した手๏でݱ象の༧想Λߦ

こ͏ͱΛٛ務ͮ Δ͚こͱにΑり、༧報のҰఆのٕज़ਫ४Λ୲อしていま 。͢

気象予報士の登録者数の推移

気象予報士試験は、最初の平成 6年度は 3回実施、平成 7年度以降は年 2回実
施しています。1年に 300 名程度の気象予報士が誕生しています。
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ɹ気象庁では、શࠃの気象で、気象ͳͲの؍ଌ ŋ ༧報、ࢹ ŋ 気象報のൃ表ࡂ報ͳͲのܯ ŋ ఏڙ、

ղઆͳͲΛߦ てͬいま 。ͦ͢のൃ৴した報ͳͲΛࡂݮ・ࡂに͛ܨΔたΊには、Θかり͢い内容でద࣌に

ൃ৴͢Δͱͱに、報の意ຯ意ਤがཧղさΕेに׆༻さΕΔΑ͏、ʮΘΔʯʮΘΕΔʯたΊのऔが

Ίてॏཁでۃ 。͢

ɹこのたΊ、ؔؔػͱ連ྗڠܞし、ࡂの࠷લઢにཱつࢢ町ଜ等のࢧԉ、࣮ࡍのߦࡂಈΛॅ͏ߦຽ等

のීൃܒٴにऔりΜでいま 。͢

１節  地方公共団体の防災対策の支援
ɹશࠃの気象では、ࡂの࠷લઢにཱつࢢ町ଜ等にରし、࣌ٸۓのࡂஅにࡂ気象報Λత֬に׆

༻してら͏ たΊに、都ಓݝ等ͱ連͢ܞΔͳͲして༷ʑͳऔΛਪਐしていま 。͢

ɹฏ࣌には、ࢢ町ଜがࡂにؔ͢Δܭըආࠂק等のൃྩج४ΛఆΊΔࡍに、ࡂ気象報の׆༻ํ๏

についてݸผにΞυόΠεΛͬߦたり、ํެஂڞମのࡂ୲ऀにର͢Δઆ໌会研मͳͲで報の׆༻に

ついてੵۃతにઆ໌Λͬߦたりしていま 。͢また、気象が内のࢢ町ଜΛఆظతに๚͢ΔͳͲ、い

͟ͱい͏࣌にత֬ͳରԠができΔΑ͏৴པؔのߏஙにΊていま 。͢

ɹさらにൃࡂੜޙには、ݦஶݱ象ൃੜ࣌のରԠについて気象ͱࢢ町ଜ等がڞにৼりฦりΛ͏ߦͳͲにΑ

り、ࡂݮ・ࡂのたΊのऔの内容Λෆஅに見͢こͱͱしていま 。͢

（1）大雨時の地方公共団体への協力
ɹ෩のۙͳͲࡂがൃੜ͢ΔおͦΕがあΔ߹には、ํެஂڞମ等のؔػؔࡂにରして気象ঢ়گ

のઆ໌Λߦい、ࣄଶのਪҠにΑͬ ては電話等で気象ঢ়گޙࠓの見௨しΛੵۃతに͑、ํެஂڞମのࡂ

ࡂ༗͢Δこͱでదͳڞ感Λৗにػةつ࣋いてઆ໌͢ΔͳͲ、気象がຊ部に気象からग़ࡦର

ରԠにつͳがΔΑ͏ํެஂڞମΛࢧԉしていま 。͢

（2）地震・津波・火山災害時の地方公共団体への協力
ɹ・のࡂରԠは、ൃੜͱಉ࣌にಥવ࢝まΔたΊ、ࣄલの४උが࠷ॏཁで 。ͦ͢のたΊٸۓ

ମのஂڞ報がํެࡂにおいて気象庁のൃ表͢Δ࣌

ࡂஅにత֬に׆༻さΕΔΑ͏、ฏৗ࣌においてલड़の

ࡂ報の׆༻ํ๏についてΞυόΠεΛ͏ߦこͱͳͲに

Ճ͑て、ํެஂڞମが͏ߦ総߹܇ࡂ࿅のࢀՃ、ࢿ

ྉのఏڙの見にؔ͢Δॿݴ等のྗڠにऔり

Μでいま 。͢また、Ҭܭࡂը、ආܭըの

ॿݴੵۃతにऔりΜでいま 。͢

ɹͦの্でൃੜ࣌には、ํެஂڞମؔػࡂ

が͏ߦࡂରԠΛࢧԉ͢ΔたΊ、かにの

６章 地域の防災力向上への取組

地方公共団体が行う総合防災訓練への参加
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報Λൃ表͢Δ΄か、࠷大が 4 Ҏ্のがൃੜした߹あΔいは意報Ҏ্Λൃ表した߹には、

の֓ཁܯ報等のൃ表ঢ়گ等、׆ಈのঢ়گѲにཱつਤ表ΛまͱΊたղઆࢿྉ（報൛）

Λൃੜから 30 ఔΛॲにఏڙしていま 。͢さらに࠷大が̑ऑҎ্あΔいは意報Ҏ্Λൃ

表した߹等には、のΑりৄしいঢ়گ等ΛまͱΊたղઆࢿྉ（ৄࡉ൛）Λൃੜから1 ʙ 2

していまڙΛॲにఏؒ࣌ 。ͦ͢のޙ、のਪҠ׆ಈのঢ়گにԠ͡て、దͦ࣌のଓ報Λఏڙしてい

ま 。͢また、ঢ়گにԠ͡、ํެஂڞମ電話Λか͚たりࡂରࡦຊ部等気象৬һΛݣしたりして、

ߦ等のৄしいղઆΛ߲ࣄռ͢きܯ てͬいま 。͢

ɹՐࢁのࡂରԠにおいては、ฏৗ࣌から内ֳݩのՐࢁٞڠࡂ会ͱ連ܞして、ҬのՐࢁࡂආ

ରԠのྲྀΕについてࡂの۩ମతͳؔػؔݩにԠ͡たگಈのঢ়׆ࢁΊΔたΊ、Րߴըの࣮ޮੑΛܭ

ཧ・ڞ༗͢ΔऔりΈΛਐΊていま 。͢ҟৗ࣌には、ਝにՐܯ報等の報Λൃ表し、ݱௐࠪの

たΊにՐػࢁಈ؍ଌ൝Λ͢ݣΔͱͱに、ํެஂڞମؔػࡂがٹ͏ߦॿ׆ಈॅຽආͳͲの

ࡂରԠΛࢧԉ͢ΔたΊ、Ր׆ࢁಈのղઆΛ͏ߦ৬һΛݣしま 。͢

コラム  

༂׆ͷઐՈͷࡂؾΞυόΠβʔͷࡂؾ˙

コラム  

　気象庁では、地方公共団体の現状をよく理解したうえで防災気象情報を的確に解説し、地方公
共団体の立場から地域の防災対応を的確に支援することができる人材の育成を目的とし、平成 30
年（2018 年）2月から3月にかけて、気象防災アドバイザー育成研修を実施しました。

　研修の講師には、気象庁職員に加えて他省庁や地方公共団体の職員及び大学の専門家を部外か
ら迎え、3つのコース（防災基礎コース、防災気象情報コース及び実践コース）からなる計10日
間の研修に、57名の方が参加しました。
　研修を修了された方は、気象防災アドバイザーとして、様々な形で活動をしています。例えば、平
成30年7月豪雨において、気象防災アドバイザーが地方公共団体においてアドバイスを行い、地方
公共団体から早めの避難情報が発信され、人的被害（死者・けが人）をゼロとすることにつながった
ケースがありました。また、地元気象台と地方公共団体との連絡役や、気象防災に関する講演の講
師など、各々の立場・役割に応じた方法を工夫しながら、気象防災に関する活動に取り組んでいます。
　気象庁は、気象防災アドバイザー等の気象防災の専門家について、その有効性を広く知っていた
だき、地方公共団体の防災の現場での活動がさらに広がっていくよう努めてまいります。

研修風景

左：研修講師による講義、右：実践コースで演習に取り組む受講生
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2節  住民への安全知識の普及啓発
（1）地域防災力アップ支援プロジェクト
ɹ気象庁では、こΕまでॅຽ等Λର象ͱしたग़લ࠲ߨߨԋ会、ϦーϑϨοτ %7% の࡞・ͳͲ、༷ ʑ

ͳී׆ൃܒٴಈにऔりΜできました。ฏ 30  7 ݄߽ӍͳͲのۙのࡂΛきͬか͚ͱした、の༗ࣝ

ऀ会ٞで、ॅຽ等のࣗॿ ŋ さΕていまࠂҭのॏཁੑが報ڭࡂൃܒॿ意ࣝのڞ 。͢このこͱΛ౿ま͑

気象庁では、༷ʑͳؔػͱ連ܞ ŋྗڠしͳがら、҆શࣝのཧղ気象報のར׆༻ΛΑりޮՌతにਪਐ͢

ΔたΊの༷ʑͳऔにՃ͑て、ฏ࣌からํެஂڞମの୲ऀͱإの見 Δ͑ؔΛߏங͢Δͱͱに、ํެ

ԉϓϩジΣΫτʯࢧΞοϓྗࡂ࿅等のઌਐతͳऔΛʮҬ܇・ମの୲ऀΛର象ͱした࣮ફతͳ研मஂڞ

ͱしてਐΊていま 。͢

ɹ気象庁では、ޙࠓํެஂڞମؔؔػͱ連ܞしͳがら、気象ͳͲのࣗવݱ象にରしてॅຽࣗ

らのஅでత֬ͳߦࡂಈがͱΕΔΑ͏ͳࡂ意ࣝのৢΛࢦし、҆શࣝのීൃܒٴにऔりΜでいき

ま 。͢また、ࡂの࠷લઢにཱつࢢ町ଜのࡂ୲ऀ等がࡂ気象報Λཧղ・׆༻し、ਝͳࡂରԠが

औらΕΔΑ͏ͳͮڥくりΛ࣮͢ݱΔたΊ、ํެஂڞମのࢧԉにฏ࣌からऔりΜでいきま 。͢ͳお、ଟくの

ಈにΊていま׆༗し、ޮత、ޮՌతͳڞॺにのؔࠃͱͳΔऔについては、શߟࢀॺで 。͢

（2）関係機関と連携・協力した普及啓発の取組
ɹ҆શࣝのීൃܒٴは、気象庁だ͚ではेͳޮՌΛ্͛ΔこͱはできまͤΜ。このたΊ、気象庁は、Ҏ

下のΑ͏ͳؔػͱの連ྗڠ・ܞにΑり、ීൃܒٴのऔΛਐΊていま 。͢

ɹจ部Պֶল、ࠃަ௨লਫཧ・ࠃอશٴہͼࠃཧӃͱは、ࢠͲたちڭ৬һΛର象にڭࡂҭ

のࢧԉにऔりΜでいま 。͢

ɹまた、ຊेࣈ社ͱは、૬ޓにྗڠしてͦΕͧΕが͏ߦڭࡂҭΛは͡Ίͱ͢Δ҆શࣝのීൃܒٴΛҰ

ॆ࣮し、ܧଓతͳ׆ಈͱ͢ΔたΊ、ฏ 26 （2014 ）3 ݄にʮڭࡂҭのීٴ等のྗڠにؔ͢Δڠఆʯ

Λక݁していま 。͢こΕにΑり気象庁ͱຊेࣈ社ͱの連ܞだ͚でͳく、શࠃの気象ͱຊेࣈ社の֤

都ಓࢧݝ部が֤でྗڠして༷ʑͳී׆ൃܒٴಈΛߦ てͬいま 。͢

ɹ（Ұ社）ຊ気象༧報࢜会ͱฏ 22 （2010 ）にཱち্͛た連ۀࣄܞʮࡂϓϩジΣΫτʯΛ௨͡、

ຊ気象༧報࢜会がग़લ࠲ߨ等で༻͢Δࢿྉの࡞ࢧԉࢿྉ࡞のૅجͱͳΔ気象庁の࠷৽ٕज़औ

りΈについて報ఏڙΛߦい、ຊ気象༧報࢜会のී׆ൃܒٴಈΛࢧԉしていま 。͢

ɹさらに、ࡂނࣄのൃੜΛະવに͗ඃΛܰ͢ݮΔたΊ、ࡂ・ަ ௨҆શͳͲの༷ʑͳ׆ൃܒಈΛͬߦ

ていΔ（Ұ社）ຊଛอڠݥ会ͱは、ಉڠ会のʮͦΜΆࡂ 8eCʯのࢿྉఏڙ、ʮখֶੜの΅ さ͏い୳

等のऔࢪԋ会の࣮ߨ部ͱํ気象等ͱのࢧ会ํڠのઃஔ、ಉϚοϓίϯΫールʯでの気象庁ୂݕ

ΛਐΊていま 。͢

（3）地方公共団体職員向け気象防災ワークショップ
ɹํެஂڞମࡂ୲ऀ͚気象ࡂϫーΫγϣοϓϓϩάϥムは、ࡂ気象報等Λదにཧղ・׆༻し、

దͳආにؔ͢Δஅ等に͢ࢿΔΑ͏、ࢢ町ଜのࡂରԠΛάルーϓϫーΫܗ式にΑりٙࣅମݧしていただ

くので、ฏ 30 （2018 ）5 ݄に気象庁ホームページにϓϩάϥムΛެ։し、׆༻Λਪਐしていま （͢https://
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www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jma-ws2/indeY.html）。ฏ 30 は、の 254 ํެஂڞମからࡂ

୲ऀがࢀՃし、ࡂ気象報等のཧղ・׆༻ํ๏についてֶͼました。

ɹຊϫーΫγϣοϓで࣮͢ࢪΔࡂ気象報Λ༻いたάルーϓϫーΫΛ௨して、ํެஂڞମ৬һには、ࡏݱ

ఏڙさΕていΔࡂ気象報のछྨ意ຯΛΑりਂくཧղしていただき、ආࠂק等のൃྩにؔ͢Δݕ౼・

அ、ආ͢きऀॅډ等にదかつ࣮֬ͳආߦಈΛଅ͢たΊの報ୡ等にཱてていただきま 。͢さ

らに、気象৬һにͱ てͬ、࣮ࡍにආࠂק等Λൃྩ͢ΔϓϩηεΛٙࣅମ͢ݧΔこͱにΑり、ํެڞ

ஂମࡂ୲ऀが੍さΕたؒ࣌のதで、༷ʑͳ報ͱঢ়گからආࠂק等のൃྩΛしていΔこͱΛཧղし、

ํެஂڞମࡂ୲ऀの報ఏڙ、ॿݴのࡏりํΛ͢ߟ࠶Δきͬか ͱ͚ͳ てͬいま 。͢

ɹՃ͑て、ฏ 30  7 ݄߽ӍのରԠにおいて、ҬࡂϦーμーの׆༂にΑりඃがܰݮさΕたྫࣄあͬ

たこͱから、ҬࡂϦーμー等のօ༷にຊϫーΫγϣοϓのࢀՃΛݺͼか͚ておりま 。͢

（4）気象庁ワークショップ「経験したことのない大雨　その時どうする？」
ɹࡂからΛकΔたΊには、気象からൃ表͢Δܯ報意報等ͱいͬたࡂ報のλΠϛϯά意ຯ等Λ

ମܥతにཧղし、ੵۃతにೖ手してར׆༻͢Δこͱがඞཁで 。͢また、ࣗपลにあΔݥةՕॴの༗ແॅ

等にΑͬߏ、Ոߏのډ てඞཁͳରԠがҟͳΔたΊ、ͦΕͧΕのঢ়گにԠ͡て、ࡂからΛकΔたΊ

のߦಈのγϛϡϨーγϣϯΛࣄલにߦ こ͏ͱが༗ޮで 。͢

ɹこのたΊ気象庁では、άルーϓϫーΫ等のίϛϡχέーγϣϯΛ׆༻し、ਂいཧղΛಋくたΊのಈతͳֶ

शϓϩάϥムʮ気象庁ϫーΫγϣοϓh Ͳ͏͢Δʁɦ࣌したこͱのͳい大Ӎɹͦのݧܦ ʯΛ։ൃし、こΕΛ༻いた

していまࢪの気象で࣮ࠃಈΛશ׆ൃܒٴී 。͢

ɹこのϫーΫγϣοϓでは、ࢀՃऀは大ӍにΑΔࡂのछྨͱੑݥة、気象からൃ表さΕΔࡂ報の意ຯ

ൃ表のλΠϛϯά、ೖ手ํ๏、ۙにજΉݥةΛΔこͱの大さͳͲの҆શࣝのϨΫνϟーΛड͚たޙ、

ਓのάルーϓにかΕԾ想の֗で大Ӎが߱りଓくத、気象がൃ表͢Δࡂ報Λ׆༻してάルーϓຖにҧ

͏ঢ়گ（पลߏډॅ、ܗ、Ոߏ等）にԠ͡た҆શߦಈについてγϛϡϨーγϣϯし、話し߹ てͬまͱ

Ίま 。͢

ɹฏ 30 （2018 ）は、֤の気象の΄か、ֶߍ大ֶ、ຊेࣈ社・ຊ気象༧報࢜会等

地方公共団体防災担当者向け気象防災ワークショッププログラム
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のஂମ等にΑ てͬࣗओతに։࠵さΕ、શࠃで 138 ճのϫーΫγϣοϓが։࠵さΕました。ࢀՃऀからʮࠒ、

大Ӎのதでのආはか͑ͬ てݥةではͳいかͱ感͡ていたが、h ͲのλΠϛϯάでʱͱい͏ઃఆはͱてߟࢀに

ͳͬたʯ、ʮආ報の۩ମతͳྫが࣮ݱతͳࡂΛ想ఆできてにཱͬたʯͳͲの感想がฉかΕ、Ξϯέー

τ݁ՌからはϫーΫγϣοϓにࢀՃ͢Δલޙで҆શࣝࡂରԠྗが্͢ΔͳͲޮՌがೝΊらΕていま

。͢

ɹこのϫーΫγϣοϓのӡӦϚχϡΞルϫーΫγϣοϓで༻͢ΔࢿྉҰ式は気象庁ホームページでެ։さ

Εており、ࣗ༝にごར༻いただ͚ま 。͢（https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jma-ws/）

コラム  

コラム  

˙Րࢁࡂ͚ࣝͨʹ্౦ӡ༌ہͱͷ࿈ܞʢઋؾ۠ʣ
　仙台管区気象台では、東北運輸局観光部
と連携し、火山周辺の観光協会等に対して
火山防災知識の向上を図る取組を行っていま
す。
　平成 30 年度（2018 年度）は東北運輸局
が主催する東北 6県の観光案内所や観光団
体、交通事業者等が組織する協議会等にお
いて講演を実施しました。
　講演では火山に関する防災情報や噴火警
戒レベルに関すること等に加え、最近の健康
志向を受けて増加する火山登山者向けにポー
タルサイトを設けて、各火山の活動状況や防
災事項をまとめて公開していることを紹介し
ました。また、日本を訪れている外国人観光
客が、火山だけではなく天気や地震・津波も
含めた防災気象情報をどうすれば知ることが
できるかについても英語版気象庁ホームペー
ジ等を紹介して利活用を呼びかけました。
　当台では、今後も東北運輸局や東北地方
各県の観光部局、各火山防災協議会と連携
して観光団体等への普及啓発の取組を進め、
火山災害の防止・軽減に貢献していくことと
しています。

会議や講演の様子

東北地方観光案内所協議会

広域周遊観光促進のための観光地域支援事業に係る連絡調整会議
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コラム  
コラム  

˙�����͋ͷͷආߦಈɹʙ໋Λͯͬٹ ͘Εͨڭࡂҭʙ
群馬大学 環境創生理工学科社会基盤・防災コース 4 年（平成 31年1月現在）

小笠原 舞

　2011年 3月11日午後 2時 46分。あの日、津波は一瞬にし
て大好きな街も希望も大切なものもすべてを奪っていきました。
当時私は釜石東中学校の 2 年生でした。通っていた学校は10 ｍ
を超える津波に飲み込まれましたが、地震後すぐに避難行動をと
ることで生き延びることができました。震災前、「大きな地震の後
は必ず津波が来る。想定にとらわれずに高いところに避難しよう」
そう教えてくれたのは、群馬大学の片田教授（当時）や金井准教
授でした。小学生の時にお二人が講演に来てくださり、それまで
知らなかった“津波”の存在や恐ろしさを知りました。また、過去
に大きな津波がこの街を襲った事実、近い将来大きな地震が発生
する可能性があることを知り、驚きとともに津波に対して恐怖感

が芽生えたことを今でも覚えています。片田教授や金井准教授がきっかけで防災に関する様々な
活動が小中学校で活発に行われるようになり、いつか来るかもしれない大地震に備えていました。
　備えていたものの迎えたくなかったあの日、聞いたことのない大きな地鳴りが鳴り響いた後、
立てないほどの激しい揺れが発生しました。渡り廊下は激しく揺れて天井が落下し、校庭からは
水が噴き出していたそうです。揺れが収まるやいなや、率先避難者となり訓練通りに約１キロメー
トル離れたございしょの里へと一目散に走りました。そこに避難していた近所のおばあさんが「生
まれてからここの山が崩れるのを見たことがなかった。みんな死ぬぞ。」と近くの崖崩れを見て言
いました。ハザードマップでは浸水想定区域外でしたが、生徒も危険を察して万全を期し、さらに
高台の介護福祉施設へと避難することにしました。幸いなことに、私たちが逃げたわずか 5分後、
約 3メートルを超える津波がございしょの里に到達しました。介護福祉施設に全員が避難完了し
そうな時、バキバキ、ゴォーと嫌な音が鳴り響きました。振り返ると見慣れた街並みはなく、黒
い波が街を襲っている様子が目に飛び込んできました。信じられない光景に恐怖を感じながらも、
全速力でさらに高い所にある国道へと走りました。「逃げろー！振り向くな！走れー！」大声で叫ぶ
先生の声、生徒の泣き叫ぶ声、サイレンの音が鳴り響きました。津波は介護福祉施設の少し手前
で止まり、避難してきた道路はがれきでいっぱいになっていたそうです。その後、少し距離のある
体育館まで歩きました。地域の方も大勢避難していた為、足を延ばすこともできず限られたスペー
スの中で寒い夜を過ごしました。満足な食事もできず、家族の安否も分からなったので不安と恐
怖で眠れませんでした。翌朝、「親戚や家族の方が亡くなった」という話を聞き、泣き崩れる生徒
もいました。震災から二日目、異なる避難所へと移動する人、家族とともに避難する人など各自
で行動しました。
　震災の経験から防災教育の重要性を実感し、現在私は群馬大学で防災教育について学んでい
ます。地元の友人も故郷の復興・発展に携わるべくそれぞれの道で努力しています。私は、在学
中にできた「災害に強い街を作り岩手県に貢献する」目標のもと、春から土木技師として活躍し
たいです。

復興した箱崎漁港（岩手県釜石市）にて
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１節  数値予報とは
ɹ༧報ͱは、ػࢉܭ（ίϯϐϡーλ）Λ༻いてٿ大気ւ༸・のঢ়ଶのมԽΛγϛϡϨーγϣ

ϯにΑͬ て༧ଌ͢Δので 。͢۩ମతには、࠷ॳにٿ大気ւ༸・Λࡉかい֨ࢠにׂし、ੈքதから

ૹらΕてくΔ؍ଌσーλにͮجき、ͦΕͧΕの֨ࢠに、あΔࠁ࣌の気Թ、෩ͳͲの気象ཁૉւ໘ਫԹ・໘

ԹͳͲのΛׂりてま に、こ͏࣍͢。 してٻΊた ňࠓŉ のঢ়ଶから、ཧֶԽֶの๏ଇにͮجいてͦΕ

ͧΕののؒ࣌มԽΛ͢ࢉܭΔこͱで ňকདྷŉ のঢ়ଶΛ༧ଌしま 。͢このࢉܭに༻いΔίϯϐϡーλϓϩάϥム

Λʮ༧報ϞσルʯͱݺΜでいま 。͢

ɹ༧報Λʑの༧報ۀ࡞でར༻͢ΔたΊには、ෳࡶかつ大ͳࢉܭΛؒ࣌に͏ߦඞཁがあΔこͱから、

していま༺׆ͳίϯϐϡーλ（εーύーίϯϐϡーλ）Λߴ 。͢気象庁はত 34 （1�5� ）にΘがࠃの

ެ庁ͱしてॳΊてՊֶࢉܭ༻の大ܕίϯϐϡーλΛಋೖし、༧報ۀ務Λ։࢝しました。ͦのޙ、༧報

ٕज़気象ֶͳͲのਐาͱίϯϐϡーλのٕज़ֵ৽にΑͬ てߴ精できΊࡉかͳ༧報がՄͱͳり、ࠓでは

༧報は気象ۀ務のج൫ͱͳ てͬいま 。͢

２節  数値予報モデルの現状
（1）全球モデル、メソモデル、局地モデル
ɹ気象庁では༧ଌର象にあΘͤてෳの༧報ϞσルΛӡ༻していま 。͢ʮશٿϞσルʯは、ٿશମΛର

象ྖҬͱして大気のঢ়ଶΛ༧ଌ͢Δ༧報Ϟσルで、໌ޙまでのݝఱ気༧報、෩༧報、िؒఱ気༧

報 1 か݄༧報、ػۭߤધഫ͚ͳͲの༧報にར༻していま 。͢ʮϝιϞσルʯٴͼ ňہϞσルŉ は、શ

Λたら͢ࡂかくし、ຊपลΛର象ͱして大Ӎ෩ͳͲのࡉΛࢠ֨͏ߦΛࢉܭϞσルΑりٿ 象の༧ଌΛݱ

報ܯ、༧報Ϟσルで͏ߦ ŋ意報ͳͲࡂ気象報、ඈߦ༧報・ѱఱ༧想ਤͳͲػۭߤの҆શӡߤ

のたΊの気象報の࡞ͳͲにར༻していま 。͢

１章 大気 ･海洋に関する数値予報技術

数値予報のイメージ

数値予報モデルでは、地球大気や海洋・陸地を細かい格子に分割し、観測データを基に、格子ごとにある時刻の気象要素などの値を割り当て、
物理学や化学の法則に基づいて時間変化を計算する。
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（2）季節予報モデルと長期再解析
ɹ1 か݄Λ Δ͑ؒ࣌εέールの༧報では、大気のมಈͱւ༸のมಈはޓいのӨڹΛڧくड͚ま 。͢このたΊ、

3 か݄༧報、ஆީظ༧報、ظީפ༧報Τルχーχϣݱ象Λ༧ଌ͢Δʮقઅ༧報Ϟσルʯには、大気ͱւ༸

のมಈΛҰମͱして༧ଌ͢Δ大気ւ༸݁߹ϞσルΛ༻していま 。͢

ɹまた、ҟৗ気象のੳΛؚΊた気ީのࢹقઅ༧報ΛΑりత֬に͏ߦたΊには、աڈの気ީग़དྷΔだ͚

ਖ਼֬にѲしておくඞཁがありま 。͢このたΊ、աڈेにΘた てͬੵした؍ଌσーλΛ、࠷৽の༧

報ٕज़にΑりੳ͢Δʮ࠶ظղੳʯにてաڈの気ީσーλΛ࡞し、気ީのࢹقઅ༧報に׆༻してい

ま 。͢࠶ظղੳ +3"-55 ではত 33 （1�58 ）Ҏ߱の気ީσーλΛ࡞し、ฏ 26 （2014 ）か

らར༻していま 。͢

（3）海に関する数値モデル
ɹւ༸の༷ʑͳݱ象ΛѲ・༧ଌ͢ΔたΊに、ʮ࿘Ϟσルʯ、ʮߴைϞσルʯ、ʮւگϞσルʯ、ʮւණϞσルʯͱいͬ

た֤छのϞσルがΘΕていま 。͢ʮ࿘Ϟσルʯは、ւ্の෩の༧ଌΛ༻いて、ւ্にお͚Δのൃୡ ŋ

報ܯにൃ表さΕΔ࿘࣌ߴ、ਰ͏ͶりのͳͲΛ༧ଌしݮ ŋ意報、ຖの࿘༧報、ધഫ͚の

࿘ਤͳͲにར༻していま 。͢ʮߴைϞσルʯは、ւ໘気ѹのมԽͱւ্の෩の༧ଌからைҐの্ঢྔΛ༧

ଌし、෩のۙ࣌ͳͲߴைࡂがةዧさΕΔ߹にߴ、 ைܯ報 ŋ意報がൃ表さΕま 。͢ʮւگϞσルʯは、

ைை等のຊपลのւྲྀւਫԹのঢ়ଶΛ༧ଌし、ւ໘ਫԹࠇ ŋ ւྲྀ 1 か݄༧報のൃ表、またਫۀ࢈

等で༻さΕていま 。͢ʮւණϞσルʯは、ΦホーπΫւೆ部の 1 िؒઌまでのւණີのΛ༧ଌし

てւණ༧報ધഫ͚のւණ༧想ਤにར༻し、ւණのൣғ等Λൃ表していま 。͢

全球モデル、メソモデル、局地モデル

全球モデル、メソモデル、局地モデルの計算領域、１日あたりの計算回数、計算を行う格子間の距離（水平分解能）やメソモデル、局地モデル
で表現される地形。
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（4）物質輸送モデル
ɹ大気தの࣭のมԽҠಈͳͲΛ式で表した࣭༌ૹϞσルΛ༻いてڥٿ気ީにӨ͢ڹΔೋࢎԽ

ૉ、ԫ࠭、ࢵ֎ઢͳͲのࢹͱ༧ଌΛߦ てͬいま 。͢ʮೋࢎԽૉ༌ૹϞσルʯは、ೋࢎԽૉのੈքの

大気தのঢ়گΛਤࣔ͢Δ報の࡞にར༻さΕていま 。͢ʮԫ࠭༧ଌϞσルʯは、大ͳͲでのԫ࠭の

い্がり、෩にΑΔҠಈ、ӍͳͲにΑΔ্の߱下Λྀߟして、大気தのԫ࠭のྔΛ༧ଌし、ԫ࠭

報の࡞にར༻していま 。͢ʮԽֶ༌ૹϞσルʯは、ΦκϯͦのมԽにかかΘΔ࣭の෩にΑΔҠಈ、

্の߱下、Խֶ࣭ޫにΑΔԠΛ௨͡たมԽͳͲΛྀߟして、্্ۭ付ۙのΦκϯೱΛ༧ଌし、

にར༻していま࡞ઢ報εϞοά気象報の֎ࢵ 。͢

気象庁で運用している数値予報モデル（平成31年3月現在　※運用開始予定含む）

*1：令和元年（2019 年）6 月を目途に本システムの運用を開始する予定
*2：令和元年 6月に異常天候早期警戒情報の提供を終了し、2週間気温予報及び早期天候情報を提供開始予定
*3：毎週 2日、それぞれ 1日 2 回の 11 日間予報から続く延長予報を実施
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３節  数値予報の技術向上と精度向上
ɹࡂ気象報のత֬ͳఏڙఱ気༧報の精্のたΊには、ͦのج൫ͱͳΔ༧報ٕज़の্がෆ

Մܽで 。͢༧報は、1 અでड़たίϯϐϡーλのੑ্Λഎܠに、༧報Ϟσルの։ൃվྑにΑͬ て

たΏま͵ਐาΛ͛てきました。気象庁では、࠷৽のՊֶٕज़ΛऔりೖΕ、༧報のさらͳΔ精্Λਤ

ΔऔΛଓ͚ていま 。͢

ɹͦのҰつは、نのখさいݱ象Λ༧ଌ͢ΔたΊにϞσルのࢉܭΛࢠ֨͏ߦのִؒΛࡉかく͢ Δこͱ（ߴղ૾

Խ）ͱ、下ਤにࣔ Α͢͏ͳ大気、ւ༸、でൃੜ͢Δ༷ʑͳաఔΛΑりਖ਼֬に͢ݱ࠶Δվྑで ղ૾ߴ͢。

ԽにΑͬ てྔࢉܭが大きく૿ Δ͑たΊࢉܭにཁ͢Δؒ࣌がくͳりま͢が、ͦのҰํで、ࡂ気象報ఱ

気༧報で݁ࢉܭՌΛ༻いΔたΊには、ॴఆのؒ࣌内にࢉܭΛऴ さྃͤΔඞཁがありま 。͢このたΊ、大ͳܭ

Δํ๏の։ൃにऔΜでいま͢ࢉܭԽ͢Δํ๏、༷ʑͳաఔΛ精ྑくかつޮతにߴΛࢉ 、にはߋ͢。

こΕらのաఔはおޓいにӨڹΛٴ΅し߹ てͬいΔたΊ、ͦΕͧΕのաఔࣗମΛ精ྑくѻ͏だ͚でͳく、ͦΕ

らの૬࡞ޓ༻についてྀߟし、༧報Ϟσルશମͱして༧ଌ精Λ্さͤΔたΊのऔߦ てͬいま 。͢

 

ɹߋに、ੈքதから༷ʑͳ؍ଌσーλΛूΊてʮࠓʯの大気のঢ়ଶΛ精Αく༧報ϞσルにऔりࠐΉたΊ

のσーλಉԽٕज़のߴԽซͤてߦ てͬいま 。͢ಛに、ͻまΘりΛは͡Ίͱ͢Δ気象؍ଌӴ؍ٿଌӴ

ͳͲのਓӴ、ػۭߤ、ΟϯυϓϩϑΝΠϥ、υοϓϥーϨーμーͳͲからࠁʑͱૹらΕてくΔσーλΛΑり

༗ޮにར༻͢Δ手๏の։ൃ ŋ վྑにॏ点తにऔΜでいま 。͢

大気中の現象を支配する主な過程と相互作用

予測精度向上のためには、数値予報モデルにおいて、大気、海洋、陸地で発生する様々な過程を適切に扱う必要がある。これらの過程はお互い
に影響を及ぼし合っているため、それぞれの過程自体を精度良く扱うだけでなく、それらの相互作用についても考慮する必要がある。
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４節  地球温暖化予測
ɹ気ީมಈにؔ͢Δؒύωル（*1$$）は、5 ʙ 7 おきに、気ީมಈにؔ͢Δ 3 つのۀ࡞部会（1ɿࣗ

વՊֶతࠜ2、ڌɿӨڹ・దԠ・੬ऑੑ、3ɿ؇）で、Պֶత、ٕज़త、社会ֶࡁܦతͳ見からแׅతͳ

ධՁΛߦい、ͦの݁ՌΛධՁ報ࠂॻͱしてͱりまͱΊていま 。͢こΕらの報ࠂॻは、ࠃ内֎のٿԹஆԽରࡦ

にՊֶతࠜڌΛ༩ Δ͑ॏཁͳࢿྉͱͳ てͬおり、ฏ 25 ʙ 26 （2013 ʙ 2014 ）に࠷৽であΔ*1$$ ୈ 5

のୈ࣍。ॻがެ表さΕましたࠂධՁ報࣍ 6 、ධՁαΠΫルでは、ホーηϯ・ϦーٞΛは͡Ίͱ͢Δ৽ମ੍の下࣍

ॻのΞτϥΠϯࣥචऀがܾఆし、ྩࠂ部会の報ۀ࡞֤ 3 ʙ 4 （2021 ʙ 2022 ）の報ࠂॻެ表に

͚て׆ࡏݱಈதで 。͢ੈքの研ؔػڀではこの *1$$ の׆ಈにͱͬ てඞཁͳٿԹஆԽ༧ଌの報Λఏ͢ڙ

ΔたΊに、࠷৽の気ީϞσルにΑΔ༧ଌ࣮ݧΛ࣮ࢪしていま 。͢

ɹ気象研ڀॴでは、大気Ϟσルͱւ༸ϞσルΛ݁߹した気ީϞσルに、Τーϩκル、Φκϯૉの॥Λ表

γεςムϞσルΛ։ൃしていまٿΔϞσルΛΈ߹Θͤた͢ݱ 。͢*1$$ ୈ 6 てϞσルの͚ॻにࠂධՁ報࣍

վྑΛऴ͑、աڈからࡏݱにࢸΔྺݧ࣮ݱ࠶࢙ 21 ߦΛݧまでのকདྷ༧ଌ࣮لੈ てͬいま 。͢また、ΞジΞ

Λは͡ΊͱしたҬతͳ気ީ表ݱΛߋにߴ精ԽしたϞσル࣮ݧΛͱに、෩のൃੜස߱ਫݱ象のকདྷ

มԽͳͲの研ڀΛਐΊて、ΞジΞ֤ࠃの研ऀڀにΑΔٿԹஆԽ研ڀにݙߩしま ͳࡉに、ຊҬのৄߋ͢。

ղ૾のҬ気ީϞσルΛ։ൃし、ԹஆԽに͏Ҭ気ީのকདྷมԽΛ༧ଌ͢ΔߴԹஆԽ༧ଌΛՄͱ͢Δٿ

こͱにΑり、զがࠃのؔػํެஂڞମͳͲにΑΔԹஆԽのదԠࡦࡦఆཱҊにݙߩしていきま 。͢

２章 新しい観測・予測技術

１節  気象レーダーを活用した積乱雲監視・予測の例　～レーダー雷解析～
ɹཕのൃੜには、ʮあらΕʯのੜがܽかͤ 、ͣͦのੜにはڧい্ঢྲྀͱ、気ԹがおΑͦʵ10ˆҎ下ͱͳΔ

までੵཚӢがൃୡ͢Δこͱがඞཁでߴ 。ͦ͢のঢ়ଶΛ気象Ϩーμーの߱ਫڧ༧報σーλからஅ͢

ΔのがϨーμーཕղੳで 。͢下ਤはฏ 30 （2018 ）� ݄ 8 にؔ東部でཕがൃੜしたྫࣄで、12 ࣌

40 の気象Ϩーμーの（ࠨਤ）からϨーμーཕղੳでམཕのՄੑがߴいॴ（தਤ、ܥ΄ͲՄੑ

がߴい）Λஅし、࣮ࡍに 10 ޙにͦの߱ਫҬでཕが؍ଌさΕていま （͢ӈਤ）。このϨーμーཕղੳの݁

ՌはཕφΩϟετでར༻しており、ޙࠓೋॏภ気象ϨーμーのಋೖにΑり、Ӣ内部の߱ਫཻࢠ（Ӎ・ͻΐ͏ ・

あらΕ等）Λผ͢Δこͱで精্ظさΕま 。͢

気象レーダーによる降水強度、レーダー雷解析と10分後の雷検知

（左）12時 40分の気象レーダーの降水強度分布　（中）12時 40分のレーダー雷解析　（右）12時 50分の LIDEN雷検知
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２節  シチズンサイエンスによる雪結晶の高密度観測
ɹट都ݍではগしのઇでަ௨等にਙ大ͳӨڹがٴͼま͢が、ͦのਖ਼֬ͳ༧ଌはしいのがݱঢ়で 。͢ट都

ଌྫ؍ͳࡉ象のਖ਼֬ͳ༧ଌཧղのたΊには、ま࣮ͣଶѲがෆՄܽであり、こΕまでৄݱにお͚Δ߱ઇݍ

のগͳいઇӢのಛ （ੑ気Թਫৠ気ྔ、気ྲྀ、Ӣ・߱ ਫཻࢠಛੑ）Λ໌らかに͢Δこͱが༗ޮで 。͢このたΊ、

気象研ڀॴでは、ट都ݍにઇΛ߱らͤΔӢのಛੑΛཧղ͢ΔこͱΛతͱし、ࢢຽからઇ݁থը૾にՃ͑てఱ

気ͳͲの気象ঢ়گの報Λืू͢ΔࢢຽࢀՃܕのՊֶ研ڀ（γνζϯαΠΤϯε）Λ࣮ࢪしていま 。͢

ɹຊ研ڀではઇ݁থのࡱӨにεϚーτϑΥϯのΧϝϥΛ࠾༻し、ιーγϟル・ωοτϫーΩϯά・αービε（S/S）

ϝールΛ༻いたը૾ऩूΛߦ てͬいま 。͢εϚーτϑΥϯのΧϝϥでഒΛ࠷大にしてࣸ͢Εઇ݁থが

ผՄであり、ۙ 100 ԁۉҰのখ売ళで販売さΕていΔഒ 10 ഒの҆ՁͳεϚーτϑΥϯ༻ϚΫϩϨϯ

ζΛ༻͢Ε、Αり໌ͳઇ݁থը૾ΛࡱӨՄで 。͢こΕらにΑり、ごく؆қͳઇ݁থ؍ଌ手๏Λཱ֬し、

γνζϯαΠΤϯεͱしてޮతͳ؍ଌσーλऩूΛ࣮ݱしました。この݁Ռ、ฏ 28 ʙ 2� （2016 ʙ 2017

）ౙقには、߹ܭ 1 ສຕҎ্のઇ݁থը૾がಘらΕました。この ち͏؍ଌࠁ࣌ॴの報があり、ը૾

が໌でղੳՄͳのは 73ˋでした。また、ฏ 30  1 ݄ 22 のؔ東での大ઇྫࣄでは、1でສຕ

のઇ݁থ؍ଌσーλがͤدらΕました。

ɹʮઇはఱからૹらΕた手ࢴであΔʯ（

ཧֶऀ・த୩Ӊ٢ത࢜）ͱいΘΕΔ

Α͏に、ઇ݁থはͦの݁থが͢ΔӢ

の気Թਫৠ気のྔにΑͬてܗがมԽ

͢ΔたΊ、্で؍ଌさΕたઇ݁থの

ঢ়ଶΛ֬ೝ͢ΔこͱでӢのੑ࣭Λܗ

ௐΔこͱができま 。͢ट都ݍにお͚Δ

߱ઇྫࣄのղੳの݁Ռ、ઇ݁থのۭ࣌

ؒมԽからӢ内でઇ݁থの͢ΔԹ

がมԽしたこͱΛ֬ೝでき、Ӣཻ付ண

のఔから্ۭのաྫྷ٫のਫӢのಈଶ

についてٞがՄͱͳͬた΄か、ઇ

ӢのଟߏΛਪఆ͢Δこͱできまし

た。

ɹこのΑ͏ͳۭؒ࣌తにີߴにऔಘさ

Εたઇ݁থ؍ଌσーλΛଞの؍ଌσー

λͳͲͱΈ߹ΘͤΔこͱで、ट都ݍの߱ઇݱ象の࣮ଶղ໌にͱͲまら 、ͣ༧報ϞσルのূݕΛ௨した߱

ઇ༧ଌ精্、ೋॏภϨーμーΛ༻いた߱ਫछผผ手๏のߴ精Խに׆༻していきたいͱ͑ߟてい

ま 。͢ฏ 31  2 ݄からは、気象ΞϓϦʮۭΥονʯΛ׆༻し、ઇ݁থը૾߱ઇݱ象の࣮ଶղ໌の研ڀ

にඞཁ気象ঢ়گのืूΛ։࢝しました。ޙࠓ؍ଌྫࣄのੵがඞཁであΔこͱから、Ҿきଓき߱ઇ研ڀ

のたΊの気象ঢ়گの報ఏڙにごྗڠΛおئいしま 。͢

雪結晶の形と気象状態の関係（小林ダイヤグラム）

Kobayashi（1961）をもとに荒木（2018）で改変。平成 28 年（2016 年）11 月 24 日に
関東南部では樹枝状や扇状の結晶から針状結晶へと形が変化したことから、雪雲の温度が
上がったことがわかる。
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３節  平成 29 年台風第 21 号の航空機観測を用いた強度解析と予測実験
ɹଠฏ༸にお͚Δ෩のத৺付ۙの؍ଌは、ถ܉が؍ػۭߤଌΛதࢭしたত 62 （1�87 ）Ҏ

߱΄ͱΜͲߦΘΕていまͤΜ。ͦのたΊ、ࡏݱ、༸্にଘ͢ࡏΔ෩のڧさは、Ӵ֎ը૾Λ༻いΔ手๏

ͳͲでਪఆさΕていま 。͢しかし、Ӵը૾から෩のڧさΛਪఆ͢Δ手๏はの؍ଌではͳいたΊ、ۭߤ

ߟいͱߴଌにൺてෆ࣮֬ੑが؍ػ ら͑Εま 。͢෩に͏ඃの想ఆ気ީมಈが෩のڧさにٴ΅͢Ө

ଌはॏཁで؍さのਖ਼֬ͳڧΛௐΔ্で෩のڹ 。͢

ɹこのΑ͏ͳֶज़తに社会తに大きͳのղܾに͚たୈҰาͱして、໊ݹ大ֶ・ླྀٿ大ֶ・気象研

ʮ߽Ӎͱ෩Λたら͢（S）ڀ൫研جۀࣄඅॿڀॴでは、Պֶ研ڀ ෩のྗֶత・ྗֶత・Ӣཧֶత

-ଌϓϩジΣΫτ、5Sopical cZclones؍ʯのͱ、෩（（大ֶݹ໊）तڭٱ代表ɿ௶）のྔతղੳߏ

1acip c "sian 3eseaSch $ampaign foS *mpSoWement of *ntensitZ estimations/foSecasts （5-1"3$**）Λཱ

ち্͛、ฏ 2� （2017 ）10 ݄ 21 ʙ 22 の 2 ؒにΘたり、෩ୈ 21 ߸Λର象に؍ػۭߤଌΛߦいま

した（ࣸਅࢀর）。࣮ࢪにあた てͬは、υϩοϓκϯσͱい͏؍ଌثػΛ 26 ؟下͢ΔこͱにΑり、෩のݸ

のத؟ΛऔりғΉนӢ付ۙで、෩・気Թ・気ѹ・࣪Λ؍ଌしました。

ɹ気象庁֬ఆ（ϕεττϥοΫͱݺΕΔओにӴը૾にͮجいたޙࣄղੳにΑΔਪఆ）では、෩のڧ

さのࢦඪであΔத৺気ѹが 10 ݄ 2115 ʙ 18 に（ؒ࣌はશてຊࠁ࣌）࣌ �35h1a、10 ݄ 22  � ʙ 12 ࣌

に �15h1aでした。Ұํ、؍ػۭߤଌσーλにͮجくͱ、த৺気ѹは 10 ݄ 21  16 に࣌ �25h1a、10 ݄ 22

 10 におΑͦ࣌ �30h1aでした。྆ऀのؒにはͦΕͧΕ 10h1a、15h1a ఔのࠩがありましたが、このࠩは

1�80 代த൫までにಘらΕた؍ػۭߤଌͱӴ֎ը૾にͮجくਪఆの （ࠩ13h1a）ͱ΄΅ಉ等ఔでし

た。つまり、Ӵը૾Λओͱしたਪఆ手๏にՃ͑、؍ػۭߤଌσーλΛ༻いΔこͱにΑͬ て、෩のڧਪఆ

Λߴ精Խ͢ΔこͱがՄであΔͱվΊて֬ೝさΕたこͱにͳりま 。͢

ɹまた、5-1"3$** ϓϩジΣΫτにお͚Δ؍ػۭߤଌΛར༻した༧ଌͱར༻しͳい༧ଌΛൺֱ͢Δ࠶༧ଌ࣮ݧ

Λ、εーύーίϯϐϡーλʮ京ʯΛ༻いて࣮ࢪしました。ͦの݁Ռ、؍ػۭߤଌのσーλΛ༻いΔこͱにΑり、

෩のਐ࿏ڧӍの༧ଌがվળ͢ΔこͱがΘかりました。

ɹฏ 30 （2018 ）෩ୈ 24 ߸にରして؍ػۭߤଌΛ࣮ࢪしました。また、ػۭߤからશٿ௨৴γε

ςム（GloCal 5elecommunication SZstem G5S）に؍ଌσーλΛϦΞルλΠムでૹ৴し、ࡍࠃతͳ෩ղੳ・

༧報ۀ務にݙߩしました。؍ػۭߤଌの༗

ޮੑΛࣔ͢たΊには、ޙࠓさらにྫࣄΛੵ

ΈॏͶΔඞཁがありま 。͢5-1"3$** ϓϩジΣ

Ϋτでは෩؍ػۭߤଌΛ 2020 まで、

1 ճఔのසで࣮͢ࢪΔܭըで、෩のڧ

ਪఆ、ਐ࿏・ڧ༧ଌのߴԽに͚てさ

らに研ڀ։ൃΛਐΊていく༧ఆで 。͢

平成29年台風第21号の眼の中

眼の中では下層に雲がかかり、壁雲と呼ばれる雲が全体を壁のように取り囲んで
いた。（提供）山田広幸准教授（琉球大学）
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４節  スマート社会を支える台風予報の高度化のための研究・開発
ɹ20 લにൺΔͱ気象庁の෩ਐ࿏༧報

のࠩޡはҎ下にͳ てͬいま （͢ӈਤ）。こ

のഎܠには、؍ଌσーλの֦ॆ、εーύーί

ϯϐϡーλのੑ্、༧報γεςムのߴ

Խ・ߴղ૾ԽͳͲがありま 。͢ฏ 27 

（2015 ）には、؍٬తͳ手๏でෳの༧ଌ

݁ՌΛฏ͢ۉΔ、ʮίϯηϯαε༧報ʯΛಋೖ

して༧報精が大෯に্しました。ਐ࿏༧

報のෆ࣮֬ੑΛ表͢༧報ԁにؔしては、ͦの

ԁの大きさΛಈతに、ͦのͱきの気象ঢ়گにԠ

͡てܾΊΔ手๏について研ڀΛͬߦていま 。͢

ʮΞϯαϯϒル༧報ʯͱݺΕΔ༧報のෆ࣮֬ੑΛに༧ଌ͢Δٕज़Λいま͢が、気象庁のΞϯαϯϒル༧

報にՃ͑、ւ֎のΞϯαϯϒル༧報׆༻͢Δͱ、Αりదに༧報ԁの大きさΛ表ݱできΔこͱがΘかりました。

ɹڧ༧報にؔしては、೦ͳがらਐ࿏༧報のΑ͏ͳӈݞ下がりの༧報ࠩޡのݮগは見らΕまͤΜ。このΑ͏

ͳは気象庁だ͚でͳくւ֎の気象ہにΑΔڧ༧報ಉ༷で、また෩のൃੜ͢Δଠฏ༸Ҭだ͚で

ͳくଞのւҬでಉ༷で 。͢෩のڧมԽのϝΧχζムのղ໌がेではͳいのがݱঢ়で、ڧ༧報のվ

ળはੈքڞ௨の課で 。͢気象庁では、

気象研ڀॴにおいてถࠃの研ऀڀのڠ

ྗΛಘてҰछのʮػցֶशʯにΑΔ෩

こ、（ਤࠨ）いߦ༧ଌ手๏の։ൃΛڧ

の手๏Λฏ 28 （2016 ）からࢼ

してきました。こ༺తに෩༧報にݧ

のݧࢼӡ༻Λ௨して、ڧ༧報の精

が大෯にվળさΕΔこͱが֬ೝできたた

Ί、ฏ 31  3 ݄からこの手๏Λਖ਼式にӡ༻していま 。͢ಉ࣌に、෩ڧ༧報の༧報ؒظΛ 3 ઌから 5

ઌまでにԆしました。

ɹ気象庁では、24 の報ΛڧҎ内に෩にൃୡ͢Δͱ༧想さΕΔଳ気ѹがあΔ߹にͦのਐ࿏ؒ࣌

ൃ表していま 。͢気象研ڀॴでは、Ξϯαϯϒル༧報ͱ気象ӴʮͻまΘりʯにΑΔ෩のӢը૾のղੳ݁Ռ

Λ༻いΔこͱで、2 ઌまでの෩のൃੜ֬Λ精ྑく༧ଌ͢Δ手๏Λ։ൃしていま 、にߋ。（ਤࠨページ࣍͢）

5 ઌまでの෩のଘ֬ࡏにؔ͢Δ৽たͳ༧ଌ手๏Λ։ൃし、ͦの༗ޮੑΛࣔしました（࣍ページӈਤ）。

ɹこΕらの෩༧報のߴԽにؔ͢Δ研ڀは、気象ࡂにڧいϨジϦΤϯτͳ社会のߏங、またଟ༷Խ͢Δ気

象報Λ༗ޮに׆༻͢Δ社会のߏஙにॏཁͳׂΛՌた͢こͱがظさΕま 。͢Ұํ、さらͳΔ༧報精のվ

ળに͚た課、ਐ࿏・ڧ・ൃੜ༧報ͦΕͧΕのでଟくさΕていま 。͢気象庁は、気象研ڀॴΛ

த৺に、こΕらの課にਅਖ਼໘からऔΈ、社会においてࡂ気象報がΑりޮՌతに׆༻さΕΔεϚーτ社

会の࣮ݱに͚て研ڀ ŋ ։ൃΛਐΊΔܭըで 。͢

台風進路予報誤差の経年変化

機械学習の概要
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３章 地震・津波、火山に関する技術開発

１節  地震災害軽減のための技術開発
ɹ気象研ڀॴでは、大نൃੜの

ഭੑがࢦఠさΕていΔ、ೆւτϥϑपลのϓ

Ϩーτڥքにお͚Δਂ部पΏͬく

りした͢りͳͲの༷ʑͳݱ象にର͢Δݕ・

ղੳྗΛߴΊΔたΊの研ڀΛߦ てͬいま͢

（ਤ）。また、大がൃੜしたࡍに、ͦの

のن͢りൣғΛૣظにਪఆ͢Δこ

ͱにΑり、త֬ͳࡂରࡦに͢ݙߩΔ研ڀΛ

ߦ てͬいま 。͢

ɹՃ͑て、ٸۓ報のਝԽ・精্

の研ڀ（ίϥムʮ༳Εの༧報ʯΛࢀর）、

ظҼͱͳΔपݪビル等が大きく༳ΕΔߴ

ಈの༧ଌ精্のたΊの研ڀΛߦ てͬ

いま 。͢

2日先台風発生予報技術のイメージ 5日先台風発生予報プロダクトのイメージ

2013 年フィリピンに大きな被害をもたらした台風ハイエンを対象とす
るアンサンブル予報で、台風の存在確率（%）を示している。ハイエン
の発生約4日前の予報であるが、発生とその後の進路が予測されている。

南海トラフ沿い巨大地震のシミュレーション

時間差を持って東西を破壊する安政地震タイプ（左）と一度に広域を破壊する宝
永地震タイプを再現した。各地震におけるすべり量分布を示す。
青破線は、沈み込むフィリピン海プレート上面の等深線（10km間隔）を示す。紫
線で囲まれた領域は、東海地震の想定震源域［中央防災会議、2001］と東南海・
南海地震の想定震源域［地震調査研究推進本部地震調査委員会、2001］を示す。
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２節  津波災害軽減のための技術開発
ɹ気象研ڀॴでは、ܯ報等ߋ৽の精্Λਤ

ΔたΊに、ԭ߹でいちૣく؍ଌさΕたܗσーλ

Λ てͬԊ؛にԡしͤدΔΛଈ࣌に精Αく༧ଌ

͢ΔたΊの手๏の։ൃΛߦ てͬいま 。͢また、ຊから

ԕくΕた֎ࠃでൃੜした（ԕ）にର͢Δ

ܯ報等ΛదͳλΠϛϯάでղআ͢ΔたΊの

のݮਰաఔの研ڀにऔりΜでおり、ೆΞϝϦΧԊ؛

でൃੜ͢Δԕについてաڈの؍ଌྫࣄΛௐࠪし

てͦのਪҠ༧ଌのՄੑΛݕ౼していま （͢ਤ）。ߋに、

࣏໌ 2� （18�6 ）6 ݄の໌ࡾ࣏に代表さΕ

ΔΑ͏ͳ༳ΕはऑいにؔΘらͣ 大きͳΛൃੜさͤ

Δ、͢りのΑ͏ͳҎ֎のݱ象に͏

について研ڀΛߦ てͬいま 。͢

津波振幅の推移予測曲線と観測津波波形の比較例

津波波源の海域及び地震のマグニチュードから予測した津波振幅の推
移曲線（赤）と実際に観測された津波波形（黒）との比較。八戸検潮
所で観測された平成 22年（2010）年 2月のチリ北部沿岸の地震（上）
及び平成 19 年（2007 年）8月のペルー沿岸の地震（下）による津波
の事例を示す。

コラム  

コラム  

　気象研究所では、緊急地震速報の精度向上を目指した研究を行っています。従来の緊急地震速
報は、地震が発生した場所と規模（マグニチュード）を迅速に把握するという手法に基づいていま
すが、この研究では、更に、揺れが伝わっていく状況を把握することにより、未来の揺れの分布を
予測する手法を開発してい
ます。この手法を用いると、
揺れの状況を時々刻々と予
測に反映できるため、精度
の向上が期待できます。こ
の手法は、天気の数値予報
に似ているため、「揺れの
数値予報」と呼んでいます。
なお、この考え方の一部は、
平成 30 年（2018 年）3
月から、「PLUM 法」とし
て気象庁が発表する緊急地
震速報のシステムに組み込
まれています。

˙༳Εͷ༧ใ

天気の数値予報と揺れの数値予報

現在の状況（揺れの強さや伝播方向の分布）を正確に推定した後に、波動伝播の物理に従っ
て、10 秒後や 20 秒後の未来の状態を予測する。揺れの数値予報の図は、平成 23 年（2011
年）3月 12 日のM6.7 の地震での例。
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３節  火山の監視・予測のための技術開発
ɹ気象研ڀॴでは、Ր׆ࢁಈのࢹ・༧ଌٕज़のߴԽのたΊに、気象ϨーμーΛ༻いたՐࢁԎの؍ଌٕ

ज़の։ൃΛਐΊていま 。͢ฏ 28 （2016 ）10 ݄ 8 のѨોࢁのՐでは、き্͛らΕたԎはߴ

10 ΩϩϝーτルҎ্まで౸ୡし、広ൣғに߱փ߱（こ͏ Εき）が؍ଌさΕました。

ɹՐൃੜ࣌、このԎは気象庁の気象ϨーμーにΑ てͬଊ ら͑Ε、Ԏが্ۭの෩にྲྀさΕ্ۭࠃ࢛Λ௨

ա͢Δ༷ࢠが֬ೝさΕました（ਤ）。このՐྫࣄでは、気象ϨーμーにΑͬ てԎのྲྀさΕΔํߴさΛ

Ѳ͢Δこͱができ、ՐのݕのՄੑがվΊてࣔさΕました。

ɹまた、気象研ڀॴでは、ՐにΑΔՐࢁփ（）の֦ࢄ༧ଌのたΊの༧報Ϟσル（֦ࢄϞσル）の։ ・ൃ

վྑਐΊていま͢。この༧ଌでは、ʑのఱ気༧報等のたΊにࢉܭさΕていΔ෩の༧ଌ݁ՌΛ༻い

て、Րࢁփ（）がͲのΑ͏

にྲྀさΕΔかΛεーύーίϯ

ϐϡーλΛ༻いてࢉܭしま͢。

্ड़のѨોࢁのՐのྫࣄで

は、ਂのՐであり、また

気象݅ѱくԎの༷ࢠΛ

Χϝϥ等ではଊ͑Δこͱがで

きͣ、Րࢁփ（）の֦ࢄ༧

ଌがࠔͳྫࣄでしたが、気

象Ϩーμー؍ଌの݁ՌΛ༻い

Δͱ、Րࢁփ（）が্ۭの

෩にΑͬてྲྀさΕΔ༷ࢠが精

ྑくݱ࠶さΕΔこͱΛ֬ೝ

していま͢。

ɹ気象研ڀॴでは、ޙࠓҾき

ଓき、ϨーμーΛ׆༻したՐ

ࢄփ（）の֦ࢁज़Րٕࢹ

Ϟσルの։ൃ・վྑΛਐΊ、߱

փの༧ଌ大気தのՐࢁփの

༧ଌの精ΛߋにߴΊΔたΊの

研ڀにऔりΜでいきま 。͢

気象レーダーによって捉えられた
阿蘇山からの噴煙の火山灰（礫）の動向

（左列） レーダー反射強度（高度6km）の水平分布の時系列（平成28年 10月 8日 02：10～ 04：50）。
上空の風によって、流される様子を観測。

（右下）レーダー反射強度（高度6km）の水平分布（平成28年 10月 8日 04：50）。
（右上）A-B間の鉛直断面図（平成28年 10月 8日 04：50）。
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コラム  
コラム  

　気象研究所では、火山噴火を即
時的に把握し、大気中の火山灰を
予測するための研究を行っていま
す。そのうちの一つが、先進的な
気象レーダーを使った即時把握技
術の開発です。
　この研究では、X バンドマルチ
パラメータレーダー（MRI-XMP）
と Ku バンド高速スキャンレー
ダー（MRI-Ku）という2 つの研
究用の気象レーダーを平成 28 年
（2016 年）3月に鹿児島県の桜
島周辺に設置し、火山噴煙の観測
を行っています。MRI-XMP は二
重偏波レーダーと呼ばれるタイプ
のレーダーで、噴煙内部に含まれ
る火山灰の粒子の形や大きさに関する情報を得ることができます。MRI-Ku は、噴煙の立体的な
形状を従来のレーダーと比較して5～10 倍の頻度である約1分ごとに取得することができます。
これらの情報は、火山噴火の際に気象庁が発表している降灰予報や航空路火山灰情報の元となる、
拡散モデルの初期値（予測の最初の状態）を改善するための情報として有効です。
　平成 28 年（2016 年）4月29日17時17分に発生した爆発的噴火のMRI-XMPによる観測
結果からは、噴煙から大きな粒子が落下することによって濃度が低下していく様子や、噴煙に含ま
れる粒子の形状が次第に扁平に変化していく様子が見えるなど、噴煙内部の状態の定性的な変化
傾向は掴めてきています。しかし、降灰予報等の精度向上のためには、噴煙に含まれる火山灰の量
をできるだけ正確に測定する必要があります。そのため、今後は噴煙内部の火山灰の定量的な推
定手法について、研究・開発を進めていく予定です。

ౡՐ�ʵࡩͨࢹϨʔμʔͰؾɹʵ�先ਐతͳࢹࢁͷՐੈ࣍˙

桜島における気象レーダー観測網の概念図（イメージ）

MRI-XMPによる桜島噴火の観測例

平成 28年（2016 年）4月 29 日 17 時 17 分の爆発的噴火のMRI-XMPによる鉛直断面図（反射強度（dBZ））。
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４章 大学や研究機関と連携した研究・技術開発

ɹ༧報ϞσルΛは͡Ίͱした気象ւ༸、・Րࢁ・のࢹ・༧ଌのٕज़Λ্さͤΔたΊには、

֤の࠷ઌの見研ڀՌΛ׆༻͢Δこͱがඞཁで 。͢このたΊ気象庁は、ࠃ内の大 ・ֶ研ؔػڀ、

ॾ֎ࠃの気象ؔػͳͲͱ報意見のަΛߦいͳがら研ڀ・ٕज़։ൃΛਐΊていま 。͢

ɹࠃ内の大ֶ研ؔػڀͱは、気象ւ༸、・Րࢁ・のͦΕͧΕので߹ܭ 170 ༨りのڞಉ研

していまࢪ連絡会のӡӦΛ࣮ڀ 。͢いくつかのڞಉ研ڀのՌは気象庁で׆༻さΕており、ྫ͑、ٸۓ

報の࣮༻Խڞಉ研ڀのՌのͻͱつで 。͢

ɹฏ 31 （201� ）1 ݄から、気象؍ଌ・༧ଌの "* ٕज़の׆༻に͚たڞಉ研ڀΛ、ཧԽֶ研ڀॴ

ֵ৽౷߹研ڀηϯλーͱ։࢝していま 。͢こΕは、"* ٕज़のಋೖにΑͬ て、気象庁がൃ表͢Δࡂ気象

報のࠜװΛࢧ Δ͑気象؍ଌ・༧ଌの精Λ大きく্さͤていくこͱΛ͢ࢦので 。͢また、෯広い連ܞ

Λࢦしたऔͱしては、ຊ気象ֶ会ͱのؒでʮ気象研ڀίϯιーγΞムʯͱい͏Λઃ͚て、気象研ڀの

ൃల、気象研ڀのਓࡐҭٴͼ気象ۀ務の༧ଌ精の্Λਤ てͬいま 。͢また、気象༧ଌγϛϡ

ϨーγϣϯのたΊの༧報ϞσルΛར༻͢Δ研ऀڀに、気象庁が࣮ࡍの༧報に༻いていΔϞσルΛି༩し、

研ڀΛଅਐしていま ऀڀの研ؔػڀΔͳͲ、大ֶ研͢࠵会ʯΛ։ڀに、ຖʮ気象庁Ϟσル研ߋ͢。

ͱのަྲྀΛਤ てͬいま 。͢ฏ 2� からは大ֶ等研ؔػڀのઐՈにΑΔʮ༧報Ϟσル։ൃ࠙ஊ会ʯΛ

։࠵し、Ұの連ڧܞԽΛਤ てͬいま 。͢

ɹこのଞ、ॵ߽ઇ等の社会・ࡁܦに大きͳӨڹΛ༩ Δ͑ҟৗ気象がൃੜした߹に、ͦのൃੜཁҼにつ

いてՊֶత見にͮجくੳ݁ՌΛൃ表͢ΔたΊ、大ֶ研ؔػڀのઐՈͱ連ܞしてੳΛߦ ʮ͏ҟৗ気象

ੳݕ౼会ʯΛӡӦしていま 。͢ฏ 30  3 ݄には、ڧいפ気のӨڹでԹ大ઇͱͳͬたฏ 30 ౙの

ఱީについて、ཁҼΛੳし、見ղΛެ表しました。またʮฏ 30 ݄̓ ߽ӍʯのಛͱཁҼにؔして気象

庁が報した報ಓൃ表では、ݕ౼会にΑΔྫࣄղੳのྗڠΛいただいていま 。͢

コラム  

˙ਓٕज़ʹΑΔؾ༧ଌͷݙߩ
国立研究開発法人理化学研究所 革新知能統合研究センター 副センター長

上田 修功

　約10 年前、コンピュータサイエンス分野のノーベル賞と言われるチューリ
ング賞を受賞したコンピュータサイエンティスト、ジェームス・ニコラス・グレ
イ博士が「データ集約型科学」を提唱し、これからの科学には新たな方法論「第
4 のパラダイム」の確立が必要であると主張されました。そして、10 年経っ

た現在では、ビッグデータから機械学習技術（深層学習技術）を用いてこれまで実現できなかった
事が実現したというニュースを多方面で聞かれるようになりました。第 4 のパラダイムは、第 3次
人工知能（AI）ブームを到来させたと言えます。
　理化学研究所 革新知能統合研究センター（理研AIP）目的指向基盤技術グループにおいても、
日本が得意とする科学技術分野をAI 技術により加速させることをミッションとして研究プロジェク
トを推進しています。そして、この度、気象庁と連携して、気象庁が保有する気象観測・予測技術
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コラム  

コラム  

コラム  

コラム  と理研AIP の AI 技術を融合した高精度な気象観測・予測を目指す共同研究を開始します。気象学
の専門家による気象モデルによる演繹的な解析技術と、気象モデルや実観測から得られる気象ビッ
グデータを土台とする帰納的な AI 技術を融合することにより、高精度な観測、予測が実現可能に
なります。これは、これまで独立に研究されてきた物理モデルと統計モデルの融合とも言えます。
　近年、我が国では台風や豪雨による被害が多発しています。高精度な観測と予測により人々に安
心と安全を提供すべく、気象庁と一丸になって研究開発に邁進する所存です。

　近年の気象研究では、様々な観測データの同化や、アンサンブル手法による予測可能性など、
高度にシステム化された研究が行われており、更なる気象学の発展のためには、大学、国立研究
開発法人などの各研究機関と、気象現業システムを持つ気象庁とが連携して研究を進めていくこと
が不可欠です。
　気象庁と公益社団法人日本気象学会では、我が国における気象研究の発展、大学等における気
象研究分野の人材育成及び気象庁の気象業務の予測精度の向上を目的として、気象庁データの利
用に関する枠組である「気象研究コンソーシアム」を運営しています。本コンソーシアムの参加メン
バーは、気象庁が保有する、数値予報による解析・予測データや、気象衛星による観測に基づくデー
タ等の提供を受けることができ、各研究機関が進めてきた研究において、気象庁が持つ豊富なデー
タや現業で培われたさまざまな技術を活用することが可能になります。現在、気象・気候分野にお
ける予測技術の開発や、現象の解明のため、約 50 の研究課題が行われており、これらの研究が、
気象庁による一層精度の高い気象情報の提供や、気象学の将来を担う人材育成につながることが
期待されます。
　最近の取組として、平成 30 年
（2018 年）2月より、気象庁レー
ダーデータ及び観測報デコードデー
タ（気象庁の数値予報に用いた地
上、高層、航空、気象衛星等の観
測データ）の提供を新たに開始し
ました。また、同年 6月に閣議決
定された統合イノベーション戦略
に掲げられたオープンサイエンス
や、同年10月に気象庁が公表した
「2030 年に向けた数値予報技術
開発重点計画」（トピックスⅣコラ
ム参照）を踏まえ、気象研究にお
ける更なるデータ利活用の在り方に
ついて議論を深めていきます。

ίϯιʔγΞϜڀݚؾ˙

気象庁が推進する数値予報モデル開発における
大学等研究機関との連携
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１章 世界気象機関（WMO）を通じた世界への貢献

ɹ8.0 は、ੈքの気象ۀ務のௐతൃలΛඪͱしてઃཱ

さΕたࡍࠃ連߹のઐؔػのҰつで 。͢ੈք気象会 （ٞશߏ

һがग़੮）Λ 4 ຖに։࠵し、こ͏ 4 ؒの༧ࢉۀࣄ

会（ੈք気象会ٞでબग़さΕたࣄཧߦࣥ、ըΛ৹ٞ͢Δ΄かܭ

37 ໊がग़੮）Λຖ։࠵し、ܭۀࣄը࣮ࢪのௐ・ཧにؔ

͢Δݕ౼Λߦ てͬいま 。͢զがࠃはত 28 （1�53 ）のՃ

ໍҎདྷ、ΞジΞ区にお͚Δ気象報αービεのཁͱしてத৺

తͳׂΛՌたしてきており、ྺ代気象庁はࣥߦཧࣄͱし

て 8.0 のӡӦにࢀըしていま 務Λۀతͳηϯλーࡍࠃ͢。

ଟく୲͢Δ΄か、気象庁のଟくのઐՈがઐҕһ会区

していまݙߩಈに׆会のڠ 。͢

ɹ大気にڥࠃはͳく、෩等の気象ݱ象はڥࠃΛӽ͑てӨڹしま 。͢このたΊ、精のྑいఱ気༧報ͱͦΕ

にͮجくత֬ͳܯ報・意報のൃ表のたΊには、ࡍࠃతͳ気象؍ଌσーλのަٕज़ྗڠがෆՄܽで 。͢

また、気象のΈͳらͣ 、気ީւ༸、・、Րࢁにおいてྗڠࡍࠃがॏཁで 。͢このたΊ、

気象庁は、ੈք気象ػ （ؔ8.0）等のؔػࡍࠃΛத৺ͱしてੈք֤ࠃのؔ連ؔػͱ連ܞしていΔ΄か、ۙྡ

ॾࠃͱのؔྗڠΛߏஙしていま 。͢

WMOの組織

WMOの会議の様子

WMOの会議に出席する日本代表団（スイス・ジュネーブ）
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ɹੈքのࠃʑがޮతͳ気象ۀ務Λ͏ߦたΊには、౷ҰさΕたํ๏にΑΔ大気ւ༸の؍ଌ、σーλの

ਝͳަߴ、ͳσーλॲཧにͮجく気象報の࡞・ఏڙがඞཁで͢。

ɹྫ͑、気象庁はΞジΞ区Λ୲͢Δ区ଌثηϯλーに໊ࢦさΕており、֤ࠃの؍ଌσーλの品

࣭がอたΕΔΑ͏、ج४ͱͳΔ気象ଌثのཧ、気象ଌثのൺֱߍਖ਼のࢧԉٴͼอक等のࢦಋΛͬߦ

ていま͢。この׆ಈは、֤ࠃにお͚Δ؍ଌٕज़の্にد༩͢Δだ͚でͳく、品࣭のྑい؍ଌσーλΛ

ಘΔこͱにΑͬて、気象庁が͏ߦఱ気༧報等の精্につͳがΔので͢。

ɹ؍ଌσーλ等Λࡍࠃతにਝにަ͢ΔたΊには、શੈքతͳ気象௨৴ωοτϫーΫがෆՄܽで͢。

気象庁は、શٿ報γεςムηϯλー（G*S$ 東京）ٴͼΞジΞ区௨৴த（35) 東京）ͱして༷ʑ

ͳ気象・気ީσーλΛ࣮֬にྲྀ௨さͤ、東ΞジΞҬにお͚ΔσーλަのதܧΛ୲ͬていま͢。また、

ੈք֤ࠃͱのٕज़ྗڠओに東ೆΞジΞҬΛର象ͱしたٕज़ࢧԉΛ௨͡て気象௨৴ٕज़のߴԽΛਪ

ਐし、؍ଌσーλ等のޮతͳަࡍࠃ・ఏڙにݙߩしていま͢。

ɹこ͏してऩूしたੈքの؍ଌσーλ等Λ׆༻して気象庁が࡞したϓϩμΫτは、࠶ͼ気象௨৴ωο

τϫーΫΛ௨͡て֤ࠃにఏڙさΕ、֤ 、ಈのたΊにར༻さΕていま͢。気象庁が׆ࡂ気象༧ଌ͏ߦがࠃ

ଠฏ༸Ҭのଳ気ѹにؔ͢Δ区ಛผ気象ηϯλー（ଳ気ѹ 3S.$ 東京）ͱしてఏ͢ڙΔ

報ͦのҰつで͢。ྖҬ内のଳ気ѹについて、ղੳ༧報、༧報のࠜڌ、༧ଌの報等Λ

ϦΞルλΠムにఏ͢ڙΔこͱで、ಉྖҬ内の֤ࠃが͏ߦղੳ・༧報Λࢧԉしていま͢。また、区気ީ

ηϯλー（5okZo $limate $enteS）ͱして、ΞジΞଠฏ༸Ҭにお͚Δ気ީؔ連ۀ務にؔ͢Δٕज़ྗڠΛ

。ていまͬ͢ߦԉΛࢧҭࡐΛ௨͡てਓ࠵ͱͱに、気ީ報にؔ͢Δ研मηϛφーの։͏ߦ

赤枠内（赤道～北緯 60 度、東経 100 ～ 180 度）が熱帯低気圧 RSMC東京の責任領域。こ
の領域内の熱帯低気圧に関する解析・予報等の情報を周辺各国へ提供します。

熱帯低気圧RSMC東京の責任領域

世界中の気象局を結ぶ基幹通信網図。24時間365日さまざまな気象データが流通しています。

全世界的な気象通信ネットワーク

地区測器センターとしての活動

気象測器の校正手法に関する研修の様子
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ɹこの΄か、気象庁はԹ室ޮՌΨεੈքࢿྉηϯλー（8%$GG）ͱして、ੈք֤で؍ଌさΕたԹ室ޮՌ

ΨεのσーλΛऩूしていま 。͢8%$GG でղੳしたԹ室ޮՌΨεのੈքฏۉೱは、気ީมಈにؔ͢Δࠃ

会ࠃ連߹కࡍ （ٞ$01）のަবͳͲにおいて、ॏཁͳՊֶతࠜڌͱして༻いらΕていま 。͢

ɹこのΑ͏に、8.0 のΈの下でྗڠࡍࠃ͏ߦは、気ީมಈରࡦΛは͡Ίͱ͢Δࡍࠃతͳऔにݙߩし

ていΔ΄か、ੈքの؍ଌσーλ等Λ࣮֬にೖ手して精のྑいఱ気༧報等Λߦい、զがࠃのࡂに͢ࢿΔ

ので 。͢また、։ൃ్্ࠃ等の気象ۀ務αービεの্Λࢧԉ͢ΔこͱにΑͬ て、ւ֎で׆ಈ͢Δۀاܥ

していまݙߩਓの҆શ֬อに֎ࡏ 。͢

コラム  

˙ੈքؾػ ʢؔ8.0ʣਓ৬һΑΓ
世界気象機関（WMO）事務局 開発・地区活動部アジア・南西太平洋地区室

計画管理官 山田 隆司（気象庁より派遣中）

　WMOでは地域の特性に応じた気象業務の推進を図るため、6つの地区協
会を設置し、各地区における気象業務推進のための活動に関する調整を行っ
ています。各地区の当該活動を支援するためにWMO事務局には4つの地区
室が設置されており、私が所属するアジア・南西太平洋地区室は6つの地区

協会のうち2つの地区（アジア（35 の国と領域）と南西太平洋（23 の国と領域））を担当し、地
区内の各国気象機関の能力向上支援のための調整業務を行っています。具体的には、地区内で開
催される会議の準備・運営、会議での決定事項に沿った活動計画の策定、その実施に当たっての
各国の気象機関やWMO事務局内の他部局との調整などです。
　アジア・南西太平洋地区室はこれまでスイス・ジュネーブにあるWMO本部に置かれていましたが、
地域により密着した活動の促進や地区内の気象機関や国際機関との更なる連携強化を目指して平
成 30 年（2018 年）9月にシンガポールに移転しました。
　シンガポールは地域内各国へのアクセスもよく、あまり時差を気にせずに各国に電話連絡できる
などジュネーブ勤務と比較すると様々な点で便利に
なりました。今後はこの地理的な優位性を生かして、
より近くなった各国気象機関の現状やニーズの把握
に努め、これまでジュネーブからの参加が困難だっ
た会議に出席するなどより多くの地域内の活動に参
画できるものと期待しています。
　気象庁はアジア太平洋地区において観測、予測、
通信など様々な分野で地域中枢の役割を務めるとと
もに、地区内各国の気象機関の職員に対する人材育
成・技術協力活動を積極的に行っています。アジア
太平洋各国の気象機関の能力向上に向けて、今後も
気象庁との連携を通じてWMOとしての使命を果た
していきたいと思っています。

コラム  

WMOアジア・南西太平洋地区室のスタッフ

平成 31年（2019 年）1月現在、4名体制。
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コラム  

コラム  

˙ར༻ऀͷχʔζʹԠͨ͡ؾ؍ଌͷੈքతͳൃలʹ͚ͯ

コラム  

　今般のセンシングや情報通信に関する技術革新により、従来の気象観測のイメージとは異なる、
新たな気象観測と呼べるものが芽生えています。社会には気温や気圧などを測るセンサーが溢れ、
中には車に搭載されて移動するものもあるなど、観測場所のみならず観測時刻や精度もまちまちで
す。監視カメラの画像からは天気も判ります。このよ
うに気象観測を取り巻く環境は大きく変わりつつあり
ます。国内外の現状を見て行きましょう。
　2018 年 10月に世界気象機関（WMO）の専門委
員会のひとつである測器・観測法委員会（CIMO）の第
17回会合と、気象・環境測器観測法に関する技術会合
（CIMO/TECO-2018）がオランダ・アムステルダム
で開催されました。CIMOは世界中の気象観測技術の
向上や標準化を進めている委員会です。一連の会合で
は、「new data sources（新しいデータ提供元）」や
「fi t-for-purpose（目的に応じた観測）」というキーワー
ドが頻繁に登場し、簡易な気象計やスマートフォンに
搭載された観測装置によるデータなど、今般増大する新たな観測データの「利活用や目的に応じた
観測」といった視点から活発な議論が交わされました（写真）。
　これらデータは気象庁の業務にはまだ利用されていませんが、膨大な情報を持つ「ビッグデータ」
であり、現在、気象庁を含む世界各国の気象機関で利活用のあり方にかかる調査が進んでいます。
当面の利活用方法として、気温や雨の詳細な分布の把握や、峠の雪や濃霧など交通に影響する気象
状況の把握に用いる方法などが想定されるほか、平成30年
（2018年）8月 20日にとりまとめられた交通政策審議会
気象分科会の提言では、ウェブカメラの画像をAI で解析し
て天気の状況をリアルタイムで把握することや、さまざまな
予測データとビッグデータとを組み合わせて、避難行動に資
する情報として活用するなどの着想も示されています。
　観測データを利用する際は、各々のデータの精度に応じた
使い方をすることにより、各々の持つ情報を最大限に引き出
すことが大事です。そのためにはデータの「品質の見える化」
が重要であり、観測技術のみならず、品質管理や評価の技術
を維持・発展させていく必要があります。
　この品質管理の観点からは、観測位置や観測環境、校正状
態などの「メタ情報」が観測値とセットで提供されれば、従来の観測点を基準とする高密度な観測
網の構築も可能となり、観測精度やメッシュの細かさ、更新間隔などの選択肢の拡大を通じて、「利
用目的に応じた活用」の裾野が広がることが期待されます。
　観測データがさまざまな形で社会の役に立てば、新たなニーズが生まれ、さらなる技術革新につ
ながります。気象庁は国内外の状況を踏まえ、引き続き、基準となる信頼性の高い観測データを提
供する技術を維持・発展させるとともに、多様な観測データの「品質の見える化」を図ることによ
り、気象業務の発展に取り組んでまいります。

気象観測の発展（イメージ）

CIMO/TECO-2018の様子

TECO-2018 でスマートフォンを利用した気象観測に
ついて紹介するCIMOの Calpini 委員長（右端）。
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ɹ6/&S$0 ؒւ༸ֶҕһ会（*0$）は、ੈք気象ػ （ؔ8.0）ͱྗڠし、֤ࠃのւ༸にؔ͢ΔՊֶ

ߦըのௐΛܭ てͬいま 。͢気象庁は、ւ༸・でのٕज़తݙߩΛしていま 。͢

ɹ（1）東ΞジΞҬւ༸؍ଌγεςム（/&"3-G00S）ҬϦΞルλΠムσーλϕーε

ɹɹɹ・த・ؖ・࿐がྗڠし、東ΞジΞҬのւ༸、ւ্気象σーλのऩू、ղੳ、ఏڙΛߦ てͬいま 。͢

ɹ（2）のܯ報にؔ͢Δྗڠࡍࠃ

ɹɹ ɹଠฏ༸にお Δ͚Λࢹし、ΛൃੜさͤΔおͦΕのあΔ大きͳがൃੜ͢Δͱ、

にؔ͢Δ報Λかにपล֤ࠃに௨͢Δͱͱに、֤ࠃからの報Λऩूしてࠃ内のࡂ

報にཱてていま 。͢

3章 国際民間航空機関（ICAO）を通じた世界への貢献

ɹࡍࠃຽؒػۭߤ （ؔ*$"0）はࠃ連のઐػ

ؔのҰつであり、ࡍࠃຽؒۀۭߤ務の݈શͳൃ

ୡのたΊにઃཱさΕました。気象庁は、*$"0

がओ͢࠵Δۭߤ気象にؔ͢Δ会߹にੵۃతにࢀ

Ճし、ۭߤ気象ۀ務のࡍࠃతͳ౷Ұج४のࡦ

ఆߴԽに͚たݕ౼にࢀըしていま 。͢ま

た、*$"0 のࢦఆΛड͚て、ۭߤ࿏Րࢁփ報

ηϯλー（7""$）、ଳ気ѹ報ηϯλー等

のࡍࠃతͳηϯλーۀ務Λ୲し、ੈքのۭߤ

していまݙߩにߤの҆શӡػ 。͢

2章 国連教育科学文化機関（UNESCO）を通じた世界への貢献

日本周辺海域の海面水温 津波発生時に津波情報を各国に提供する
日本の担当海域

国際的に収集した観測データをもとに解析した海面水温の分布。
暖色系ほど水温が高いことを示します。

提供した津波情報は、受領した各国が、国内への津波警報発表
や住民への避難勧告等の緊急津波防災措置を行うために活用さ
れています。

世界の航空路火山灰情報センターの責任領域図

赤線で囲まれた領域が東京VAACの責任領域です。
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ɹ気象ۀ務のॆ࣮ ŋ վળのたΊには、༧報Ϟσルの։ൃ ŋ վྑに代表さΕΔٕज़։ൃがෆՄܽで 。͢気

象庁は、֤ࠃͱྗڠして༷ʑͳࡍࠃతͳ研ܭڀըΛਐΊていま 。͢

ɹٿԹஆԽについては、ত 63 （1�88 ）にઃཱさΕたʮ気ީมಈにؔ͢Δؒύωル（*1$$）ʯ

の׆ಈにରし、気ީϞσルにΑΔٿԹஆԽ༧ଌΛは͡Ίͱ͢Δ研ڀՌがධՁ報ࠂॻにりࠐまΕΔ等、

していまݙߩతにۃੵ 。͢

5章 開発途上国への人材育成支援 ･技術協力について

ɹ気象庁は、։ൃ్্ࠃにରし、্でड़た༷ʑͳΈΛ௨͡ઐՈݣ研म等Λ࣮ࢪしており、気象、

ւ༸、・ՐࢁͳͲの༷ʑͳにお Δ͚ਓࡐҭࢧԉ・ٕज़ྗڠΛߦ てͬいま 。͢

ɹこ͏ した׆ಈの ち͏、ಠཱߦ๏ਓߏػྗڠࡍࠃ（+*$"）課

ผ研मのҰつであΔʮ気象ۀ務ྗ্ʯでは、֤ࠃ気象ؔػの

৬һΛຖ 8 ໊ఔ、 3 か݄ؒにΘた てͬ気象庁にてड ೖ͚Ε、

気象庁৬һがࢣߨͱͳり、気象ۀ務に݁͢Δٕज़のशಘٴͼ

研मՌのࠃでのීٴΛతͱして、ߨ ・࣮ٛ शΛߦ てͬいま 。͢

डऀߨは、研मΛ։࢝したত 48 （1�73 ）Ҏ߱、ܭ

77 かࠃ 347 ໊にの΅り、ͦのଟくはޙࠃؼ、ࠃの気象ۀ務の

ൃలにओಋతͳׂΛՌたしていま 。͢

ɹまた、ฏ 27 から2� にか͚、ੈք࠷ઌの気象Ӵ

ʮͻまΘり 8 ߸ʯの؍ଌσーλのड৴ڥΛ 8.0・+*$" ͱ連ܞ

して 20 かࠃにඋしました。ซͤて、気象庁৬һΛ֤ࠃ気象ؔػにݣし、ಉ؍ଌσーλΛΑりޮՌతに׆

༻して気象ݱ象等のࢹ・༧ଌٴͼ׆ࡂಈにཱててら Δ͑Α͏に、気象Ӵը૾等の表ࣔղੳιϑτの

ࠓ、さΕܴからࠃいました。ຊ研मは֤ߦ࣮शΛٛߨりଟくのݶいํ、࣮ྫΛ༻いたղੳͳͲ、Մͳ

の研मଟくཁさΕていまޙ 。͢

ɹこの΄か、大ӍにΑΔߑਫ࠭ࡂ等のඃがଟく見らΕΔ東ೆΞジΞҬΛத৺に、気象Ϩーμーར༻

にؔ͢Δٕज़ࢧԉΛߦ てͬおり、ฏ 30 （2018 ）2 ݄には、8.0 連߹（"S&"/）ࠃͼ東ೆΞジΞॾٴ

ͱ連ܞして、ʮ気象Ϩーμーσーλར༻にؔ͢Δ研मϫーΫγϣοϓʯΛλΠで։࠵しました。東ೆΞジΞでは、

気象ϨーμーΛेに気象ݱ象のࢹ等にར༻͢Δٕज़Λ࣋たͳい気象ؔػがଟいこͱから、気象庁Λは͡Ί

ͱしたզがࠃのઐՈがࢣߨͱͳり、Ҭ内 10 かࠃの気象ؔػからࢀՃした 30 ໊にରしてϨーμーσーλの

精্ٕज़等にؔ͢Δ研मΛߦいました。

ɹ気象庁では、༷ʑͳ׆ಈΛ௨͡て֤ࠃ気象ؔػͱのؔྗڠΛڧԽしͳがら、ੈքの気象ࡂのਪਐにߩ

していまݙ 。͢

4章 国際的な技術開発 ･研究計画との連携

JICA課題別研修「気象業務能力向上」

台風解析に関する講義の様子
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˙���� �݄ʹΠϯυωγΞͰൃੜͨ͠ɾࡂΛड͚ͯͷྗڠࡍࠃ

˙੩ؾࢭӴʮͻ·わΓʯʹΑΔྗڠࡍࠃʙ֎ؾࠃؔػͷϦΫΤετʹԠͨ͡؍ଌΛॳΊ࣮ͯࢪʙ

　2018年 9月28日19時 02分頃（日本時間、以下同じ。）インドネシア・スラウェシ島付近でマグニ
チュード7.5 の地震が発生し、これに伴う津波がパル等の沿岸域に来襲しました。インドネシア気象気
候物理庁は同日19時 07分に津波警報を発表しましたが、死者2,000人を超える甚大な被害が発生
しました。この津波は、通常想定される地震活動による津波に加え、液状化による海岸沿いの土砂の海
中への崩落や、海底での大規模な地すべり等の複合的な原因により発生したものと考えられています。
　この災害を受け、インドネシアから日本に対し、地震や津波の観測・情報発表に係る技術支援の要請
がありました。これを踏まえ、独立行政法人国際協力機構（JICA）は、2019年より、同国を対象とした「地
震・津波観測能力向上プロジェクト」を実施することとしています。気象庁では、これに先立ち、2018
年11月に地震・津波分野の専門
家を現地に派遣しました。今後は、
これまでに得られた地震・津波観
測及び津波警報発表の経験や知見
を踏まえ、本プロジェクトのもと、
同国に対し地震・津波観測データ
の安定取得や利用の強化、津波警
報の運用改善等に向けた技術支援
を行う計画です。

　気象庁では、外国気象機関からの要請があれば、静止気象衛星
ひまわり8号による2.5 分毎の機動観測（約1,000 キロメート
ル四方）を行う「HimawariRequest（ひまわりリクエスト）」を平
成 30 年（2018 年）より実施しています。
　平成30年10月15日、オーストラリア気象局からの要請に応じて、
オーストラリア北部のダーウィン付近を対象に積乱雲の急発達の機
動観測を実施し、画像データをオーストラリア気象局にリアルタイム
で提供しました。これが、初めてのひまわりリクエストの実施になり
ます。また、平成30年12月には、インドネシアからの要請に応じて、
同国のクラカタウ火山監視のため機動観測を実施しました。
　このように、ひまわりリクエストは、当該国における気象・火山
災害リスクの軽減等に活用されます。平成 31年1月末現在、ア
ジア・太平洋地域の18 の気象機関がこのひまわりリクエストの利
用登録を行っており、今後の活用が期待されます。

オーストラリア北部で発生する積乱雲

ひまわり 8号による 2018 年 10 月 15 日 16 時
00分のカラー画像。オーストラリア北部周辺で、
発達した積乱雲が発生している様子がわかりま
す。右下のコードを読み込むことで気象庁ホー
ムページの動画を見ることができます。

津波により
海岸に打ち上げられた客船

地震・津波が発生した
インドネシア・スラウェシ島

（提供）独立行政法人国際協力機構国土地理院地図
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˙ͻ·わΓ�߸ΦʔετϥϦΞؾہͷ༧ใͷۀΛい͔ʹֵ৽͔ͨ͠
オーストラリア気象局研修センター 教官

ボードー・ゼシケ

　海に囲まれた広大な国土を持つオーストラリアでは、地上の観測がまばら
にしかありません。このため、オーストラリア気象局の予報官が質の高い予報
を提供するためには静止気象衛星による観測データが極めて重要です。同局
では、ひまわり8号のデータを2015 年から利用しています。ひまわり8号

では従来の静止衛星と比べて時間、空間の分解能及び観測バンドの数が飛躍的に向上し、同局の
気象業務に大きな変革をもたらしました。ひまわり8号の飛躍的に向上した観測性能による効果
を評価するため、同局の中で予報官を対象にアンケート調査が2017年に行われ、全予報官の約
50％にあたる115人から回答がありました。以下に概要を紹介します。
　第一に、ひまわりを以前よりも効果的に利用できるようになりました。ひまわりの観測が10 分
毎になり、地上の観測と同程度の観測頻度となったため、それらを容易に組み合わせて利用できま
す。予報官は、解像度が高く色彩豊かなひまわりの画像とプロダクトを利用することにより、災害
をもたらす気象の発達段階だけではなくその要因についても、容易に把握できるようになりました。
また、ひまわりの動画の速度を変化させることにより、メソスケールの気象の推移をこれまでにな
く深く理解できるようになりました。第二に、ひまわりの有用性が以前よりも大きくなり、予報作業
の工程に変化をもたらしました。これにより予報官は「観測が第一、数値予報データはその次」と
いう基本的な予報作業をより実践できるようになりました。例えば実際に、激しい雷雨をもたらす
積乱雲が急速に発達し始める段階において、地上の観測データよりもひまわり8号のデータのほう
がしばしば利用されています。第三に、ひまわり8号のデータは以前に比べ誤信号やノイズが少な
く、画像の品質が高いため、予報官がより確信を持って現在の気象状況を解析できるようになりま
した。多くの場合、ひまわりの画像を確認することで、地上の観測による気象状況の理解が正しい
かどうかの確証を得ることができます。これは、悪天候で緊張を強いられる予報官にとって負担の
一つとなっていた現象理解の不確実性を減らすことになりました。第四に、より利用者のニーズに合っ
た気象情報を提供することが可能となりました。予報官がひまわりの観測をより信頼できるように
なることで、気象情報が改善され、利用者はより容易に意思決定できるようになります。ひまわり
が観測する詳細な情報が、最新の予報や警報の迅速
な提供を可能にしています。また、ひまわり8号のデー
タから作成した目を見張るようなインパクトのある動
画は、予報官を満足させるとともに、一般の人々に気
象情報を明確かつインパクトを持って伝えるため様々
なメディアで利用されています。
　オーストラリア気象局では引き続き、ひまわり8
号によるデータを最大限、効果的に利用できるよう、
継続的な研修、衛星画像に含まれる情報をカラーで
可視化した「RGB 画像」とその派生プロダクトの改
良や新規開発、大容量データのスムーズな可視化と
いったデータ利用のための開発を行っていきます。

オーストラリア気象局の予報作業の様子
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１節  平成 30 年（2018 年）のまとめ
ɹ2 ݄ 3 から2 ݄ 8 にか͚てຊ付ۙでڧいౙܕの気ѹஔがଓき、ຊからຊのຊւଆでஅ

ଓతͳઇͱͳり、ಛにҪݝҪࢢではত56 の߽ઇҎདྷの記తͳ大ઇͱͳりました。この大ઇにΑͬ て、

Ҫݝੴݝでଟのं྆のཱちԟੜがൃੜしました。

ɹ5 ݄下०から7্݄०にか͚て、ຊ付ۙにఀしたകӍલઢ෩等のӨڹで、֤で大Ӎͱͳりました。

ಛに、6 ݄ 28 から7݄ 8 にか͚ては、ຊΛத৺に広いൣғで記తͳ大Ӎͱͳり、この大ӍにΑͬ て

֤でՏの൙ཞ࠭ࡂ等がൃੜし、ऀࢮが 200 ਓΛ Δ͑˞ਙ大ͳࡂͱͳりました。気象庁は、こ

の߽Ӎについてʮฏ 30  7݄߽Ӎʯͱ໊শΛఆΊました。

ɹ�݄3から5にか͚て、෩ୈ 21߸は、ຊに্したޙຊւਐΈました。෩ୈ 21߸のӨڹで、

෩にΑりλϯΧーがؔߓۭࡍࠃ連絡橋にিಥ͢Δނࣄ、ߴைٴͼߴにΑりؔߓۭࡍࠃの࿏

ฌݝݿѶࢢ等のॅでਁਫඃがൃੜしました。

ɹ�݄28から10݄1にか͚て、෩ୈ24߸はԭೄํにۙしたޙ、Վݝࢁに্し東にਐΈました。

෩ୈ 24 ߸のӨڹで、広いൣғで෩ͱͳり、ؔ東ํではԘにΑΔఀ電でమಓのӡٳがൃੜしました。

˞ඃঢ়گは内ֳʮฏ 30  7 ݄߽ӍにΑΔඃঢ়گ等についてʯ（ฏ 30  10 ݄ �  17 ࣌ 00 ）にΑΔ

（注）・内閣府作成資料から一部引用。
　　・激甚災害及び局地激甚災害は「激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律」に基づき指定された政令により公布される。
　　・局地激甚災害は、被災地域としては市町村を単位として指定されるが、本資料ではその市町村が所属する都道府県名を示した。

平成30年（2018年）に発生した主な気象災害
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2節  平成 30 年（2018 年）の主な気象災害
・強い冬型の気圧配置による大雪（2月3日～2月8日）

ɹຊ付ۙは、2 ݄ 3 から 8 にか͚てڧいౙܕの気ѹஔがଓき、্ۭにはඇৗにڧいפ気がྲྀΕࠐΈ

ଓ͚ました。このӨڹで、ຊからຊのຊւଆΛத৺にஅଓతにઇが߱り、3 から 8 にか͚ての

でࢢՃլݝઇྔが、ੴ߱ؒظ 177ηϯν、ҪݝҪࢢで 144 ηϯνͱͳΔͳͲ、ํΛத৺に、ࢁ

ࢁԊいにՃ ฏ͑部で大ઇͱͳりました。ಛに、Ҫࢢでは、このؒظのੵਂ࠷ઇが 147ηϯν（7 

15 ͱͳり、ۙではত（࣌ 56 （1�81 ）の߽ઇҎདྷの記తͳ大ઇͱͳりました。

福井県福井市における1時間降雪量・積雪量時系列図（2月3日00時～8日24時）

期間降雪量分布図（2月3日00時～8日24時）天気図（2月6日09時）
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・平成 30 年 7月豪雨（6月28日～7月8日）

ɹ6 ݄ 28 から7 ݄ 8 にか͚、ຊ付ۙにఀしたകӍલઢ෩ୈ 7 ߸のӨڹでஆかくඇৗに࣪ͬたۭ

気がܧଓしてྲྀΕࠐΈ、総ӍྔがଟいͱこΖで 1800ϛϦΛ͑Δͱͱに、भ部、ࠃ࢛、தـۙ、ࠃ、

東ւ、ւಓํのଟくの؍ଌ点で 24、48、72 ୈ্࢙ଌ؍ਫྔのが߱ؒ࣌ 1 ҐΛ記͢ΔͳͲ、

ຊΛத৺に広いൣғで記తͳ大Ӎͱͳりました。

ɹこの大Ӎについて、ذෞݝ、京都、ฌݝݿ、Ԭݝࢁ、ௗऔݝ、広ౡݝ、Ѫඤߴݝ、 ݝ、Ԭࠤݝ、 լݝ、

࡚ݝの 1  10 。報Λൃ表しましたܯにಛผݝ

48時間降水量の期間最大値（6月28日 00時～7月8日24時）　観測史上１位を更新した地点数：125地点

期間降水量分布図（6月28日 00時～7月8日24時）天気図（7月6日09時）
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平成29年9月13日から9月19日までの総降水量分布図

岡山県倉敷市に関する警報等発表状況と降水量時系列図（7月5日00時～8日24時）

岡山県倉敷市真備町上空から見た浸水状況（7月9日）

気象台職員撮影
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・台風第 21号による暴風・高潮等（9月3日～ 5日）

ɹ෩ୈ 21 ߸は、� ݄ 4  12 લに࣌

ඇৗにڧいྗでಙౡݝೆ部に্した

ಉ、ޙ 14 付ۙにࢢށਆݝݿલにฌ࣌

ํΛـし、Λ্͛ͳがら্ۙ࠶

ॎஅしました。ͦのޙ、ຊւΛ্し、

5  � でԹଳ気ѹにมڦւٶにؒ࣌

Θりました。

ɹ෩ୈ 21 ߸のۙ・௨աにい、

ຊからຊにか͚て෩、ߴ、大

Ӎͱͳͬた΄か、ࠃ࢛ํۙـํで

はݦஶͳߴைがൃੜしました

ɹ大ࡕ田৲町ۭؔౡ（ۭؔߓ）で

大෩࠷ 46.5 ϝーτル、࠷大ॠؒ෩

58.1 ϝーτルͱͳΔͳͲࠃ࢛ํۙـ

ํでͳ෩Λ؍ଌし、؍ଌ্࢙ୈ

1 ҐΛ記したͱこΖがありました。

ɹ大ࡕ大ࢢࡕでߴ࠷ைҐ 32� ηϯν

ϝーτルͳͲ、աڈのߴ࠷ைҐΛ͑Δ

ைҐΛ؍ଌしたͱこΖがありました。

期間最大風速（9月3日00時～9月5日24時）

平成30年台風第21号経路図

風速　期間最大値（9月3日00時～9月5日24時） 大阪市の潮位時系列図（9月4日00時～24時）
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・台風第 24号による暴風・高潮等（9月28日～10月1日）

ɹ෩ୈ 24 ߸は、� ݄ 28 から 30

໌͚ํにか͚て、ඇৗにڧいྗで

ԭೄํにۙしたޙ、東にきΛ

ม͑、ٸにՃしͳがら、30  20

付ۙࢢ田ลݝࢁいྗでՎڧにࠒ࣌

に্しました。ͦのޙ、東ຊから

ຊΛॎஅし、10 ݄ 1  � にຊ࣌

の東でԹଳ気ѹにมΘりました。

ɹ෩ୈ 24 ߸のۙ・௨աにい、

広いൣғで෩、大Ӎ、ߴ、ߴைͱ

ͳりました。

ɹࣛࣇౡݝԄඒּࢢརで࠷大෩ 40.0

ϝーτル、࠷大ॠؒ෩ 52.5 ϝーτル

ͱͳΔͳͲ、ೆॾౡٴͼຊ・東

ຊのଠฏ༸ଆΛத৺にͳ෩Λ؍

ଌし、؍ଌ্࢙ୈ 1 ҐΛ記したͱこ

Ζがありました。

ɹՎ۲ݝࢁຊ町でߴ࠷ைҐ 254 ηϯ

νϝーτルͳͲ、աڈのߴ࠷ைҐΛ͑

ΔைҐΛ؍ଌしたͱこΖがありました。

期間最大風速（9月28日 00時～10月 1日24時）

平成30年台風第24号経路図

風速　期間最大値（9月28日00時～10月1日24時） 和歌山県串本町の潮位時系列図（9月30日00時～10月1日12時）
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3節  平成 30 年（2018 年）の台風
ɹฏ 30 （2018 ）の෩のൃੜはฏΑりଟい 2� ฏ）ݸ 25.6 でした。8（ݸ ݄には � のݸ

෩がൃੜし、෩の౷ܭΛ։࢝した 1�51 Ҏ߱、8 ݄のൃੜͱしては 1�60 ͱ 1�66 の 10 ͙࣍にݸ 3

ҐλΠのଟさͱͳりました。また、ͳڧさ（࠷大෩ 54m/s Ҏ্）までൃୡした෩は 7 ୈ）ݸ 3 ߸、ୈ

8 ߸、ୈ 21 ߸、ୈ 22 ߸、ୈ 24 ߸、ୈ 25 ߸、ୈ 26 ߸）で、෩の࠷大෩のσーλがあΔ1�77 Ҏ߱、

1�83 の 6 。ଟ記ͱͳりました࠷Λ্ճΔݸ

ɹຊのۙはฏΑりଟい 16 ฏ）ݸ 11.4 でした。্は、ฏ（ݸ 2.7 Αりଟいݸ 5 ୈ）ݸ

12 ߸、ୈ 15 ߸、ୈ 20 ߸、ୈ 21 ߸、ୈ 24 ߸）でした。

平成30年（2018年）に発生した台風の経路

台風（第 1号～第 29 号）の発生位置の近くの数字は台風番号、点線は熱帯低気圧の期間を示す。見やすさを考慮し台風の経路を複数の色に色
分けしている。

平成30年（2018年）に発生した台風の一覧

※台風期間のうち、台風第 12号の 7月 30日 21時から 31日 9時まで、台風第 28号の 11月 26日 21時から 27日 9時までは熱帯低気圧の期間。
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１節  日本の天候
ɹฏ 30 （2018 ）は、ౙはશࠃతに気Թがくํத৺に大ઇͱͳりました。य़からՆにか

͚ては東・ຊத৺に記తͳߴԹͱͳり、東ຊではฏۉ気Թ記తにߴくͳりました。ʮฏ

30  7 ݄߽ӍʯͳͲશ֤ࠃで大Ӎがൃੜしました。

ɹฏۉ気Թは、東ຊでかͳりߴく、・ຊͱԭೄ・Ԅඒでߴくͳりました。

ɹ߱ਫྔは、ຊຊւଆ、ຊଠฏ༸ଆでかͳりଟく、ຊଠฏ༸ଆ、東・ຊຊւଆ、ԭೄ・

Ԅඒでଟくͳりました。東ຊଠฏ༸ଆではฏฒでした。

ɹؒরؒ࣌は、東・ຊ、ԭೄ・Ԅඒでかͳりଟくͳりました。ຊではฏฒでした。

2018 の֤قઅのಛはҎ下のͱおりで 。͢

ᶃ ౙ（2017  12 ݄ʙ 2018  2 ݄）は、ຊ付ۙにڧいפ気のྲྀΕࠐΉこͱがଟかͬたたΊ、શࠃతにౙ

のฏۉ気Թはく、ಛにຊはฏࠩ -1.2ˆͱաڈ 32 ؒで࠷くͳりました。ຊからຊに

か͚てのຊւଆではൃୡしたઇӢがຊւからΜにྲྀΕࠐΈ、ํΛத৺にʑ大ઇにͳり、ަ

௨োがൃੜしました。Ҫでは、ੵਂ࠷ઇが 147cm にୡし、37 Ϳりに 140cm Λ͑ました。・東

ຊଠฏ༸ଆで気ѹのӨڹで大ઇにͳͬたがありました。

ᶄ य़（3 ʙ 5 ݄）は、ؒظΛ௨してஆかいۭ気に෴ΘΕ͢かͬたたΊ、શࠃతにय़のฏۉ気Թはかͳりߴ

くͳりました。ಛに東ຊはฏࠩ �2.0ˆͱय़ͱしては 1�46 の౷ܭ։࢝Ҏདྷ࠷ߴくͳりました。東

ຊからԭೄ・Ԅඒにか͚ては、ߴ気ѹに෴ΘΕΕたがଟくͳりましたが、ຊからຊにか͚ては、

気ѹの௨ա࣌にはೆから࣪ͬたۭ気がྲྀΕࠐΈ大ӍͱͳΔありました。य़のরؒ࣌は、東ຊଠ

ฏ༸ଆͱຊ、ԭೄ・Ԅඒでかͳりଟくͳりました。य़の߱ਫྔは、・東ຊຊւଆでかͳりଟくͳ

りました。Ұํ、ԭೄ・Ԅඒではかͳりগͳくͳりました。

ᶅ Ն（6 ʙ 8 ݄）は、7্݄०にຊभ付ۙにകӍલઢがఀし、ೆから大ྔの࣪ͬたۭ気がྲྀΕࠐΜだたΊ、

ຊத৺ににΘたり記తͳ大Ӎͱͳり、࠭ࡂՏの൙ཞͳͲਙ大ͳඃがൃੜしました（ʮฏ

 30  7 ݄߽Ӎʯ）。7 ݄த०Ҏ߱は、ଠฏ༸ߴ気ѹͱνϕοτߴ気ѹのுりग़しがͱにڧまり、ଟくの

ํでകӍ໌͚がかͳりૣく、東・ຊத৺にΕて気Թがݦஶに্ঢ͢Δがଟくͳりました。7݄ 23

には、۽୩（࡛ݝۄ）でߴ࠷気Թ 41.1ˆΛ記してྺ代શࠃ 1 Ґͱͳりました。東・ຊはՆのฏ

く、東ຊではฏࠩߴ気Թがかͳりۉ �1.7ˆͱ 1�46 の౷ܭ։࢝Ҏདྷ࠷ߴくͳりました。શࠃの気

象ॺ 153 点の ち͏ 48 点でՆのฏۉ気Թのߴいํから1 Ґの（λΠΛؚΉ）Λ記しました。Ұํ、

ຊຊւଆはകӍલઢळӍલઢのӨڹで、ຊଠฏ༸ଆͱԭೄ・Ԅඒは෩കӍલઢのӨڹ

で記తͳ大ӍがあͬたたΊ、Նの߱ਫྔはかͳりଟく、ԭೄ・Ԅඒでは 1�46 の౷ܭ։࢝Ҏདྷ࠷ଟ

くͳりました。

ᶆ ळ（� ʙ 11 ݄）は、ຊの東ւ্でߴ気ѹのྗがڧく、からのפ気がೆ下しにくかͬたたΊ、ळのฏ

・で、ळの߱ਫྔは東ຊからԭೄڹͳळӍલઢͱ෩のӨൃ׆。くͳりましたߴ気Թは・東ຊでۉ

Ԅඒにか͚てଟくͳりました。� ্݄०には、෩ୈ 21 ߸がඇৗにڧいྗでಙౡݝೆ部に্したのち

2章 天候、異常気象など
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�。ํΛ্しましたـۙ ݄下०には、෩ୈ 24 ߸がԭೄํにۙしたޙ、Վݝࢁ田ลࢢ付ۙに

্し、ຊからຊΛॎஅしました。こΕらの෩のۙ・௨աにい、広いൣғで෩、大Ӎ、

。ͱͳりましたߴ、ைߴ

地域平均気温平年差の経過

2018 年（平成 30 年）の平均気温平年差を 5 日移動平均で表しています。平年値は 1981 ～ 2010 年の平均。
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2節  世界の主な異常気象
ɹ2017 ळに࢝まͬたϥχーχϟݱ象が 2018 य़までଓきましたが、2018 は 1 Λ௨してੈք֤

でҟৗߴԹがൃੜしました（ਤதᶃᶄᶇᶉᶌᶍᶎᶐᶒᶕ㉑㉓㉕㉖）。Ն（6 ʙ 8 ݄）の 3 か݄ฏۉ気Թは、

東ຊで 1�46 Ҏ߱࠷ߴく、ؖࠃ、தࠃ、ถࠃೆ部で、ͦΕͧΕ౷ܭ։࢝（ͦΕͧΕ 1�73 、

1�61 、18�5 ）Ҏ߱࠷ߴくͳりました。Ϥーϩούத部からೆ部ではҟৗߴԹがൃੜした݄が � か

݄あり（ਤதᶐ）、ຊからதࠃ部、ϛΫϩωγΞ部から東ೆΞジΞ部、தԝΞジΞೆ部

からೆΞジΞೆ東部、ถೆ部からதถத部、ΦーετϥϦΞ東部からೆ部ではҟৗߴԹがൃੜした݄

が 6 か݄Ҏ্あΔ（ਤதᶇᶉᶌ㉑㉖）ͳͲ、ٿのՆΛத৺にੈք֤でҟৗߴԹがൃੜしました。

ɹϤーϩούೆ部からΞϑϦΧ部では 1 ʙ 6 ݄、8 ʙ 10 ݄に、ถࠃ東部からೆ部では 2 ݄、5 ݄、8

ʙ 12 ݄にҟৗଟӍͱͳりました（ਤதᶑᶖ）。ถࠃೆ部、東部、த部のळ（� ʙ 11 ݄）の 3 か݄߱ਫྔは、

18�5 Ҏ߱で 1 ൪、2 ൪、3 ൪にଟくͳりました。Ұํ、Ϥーϩούத部ٴͼͦのपลでは、2 ݄、5 ʙ

11 ݄にか͚てҟৗগӍͱͳりました（ਤதᶏ）。

ɹΠϯυ֤では 6 ݄から � ݄の大ӍにΑり（ਤதᶋ）、߹ܭで 1500 ਓҎ্がࢮしたͱ ら͑Εました（Π

ϯυにΑΔ）。東ΞϑϦΧ部からத部では、3 ݄から 5 ݄の大Ӎ 5 ݄のτϩϐΧル・ετームʮS"G"3ʯ

にΑり（ਤதᶔ）、߹ܭで 500 ਓҎ্がࢮしたͱ ら͑Εました（ルϫϯμ、Ԥभҕһ会、ࠃ連ਓಓ

ௐࣄ務ॴにΑΔ）。

ɹΦーετϥϦΞೆ東部では、1 ʙ � ݄にか͚てׯつͱͳり（ਤத㉗）、ۀऩӹのӨڹは 1�78 Ҏ߱で

ΈΔͱ 2018 は 2002 ʙ 2003 のׯつͱฒΜで࠷ѱだͬたͱ ら͑Εました（ΦーετϥϦΞにΑΔ）。

χϡーαεΣールζभの 1 ʙ � ݄の総߱ਫྔは、ಉؒظͱしては 1�00 Ҏ߱で 3 ൪にগͳくͳり

ました（ΦーετϥϦΞ気象ہにΑΔ）。

ɹͳお、Ҏ্のࡂにؔ͢Δ記ड़は、ถࡍࠃࠃ։ൃ庁ւ֎ࡂԉॿہͱルーϕϯΧτϦοΫ大ֶࡂӸֶ研


σーλϕーε（&.-%"5ࡂಉでӡ༻͢Δڞॴ（ϕルΪー）がڀ ֤ࠃのࠃ、ؔػ連ؔػのൃ表等にج

ͮいていま 。͢

平成30年（2018年）の世界の異常気象と気象災害
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3節  世界と日本の平均気温
ɹੈքのฏۉ気Թは、ظతには 100 あたり 0.73ˆのׂ߹で্ঢしていま 。͢ฏ 30 （2018 ）の

ੈքのฏۉ気Թのج४（ত 56 （1�81

）ʙฏ 22 （2010 ）の 30 ฏۉ）

からのภࠩは �0.31ˆで、౷ܭΛ։࢝した໌࣏

24 （18�1 ）Ҏ߱で 4 ൪にߴいͱͳり

ました。ۙ࠷ 4 （ฏ 27 （2015 ）ʙฏ

 30 （2018 ））は、͢てྺ代 4 ҐҎ内

でした。

ɹຊのฏۉ気Թは、ظతには 100 あ

たり1.21ˆのׂ߹で্ঢしていま 。͢ฏ 30

（2018 ）のຊのฏۉ気Թのج४か

らのภࠩは �0.68ˆで、౷ܭΛ։࢝した໌࣏

31 （18�8 ）Ҏ߱で 6 ൪にߴいͱͳり

ました。

4節   大雨・短時間強雨
ɹࠃ内 51 ࣏ଌ点にお͚Δ໌؍ 34 （1�01 ）ʙฏ 30 （2018 ）の 118 ؒの؍ଌにΑΔͱ、

߱ਫྔ 100 ϛϦҎ্ٴͼ 200 ϛϦҎ্の大Ӎのؒはظతに૿Ճしていま͢。

ɹશࠃ 1300 点のΞϝμεにΑΔত 51 （1�76 ）ʙฏ 30 （2018 ）の 43 ؒの؍ଌ

にΑΔͱ、1 にお͚Δલ࣌ਫྔ（ຖਖ਼߱ؒ࣌ 1 ͼٴਫྔ）50 ϛϦҎ্߱ؒ࣌ 80 ϛϦҎ্のڧؒ࣌Ӎの

ؒൃੜճは૿Ճしていま͢。1 ਫྔ߱ؒ࣌ 50 ϛϦҎ্の߹、ۙ࠷ 10 ؒ（ฏ 21 （200� ）

ʙฏ 30 （2018 ））のฏۉؒൃੜ

ճ（1300 点あたり 311 ճ）は、౷

ॳの࠷のؒظܭ 10 ؒ（ত 51 （1�76

）ʙত 60 （1�85 ））のฏۉؒ

ൃੜճ（1300 点あたり 226 ճ）ͱ

ൺて 1.4 ഒに૿Ճしていま͢。ただし、

大Ӎڧؒ࣌Ӎのൃੜճはʑมಈが

大きく、ͦΕにରしてΞϝμεの؍ଌؒظ

はൺֱతいこͱから、ظมԽΛ֬

࣮にଊ͑ΔたΊにはޙࠓのσーλのੵが

ඞཁで͢。

世界の年平均気温偏差の経年変化（1891～ 2018年）

細線（黒）は各年の基準値からの偏差、太線（青）は偏差の5年移動平均値、直線（赤）
は長期変化傾向（この期間の平均的な変化傾向）を示します。基準値は昭和 56
年（1981 年）～平成 22 年（2010 年）の 30 年平均値です。

1時間降水量50ミリ以上の年間発生回数の経年変化

棒グラフ（緑）は全国のアメダス地点における各年の年間発生回数の合計を 1,300
地点あたりに換算した値を示します。直線（赤）は長期変化傾向（この期間の平
均的な変化傾向）を示します。
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5節  大気中の二酸化炭素
ɹೋࢎԽૉは、Խੴ೩ྉのফඅྛഁյͱいͬたਓؒ׆ಈからੜ͡、ٿԹஆԽのӨڹが࠷大きͳ

Թ室ޮՌΨεで 。͢大気தのೋࢎԽૉのੈքฏۉೱはۀԽ（18 ）Ҏલはޙلੈ 280 ppm˞ఔでし

たが、ਓؒ׆ಈにΑり૿ՃΛଓ͚、ฏ 2� （2017 ）にはۀԽલの 1.5 ഒ΄Ͳの 405.5 ppm にୡしまし

た。ੈք֤の؍ଌσーλΛҢ 20 ごͱにฏۉしたೋࢎԽૉೱのこΕまでのมԽΛ見Δͱ、Խੴ೩ྉ

がଟくফඅさΕていΔٿでೆٿΑりશൠతにೱがߴくͳ てͬいま 。͢また২のޫ߹׆ಈͳͲがݪ

ҼでىこΔقઅにΑΔೱมಈྛのଟいٿで大きくͳ てͬいま 。͢

˞ ppm（ϐーϐーΤム）は、大気தのࢠ 100 ສݸதにあΔର象࣭のݸΛ表͢୯Ґで 。͢

6節  その他の温室効果ガス
ɹೋࢎԽૉのଞにٿԹஆԽにӨڹΛٴ΅͢Թ室

ޮՌΨεͱして、ϝλϯ、ҰࢎԽೋૉがありま 。͢こ

Εらਓؒ׆ಈにい૿Ճしており、大気தのೱは

Խલのۀ 2.6 ഒ、1.2 ഒにͦΕͧΕୡしていま 。͢

ɹまた、ΤΞίϯྫྷଂݿでۭ気Λྫྷ٫͢ΔたΊにΘ

ΕてきたΫϩϩϑルΦϩΧーϘϯ （ྨいΘΏΔϑϩϯ ɿྨ

$F$-11、$F$-12、$F$-113 ͳͲ）には、Φκϯ

Λഁյ͢Δੑ࣭ͱͱにڧいԹ室ޮՌがありま 。͢こΕ

らはੜ࢈༻の੍نにΑり大気தのೱがۙݮগ

にありま 。͢Ұํ、ϑϩϯྨの代Θりͱして༻さ

ΕていΔϋΠυϩΫϩϩϑルΦϩΧーϘϯ （ྨ)$F$-22

ͳͲ）ϋΠυϩϑルΦϩΧーϘϯྨ（)F$-134a ͳͲ）

は、ΦκϯΛഁյしにくい（あΔいはഁյしͳい）のの、いͣΕྗڧͳԹ室ޮՌΨεで、こΕらの大気

தのೱは૿ՃΛଓ͚ていま 。͢

クロロフルオロカーボン類等の平均濃度の経年変化

WDCGGが収集した世界各地の観測データを平均した大気中のク
ロロフルオロカーボン類等の経年変化図。ppt（ピーピーティー）
は、大気中の分子 1兆個中にある対象物質の個数を表す単位です。

大気中の二酸化炭素の緯度帯平均濃度の経年変化

WDCGGが収集した世界各地の観測データを緯度 20 度ごとに平均し
た大気中の二酸化炭素月平均濃度の経年変化。

大気中の二酸化炭素の世界平均濃度の経年変化

気象庁が運営している温室効果ガス世界資料センター（WDCGG）が
収集した世界各地の観測データを平均した大気中の二酸化炭素月平均
濃度の経年変化（青丸）と、季節変動成分を除いた濃度変化（赤線）。

150 151



⦉⦓⦟K  2037785_気象業務はいま2019_ 

1

校 

2

校 

3

校 _中川<ୈ4෦�P152>　

7節  海面水温
ɹฏ 30 （2018 ）のੈքのฏۉւ໘ਫԹのฏ （ࠩত 56 （1�81 ）ʙฏ 22 （2010 ）

までの30 ฏۉからのࠩ）は�0.22ˆで、౷ܭΛ։࢝した໌24࣏（18�1）Ҏ߱ではฏ28（2016

）、ฏ 27 （2015 ）、ฏ 2� （2017 ）に࣍いで 4 ൪にߴいͱͳりました。ੈքの

ฏۉւ໘ਫԹは、からेにٴͿنؒ࣌のւ༸・大気のมಈٿԹஆԽ等のӨڹがॏͳり

ͳがらมԽしていま͢が、ظతには 100 あたり �0.54ˆのׂ߹で্ঢしていま͢。からे

のنؒ࣌では、1�70 代から 2000 લޙにか͚てݦஶͳ্ঢが見らΕた2010、ޙ 代લ

まではఀしていましたが、ฏ 26 （2014 ）からฏ 28 （2016 ）まで 3 連ଓで౷ܭ։

ฏޙ৽しました。ͦのߋ記Λߴ࠷Ҏ߱の࢝ 30 （2018 ）までの 2 連ଓの下߱には、ฏ 2�

（2017 ）からฏ 30 （2018 ）にか͚てൃੜしたϥχーχϟݱ象Өڹしたͱ͑ߟらΕま͢。

ɹฏ 30 （2018 ）のຊۙւのւ໘ਫԹは、ຊの東ຊのೆΛத৺にฏΑりߴくͳりました。1

ʙ 2 ݄はຊւ東γφւΛத৺にฏΑりいւҬ

が広くΈらΕましたが、3 ݄にはຊの東ຊのೆで

ฏΑりߴくͳり、5 ݄には東γφւೆ部ԭೄの東、

ౡۙւの広いൣғでฏΑりかͳりߴくͳりました。

7 ݄にはҢ 30 からҢ 40 のؒでฏΑりかͳ

りߴくͳり、� ݄はຊの東東γφւでฏΑりߴく

ͳりました。11 ʙ 12 ݄にはຊपลւҬでฏΑりか

ͳりߴいւҬが広くΈらΕました。لҏౡのೆから東

ւԭでは、ࠇை大ऄߦのӨڹでฏΑりかͳりいւ

ҬがししΈらΕました。ࡾԭでは、ஆਫӔのӨ

いւҬがΈらΕましたが、12ߴでฏΑりڹ ݄には下

のྫྷਫにΑりฏΑりいւҬΈらΕました。

世界の年平均海面水温

各年の平年差を黒の折線、5年移動平均値を青の折線、長期変化傾
向（トレンド）を赤の直線で示します。

エルニーニョ監視海域（北緯 5度～南緯 5度、西経 150 度～西経 90 度：オレンジ色の範囲）における月平均海面水温の基準値との差（度）の経
年変化を示しています。基準値はその年の前年までの30年間の月毎の平均値です。細線は月平均値、滑らかな太線は5か月移動平均値を示しており、
エルニーニョ現象の発生期間は桃色、ラニーニャ現象の発生期間は水色の陰影が施してあります。

エルニーニョ監視海域の海面水温の変化
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8節  海洋中の二酸化炭素
ɹւ༸は、ਓؒ׆ಈにΑり์ग़さΕたೋࢎԽૉ

の 3 の 1ΛٵऩしていΔͱ見ੵらΕており、

ٿԹஆԽのਐߦΛ؇していま 。͢気象庁のւ

༸気象؍ଌધʮ྇෩ؙʯͱʮܒ෩ؙʯは、ত

5� （1�84 ）から 30 Ҏ্にΘた てͬଠ

ฏ༸で表໘ւਫதͱ大気தのೋࢎԽૉೱΛ

ଌしていま؍ 。͢東ܦ 137 ઢにԊͬたຊのೆ

からಓҬまでのւҬにおいては、ຖౙ1）ق

ʙ 2 ݄）に表໘ւਫதのೋࢎԽૉೱが大気

தのೱΑりいこͱが؍ଌさΕており、ւ༸が

大気தのೋࢎԽૉΛٵऩしていま 。͢また、

Ң 7 から 33 でฏۉしたೋࢎԽૉೱは、

ত 5� （1�84 ）からฏ 30 （2018 ）

まででΈて、大気தで 1 に 1.�ppm、表໘ւਫ

தで 1 に 1.7ppm のׂ߹で૿Ճしていま 。͢表

໘ւਫதのೋࢎԽૉೱは大気ͱൺΔͱʑのมಈは大きいのの大気தのೱಉ༷に૿Ճしていま 。͢

9節  オホーツク海の海氷
ɹฏ 30 （2018 ）からฏ 31 のΦホーπΫւのւණҬ໘ੵは、

おおΉͶฏฒでਪҠしました。γーζϯの࠷大ւණҬ໘ੵは 11�.74 ສ

ฏํΩϩϝーτルで、ฏの 102ˋでしたが、ւණҬの広がりはฏΑり

東に֦大したͱͳりました。

ɹΦホーπΫւのւණҬ໘ੵはごͱに大きくมಈしていま͢が、࠷大

ւණҬ໘ੵはত 46 （1�71 ）の౷ܭ։࢝Ҏདྷ、10 たり 6.6

ສฏํΩϩϝーτル（ΦホーπΫւのશ໘ੵの 4.2ˋに૬）のׂ߹でݮ

গしていま 。͢

流氷初日 流氷接岸初日 海明け 流氷終日

稚内 流氷は観測されなかった

網走 1月13日
平年より8日早い

1月29日
平年より4日早い

2月27日
平年より21日早い

4月14日
平年より3日遅い

釧路 流氷は観測されなかった

流氷初日：海岸から流氷が観測された最初の日
海明け：海氷の占める割合が 5割以下になり船舶の航行が可能になった最初の日

海氷に関する現象の初終日（平成31年4月現在）

冬季の東経137度線に沿った表面海水中と大気中の
二酸化炭素濃度（北緯7度～33度での平均）の経年変化

平成 31年 3月 10 日（最も
面積が大きかった日）の海氷域

赤線は平年（1981～ 2010年の平均）の 3月
10日の海氷分布。気象庁では、オホーツク海
の海氷分布の把握に、衛星、船舶、沿岸から
の目視観測の他、自衛隊や海上保安庁の協力
のもと得られた観測資料を活用しています。
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１節  日本及びその周辺の地震活動
ɹฏ 30 （2018 ）に 5 ऑҎ্Λ؍ଌしたは 11 ճ（ฏ 2� は 8 ճ）、 1 Ҏ্Λ؍

ଌしたは 217� ճ（ฏ 2� は 2025 ճ）でした。ࠃ内でඃΛͬたは 4˞ճ（ฏ 2� 

は 5 ճ）でした。ຊٴͼͦのपลでൃੜしたでϚάχνϡーυ 6.0 Ҏ্のは 17 ճ（ฏ 2�

は � ճ）でした。また、ຊでΛ؍ଌしたは 1 ճでした（ฏ 2� はͳし）。

ɹओͳ׆ಈは下ਤٴͼ࣍ページの表のͱおりで 。͢
˞ฏ 30  � ݄ 6 Ҏ߱に、ւಓৼํでൃੜしたҰ連の׆ಈ（ʮฏ 30 ւಓৼ東部ʯ）にΑりੜ͡た
ඃについては 1 ճͱしてѻͬた。

3章 地震活動

主な地震の震央分布（平成30年）

「マグニチュード 6.0 以上」、「被害を伴った」、「震度 5弱以上を観測した」、「津波を観測した」のいずれかに該当する地震の震央分布
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「マグニチュード 6.0 以上」、「被害を伴った」、「震度 5弱以上を観測した」、「津波を観測した」のいずれかに該当する地震
（注 1）震源要素は再調査後、修正することがある。
（注 2）深さに＊が付いている地震は、CMT解の深さを用いている。
（注 3）最大震度の観測点名にある＊印は地方公共団体若しくは国立研究開発法人防災科学技術研究所の震度観測点の情報である。被害の報告は出

典の記載がないものは総務省消防庁による。

主な地震（平成30年）
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2節  世界の地震活動
ɹฏ 30 （2018 ）にൃੜしたϚάχνϡーυ 7.0 Ҏ্またはऀࢮ（ํߦෆ໌ऀΛؚΉ）Λͬ

たは 23 ճでした。また、Ϛάχνϡーυ 8.0 Ҏ্のは 1 ճでした。࠷نの大きかͬ

たは、8 ݄ 1� にϑΟジーॾౡでൃੜした .w8.2（気象庁にΑΔ）のでした。ւ֎の

にΑりຊでΛ؍ଌしたはありまͤΜでした。

ɹओͳ׆ಈは表のͱおりで͢。

番
号

地震発生時刻
（日本時間） Mj Mw 震央地名 備考（被害状況など）

1 01月10日11時 51分 (7.5) ホンジュラス北方
2 01月14日18 時18分 (7.1) ペルー沿岸
3 01月23日18 時 31分 (7.9) アラスカ湾
4 02 月07日00 時 50 分 6.7 (6.3) 台湾 死者17人など
5 02 月17日08 時 39 分 (7.1) メキシコ、オアハカ州 負傷者 2人

6 02 月26日02時 44分 (7.4) パプアニューギニア、
ニューギニア

地震による地滑りにより
死者 98人以上

7 06月18日07時 58分 6.1 (5.6) 大阪府北部 死者 6人など
8 07月29日07時 47分 6.4 インドネシア、スンバワ 死者17人以上
9 08月05日20 時 46分 (6.9) インドネシア、スンバワ 死者555人以上
10 08月19日09 時19 分 (8.2) フィジー諸島
11 08月19日23 時 56分 6.9 インドネシア、スンバワ 死者10人
12 08月22日06 時 31分 (7.3) ベネズエラ沿岸
13 08月24日18 時 04分 (7.1) ペルー／ブラジル国境
14 08月29日12時 51分 (7.1) ローヤリティー諸島南東方

15 09月06日03 時 07分 6.7 (6.6)
胆振地方中東部
（「平成 30 年北海道胆振東部地震」の
最大規模の地震）

死者42 人など

16 09月07日00 時 49 分 (7.9) フィジー諸島

17 09月28日19 時 02分 (7.5) インドネシア、スラウェシ、
ミナハサ半島 死者 2090人以上

18 10月11日05時 48分 (7.0) パプアニューギニア、ニューブリテン
19 12 月01日02時 29 分 (7.0) 米国、アラスカ州南部
20 12 月05日13 時18分 (7.5) ローヤリティー諸島南東方
21 12 月11日11時 26分 (7.1) サウスサンドウィッチ諸島
22 12 月21日02時 01分 (7.3) ロシア、コマンドル諸島
23 12 月29日12時 39 分 (7.0) フィリピン諸島、ミンダナオ

・ 地震発生時刻と震央位置（震央地名）は、１月1日～ 9月 30日は米国地質調査所（USGS）発表の PRELIMINARY DETERMINATION OF 
EPICENTERS（PDE）に、10月1日～12 月 31日は同所ホームページの “Earthquake Archive Search & URL Builder”（http://earthquake.
  usgs.gov/earthquakes/search/）による（2019 年 1月 4日現在）。ただし、日本付近で発生した地震の地震発生時刻、震央地名及びMｊ（気象庁
  マグニチュード）は気象庁による。Mw（モーメントマグニチュード）は括弧を付したものは気象庁、それ以外はUSGSによる。
・ 被害状況は、出典の記載がないものはOCHA（UN Offi  ce for the Coordination of Humanitarian Aff airs：国連人道問題調整事務所）による。ただし、
日本国内の被害状況は、総務省消防庁による。
・気象庁及び総務省消防庁によるデータは、網掛けで記載した。
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ɹฏ 30 （2018 ）は、നࠜࢁ（ຊനࠜࢁ）、೭ౡ、ེԫౡ、ໄౡࢁ（͑ͼのݪߴ（ེԫࢁ）

पล、৽೩ַ）、ࡩౡ、ޱӬྑ部ౡٴͼਡ๚೭ౡの 7 ՐࢁでՐがൃੜしました。この ち͏、ޱӬྑ

部ౡでは、8 ݄15 にՐܯ報（ॅډҬ）Λൃ表し、ՐܯռϨϕルΛ 4 にҾき্͛ました。こΕΛ

ؚΊ、ฏ 30 には、Ր׆ࢁಈのਪҠにい、8 ՐࢁにରしՐܯ報Λܭ 26 ճൃ表しました。

ɹฏ 30 のຊのओͳՐ׆ࢁಈはҎ下のͱおりで 。ͦ͢の΄かの࠷৽のՐ׆ࢁಈのͱりまͱΊについては、

気象庁ホームページにࡌܝしていΔՐ׆ࢁಈղઆࢿྉΛごཡください 	https://www.data.jma.go.jp/sWd/Wois/

data/tokZo/S50$,/monthlZ@W-act@doc/monthlZ@Wact.php
。

○雌阿寒岳（北海道）

ɹ11 ݄ 20 からϙϯϚνωγϦՐޱのઙいॴΛݯͱ͢ΔՐੑࢁが૿Ճし、23 にはߋに૿Ճしてৼ෯

の大きͳଟくͳΔͳͲՐ׆ࢁಈがߴまͬたঢ়ଶͱͳͬたこͱから、11 ݄ 23 にՐܯռϨϕルΛ1（׆

ՐࢁであΔこͱにཹ意）から2（Րޱपล੍ن）にҾき্͛ました。24 Ҏ߱、Րੑࢁはݮগし、

がΈらΕたこͱから、12のঢ়ଶにΔ࣌ಈが੩Ժ׆ࢁಈがௐͳঢ়ଶͱͳΔͳͲ、Ր׆ ݄ 21にՐܯ

ռϨϕルΛ 2（Րޱपล੍ن）から1（׆ՐࢁであΔこͱにཹ意）にҾき下͛ました。

○十勝岳（北海道）

ɹ5 ݄ 2� Ҏ߱、62-2 Րޱ付ۙのઙいॴΛݯͱ͢ΔՐੑࢁのҰ࣌తͳ૿ՃՐੑࢁඍಈが࣌ʑ؍ଌ

さΕました。11 ݄ 22 には、ܧଓؒ࣌が 27 ؒのいՐੑࢁඍಈがൃੜし、ՐੑࢁのҰ࣌త

ͳ૿ՃがΈらΕました。

○秋田駒ヶ岳（岩手県、秋田県）

ɹ2݄から8݄にか͚てपがൃੜしました。また、4݄3にৼ෯のখさͳՐੑࢁඍಈがൃੜしました。

Րੑࢁඍಈ、पൃੜલޙؚΊて、ܭࣼͳͲ֪มಈσーλにಛஈのมԽはೝΊらΕまͤΜでした。

ঁַのࢁ付ۙの気ҬにಛஈのมԽはೝΊらΕまͤΜでした。

○蔵王山（宮城県、山形県）

ɹ1 ݄ 28 から2 ݄ 8 にか͚てՐੑࢁඍಈが 6 ճൃੜしました。この ち͏1 ݄ 30 14 ࣌ 18 に؍ଌさΕ

たඍಈの࠷大ৼ෯は、ฏ 22 （2010 ）� ݄の؍ଌ։࢝Ҏདྷ࠷大ͱͳりました。また、ܭࣼでは、1

݄ 28 のඍಈൃੜにઌߦして、۽ַのೆํがོ͢ىΔ໌ྎͳ֪มಈが؍ଌさΕ、ͦのޙܧଓしたこ

ͱから、1 ݄ 30 にՐܯռϨϕルΛ1（׆ՐࢁであΔこͱにཹ意）から2（Րޱपล੍ن）にҾき্͛ました。

2 ݄ 4 Ҏ֪߱มಈにมԽはͳく、2 ݄ � Ҏ߱Րੑࢁඍಈは؍ଌさΕͳくͳͬたこͱから、3 ݄ 6 に

ՐܯռϨϕルΛ 2（Րޱपล੍ن）から1（׆ՐࢁであΔこͱにཹ意）にҾき下͛ました。

○吾妻山（福島県、山形県）

ɹ7݄ 22 にՐੑࢁඍಈがൃੜし、ͦΕҎ߱、ܭࣼで大݀Րํޱがོ͢ىΔࣼมಈがܧଓしました。

また、� ݄ 15 にՐੑࢁඍಈがൃੜしたこͱから、� ݄15 にՐܯռϨϕルΛ1（׆ՐࢁであΔこͱにཹ意）

から2（Րޱपล੍ن）にҾき্͛ました。ͦΕҎ߱Րੑࢁඍಈは܁りฦしൃੜし、10 ݄から11 ݄にか͚

てはଟいঢ়ଶでܦաしました。Րੑࢁは 8 ݄த०ࠒから૿ݮΛ܁りฦしͳがらଟいঢ়ଶでܦաしました。

G/SS 連ଓ؍ଌでは、5 ଓしていまܧ付ۙのுΛ֪ࣔ͢มಈがޱから大݀Րࠒ݄ ΧϝϥにΑΔࢹ͢。

4章 火山活動
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ө૾σーλのղੳでは、10 ݄த०ࠒから大݀ՐٴޱͼͦのपลでҬの֦大がೝΊらΕていま 。͢3 ݄

から10 ݄にか͚ての্ۭからの؍ଌ（্ࣗӴୂ東ํ໘ୂのྗڠにΑΔ）では、大݀ՐޱでҬの

֦大がΈらΕ、৽たͳ気Λ؍ଌしました。5 ݄から � ݄にか͚てのݱௐࠪでは、大݀Րޱ大݀Ր

。ଆのҬでΘͣかͳ֦大がΈらΕました֎ޱ

○草津白根山（白根山（湯釜付近））（群馬県）

ɹ4 ݄ 21から౬ז付ۙઙ部Λݯͱ͢ΔՐੑࢁが૿Ճし、΄΅ಉظ࣌から౬זઙ部のுΛࣔࠦ͢Δ

֪มಈがೝΊらΕ、౬ۙז下のԹ্ঢΛࣔࠦ͢Δશ࣓ྗมԽが؍ଌさΕたこͱから、4 ݄ 22 に

ՐܯռϨϕルΛ1（׆ՐࢁであΔこͱにཹ意）から2（Րޱपล੍ن）にҾき্͛ました。ͦのޙ、֪มಈは

8 ݄下०ࠒに֓Ͷఀし、શ࣓ྗมԽは 7 ݄ࠒからఀしました。׆ಈ � ্݄०ࠒから੩Ժͳঢ়ଶ

でܦաしたこͱから、� ݄ 21にՐܯռϨϕルΛ 2（Րޱपล੍ن）から1（׆ՐࢁであΔこͱにཹ意）にҾ

き下͛ました。� ݄ 28 に౬ז付ۙઙ部Λݯͱ͢ΔՐੑࢁが࠶ͼ૿Ճしたこͱから、� ݄ 28 にՐ

はੑࢁにҾき্͛ました。Ր（੍نपลޱՐ）から2（であΔこͱにཹ意ࢁՐ׆）ռϨϕルΛ1ܯ � ݄ 30

Ҏ߱ݮগしましたが、૿ݮΛ܁りฦしていま 。͢10 ݄は͡Ίࠒから、౬זઙ部のுΛࣔࠦ͢Δ֪มಈ

が࠶ͼ؍ଌさΕていま 。͢G/SS 連ଓ؍ଌでは、ฏ 30 （2018 ）にೖ てͬからനࠜࢁのしく

はଆਂ部のுΛࣔࠦ͢ΔมԽがΈらΕていましたが、10 からఀしていまࠒ݄ ௐ্ۭࠪからのݱ͢。

のから東ଆのࣼ໘にҬがೝΊらΕましたが、ҬޱՐזนଆ、ਫޱՐזଌでは、Ҿきଓき౬؍

の広がりԹにݦஶͳมԽはೝΊらΕまͤΜでした。

○草津白根山（本白根山）（群馬県）

ɹ1 ݄ 23  10 ࣌ 02 ࠒにڸՐޱଆのՐྻޱͱଆのՐޱおΑͼڸՐޱఈのՐྻޱからՐがൃੜ

したこͱから、23 にՐޱपลܯ報Λൃ表しました。このՐのલޙで、ৼ෯の大きͳՐੑࢁඍಈが 0� ࣌

5� から 8 ؒ؍ଌさΕ、ܭࣼでは 10 ࣌ 00 ࠒから 2 ؒでຊനࠜࢁのଆ付ۙがོىし、ͦの

ޙのؒで߱͢ΔมԽが؍ଌさΕました。ओͳग़はܭࣼで߱が؍ଌさΕたؒ࣌ଳに์ग़さΕ

たͱߟ ら͑Εま 。͢このՐにΑり、ऀࢮ 1 ໊、ॏই 3 ໊、ܰই 8 ໊のਓతඃがੜ͡ました（ʮനࠜࢁ

のՐ׆ࢁಈのঢ়گ等についてʯ（内ֳ、ฏ 30  1 ݄ 24  8 ࣌ 30 ࡏݱにΑΔ））。ՐൃੜҎ߱、Ր

ඍಈがੑࢁมಈΛ͏ৼ෯のখさͳՐࣼがଟൃし、Θͣかͳੑࢁ付ۙごくઙ部でՐޱ 24 ͱ 25 に

ൃੜしました。はঃʑにݮগし、5 աしていま͢が、6ܦからはগͳいঢ়ଶでࠒ݄ ݄から 8 ݄にか͚てͱ

10݄下०から12্݄०にか͚てൃੜසがߴまΔͳͲ、׆ಈはܧଓしていま 。͢また、ѭϊๆ付ۙで࣌ʑ

がൃੜしていま पลでҬ等はೝΊらΕまޱଌでは、ՐしたෳのՐ؍ௐ্ۭࠪからのݱ͢。

ͤΜでした。

○浅間山（長野県、群馬県）

ɹՐੑࢁは 6 ߟのଆのுΛࣔ͢ͱࢁからগͳいঢ়ଶͱͳり、ઙؒࠒ݄ ら͑ΕΔ֪มಈฏ

30 （2018 ）にೖ てͬからఀしました。また、ࢁՐޱからのԎՐࢁΨε（ೋࢎԽེԫ）の์ग़ྔ

 5 からগͳいঢ়ଶͱͳͬたこͱから、8ࠒ݄ ݄ 30 にՐܯռϨϕルΛ 2（Րޱपล੍ن）から1（׆Րࢁで

あΔこͱにཹ意）にҾき下͛ました。

○焼岳（長野県、岐阜県）

ɹ11 ݄ͱ 12 ݄にমַのपลの׆ಈがൃ׆Խしましたが、׆ಈに てͬ、気׆ಈઙ部の׆

ಈにมԽはೝΊらΕ 、ͣՐ׆ࢁಈのൃ׆ԽはΈらΕまͤΜでした。
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○ベヨネース列岩（東京都）

ɹւ্อ҆庁ٴͼୈࡾ区ւ্อ҆ຊ部の؍ଌにΑΔͱ、໌ਆ付ۙでは、ฏ 2� （2017 ）11 ݄Λ࠷

ଌさΕていまͤΜ。このこͱから、Րがൃੜ͢ΔՄੑはくͳ؍にม৭ਫ気๐ͳͲはޙ てͬいΔͱஅし、

10 ݄ 31にՐܯ報（पลւҬ）Λղআし、Ր༧報（׆ՐࢁであΔこͱにཹ意）にҾき下͛ました。

○西之島（東京都）

ɹฏ 2� （2017 ）8 ݄த०Ҏ߱Րが֬ೝさΕ 、ͣՐ׆ࢁಈが下したঢ়ଶがܧଓしていたこͱから、

6 ݄ 20 にՐޱपลܯ報（ೖݥةࢁ）ΛՐޱपลܯ報（Րޱपลݥة）にҾき下͛ました。7݄ 12 にւ্

อ҆庁が্ۭから࣮ࢪした؍ଌで、࠶ͼՐが֬ೝさΕ、13 には大きͳੴがՐٰࡅ東ଆࣼ໘にܗさΕ

た৽たͳՐޱから 500 ϝーτルఔまでඈࢄし、Րٰࡅのࢁ部にさ200 ϝーτルの༹ྲྀؠΛ֬ೝしたこͱ

から、7݄ 13 にՐޱपลܯ報（ೖݥةࢁ）Λൃ表しました。7݄下०Ҏ߱、Րは֬ೝさΕ 、ͣ気象Ӵͻ

まΘりにΑΔ؍ଌで、೭ౡの表໘ԹはपғͱมΘらͳいঢ়ଶͱͳͬたこͱから、10 ݄ 31にՐޱप

ลܯ報（ೖݥةࢁ）ΛՐޱपลܯ報（Րޱपลݥة）にҾき下͛ました。

○硫黄島（東京都）

ɹւ্ࣗӴୂེԫౡجۭߤが � ݄ 12 ޕલにͬߦたػۭߤにΑΔ্ۭからの؍ଌで、ེԫౡೆଆのԊ

で、ւਫがւ໘から؛ 5 ʙ 10 ϝーτルのߴさまでग़していΔのが֬ೝさΕました。このこͱから、ւ

ఈՐがൃੜしたͱਪఆさΕま͢。

○阿蘇山（熊本県）

ɹԎはന৭で֓Ͷ 500 ϝーτルҎ下でܦաし、5 ݄から10 ݄にか͚てؒにՐөΛ؍ଌしました。தַୈ

ҰՐޱのՐޱఈが౬だまりでຬたさΕており、ં࣌、౬Λ֬ೝしました。Րੑࢁは、3 ݄から 5 ݄にか

͚てҰ࣌తにݮগしましたが、֓Ͷଟいঢ়ଶでܦաしました。ඍಈのৼ෯は֓Ͷখさͳঢ়ଶで、Ѩોࢁにಛ༗

のܕཱݽඍಈは 3 ݄Ҏ߱૿Ճし、4 ݄下०から 6 ্݄०にか͚てҰ࣌తにݮগしましたが、֓Ͷଟいঢ়ଶで

。աしましたܦの์ग़ྔは、֓Ͷଟいঢ়ଶで（Խེԫࢎೋ）Ψεࢁաしました。Րܦ

○霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺）（宮崎県、鹿児島県）

ɹ2 ݄ 15 からઙいॴΛݯͱ͢Δपが࣌ʑൃੜし、1� からはՐੑࢁが૿Ճしました。また、

まりがΈらΕたこͱかߴಈの׆ࢁまりがೝΊらΕΔͳͲ、ՐߴͼԹのٴಈҟৗҬの֦大׆ͳ気ൃ׆

ら、2 ݄ 20 にՐܯռϨϕルΛ1（׆ՐࢁであΔこͱにཹ意）から2（Րޱपล੍ن）にҾき্͛ました。4

݄ 1� の 15 ࣌ 34 ࠒΑりՐੑࢁඍಈがൃੜし、15 ࣌ 3� ࠒにེԫࢁのೆଆでՐがൃੜしました。こ

のՐにい、Ր点のपล 100 ϝーτルఔまで大きͳੴがඈࢄしました。このこͱにΑり、1�  15

࣌ 55 にՐܯռϨϕルΛ 2（Րޱपล੍ن）から 3（ೖ੍نࢁ）にҾき্͛ました。1�  21 までपลࠒ࣌

で気ଳの֦大がೝΊらΕ、Րࢁփのग़は 20  06 ࣌ 30 ࠒまでܧଓしました。1� 、20 に࣮ࢪ

した্ۭからの؍ଌ（ࣛࣇౡ、ݝभํඋہのྗڠにΑΔ）では、ེԫࢁのೆଆに৽たͳ気ଳがܗ

さΕ、ͦのपลにՐࢁփがଯੵし、ࠇփ৭のటਫがஅଓతにग़し、ં࣌このඈລがՐޱ内にඈࢄしてい

ΔこͱΛ֬ೝしました。4 ݄ 26  18 ࣌ 15 ࠒにはེԫࢁのଆ 500 ϝーτル付ۙでҰ࣌తにՐࢁփがؚま

ΕΔԎが্がΔఔのՐがൃੜしました。このՐに͏ੴのඈࢄは؍ଌさΕまͤΜでした。ޙࠓ想ఆ

さΕΔՐのنΛͱに、5 ݄ 1にՐܯռϨϕルΛ 3（ೖ੍نࢁ）から2（Րޱपล੍ن）にҾき下͛ま

した。4 ݄ 27 Ҏ߱、ՐはൃੜしていまͤΜが、ൃ׆ͳ気・టग़׆ಈがଓいていま 。͢また、5 ݄下
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०ࠒからはེԫࢁのೆଆで౬だまりΛ֬ೝし、大きさは֦大・ॖখΛ܁りฦしていま 。͢Րੑࢁは、5 ݄

下०Ҏ߱֓Ͷଟいঢ়ଶでܦաし、ઙいॴΛݯͱ͢ΔपはগͳいͳがらҾきଓきൃੜしていま

。͢G/SS 連ଓ؍ଌでは、6 ্݄०ࠒから৳ͼのがܧଓしていま 。͢また、ฏ 30 （2018 ）3 ݄த

०Ҏ߱ໄౡࢁΛڬΉجઢが৳ͼにస͡、ಷԽしていΔののܧଓしていま 。͢こΕはໄౡࢁのਂいॴでϚ

άϚのੵがଓいていΔͱߟ ら͑Εま 。͢

○霧島山（新燃岳）（宮崎県、鹿児島県）

ɹ3 ݄ 1  11 ฏ、ࠒ࣌ 2� （2017 ）10 ݄ 17 ҎདྷͱͳΔՐがൃੜしました。Րൃੜޙに࣮ࢪし

たݱௐࠪでは、ՐࢁΨε（ೋࢎԽེԫ）の์ग़ྔが 1あたり 5500τϯͱ૿ٸしたこͱから、3 ݄ 1に、

Րޱपลܯ報Λସ͑、Րޱから֓Ͷ 2 ΩϩϝーτルのܯռがඞཁͳൣғΛ 3 Ωϩϝーτルに֦大しました。3

݄ 6 にはฏ 23 （2011 ）3 ݄1ҎདྷのരൃతՐがൃੜし、7 にか͚て 34 ճஅଓతにൃੜしました。

で、6ܭࣼ  � ߟから͑ͼのַ付ۙのऩॖͱࠒ࣌ ら͑ΕΔ໌ྎͳมԽがೝΊらΕました。この付ۙは、ฏ

23 の৽೩ַのՐにؔ༩したϚάϚだまりがあΔͱਪఆさΕΔྖҬで 。͢また、Րޱ内に৽たͳ༹ؠが

ੵしつつあΔこͱが֬ೝさΕ、ՐࢁΨε（ೋࢎԽེԫ）の์ग़ྔは 7 に 1あたり 34000τϯͱさらに૿ٸ

しました。3 ݄ � にはՐޱのଆの༹ؠのྲྀ下が؍ଌさΕましたが、3 ݄下०ࠒにか͚てྲྀ下は࣍

ୈにくͳり、4 ݄த०Ҏ߱ఀしていま 。͢3 ݄ 10 のരൃతՐでは、大きͳੴがՐޱのத৺から1800

ϝーτルまでඈࢄしました。ޙࠓ、さらにՐ׆ಈがൃ׆にͳΔՄੑがあΔͱஅし、Րޱपลܯ報Λସ

͑、Րޱから֓Ͷ 3 ΩϩϝーτルのܯռがඞཁͳൣғΛ 4 Ωϩϝーτルに֦大しました。ͦのޙ、ՐࢁΨε（ೋ

のग़がؠ内の༹ޱগし、Րݮୈに࣍Խེԫ）の์ग़ྔがࢎ � には֓ͶఀࢭしたͱΈらΕ、Ր׆ಈの

さらͳΔൃ׆ԽがೝΊらΕͳくͳͬたこͱから、3 ݄ 15 に、Րޱपลܯ報Λସ͑、Րޱから֓Ͷ 4 Ωϩϝー

τルのܯռがඞཁͳൣғΛ 3 Ωϩϝーτルにॖখしました。3 ݄ 25 のՐでは、ՐྲྀࡅがՐޱԑからଆ

 400 ϝーτルྲྀ下しました。4 ݄ 5 のՐでは、ՐྲྀࡅがՐޱԑからೆ東ଆ 400 ϝーτルྲྀ下し、

ԎがՐޱԑ্ 8000 ϝーτル্がりました。4 ݄Ҏ߱࣌ʑՐがൃੜしましたが、大きͳੴのඈࢄはՐ

から2ޱ ΩϩϝーτルҎ内にཹまりました。ܭࣼでは、6 ݄Ҏ߱、ࢁମுΛࣔ͢ݦஶͳมԽは؍ଌさΕ 、ͣ

ՐࢁΨε（ೋࢎԽེԫ）の์ग़ྔ1あたり100τϯҎ下でਪҠしたこͱから、6 ݄ 28 にՐܯռϨϕル

Λ 3（ೖ੍نࢁ）から2（Րޱपล੍ن）にҾき下͛ました。6 ݄ 28 Ҏ߱、Րは؍ଌさΕていまͤΜ。Ր

はੑࢁ 11 ݄த०Ҏ߱֓Ͷগͳいঢ়ଶでܦաしており、10 ݄ 24 Ҏ߱Րੑࢁඍಈは؍ଌさΕ 、ͣՐ׆ࢁ

ಈが下したঢ়ଶがଓいていΔこͱから、ฏ 31 （201� ）1 ݄ 18 にՐܯռϨϕルΛ 2（Րޱपล੍ن）

から1（׆ՐࢁであΔこͱにཹ意）にҾき下͛ました。

○霧島山（御鉢）（宮崎県、鹿児島県）

ɹՐޱԑΛ Δ͑ԎはೝΊらΕまͤΜでした。ുޚのೆଆがৼಈݯͱਪఆさΕΔՐੑࢁが、2 ݄ � 

から16 にか͚てҰ࣌తに૿Ճし、ܧଓؒ࣌のいՐੑࢁඍಈ 2 ճൃੜしたこͱから、2 ݄ � にՐܯ

ռϨϕルΛ1（׆ՐࢁであΔこͱにཹ意）から2（Րޱपล੍ن）にҾき্͛ました。ͦのޙ、はগͳいঢ়

ଶでܦաし、2 ݄10 Ҏ߱、Րੑࢁඍಈは؍ଌさΕͳくͳͬたこͱから、3 ݄ 15 にՐܯռϨϕルΛ 2（Ր

。にҾき下͛ました（であΔこͱにཹ意ࢁՐ׆）から1（੍نपลޱ

○桜島（鹿児島県）

ɹฏ 30 （2018 ）のՐは 47� ճ（ฏ 2� ɿ406 ճ）、この ち͏രൃతՐは 246 ճ（ฏ 2� ɿ
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81 ճ）で、তՐޱでのՐは 4 ճͱલ（3�4 ճ）にൺてݮগし、രൃతՐはൃੜしまͤΜでした（ฏ

 2� ɿ77 ճ）。4 ݄ 2  00 ࣌ 17 のՐΛޙ࠷にতՐޱではՐはൃੜしていまͤΜ。ೆַࢁՐޱ

のՐ׆ಈは、3݄ʙ ͼٴࠒ݄� 11݄த०Ҏ߱は֓Ͷൃ׆ͳঢ়ଶで、6݄16  07 ࣌ 1� のരൃతՐでは、

ଟྔのԎがՐޱԑ্ 4700 ϝーτルまで্がり、ՐྲྀࡅがೆַࢁՐޱのೆଆ 1300 ϝーτルྲྀ下し

ました。ೆ 100ଌしたのはฏ2�3݄25のՐで1؍ΛྲྀࡅでՐޱՐࢁַϝーτルྲྀ下してҎདྷでした。

7 ݄ 16  15 ࣌ 38 のՐでは、ଟྔのԎがՐޱԑ্ 4600 ϝーτルまで্がり、大きͳੴが 4 ߹ま

でୡしました（ೆַࢁՐޱのՐにΑり大きͳੴが 4 ߹までୡしたのは、ฏ 24  7݄ 24 のՐҎ

དྷ）。ฏ 30 のՐは 475 ճ（ฏ 2� ɿ12 ճ）、この ち͏രൃతՐは 246 ճͱલ（4 ճ）にൺて

૿Ճしました。

ɹฏ 30 のՐੑࢁは 3811 ճで、લ（72�5 ճ）にൺݮগしました。Րੑࢁඍಈのܧଓؒ࣌の

߹ܭは 81 で、લ（ؒ࣌ 2�0 ଌで؍にΑΔܭॖ৳、ܭࣼౡౡ内のࡩ。গしましたݮにൺ（ؒ࣌

は、ݦஶͳࢁମོىΛࣔ͢มԽはೝΊらΕ 、ͣҰ部のՐのൃੜલにࢁମのΘͣかͳுが、ൃੜޙにΘ

ͣかͳऩॖが؍ଌさΕました。G/SS 連ଓ؍ଌでは、ѬྑΧルσϥ（ࣛࣇౡԞ部）の下ਂ部のுがଓ

いていま 。͢ՐࢁΨε（ೋࢎԽེԫ）の์ग़ྔはՐ׆ಈがൃ׆ͳظ࣌Λத৺にଟく、ಛに、5 ݄ 22 の؍

ଌでは 1あたり 6200τϯ、12 ݄12 は 4500τϯͱඇৗにଟいঢ়ଶͱͳりました。ࣛࣇౡݝの߱փྔ؍ଌ

σーλΛͱにղੳしたฏ 30 の総߱փྔは、 1�1 ສτϯ（ฏ 2�  :  �1 ສτϯ）でした。こΕらの

ռϨϕルܯから、Րگಈঢ়׆ 3（ೖ੍نࢁ）Λܧଓしました。

○薩摩硫黄島（鹿児島県）

ɹ3 ݄ 16 にՐੑࢁඍಈがൃੜし、3 ݄ 1� にはՐੑࢁが �3 ճͱ૿ՃしたたΊ、ՐܯռϨϕルΛ1（׆

ՐࢁであΔこͱにཹ意）から2（Րޱपล੍ن）にҾき্͛ました。Րੑࢁは 3 ݄ 22 に �3 ճͱ࠶ͼ

૿Ճしました。ͦのޙՐੑࢁはݮগし、Րੑࢁඍಈ؍ଌさΕͳくͳͬたこͱから、4 ݄ 27 にՐܯռ

ϨϕルΛ 2（Րޱपล੍ن）から1（׆ՐࢁであΔこͱにཹ意）にҾき下͛ました。

○口永良部島（鹿児島県）

ɹ8 ݄にೖり、Րޱ付ۙのごくઙいॴΛݯͱ͢ΔՐੑࢁՐࢁΨε（ೋࢎԽེԫ）の์ग़ྔが૿Ճして

いたதで、8 ݄ 15 に৽ַのଆࢁのਂいॴΛݯͱ͢ΔՐੑࢁが૿Ճしました。のن

は࠷大でϚάχνϡーυ 1.�	 ఆ 
 ͱ大きͳのでした。こののݯは、ฏ 27 （2015 ）5

݄のՐલ（ಉ 1 ݄）にൃੜしたͱ֓Ͷಉ͡ॴであΔͱਪఆさΕ、৽たͳϚάϚの؏ೖのՄੑΛࣔ

ࠦ͢Δͱͱに、ޙࠓ、Ր׆ࢁಈがߋにߴまΔՄੑがあΔͱஅし、8 ݄ 15 にՐܯռϨϕルΛ 2（Րޱ

पล੍ن）から 4（ආ४උ）にҾき্͛ました。8 ݄ 16 Ҏ߱、৽ַのଆࢁのਂいॴΛݯͱ

͢ΔՐੑࢁは؍ଌさΕ 、ͣՐޱ付ۙのごくઙいॴΛݯͱ͢ΔՐੑࢁՐࢁΨε（ೋࢎԽེԫ）の์

ग़ྔݮগしたこͱから、8 ݄ 2� にՐܯռϨϕルΛ 4（ආ४උ）から 3（ೖ੍نࢁ）にҾき下͛ました。

Ҏ߱、Րੑࢁは֓Ͷগͳいঢ়ଶでܦաしていましたが、10 ݄ 1� から࠶૿Ճしました。ՐࢁΨε（ೋ

りฦしͳがらෆ҆ఆͳঢ়ଶͱͳ܁ΛݮԽེԫ）の์ग़ྔは૿ࢎ てͬいました。10 ݄ 21にฏ 27  6 ݄Ҏ

དྷͱͳΔՐがൃੜし、12 ݄ 13 までஅଓతにൃੜしました。Ұ連のՐでは、Ԏがߴ࠷で 2100 ϝーτ

ルまで্がりましたが、Րྲྀࡅੴは؍ଌさΕまͤΜでした。12 ݄ 18  16 ࣌ 37 に࠶ͼՐがൃੜし、

ՐྲྀࡅがՐޱからଆ 1000 ϝーτルྲྀ下͢Δͱͱに、大きͳੴがՐޱから700 ϝーτルまでඈࢄしま
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した。Ԏは、ւൈ 5000 ϝーτルにୡしたこͱが֬ೝさΕました。

○諏訪之瀬島（鹿児島県）

ɹַޚՐޱではൃ׆ͳՐ׆ಈがܧଓし、രൃతՐは 42 ճ（ฏ 2� ɿ32 ճ）でした。3 ݄ 27 の

ՐではԎがՐޱԑ্ 2200 ϝーτルまで্がりました（લのߴ࠷ 2800 ϝーτル）。֓ͶؒΛ௨してؒ

にՐөΛ؍ଌしました。ेౡଜਡ๚೭ౡग़ுॴにΑΔͱ、ूམで߱փΛ֬ೝしたは 15 （ฏ 2�

ɿ� ）でした。こΕらの׆ಈঢ়گから、ՐܯռϨϕル 2（Րޱपล੍ن）Λܧଓしました。
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１節  黄砂
ɹฏ 30 （2018 ）のࠃ内のいͣΕかの気象ଌީॴでԫ࠭ݱ象Λ؍ଌした（ԫ࠭؍ଌ）は

11でした。

ɹຊのԫ࠭のඈདྷは、ྫ 3 ݄ʙ 5 ݄にूதして

いま 。͢このظ࣌は、ᶃ東ΞジΞの࠭യҬのΑ͏ͳԫ

࠭のൃੜݯͱͳ てͬいΔҬで໘Λ෴͏ੵઇがͳく

ͳΔҰํ、まだ২がժਧいていͳいたΊס૩した

໘がΉきग़しで、࠭͡Μがい্がり͢いこͱ、ᶄ大

ྔの࠭͡ΜΛい্͛、ӡͿڧ෩のݪҼͱͳΔ気ѹ

が௨り͢いقઅであΔこͱから、ԫ࠭がଟくඈདྷしま

。͢このظ࣌Ҏ֎に、ԫ࠭のൃੜݯͱͳ てͬいΔ

Ҭがס૩していて্ۭの෩がຊいてਧいていΔ

ͳͲの݅が Ζͦ͑、ຊにԫ࠭がඈདྷしま 。͢

ɹฏ 30 の݄ผԫ࠭؍ଌは、4 ݄はฏͱ΄

΅ಉ͡でしたが、ͦのଞの݄はฏΛ下ճりました。

5章 黄砂、紫外線など

昭和 42年（1967 年）から平成 30 年（2018 年）まで黄砂の観測を続けている 59地点の観測データを使用しています。

日本における年別の黄砂観測日数（昭和42年（1967年）～平成30年（2018年））

平成30年（2018年）の月別黄砂観測日数

黄砂観測日数とは、国内のいずれかの気象台や測候所で黄砂を観測し
た日数で、同じ日に何地点で観測しても 1日として数えます。平年値
は昭和 56 年（1981 年）～平成 22 年（2010 年）の平均値です。昭
和 42 年（1967 年）から平成 30 年（2018 年）まで観測を続けている
59地点の観測データを使用しています。
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2節  オゾン層 ･紫外線
ɹ্ۭにଘ͢ࡏΔΦκϯは、ϑϩϯ等にΑΔ大نͳΦκϯഁյのӨڹで、1�80 代から1��0 代

にか͚てੈքతに大きくݮগしました。ͦのޙは、ࡍࠃతͳΦκϯอޢのऔりΈにΑり、Θͣかにճ෮し

ていま 内で、つくͳͲの点で্から্ۭまでのΦκϯの総ࠃ͢。 （ྔΦκϯશྔ）Λ؍ଌしていま͢が、

ಉ༷ͳが見らΕま 。͢また、ೆۃҬでは 1�80 代ॳΊࠒから্ۭのΦκϯྔがۃにগͳくͳΔೆۃΦ

κϯホールが؍ଌさΕていま 。͢ΦκϯഁյのࢦඪであΔೆۃΦκϯホールのฏ 30 （2018 ）の໘ੵ

は、ݍの気ԹがྫΑりかͬたたΊۙ࠷ 10 ؒのฏۉΑり大きくͳりましたが、ฏ 12 （2000 ）

લޙのݦஶに大きかͬたنには֦大しまͤΜでした。

ɹࢵ֎ઢのਓମのӨڹΛࣔ͢ߚൗ（こ͏ はΜ）ࢵ֎ઢྔは、ࠃ内では؍ଌΛ։࢝した 1��0 代ॳΊか

ら؇かに૿Ճしていま 。͢Ұൠに、্ۭのΦκϯྔがݮগ͢Δͱ表に౸ୡ͢Δࢵ֎ઢは૿Ճしま͢が、こ

のࠃ、ؒظ内ではΦκϯྔはݮগしていまͤΜ。大気தのඍཻࢠがݮগしてࢵ֎ઢが্に౸ୡし͢かͬ

たこͱ、ӢがগͳいఱީがଟかͬたこͱͳͲがߚൗࢵ֎ઢྔの૿ՃのݪҼͱߟ ら͑Εていま 。͢

平成 30 年のオゾンホールの最大面積を記録した 9月 20 日の南半球オゾン全量分布図（左）及び年最大面積の経年変化グラフ ( 右 )。右
図において、緑色の横線は南極大陸の面積を示しています。両図は、NASA提供の衛星観測データをもとに気象庁で解析しました。

札幌と那覇における紫外線観測データは 2018 年 1月まで。札幌と那覇は、2018 年 1月をもって、紫外線観測を終了しました。

南極オゾンホール

日本国内の紅斑紫外線量年積算値の経年変化
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3節  日射と赤外放射
ɹ気象庁では、ࣹͱ֎์ࣹについてڥٿ

気ީのӨڹΛѲ͢ΔたΊࠃ内 5 点（ࡳຈ、

つく、Ԭ、ೆௗౡ、ੴ֞ౡ）で精ີͳࣹ์

ཚࣹおࢄ、い、શఱࣹ、ୡࣹߦଌΛ؍ࣹ

Αͼ下き֎์ࣹのܦมԽΛࢹしていま 。͢

ɹੈքのଟくのҬにお͚Δશఱࣹྔは、1�60

ࠒから1�80 代 、ޙগし、ͦのݮまでޙ

2000 ࠒまでܹٸに૿Ճし、ͦのޙは大きͳมԽ

が見らΕͳいͱい͏が報ࠂさΕていま 。͢

ɹຊにお͚ΔมԽࠃ）内 5 点ฏۉ）Λ見

Δͱ、1�70 代ޙから1��0 ࠒにか͚てܹٸ

にݮগし、1��0 ࠒから2000 代ॳΊにか͚てܹٸに૿Ճし、ͦ のޙは大きͳมԽは見らΕまͤΜ。こΕは、

ੈքతͳมԽͱ΄΅߹していま 。͢

国内 5地点（札幌、つくば、福岡、南鳥島、石垣島）における全天日射量
の年平均値（黒線）および 5年移動平均値（赤線）

全天日射量の経年変化

コラム  

˙ೆۃΦκϯϗʔϧͷճ෮

コラム  

南極オゾンホールの年最大面積と南半球成層圏
（50hPa）における -78℃以下の領域面積（8月平均）

南極オゾンホールの最大面積と南半球成層圏（50hPa）の
-78℃以下（オゾン層破壊を促進させる極域成層圏雲が発生す
る目安）の領域面積（8月平均）の経年変化。米国航空宇宙
局（NASA）提供の衛星観測データと気象庁 55 年長期再解析
（JRA-55）を基に作成。

　大気中のオゾン層破壊物質の濃度と南極の気象
状況が、オゾンホールの規模に影響を与えます。
オゾン層破壊物質は、生産規制等の効果により、
世界的に1990 年代半ば以降緩やかに減少して
います。一方で、南極の気象状況は年々変動が大
きいため、オゾンホールの年々変動も大きく、こ
れまで回復傾向については述べることができませ
んでした。
　しかし、平成 30 年（2018 年）は、南極上空
の成層圏（50hPa（高度約20キロメートル付近））
の気温が低く、オゾン破壊を促進させる極域成層
圏雲が発達しやすい気象状況であったにもかかわ
らず、平成12年（2000 年）前後の顕著に大き
かった期間ほどの規模にはオゾンホールは拡大し
ませんでした。また、オゾンホールの年最大面積の変化傾向を見ると、平成12年以降は統計的に
有意な縮小傾向を示しています。これらのことを総合すると、南極オゾンホールは回復傾向にあると
考えられます。
　一方、大気中のオゾン層破壊物質の濃度は減少しているものの依然として高く、またオゾンホール
の規模は大きい状態にあります。そのため、今後も監視を継続していくことが重要です。
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気象官署名 郵便番号 所在地等 電 話 番号

気象庁 100-8122 千代田区大手町1-3-4 03-3212-8341

気象研究所 305-0052 つくば市長峰1-1 029-853-8552

気象衛星センター 204-0012 清瀬市中清戸3-235 042-493-1111

高層気象台 305-0052 つくば市長峰1-2 029-851-4125

地磁気観測所 315-0116 石岡市柿岡595 0299-43-1151

気象大学校 277-0852 柏市旭町7-4-81 04-7144-7185

札幌管区気象台 060-0002 札幌市中央区北2条西18-2 011-611-6127

函館地方気象台 041-0806 函館市美原3-4-4 0138-46-2214

旭川地方気象台 078-8391 旭川市宮前1条3-3-15 旭川合同庁舎 0166-32-7101

室蘭地方気象台 051-0012 室蘭市山手町2-6-8 0143-22-2598

釧路地方気象台 085-8586 釧路市幸町10-3 釧路地方合同庁舎 0154-31-5145

網走地方気象台 093-0031 網走市台町2-1-6 0152-44-6891

稚内地方気象台 097-0023 稚内市開運2-2-1 稚内港湾合同庁舎 0162-23-6016

仙台管区気象台 983-0842 仙台市宮城野区五輪1-3-15 仙台第3合同庁舎 022-297-8100

青森地方気象台 030-0966 青森市花園1-17-19 017-741-7412

盛岡地方気象台 020-0821 盛岡市山王町7-60 019-622-7869

秋田地方気象台 010-0951 秋田市山王7-1-4 秋田第2合同庁舎 018-824-0376

山形地方気象台 990-0041 山形市緑町1-5-77 023-624-1946

福島地方気象台 960-8018 福島市松木町1-9 024-534-6724

東京管区気象台 100-0004 千代田区大手町1-3-4 03-3212-8341

水戸地方気象台 310-0066 水戸市金町1-4-6 029-224-1107

宇都宮地方気象台 320-0845 宇都宮市明保野町1-4 宇都宮第2地方合同庁舎 028-633-2766

前橋地方気象台 371-0026 前橋市大手町2-3-1 前橋地方合同庁舎 027-896-1190

熊谷地方気象台 360-0814 熊谷市桜町1-6-10 048-521-7911

銚子地方気象台 288-0001 銚子市川口町2-6431 銚子港湾合同庁舎 0479-22-0374

横浜地方気象台 231-0862 横浜市中区山手町99 045-621-1563

新潟地方気象台 950-0954 新潟市中央区美咲町1-2-1 新潟美咲合同庁舎2号館 025-281-5873

富山地方気象台 930-0892 富山市石坂2415 076-432-2332

金沢地方気象台 920-0024 金沢市西念3-4-1 金沢駅西合同庁舎 076-260-1461

福井地方気象台 910-0857 福井市豊島2-5-2 0776-24-0096

甲府地方気象台 400-0035 甲府市飯田4-7-29 055-222-3634

長野地方気象台 380-0801 長野市箱清水1-8-18 026-232-2738

岐阜地方気象台 500-8484 岐阜市加納二之丸6 058-271-4109

全国気象官署等一覧
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気 象官署名 郵便番号 所在地等 電 話 番 号

静岡地方気象台 422-8006 静岡市駿河区曲金2-1-5 054-286-6919

名古屋地方気象台 464-0039 名古屋市千種区日和町2-18 052-751-5577

津地方気象台 514-0002 津市島崎町327-2 津第2地方合同庁舎 059-228-4745

成田航空地方気象台 282-0004 成田市古込字込前133 成田国際空港管理ビル内 0476-32-6550

東京航空地方気象台 144-0041 大田区羽田空港3-3-1 03-5757-9674

中部航空地方気象台 479-0881 常滑市セントレア1-1 0569-38-0001

大阪管区気象台 540-0008 大阪市中央区大手前4-1-76 大阪合同庁舎第4号館 06-6949-6300

彦根地方気象台 522-0068 彦根市城町2-5-25 0749-23-2582

京都地方気象台 604-8482 京都市中京区西ノ京笠殿町38 075-823-4302

神戸地方気象台 651-0073 神戸市中央区脇浜海岸通1-4-3 神戸防災合同庁舎 078-222-8901

奈良地方気象台 630-8307 奈良市西紀寺町12-1 0742-22-4445

和歌山地方気象台 640-8230 和歌山市男野芝丁4 073-432-0632

鳥取地方気象台 680-0842 鳥取市吉方109 鳥取第3地方合同庁舎 0857-29-1312

松江地方気象台 690-0017 松江市西津田7-1-11 0852-21-3794

岡山地方気象台 700-0984 岡山市北区桑田町1-36 岡山地方合同庁舎 086-223-1721

広島地方気象台 730-0012 広島市中区上八丁堀6-30 広島合同庁舎4号館 082-223-3950

徳島地方気象台 770-0864 徳島市大和町2-3-36 088-622-2265

高松地方気象台 760-0019 高松市サンポート3-33 高松サンポート合同庁舎南館 087-826-6121

松山地方気象台 790-0873 松山市北持田町102 089-941-6293

高知地方気象台 780-0870 高知市本町4-3-41 高知地方合同庁舎 088-822-8883

関西航空地方気象台 549-0011 大阪府泉南郡田尻町泉州空港中1番地 072-455-1250

福岡管区気象台 810-0052 福岡市中央区大濠1-2-36 092-725-3601

下関地方気象台 750-0025 下関市竹崎町4-6-1 下関地方合同庁舎 083-234-4005

佐賀地方気象台 840-0801 佐賀市駅前中央3-3-20 佐賀第2合同庁舎 0952-32-7025

長崎地方気象台 850-0931 長崎市南山手町11-51 095-811-4863

熊本地方気象台 860-0047 熊本市西区春日2-10-1 熊本地方合同庁舎 096-352-7740

大分地方気象台 870-0023 大分市長浜町3-1-38 097-532-0667

宮崎地方気象台 880-0032 宮崎市霧島5-1-4 0985-25-4033

鹿児島地方気象台 890-0068 鹿児島市東郡元町4-1 鹿児島第2地方合同庁舎 099-250-9911

福岡航空地方気象台 812-0005 福岡市博多区大字上臼井字屋敷295 福岡空港統合庁舎 092-621-3945

沖縄気象台 900-8517 那覇市樋川1-15-15 那覇第1地方合同庁舎 098-833-4281

宮古島地方気象台 906-0013 宮古島市平良字下里1020-7 0980-72-3050

石垣島地方気象台 907-0004 石垣市字登野城428 0980-82-2155

南大東島地方気象台 901-3805 沖縄県島尻郡南大東村字在所306 09802-2-2535

資料編全国気象官署等一覧
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C
 COSMETS（Computer System for Meteorological Services）

　気象資料総合処理システム。国内外の気象などの観測データを集信し、大気の状態を解析・予測し、
その結果を国内外に配信する総合的な電子計算機システム。気象資料の編集・中継などの通信処理、端
末でのデータ利用のための業務処理をするための気象情報伝送処理システム（アデス）と、解析・予測
をするためのスーパーコンピュータシステムから構成されている。

E
 EPOS（Earthquake Phenomena Observation System）

　地震活動等総合監視システム。気象庁本庁及び大阪管区気象台において日本全国における地震や津波
の観測データをリアルタイムで監視し、緊急地震速報、津波警報・注意報、南海トラフ地震に関連する
情報や地震・津波に関する情報等を防災機関、報道機関等に迅速に発表するシステム。気象庁本庁では、
東海・南関東地域の地殻変動観測データの監視も行っている。

G
 GFCS（Global Framework for Climate Services）

　気候サービスのための世界的枠組み。気候変動への適応策をはじめとするあらゆるレベルの政策や意
思決定に気候情報を活用し社会が気候リスク（気候によって影響を受ける可能性）を適切に管理し対応
できるようにすることを目指す枠組み。世界気象機関（WMO）等が推進している。

GISC（Global Information System Centre）
　全球情報システムセンター。WMO情報システム（WIS）において世界の気象通信網の中核をなし、
気象に関する各種データの交換や資料の管理を行う。気象庁はWMOからの指名を受け、世界に先駆け
て平成 23年 8月から運用を開始した。

GNSS（Global Navigation Satellite System（s））
　GPS（全地球測位システム）をはじめとする衛星測位システム全般を示す呼称。人工衛星を用いて位
置を決定するシステムで、一般にはカーナビゲーションシステムへの利用でなじみ深い。高い精度での
位置決定が可能な GNSSを用いることにより、地震あるいは火山現象などに伴う地殻変動の観測やラジ
オゾンデによる高層観測に利用している。また、大気中の水蒸気により電波の遅延が生じることを利用
して、このシステムから得られる水蒸気に関する情報を数値予報に活用している。

GTS（Global Telecommunication System）
　全球通信システム。世界気象機関（WMO）の世界気象監視（WWW）計画の下で、気象資料の国際的
な交換、配信を行うために構築された全世界的な気象通信ネットワーク。

I
 ICAO（International Civil Aviation Organization）

　国際民間航空機関。昭和 19年（1944 年）の国際民間航空条約（シカゴ条約）に基づいて設立された、
民間航空に関する国際連合の専門機関の一つ。

用語集  
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IOC（Intergovernmental Oceanographic Commission）
　政府間海洋学委員会。昭和 35年（1960 年）、国連教育科学文化機関（ユネスコ）内に設立された機関。
海洋と沿岸域の性質と資源に関する知識を深め、その知識を加盟国における海洋環境の管理と持続可能
な開発、保護及び政策決定プロセスに適用するために、国際協力を推進し、関連の研究やサービス及び
能力開発のプログラムを調整している。

IPCC（Intergovernmental Panel on Climate Change）
　気候変動に関する政府間パネル。世界気象機関（WMO）と国連環境計画（UNEP）により、昭和 63
年（1988 年）に設立された。各国の科学者や専門家で組織され、気候変動の（1）自然科学的根拠、（2）
脆弱性・影響・適応策、（3）緩和策の評価を行い、報告書をとりまとめている。その報告書の内容は、
地球温暖化に関する条約交渉の際などに、共通認識の情報として取り扱われている。

J
 JETT（JMA Emergency Task Team）

　→ 気象庁防災対応支援チーム（JETT：JMA Emergency Task Team）参照

L
 LIDEN（Lightning Detection Network System）

　雷監視システム。雷により発生する電波を受信し、その位置、発生時刻等の情報を作成するシステム。

N
 NEAR-GOOS

（North-East Asian Regional Global Ocean Observing System）
　北東アジア地域海洋観測システム。全球海洋観測システム（GOOS）の北東アジア地域プロジェクト
であり、参加各国が行った海洋観測のデータなどを即時的に国際交換するためのデータベースを運用し
ている。日本、中国、韓国、ロシアが参加している。
　GOOSは全世界の海洋の環境や変動を監視してその予測を可能にするための長期的で系統的な海洋観
測システムを構築する国際的な計画であり、国連教育科学文化機関（ユネスコ）政府間海洋学委員会
（IOC）、世界気象機関（WMO）などが共同で推進している。

P
 PLUM法（Propagation of Local Undamped Motion 法）

　緊急地震速報の震度予測に用いる手法のひとつ。震源の位置や規模の推定を行わず、観測された揺れ
の強さから直接、予測地点の震度を推定する。「予測地点の付近の地震計で強い揺れが観測されると、そ
の予測地点も同じように強く揺れる」という考え方に従っている。

W
 WMO（World Meteorological Organization

　世界気象機関。世界の気象事業の調和的発展を目標とした国際計画の推進・調整を行うため、昭和 
25 年（1950 年）に世界気象機関条約に基づいて設立され、翌昭和 26年（1951 年）に国際連合の専
門機関となった。平成 31年（2019 年）4月 1日現在、186 か国と 6領域が構成員として加盟してい
る（日本は昭和 28年（1953 年）に加盟）。事務局本部はスイスのジュネーブに置かれている。

用語集用語集  
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ア
 アデス

　気象庁本庁及び大阪管区気象台に設置された気象情報伝送処理システム。気象資料の編集・中継など
の通信処理、端末でのデータ利用のための業務処理を行っている。

アメダス（AMeDAS：Automated Meteorological Data Acquisition System）
　全国約 1,300 か所に設置した無人の観測所で、気温や降水量などを自動的に観測するシステム。アメ
ダスはこのシステム（地域気象観測システム）の英語名の頭字語である。

アルゴ計画
　世界気象機関（WMO）及び国連教育科学文化機関（ユネスコ）政府間海洋学委員会（IOC）などの協
力の下、国際的な枠組みにより、世界の海洋を常時観測するシステムとして中層フロート（チの項を参照）
を全世界の海洋に投入して（平成 31年 4月現在、約 3900 台）、気候に大きく影響する海洋の状況をリ
アルタイムに把握することを目的として実施されている。アルゴとは、ギリシャ神話に出てくる船の名
前（Argo）にちなんだもの。

アンサンブル手法
　初期値に含まれる誤差や数値予報モデルが完全ではないことにより生じる、予測結果の不確実性に関
する情報を、多数の予測計算から抽出する方法。初期値の誤差を考慮する手法を「初期値アンサンブル
手法」、数値予報モデルの不完全性を考慮する手法を「モデルアンサンブル手法」と呼ぶ。気象庁では初
期値アンサンブル手法とモデルアンサンブル手法の両方を用いている。

イ
 異常潮位

　高潮や津波とは異なり、比較的長期間（1週間から 3か月程度）継続して、潮位が平常より数十セン
チメートル程度高く（もしくは低く）なる現象。原因は、気圧配置・海水温・海流の変動など多岐にわ
たり、これらが複合して発生すると考えられている。

ウ
 ウィンドシアー（wind shear）

　大気中の 2地点で風の強さや向きが異なる状態のことで、風の空間的な急変域をいう。航空機の飛行
に大きな影響を与える場合があり、航空路や空港での観測や予測が重要とされている。

ウィンドプロファイラ（wind profiler）
　電波を地上から上空に向けて発射し、主に乱流に起因する空気屈折率の不均一によって後方に散乱さ
れた電波を受信し、処理することにより、観測点上空の風向・風速を測定するレーダー。

エ
 エーロゾル（aerosol）

　大気中に浮遊している固体あるいは液体の微粒子。地表や海洋から舞い上がるものや、工業活動によっ
て排出される煤煙などがある。太陽光の吸収・散乱や雲の生成などに影響する。
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エルニーニョ現象
　太平洋赤道域の日付変更線付近から南米沿岸にかけて海面水温が平年より高くなり、その状態が１年
程度続く現象で、数年おきに発生する。ひとたびエルニーニョ現象が発生すると、日本を含め世界中で
異常な天候が起こると考えられている。

オ
 オゾンホール（ozone hole）

　フロンガスなどのオゾン層破壊物質の排出により、1980 年代初めから南極域で春季にあたる 9、10
月頃を中心に成層圏のオゾン量の顕著な減少が観測されるようになり、この現象は、南極大陸を中心に
オゾン層に穴のあいたような状態となることからオゾンホールと呼ばれている。

温室効果ガス
　地表面から放出される赤外線を吸収して大気を暖める効果（温室効果）をもつ気体（ガス）の総称。
水蒸気、二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素などがある。このうち、水蒸気を除くガスは人間活動に伴っ
て増加しており、地球温暖化の原因物質として知られている。

カ
 解析雨量

　アメダスや自治体等の雨量計による正確な雨量観測と気象レーダーによる広範囲にわたる面的な雨の
分布・強さの観測とのそれぞれの長所を組み合わせて、より精度が高い、面的な雨量を 1キロメートル
格子で解析したもの。

海洋の酸性化（海洋酸性化）
　大気中に放出された二酸化炭素を海洋が吸収することにより、海洋の水素イオン濃度指数（pH）が長
期間にわたって低下する現象。現在の海水は弱アルカリ性（海面においては pH約 8.1）を示しているが、
二酸化炭素は水に溶けると酸性としての性質を示し、pHを低下させる。大気中の二酸化炭素濃度は増
加し続けていることから、海洋はさらに多くの二酸化炭素を吸収することになるため、より酸性側にな
ることが懸念されている。

海流
　海洋のほぼ決まった場所をほぼ定常的に流れる大規模な流れ。代表的なものに日本の南岸を流れる黒
潮や北大西洋のメキシコ湾流がある。

火映
　高温の溶岩や火山ガス等が火口内や火道上部にある場合に、火口上の雲や噴煙が明るく照らされる現
象のこと。一般的には夜間に観察される。

火砕流
　噴火により放出された破片状の固体物質と火山ガス等が混合状態で、地表に沿って流れる現象のこと。
火砕流の速度は時速数百キロメートル以上、温度は数百℃に達することもあり、破壊力が大きく、重要
な災害要因となりえる。
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火山ガス
　火山活動により地表に噴出する高温のガスのこと。噴火によって溶岩や破片状の固体物質などの火山
噴出物と一体となって噴出するものを含む。「噴気」ともいう。水、二酸化硫黄、硫化水素、二酸化炭素
などを主成分とする。火山ガスを吸引すると、二酸化硫黄による気管支などの障害や硫化水素による中
毒等を発生する可能性がある。

火山性微動
　火山体またはその周辺で発生する火山性地震よりも継続時間の長いもの。振動の始まりと終わりが
はっきりしない。地下のマグマや火山ガス、熱水などの流体の移動や振動が原因と考えられるものや、
微小な地震が続けて発生したことによると考えられるものがある。火山活動が活発化した時や火山が噴
火した際に多く観測される。

火山噴火予知連絡会
　火山噴火予知計画（昭和 48年文部省測地学審議会（現文部科学省科学技術・学術審議会測地学分科会）
建議）により、関係機関の研究及び業務に関する成果及び情報の交換、火山現象についての総合的判断
を行うこと等を目的として、昭和 49年に設置された。この連絡会は、学識経験者及び関係機関の専門
家から構成されており、気象庁が事務局を担当している。

火山礫（れき）
　噴火によって噴出される噴石や火山灰などの固形状の物質は大きさによって分類されており、そのう
ちの一つ。直径が 2～ 64 ミリメートルのものを指す。なお、直径が 64ミリメートルより大きいもの
を「火山岩塊」、2ミリメートルより小さいものを「火山灰」と呼んでいる。

活火山
　概ね過去 1万年以内に噴火した火山及び現在活発な噴気活動のある火山（火山噴火予知連絡会によっ
て、平成 15年（2003 年）に定義）のこと。日本には 111の活火山がある。

キ
 気候モデル

　気候を形成する大気、海洋、陸面などの諸因子を数値モデル化し（それぞれ大気大循環モデル、海洋
大循環モデル、陸面モデルという）、これらを組み合わせコンピュータで計算して気候を予測する数値予
報モデル。

気象庁防災対応支援チーム（JETT：JMA Emergency Task Team）
　近年相次ぐ災害をふまえて、地方公共団体の防災対応への支援を強化すべく、気象庁が平成 30年 5
月に創設したチーム。災害が発生した場合または災害の発生が予想される場合に、都道府県や市町村の
災害対策本部等へ気象庁職員を派遣し、現場のニーズや各機関の活動状況を踏まえ、防災気象情報等の
「読み解き」の支援や市町村長が避難勧告等を行う際の助言等、地方公共団体や各関係機関（自衛隊、警
察、消防等）の防災対応を支援する。なお、気象庁防災対応支援チームは国土交通省の緊急災害対策派
遣隊（TEC-FORCE）の一員である。

気象防災アドバイザー
　地方公共団体の防災の現場で即戦力となる人材の育成を目的に気象庁が開催した「気象防災アドバイ
ザー育成研修」を受講した気象防災の専門家。

用語集  
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気象ビジネス推進コンソーシアム（WXBC：Weather Business Consortium）
　産業界における気象データの利活用を一層推進するとともに、IoT・AI 技術を駆使し、気象データを
高度利用した我が国における産業活動を創出・活性化するため、平成 29年 3月 7日に産学官連携で設
立された。事務局は気象庁が担っている。

緊急地震速報
　地震波は主に２種類の波があり、速いスピード（毎秒約７キロメートル）で伝わる波をＰ波、伝わる
スピードは遅い（毎秒約４キロメートル）が揺れは強い波をＳ波という。緊急地震速報は、Ｐ波とＳ波
の伝わる速度の差を利用して、震源に近いところにある地震計がＰ波を検知すると、震源の位置や地震
の規模、震度等を瞬時に計算して予想し、Ｓ波が伝わってくる前に強い揺れが来ることをお知らせする
もの。また、観測点に揺れが到達し、周辺地域に強い揺れが来ることが予想される場合は、その旨あわ
せてお知らせする。

ク
 空振

　噴火などによって周囲の空気が振動して衝撃波となって大気中に伝播する現象のこと。空振が通過す
る際に建物の窓や壁を揺らし、時には窓ガラスが破損することもある。火口から離れるに従って減速し
音波となるが、瞬間的な低周波音であるため人間の耳で直接聞くことは難しい。

クロロフルオロカーボン類（chlorofluorocarbons）
　塩素、フッ素、炭素からなる化合物で、オゾン層を破壊する性質とともに強い温室効果がある。代表
的なものとして CFC-11、CFC-12 などがある。フロン類ともいう。

ケ
 傾斜計

　地盤の傾斜を精密に計測する機器のこと。火山体直下へのマグマの貫入等により山体の傾斜変化が観
測されることがある。

コ
 黄砂

　アジア域の砂漠地帯（ゴビ砂漠、タクラマカン砂漠）や黄土高原などから舞い上げられた砂塵が、上
空の強い風によって東方へ輸送され、徐々に降下する現象。日本における黄砂現象は、春先から初夏に
かけて観測されることが多く、空が黄褐色に煙ることにより、一般にもよく知られた現象である。現象
が著しいときは、視程の悪化により交通機関へ影響を与える場合がある。

シ
 地震計

　地震動を計測する機器。複数の観測点における、地震波が到達した時刻や地震波の振幅などから、地震
の発生場所、深さ、規模（マグニチュード）が推定できる。

地震動
　地震波が地表に到達したときの地面の揺れ。

用語集用語集  
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地震波
　地下で生じる岩盤の破壊は、ある面（断層）を境に互いがずれるように起こる。これを断層運動といい、
それに伴い地震波が生じる。地震波は、地球の内部を伝わる縦波（Ｐ波）と横波（Ｓ波）、地球の表面に
沿って伝わる波（表面波）に大別できる。

震源
　断層運動の際に、岩石の破壊（ずれ）が始まり地震波を発生させた最初の地点。震源域は、断層運動
により地震波を発生させた領域全体を指し、断層運動によって生じた岩石の破壊面とほぼ同じである。
震源域の長さ（差し渡し）は、マグニチュード 7の地震で数十キロメートル程度、マグニチュード 8で
は 100キロメートルを超えることがある。

震度
　地震動の強さを表す尺度であり、地表での揺れの程度を意味する。震度は揺れの強い方から「7」、「6
強」、「6弱」、「5強」、「5弱」、「4」、「3」、「2」、「1」、「0」の 10 段階の階級で表現する。一般に、地
震の震源域に近い場所ほど震度は大きく、またマグニチュードが大きい地震のときほど、各地の震度は
大きくなる。

震度計
　地震動を計測し、観測地点における震度（計測震度）を自動的に算出する機器。計測震度の算出には、
計測した地震動の加速度の振幅や周期等を用いる。

深部低周波地震（微動）
　深さ約 30～ 40 キロメートルで発生する、周波数の低い（周期の長い）波が卓越する地震のことを
言う（Ｐ波やＳ波が明瞭でなく震動が継続するものは「深部低周波微動」と呼ばれる）。長野県南部～日
向灘にかけてのプレート境界では、深部低周波地震（微動）が見られる。

ス
 スーパーコンピュータシステム

　数値予報モデル等による解析・予測および静止気象衛星（ひまわり）に代表される衛星データ処理に
用いるスーパーコンピュータを中核としたシステム。

数値予報
　物理の法則に基づき、将来の気温、気圧、風などの大気や海洋の状態を数値として予測する技術。こ
の計算には、膨大な演算処理が必要であるため、スーパーコンピュータが使われる。計算に用いられる
プログラムを数値予報モデルと呼ぶ。

セ
 静止気象衛星

　赤道上空約 35,800 キロメートルの高さにあって、地球の自転と同一周期で地球を周回しながら、常
に地球上の同じ場所の気象観測を行う衛星。我が国の「ひまわり」のほか、米国の GOES、欧州の
METEOSAT などが運用されている。

用語集  

174 175

⦉⦓⦟K  2037785_気象業務はいま2019_ 

1

校 

2

校 

3

校 _中川<P174>　



資
料
編

静止気象衛星「ひまわり」（Himawari）
　気象庁の運用する静止気象衛星「ひまわり」8号及び 9号を指す。従来の「ひまわり」という和名の
愛称を受け継ぎ、8号及び 9号から英名も「Himawari-8」「Himawari-9」とした。「ひまわり」8号及び
9号の気象観測機能は、「ひまわり」6号及び 7号と比べ、画像分解能が向上、観測間隔が短縮、画像の
種類が増加し、防災のための監視機能を強化すると共に、気候変動や地球環境の監視機能も強化する。
8号を平成 26年（2014 年）に、9号を平成 28年（2016 年）に打ち上げ、2機あわせて 15年間の観
測を行う。

成層圏
　対流圏と中間圏の間にある大気圏。昭和 36年（1961 年）に世界気象機関（WMO）は、「対流圏界
面（高さ 6～ 18キロメートル）と成層圏界面（50～ 55キロメートル）との間にあり、一般に気温が
高さとともに高くなる領域」と定義した。

世界気象機関
　→WMO（World Meteorological Organization）参照

全磁力
　地磁気の強さのこと。岩石磁気（磁性）は、温度や応力によって変化するため、地下の岩石の温度や
応力状態の変動に伴って地上の全磁力が変化する場合がある。日本付近の火山では火口直下で温度が上
昇すると、全磁力値が火口の北側で増加し、南側で減少する。

タ
 台風

　北西太平洋または南シナ海に存在する熱帯低気圧のうち、最大風速がおよそ毎秒 17メートル以上の
もの。

高潮
　台風や発達した低気圧などに伴う気圧降下による海面の吸い上げ効果と風による海水の吹き寄せ効果
のため、海面が異常に上昇する現象。

竜巻
　積雲や積乱雲に伴って発生する鉛直軸を持つ激しい渦巻きで、漏斗状または柱状の雲や、陸上では巻
き上がる砂塵、海上では水柱を伴うことがある。地上では、収束性や回転性を持つ突風や気圧降下が観
測され、被害域は帯状・線状となることが多い。

チ
 地磁気永年変化

　主に地球内部の鉄やニッケルの対流の変化によって生じる数年から数十年以上の時間スケールでの緩
やかな地磁気の変化。数万年から数十万年ごとに地磁気の南北が逆転している。
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中層フロート（アルゴフロート）
　海面から深さ 2,000 メートルまでの間を自動的に浮き沈みしながら水温・塩分を観測し、そのデータ
を人工衛星経由にて通報する観測機器。アルゴ計画（アの項を参照）において主要な観測機器として用
いられている。中層フロートから通報されたデータは、直ちに気象データ交換のための全球通信システ
ム（GTS）を通じて国際的に交換され、海水温予測やエルニーニョ現象の監視・予測などの気象・海洋
業務に利用されている。

潮位
　基準面から測った海面の高さで、波浪など短周期の変動を除去したもの。

長周期地震動
　大きな地震が発生したときに生じる、周期が長い揺れ。長周期地震動により、高層ビルは大きく長時
間揺れ続ける。また、長周期地震動は遠くまで伝わりやすい性質があり、地震が発生した場所から数百
キロメートル 離れたところでも大きく長く揺れることがある。長周期地震動による大きな揺れにより、
家具類が倒れたり・落ちたりする危険に加え、大きく移動したりする危険がある。

長周期地震動階級
　長周期地震動の揺れの大きさの指標で、高層ビルの高層階における人の行動の困難さの程度や家具類
等の移動・転倒などの被害の程度から区分したもの。揺れの大きい方から「階級４」、「階級３」、「階級
２」、「階級１」の４段階で表現する。

ツ
 津波

　海底下の浅いところで大きな地震が起きると、海底が持ち上がったり下がったりする。その結果、周
辺の広い範囲にある海水全体が短時間に急激に持ち上がったり下がったりし、それにより発生した海面
の変動が波として周囲に広がっていく現象。津波が陸地に近づき水深が浅くなると、速度は遅くなると
ともに、津波の高さは急速に高くなる。

テ
 データ同化技術

　気象台などが行う地上気象観測や高層気象観測のように、ある決まった時刻に行われる観測に加えて、
衛星観測のように特に観測時刻が定まっていない観測など、様々な観測データを数値予報の「初期値」（予
測計算を開始する時刻の気温や風速などの大気の状態を表す物理的な数値）として活用するための手法。

ト
 東海地震

　過去の大規模な地震の発生間隔などから、駿河湾から静岡県の内陸部のフィリピン海プレートと陸の
プレートの境界を震源域として、いつ発生してもおかしくないと考えられているマグニチュード 8クラ
スの海溝型地震。日本で唯一、防災対策に結びつけられる短期直前予知の可能性があるとされてきた。
ただし、現在の科学的知見によれば、東海地震についても、地震の発生を確度高く予測することは困難
であると考えられている。
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ナ
 南海トラフ地震

　駿河湾から日向灘沖にかけての南海トラフ沿いのプレート境界を震源域として発生する大規模な地
震。概ね100～150年間隔で繰り返し発生しており、昭和東南海地震（1944年）及び昭和南海地震（1946
年）が起きてから 70年以上が経過した現在では、次の南海トラフ地震発生の切迫性が高まってきてい
ると考えられている。発生する地震の震源域には多様性があると考えられており、従来想定されてきた
東海地震の震源域も含まれる。

南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会
　気象庁が南海トラフ全域を対象として地震発生の可能性を評価するにあたって、有識者から助言いた
だくために開催する。学識経験者（現在は６名）から構成され、異常な現象を観測した際に開催する臨
時の会合と、毎月開催する定例の会合がある。

ネ
 熱帯低気圧

　熱帯または亜熱帯地方に発生する低気圧の総称。低気圧域内の最大風速がおよそ毎秒 17メートル未
満で台風に満たないものを指すこともある。

ハ
 ハザードマップ（hazard map）

　ある災害に対する危険な地区が記入されている地図。火山噴火、地すべり、山崩れ、洪水、高潮、土
石流、なだれなどの現象に対して、それぞれ作成されている。

波浪
　海面の波のうち、風によって引き起こされるものの総称。その場所で吹いている風によって起った「風
浪」と、他の場所で風によって生じた波がその場所まで伝わって来た「うねり」がある。

ヒ
 ひずみ計

　地下の岩盤の伸び・縮みを非常に高感度で観測する装置。気象庁では、南海トラフ地震発生の可能性
が相対的に高まったと評価されるようなプレート間の固着状態の変化を示唆する地殻変動を捉えること
を目的として、地下数百メートル程度の深さに円筒形のセンサーを埋設し、周囲の岩盤から受ける力に
よって変形する様子を極めて高い精度で検出し、監視している。センサーには、変形による体積の変化
を測定する体積ひずみ計と、水平面内の方位ごとの変形の量も測定できる多成分ひずみ計がある。

ヒートアイランド現象（heat island phenomenon）
　人工的な熱の排出や、人工的な地表面及び建築物の増加により、都市の気温が周囲よりも高い状態に
なる現象。等温線が都市を丸く取り囲んで、気温分布が島のような形になることから、このように呼ば
れる。
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フ
 プレート

　地球表面を覆う厚さ数 10キロメートルから 100 キロメートル程度の固い岩石の層。地球表面は大小
合わせて十数枚のプレートで覆われており、日本周辺は、太平洋プレート、フィリピン海プレート、北
米プレート、ユーラシアプレートの 4枚のプレートが接する境界に位置している。

噴火警戒レベル
　火山活動の状況に応じて「警戒が必要な範囲（生命に危険を及ぼす範囲）」と、防災機関や住民等の「と
るべき防災対応」を 5段階に区分した指標のこと。噴火警報、噴火予報に付して発表する。各火山の地
元都道府県等が設置する火山防災協議会で検討を行い、噴火警戒レベルに応じた「警戒が必要な範囲」
と「とるべき防災対応」が市町村・都道府県の地域防災計画に定められた火山で運用を開始する。

噴火警報
　噴火に関する重大な災害の起るおそれのある旨を警告して行う予報のこと。生命に危険を及ぼす火山
現象（大きな噴石、火砕流、融雪型火山泥流等、発生から短時間で火口周辺や居住地域に到達し、避難
までの時間的猶予がほとんどない現象）の発生が予想される場合やその危険が及ぶ範囲の拡大が予想さ
れる場合に火山名、警戒が必要な範囲（生命に危険を及ぼす範囲）等を明示して発表する。噴火警戒レ
ベルを運用している火山では、噴火警戒レベルを付して発表する。

噴火速報
　登山者や周辺の住民に対して、噴火の発生を知らせる情報のこと。火山が噴火したことを端的にいち
早く伝え、身を守る行動を取っていただくために発表する。

噴石
　気象庁では、噴火によって火口から吹き飛ばされる防災上警戒・注意すべき大きさの岩石を噴石と呼
んでいる。火山に関する情報では、防災上の観点から、「大きな噴石」および「小さな噴石」に区分して
使用している。

マ
 マイクロバースト

　積乱雲等の冷たく重い空気の塊が上空から降りて地表付近で弾けるように発散する現象。強い低層
ウィンドシアーを起こす現象の一つであり、航空機の離着陸に大きな影響を与える。周囲への吹き出し
が 4キロメートル未満のものをマイクロバースト、4キロメートル以上のものをマクロバーストとも呼
ぶ。

マグニチュード（magnitude）
　地震（断層運動）の規模の尺度。一般に M という記号で表され、観測された地震波をもとに算出さ
れる。Ｍの値が 1大きくなると地震のエネルギーは約 30 倍になる。

ミ
 民間気象業務支援センター

　気象庁は、予報業務許可事業者その他民間における気象業務の健全な発達を支援し及び産業、交通そ
の他の社会活動における気象情報の利用促進を図るため、「民間気象業務支援センター」を指定できるこ
とになっている。現在、（一財）気象業務支援センターが気象庁長官よりその指定を受けている。

用語集  

178 179

⦉⦓⦟K  2037785_気象業務はいま2019_ 

1

校 

2

校 

3

校 _中川<P178>　



資
料
編

ユ
 有害紫外線

　紫外線の中でも特に、波長 280 ～ 315 ナノメートル＊の紫外線（B領域紫外線、UV-B）は、オゾン
による吸収が大きいことからオゾン層の破壊の影響を最も強く受け、かつ、生物にとって有害であるこ
とから、一般に有害紫外線と呼ばれている。オゾン層破壊に伴い、地上に到達する有害紫外線量の増加
による皮膚がん、白内障など健康被害の増加が懸念されている。
　＊：1ナノメートルは 1ミリメートルの 100万分の 1（10億分の 1メートル）

ヨ
 4 次元変分法

　数値予報モデルが短時間（例えば 3時間程度）に予測する、風、気温、降水量などの様々な物理量と、
地上の様々な場所や時刻に実際に観測される物理量との差が最小になるようにするデータ同化技術。空
間（3次元）の観測値の分布に加えて、時間的な分布も考慮されることから 4 次元と称される。

ラ
 ライダー（lidar : Light Detection and Ranging）、ドップラーライダー

　レーザー光の短いパルスを大気中に発射し、雲、エーロゾル、大気分子からの散乱光を受信すること
によりそれらの濃度の高度分布を遠隔測定する装置のことをいう。レーザーレーダーとも呼ばれる。ま
た、ドップラー効果を利用して上空の風の情報を得る機能を備えた装置をドップラーライダーという。

ラジオゾンデ（radiosonde）
　センサーと無線発信器を一体とした気象測器のこと。水素又はヘリウムを詰めた気球に吊して上空に
飛揚し、気圧・気温・湿度・風など大気の状態の測定に使用する。

ラニーニャ現象
　エルニーニョ現象（エの項を参照）とは逆に、太平洋赤道域の日付変更線付近から南米沿岸にかけて
海面水温が平年より低くなり、その状態が 1年程度続く現象で、数年おきに発生する。ひとたびラニー
ニャ現象が発生すると、日本を含め世界中で異常な天候が起こると考えられている。

レ
 レーダー（radar：Radio Detection and Ranging）、ドップラーレーダー、二重偏波気象レーダー

　パルス状の電波を大気中に発射し、雨粒や雪からの反射波を受信することにより降水の水平分布や高
度などを遠隔測定する装置のことをいう。また、降水の分布や強さなどの観測に加え、電波のドップラー
効果を利用して上空の風の情報を得る機能を備えたレーダーをドップラーレーダーという。さらに、水
平方向と垂直方向に振動する電波（水平偏波、垂直偏波という。）を用いることで、雲の中の降水粒子の
種別判別や高精度な降水の強さの推定が可能なレーダーを二重偏波気象レーダーという。
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ʮؾۀい· ����ʯͷར༻ʹͭいͯ

ɹʮ気象ۀ務はいま 201�ʯにࡌܝさΕていΔਤ表・ࣸਅ・จষ（Ҏ
下ʮࢿྉʯͱいいま͢。）は、ୈऀࡾのग़యが表ࣔさΕていΔのΛ
আき、ࢿྉのෳ製、ެऺૹ৴、༁・มܗ等のҊ等、ࣗ༝にར༻
できま͢。ただし、Ҏ下にࣔ݅͢にैͬていただくඞཁがありま͢。

・ར༻のࡍは、ग़యΛ記ࡌしてください。
ɹʢग़యྫࡌهʣ
ɹग़యɿ気象庁ʮ気象ۀ務はいま 201�ʯΑり

等してར༻͢Δ߹は、্記ग़యͱはผに、ฤू・ՃྉΛฤू・Ճࢿ ・
等ΛͬߦたこͱΛࡌܝしてください。またฤू・Ճした報Λ、あたか
気象庁が࡞したかのΑ͏ͳ༷ଶでެ表・ར༻͢Δこͱはࢭېしま͢。

ɹʢࢿྉΛฤूɾՃͯ͠ར༻͢Δ合ͷྫࡌهʣ
ɹ気象庁ʮ気象ۀ務はいま 201�ʯΛͱに˓˓株式会社࡞

・ ୈऀࡾ࡞ਤ表ϦετにࡌܝさΕていΔਤ表またはୈऀࡾのग़యが表ࣔさ
ΕていΔจষについては、ୈऀࡾがஶͦݖ࡞のଞのݖརΛ༗していま͢。ར
༻にあたͬては、ར༻ऀので֘ୈऀࡾからར༻のڐΛಘてください。
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ୈऀࡾ࡞ਤදϦετ

ϖ��ʔ��δ λɹΠɹτɹϧ උɹɹߟ
� ѪඤݝӉౡࢢにお͚Δ࠭ࡂ ࣸਅ（Ӊౡࢢఏڙ）

11 ίϥムɹฏ307݄߽Ӎにお͚Δݥةのঢ়گ ࣸਅ（Ԭതࢯఏڙ）

15 ίϥムɹࡂ気象報の͑ํվળに͚た気象庁のظ ஶऀࣸإਅ

1� ίϥムɹ2030に͚た気象庁のظ ஶऀࣸإਅ

31 ίϥムɹฏ30ւಓৼ東部にお͚Δ気象からのࢧԉ
（ւಓްਅ町） ްਅ町ϩΰϚーΫ

32 ίϥムɹຊ߽Ӎにお͚Δ気象からのࢧԉ（広ౡࢢޖݝ） ஶऀࣸإਅ

35 ࡂରԠがݕ౼さΕた̏つのέーε
ը૾（தԝࡂ会ٞʮೆւτϥ
ϑԊいのҟৗͳݱ象のࡂର
Ԡのありํについてʯ（報ࠂ）Αり）

36 ίϥムɹपظಈの؍ଌ・༧ଌ報にظ͢Δこͱ ஶऀࣸإਅ

37 ίϥムɹ࡛ݝۄにお͚ΔదԠࡦのऔりΈ（࡛ڥݝۄ部Թஆ
Խରࡦ課） ஶऀࣸإਅ

38 ίϥムɹ気ީมಈにؔ͢Δؒύωル（*1$$）ʮ1.5ˆಛผ報ࠂॻʯ
ը૾（気ީมಈにؔ͢Δ
ؒύωル（*1$$）ホー
ムページΑりసࡌ）

38 ίϥムɹʮ気ީมಈにؔ͢Δ࠙ஊ会ʯのظ ஶऀࣸإਅ

41 ίϥムɹখنऀۀࣄこͦσーλの׆༻Λʂ ஶऀࣸإਅ

42 ίϥムɹۀでの৽たͳ気象σーλར׆༻の࢝まり ஶऀࣸإਅ

42 ίϥムɹসإΛ売ΔਓがসإでいらΕΔੈのதに。ํのฮ৯
堂の*5ۀࣄ ஶऀࣸإਅ

43 ίϥムɹ気象σーλに付ՃՁΛ ஶऀࣸإਅ

7� ೆւτϥϑڊ大の想ఆݯҬͱ・ߴ
ը૾ʮೆւτϥϑڊ大
のඃ想ఆ（ୈೋ࣍報ࠂ）ʯ

（தԝࡂ会ٞ、2013）

7� աڈにൃੜしたೆւτϥϑのݯҬのۭؒ࣌
ը૾ʮೆւτϥϑの
ධՁ（ୈೋ൛）ʯظಈの׆

（ௐࠪҕһ会、2013）

84 ग़ௐࠪ（߱փௐࠪ） ࣸਅ（ໄౡߴࢢ千ึՏݪ
ビジλーηϯλーఏڙ）

�7 気象報Λར༻͢ΔύΠϩοτ ࣸਅ（ຊۭߤ株式会社ఏڙ）

106 *o5・ビοάσーλ・"*が͢Δ৽たͳՁ ը૾（ग़యɿʮฏ28൛
報௨৴നॻʯ（総務ল）Αり）

108 気象σーλのྲྀ௨ྔͱੳしていΔۀاのׂ߹ ը૾（ʮฏ27൛報௨৴ന
ॻʯ（総務ল）Λجに気象庁࡞）

117 ίϥムɹ3.11 あののආߦಈɹʙ໋ΛͬٹてくΕたڭࡂҭʙ ஶऀࣸإਅ

124 ฏ2�෩ୈ21߸の؟のத ࣸਅ（ࢁ田広।ڭत（ླྀٿ大ֶ）ఏڙ）

130 ίϥムɹਓٕज़にΑΔ気象༧ଌのݙߩ ஶऀࣸإਅ

138 ・がൃੜしたΠϯυωγΞ・εϥΣγౡ ਤ（ࠃཧӃਤ）

138 にΑりւ؛にଧち্͛らΕた٬ધ ࣸਅ（ಠཱߦ๏ਓࡍࠃ
（ڙఏߏػྗڠ

13� ίϥムɹͻまΘり8߸はΦーετϥϦΞ気象ہの༧報のۀ務Λいかにֵ৽したか ஶऀࣸإਅ

13� ίϥムɹͻまΘり8߸はΦーετϥϦΞ気象ہの༧報のۀ務Λいかにֵ৽したか ࣸਅ（ΦーετϥϦΞ気象ہఏڙ）
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お問い合わせ先
内容等についてお気付きの点がありましたら、下記までご連絡ください。

□内容について
〒100-8122
東京都千代田区大手町1-3-4
気象庁総務部総務課広報室
電話03-3212-8341（代表）
気象庁ホームページ https://www.jma.go.jp
ご意見・ご感想はこちらから
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/info/goiken.html

□製品・販売について
研精堂印刷株式会社 
〒102-0072 
東京都千代田区飯田橋3-11-14 GS千代田ビル2F 
電話03-3265-0157 
ホームページ http://www.kenseido.co.jp/ 
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令和元年 6月

気 象 庁
令和元年 6月

気 象 庁

平成30年7月豪雨
2030年の科学技術を見据えた気象業務のあり方
平成を振り返る

特 集 １

特 集 ２

特 集 ３
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